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      女難戦記

      男女比１対10の女性上位の軍隊で、

      エースパイロットの俺だけが男の話

      寒天ゼリヰ　著　　　　イラスト　よろづ

    


    
      
        第一章　傭兵、降り立つ

      

      「お客さん、起きてください」

      　そんな言葉とともに肩を揺すられ、北斗ホクト輝星キセイは眠りから覚めた。大きなあくびをしつつ目を開けると、目の前にはスーツを身にまとった中年女性の姿がある。

      「あ、ハイ」

      　呆けたような声で返事をしつつ、輝星は周囲を見回した。樹脂製の古ぼけた椅子の立ち並ぶうらぶれた待合ロビー。正面にでんと置かれた電光掲示板には○○行き定期便何時何分発云々などといった文字が躍っている。

      「いや、スンマセンね。久しぶりの長旅でちょっと疲れちゃって」

      　笑いながら答える輝星に、中年女性は年甲斐もなく赤面した。彼がモデルやアイドルでもそうそう見ないような、線の細い極めつけの美少年だったからだ。

      「いえいえ」

      　苦笑する中年女性。その頭頂部には、まるでネコかオオカミのような形状の耳が生えていた。明らかに奇妙な外見ではあるが、輝星に気にする様子はない。

      「一人旅ですか？」

      「ええまあ。仕事でね」

      「まあ」

      　軽く驚いたような声を出し、中年女性は輝星をまじまじと見た。厚手のジーンズにビンテージ物のフライトジャケットというラフな格好で、とても仕事人とは思えない雰囲気を出している。

      「お迎えは？ ご存じでしょうがこの星は治安が……男性がおひとりで歩くのは危険ですよ」

      「わかってはいるんですけどね。先方もなかなか忙しいみたいで」

      　そういいつつ、輝星はポケットから出した携帯端末を一瞥して時間を確認した。一瞬顔をしかめ、すぐに表情を笑顔に戻す。

      「や、スイマセン。ちょっと寝過ごしましたねこりゃ。待ち合わせに遅れそうなんで、そろそろ行きます」

      　輝星は立ち上がり、足元の小さなキャリーケースのグリップをつかむ。

      「ありがとうございました。またご縁があれば」

      「え、ええ。お気をつけて」

      　一礼したあと、輝星は小走りでロビーの正面扉から外へ出た。少し歩き、振り返る。背後にあったのは小さな建物と、そしてそれに反比例するように巨大な、天に向けて屹立するマスドライバー・レール。建物の横には大きく『ベサリア・プライム第三宇宙港』と書かれた看板がある。

      「さてさて……」

      　視線を戻し、携帯端末を出してマップアプリを開いた。しかしそこに表示されていたのは『この星系は本サービスではサポートしていません』という非情な文字。顔をしかめ、輝星は歩き出した。

      　それから二時間後。輝星は額に汗を浮かべながら裏路地を歩いていた。右手には紙の地図を持ち、左手の小脇にはくしゃくしゃのフライトジャケットをひっかけている。

      「参った……」

      　このあたりのはずという目星はついているものの、すっかり迷ってしまっていた。顔の汗をぬぐい、天を仰ぐ。青っぽい太陽がギラギラと輝き、苛烈な日差しを四方八方に放っている。

      「これでも冬か。しくじった」

      　そうつぶやいた時だった。どこからともなくあらわれた少女たちが、輝星の前に立ちはだかった。

      「おいおいニーチャン、どうしたんだよこんなところで」

      「迷子になっちゃったのかなー？ うーん？」

      　一様にニヤニヤと薄気味の悪い下卑た笑みを浮かべ、お世辞にもガラがよいとは言い難い服装の娘たちだ。全員、先ほどの中年女性と同じく頭部に獣じみた耳をはやしている。

      「げ」

      　苦い表情を浮かべ、輝星は一目散に逃走しようとする。だがそれより早く一番長身の娘が彼の胸倉を掴み、そして軽々と体を持ち上げた。輝星が華奢な体格をしてるとはいえ、娘のほうもガタイがいいとは言い難い。不可思議な光景だった。

      「ママに教わらなかったのかなぁ？ 外にはこわーい人がいっぱいいるってさぁ」

      　そういって彼女は輝星を近くの民家の壁へ押し当て、頬をベロリと舐める。

      「俺、急いでるんで……金でカンベンしてくれないっすかね」

      「金？ いらねぇよそんなもん」

      　娘は言い捨て、輝星を地面に転がした。未舗装の赤っぽい路面に転がった輝星は何度か咳き込むが、娘たちはそんなことで躊躇してくれるような優しい手合いではなかった。

      「わかってんだろ、アタシらの目的をさ」

      　少女が笑うと、ほかの少女たちが強引に輝星の身体を押さえつけた。そのまま、長身の少女は輝星のベルトに手をかける。

      「冗談キツイぜ……！」

      　慌てて振りほどこうとする輝星だったが、完全に力で抑え込まれてしまう。重機を思わせるすさまじい膂力りょりょくだった。たとえ輝星が筋骨隆々の大男だったとしても、とてもではないがこの拘束から逃れることはできなかっただろう。まして彼は一般男性より明らかに非力なのだから、もう勝ち目などない。

      　それは向こうも承知しているようで、嬲なぶるようにゆっくりと輝星の抵抗を押さえつけていく。その頬は紅潮し、吐息は獣のように荒かった。

      　まさに絶体絶命。しかし静かな、それでいてよく響く鋭い声が彼女らの乱行を咎とがめた。

      「何をしているのです」

      　そこにいたのは、雪のような真っ白い長髪の少女だった。青い流麗な軍服をまとい、アクアマリンのような瞳が冷たく少女たちを睨みつけている。

      「なに？ 邪魔しようってワケ？」

      「無論、当然です。──あなたたちのような狼藉者を許すわけにはいきませんので」

      「へぇ……」

      　その言葉に、長身の少女は輝星を押さえつけていた手を緩め挑発的な笑みを浮かべる。輝星が即座に逃げようとしたが、別の少女につかまれて動きを止められた。

      「ちょっと調子乗ってんじゃない？ 軍人サン」

      　そういうなり、チンピラ娘は軍服少女に殴りかかった。目にもとまらぬようなすさまじい速度で肉薄し、強烈なパンチを振るう。

      「ふん」

      　しかしその拳は、軍服少女の手により容易に受け流された。そして伸び切った腕をつかみ、ねじり上げた。

      「いだだっ！」

      「喧嘩殺法では」

      　そのままねじった腕に力を込めると、チンピラは情けない悲鳴を上げた。関節が完全に極まっている。力で強引に逃れるのは不可能だ。

      「実力の違いがわかりましたか？」

      　そこまで言ったところで、軍服少女は腰のホルスターから驚くほどの速さでリボルバー拳銃を抜き、発砲した。乾いた銃声とともに、チンピラ娘の手下が懐から出したナイフが宙を舞う。

      
        
      
      「……さっさと失せることです。ケガをしたくないならば」

      「ク……わかった。離せよ！」

      　軍服少女が解放してやると、チンピラ娘は悪態をつきながら立ち上がり服についたほこりを払う。

      「いくぞ！」

      「ハ、ハイ」

      　ぱっと背を向けて歩き出すチンピラ娘に、手下たちも続いた。あとに残された輝星に、軍服少女が手を差し伸べる。

      「大丈夫でしたか？」

      「ええハイ。ありがとうございます」

      　その手を掴んで立ち上がり、輝星はうなずく。

      「よかった。このあたりは危険な地区です。安全な場所にお送りしましょう」

      「や、その必要はありません」

      　軍服少女の言葉に、輝星は首を左右に振った。そして両足を揃え、ぴしりと敬礼しながら少女の目を見る。

      「シュレーア・ハインレッタ皇女殿下ですね。北斗輝星、ただいま着任しました」

      「北斗……輝星!?」

      「ええ。あなたが雇った傭兵の北斗輝星ですよ」

      　先ほどとは打って変わった挑戦的な笑みとともに、輝星はそう言い放った。

      
        

      

      

      
        

      

      「確認が取れました。確かにあなたが北斗輝星で間違いないようですね」

      　輝星がこの冷房の効いた応接室のような部屋に通されて三十分。ノックとともに入室してきたシュレーアが、開口一番にこう言った。

      「あの・・北斗輝星が、本当に男性だとは思いませんでした」

      「地球人テランには男のパイロットは珍しくはないんですがね」

      「申し訳ありません。私は地球人テラン自体初めて会うもので……」

      　狼めいた獣耳のついた頭を軽く下げてから、シュレーアは困ったように笑った。

      「我々ヴルド人は、男性が戦場に出ることはあり得ませんから」

      　彼女の言うように、シュレーアは地球に起源をもつ生命ではなかった。光速を突破する技術が一般化したこの時代における銀河系の支配的種族、ヴルド人だ。地球人テランが太陽系近傍のいくつかの星系を支配下に置いている少数種族に過ぎない一方、ヴルド人は銀河系全土を生活圏としている。地球人テランは彼女らからすれば、そうそう出会うことのない人種なのだ。

      「もちろん知っていますよ。大丈夫、男とはいえ仕事はしっかりします」

      　そしてヴルド人は、女性のほうが身体性能に優れる種族だった。さらに言えば、地球人テランよりよほど男女間の区別が激しい。男は家に居て家庭を守るものという風習が、世間一般の常識とされている。男性より女性のほうが圧倒的に生まれやすいという種族特性もあって、道を歩いていても男性とすれ違うようなことはまずないくらいだ。

      「え、ええ。わかっています」

      　そうは言うが、シュレーアの表情には隠し切れない猜疑の色があった。

      「ま、それはさておき、です。現状と、俺のやるべき仕事を教えてください。資料は一応読みましたが、生の情報を聞いておきたい」

      　とはいえこのような反応をされることは、ヴルド人の間で働いていれば珍しくもない。輝星は気にすることなく、シュレーアに聞く。

      「わかりました」

      　シュレーアがうなずき、応接テーブルに埋め込まれた端末を操作した。空中にこの周囲のものと思われる星図がホログラム投影される。

      「ご存じの通り、現在我々カレンシア皇国は大国であるノレド帝国の侵攻を受けており、戦況は芳かんばしくありません」

      　星図の大半が赤く塗りつぶされる。敵国のノレド帝国とやらの勢力圏を示しているらしい。

      「帝国の目的はわが方の戦略資源と、そして増えすぎた帝国臣民の植民です。ほしいのは土地だけですから……占領下の有人惑星には終末爆撃が行われています」

      　衛星軌道上から地上を無差別に爆撃し、惑星上を住民もろとも更地にするのが終末爆撃だ。要するにジェノサイドである。

      「そこまでやりますかぁ……」

      　植民目的の戦争は珍しくもないが、そこまで極端な作戦をとるのはさすがに普通ではない。輝星は眉をひそめた。

      「当然、降伏の余地はありません。我々が生き残るには、勝つしかないのです。ですが……」

      　星図に目を向けるシュレーア。帝国と皇国の国力差は歴然だ。勝ちの目はあまりにも少ない。

      「ですから、我々はあなたを呼んだのです。北斗輝星──《凶星》を」

      「個人でどうにかできるレベルじゃないですよね、実際のところ」

      　乾いた笑みを浮かべる輝星。

      「ええ……その通りです。むろん、我々も勝利すべくさまざまな手を打ちました。しかし、そのどれもが失敗している……」

      　口を真一文字に結び、シュレーアは黙り込んだ。窮屈な応接室に、息苦しくなるような沈黙が下りた。輝星は静かに、紅茶で口を湿らせる。

      「もはや、頼れるのはあなただけなのです。伝説的な傭兵であるあなたならば、きっとこの絶望的な戦況も挽回できると、私は信じています」

      「なるほど」

      　やや誇らしげに、輝星はうなずく。その反応に気をよくしたシュレーアは、熱のこもった口調で続けた。

      「もちろん、あなたを支援する手はずも整っています。まず手始めに、これを用意しました」

      　そう言ってシュレーアは立ち上がり、窓のカーテンを開けた。ガラスの向こうには、空港の駐機場を思わせる空間が広がっていた。

      　そしてその中でも目に付く物体が一つ、巨大な人型の機械だ。真っ白な装甲をまとったソレは、輝星たちからはかなり離れている場所にあるにも関わらずかなり大きく見える。十メートルは優に超えているだろう。

      　超光速型戦術攻撃機、通称ストライカー──この時代における戦場の花形。巨大人型機動兵器だ。

      「カワシマ・アイアンワークス社から納入されたばかりの、最新鋭試作機《エクスカリバー》です」

      「ああ、カワシマの新型。噂だけは聞いたことがありますよ」

      　輝星にもなじみ深い、地球のメーカーの機体だった。人口で大差をつけられている地球人テランだが、その技術力を生かしてヴルドにさまざまな製品を売って外貨を獲得している。ストライカーを含む兵器もその一つで、銀河中に地球製のものが広く出回っていた。

      「例の・・武装もすでに到着していますから、すぐにでも出撃可能です」

      　どうだと言わんばかりの表情で《エクスカリバー》を指さすシュレーアだったが、次の瞬間轟音とともに駐機場で大爆発が起こった。

      「うわっ!?」

      　すさまじい衝撃波が防弾仕様の窓ガラスを粉々に破壊し、室内の調度品ごと輝星の体を吹っ飛ばす。あまりの威力に、輝星は悲鳴を上げながら床に転がることしかできない。

      「う、ぐ……何が起こった!?」

      　輝星と同様に吹き飛ばされたシュレーアだったが、即座に立ち上がり耳元に装着されたイヤーカフス型の通信端末のボタンを押して叫んだ。

      「軌道爆撃!? なに、戦艦級が二隻ですって!? 監視はなにをやっていたんたんです!!」

      　忌々しそうな表情で胸元のマイクにがなりたてるシュレーア。しかしすぐ横で目を回している輝星を見て血相を変えた。

      「だ、大丈夫ですか!? ケガは……」

      　慌てて輝星の体に触れようとした彼女だったが、寸前に手を止め顔を赤くする。しかし躊躇している場合ではない。ごくりと生唾を飲み込んでから、もう一度輝星の胸元に手を当てようとする。

      「あ、ああ、大丈夫っす。ひでぇ目にあった……」

      　が、直前に輝星が正気を取り戻して体を起こした。一瞬シュレーアの顔に残念そうな表情が浮かぶ。彼はそれに気づくことなく、頭をぶんぶんと振った。

      「いやはや、さすがヴルド人は丈夫だ……じゃないや、丈夫ですね。で、なにがあったんです？」

      「敵襲です。とにかく、今は安全なところに行きましょう。失礼！」

      　言うなり、シュレーアは輝星を軽々と抱え上げた。そしてお姫様抱っこの体勢へ。

      「ちょ」

      「だから失礼といったでしょう！」

      　恥ずかしそうに、だがなぜかまんざらでもなさそうな表情でシュレーアが叫ぶ。そして真っ赤な顔をしたまま猛烈な勢いで走り始めた。

      「地下に指令室があります。あそこなら対地貫通弾でもそうそう貫けません。そこへ向かいます」

      　その言葉に、輝星はコクコクとうなずくことしかできなかった。ドタドタと音を立てながら廊下を走り、エレベーターへと向かう。敵の攻撃を受けたとはいえ、電源はまだ無事なようだ。電子音と共にドアが開くのを見て、シュレーアは安堵のため息を吐く。

      「直通エレベーターです。すぐに地下司令部へ着きますよ」

      　そういってエレベーターに入ると、彼女は名残惜しそうな様子で輝星を床に下した。それから操作盤に胸元に下げていたカードをかざすと、いくつかのボタンを押す。ドアが閉まると、エレベーターは微かなモーター音とともに下降をはじめた。

      　地下司令部は、対地貫通弾などの対地下兵器にも耐えるよう、かなりの地下深くに設営されている。エレベーターのドアが開いたのは、しばしの時間がたってからだった。

      「お待たせしました」

      　ドアの向こうには、薄暗い部屋があった。ちょっとした体育館くらいの広さで、光源と言えば頼りない赤色灯と無数のモニターのみ。オペレーターの話す声やキーボードを打鍵する音が、無遠慮に輝星の耳朶を叩く。狭くはない部屋だが、かなりの数の人員が詰めているためむっとするような熱気が籠もっている。もちろん、働いているのは女ばかりで男は一人もいない。

      「殿下！ ご無事でしたか」

      　司令部の奥まった場所に座っていた中年女が、慌てたように立ち上がって敬礼する。シュレーアは静かにうなずき、返礼した。

      「状況はどうなっているのです？」

      「セナ少尉、説明を」

      「ハイ」

      　オペレーターの一人がシュレーアの方を見て頭を下げ、手元の端末を操作する。司令部正面に設置された大型スクリーンに、宇宙空間に浮かぶ真紅の戦艦が映し出された。

      「数分前に監視衛星がとらえた画像です」

      「これは……帝国の新型戦艦ですね」

      「間違いありません。敵はプロシア型高速戦艦二隻と、護衛の巡洋艦が四隻の機動打撃部隊です。目下、敵艦隊は本惑星に軌道爆撃を続けており、ストライカー部隊の降下も確認しています」

      「クッ……完全に当たりをつけての襲撃ですね。敵に悟られないようわざわざ辺境惑星で接見したというのに……」

      「おおかた、あの新型をたどって来たんでしょうね」

      　駐機場の白い人型機動兵器の姿を思い出しながら、輝星がうなった。残念ながら、当の新型は敵の艦隊の軌道爆撃により輝星が一度も搭乗しないまま永遠に失われてしまった。

      「ええ。索敵網に引っかからなかったということは、相手は高性能なアクティブ・ステルスを装備しているはず……。そしてこのタイミングのいい攻撃、敵指揮官はかなりの切れ者でしょう」

      　厄介なことですと、シュレーアは歯噛みしながら腕を組んだ。定期旅客船の着陸を待ち、確実に基地内にターゲットがいるであろうタイミングで撃ってきたのだ。運が悪ければ二人とも最初の攻撃で死体も残さず爆死していた可能性も十分にある。

      「殿下、本星系の防衛隊ではこの規模の敵部隊を退けることは不可能です！ 増援は来ないのでしょうか」

      　司令が、シュレーアに伺いを立てる。

      「ヴィスラ星系に私の部隊……第三艦隊を待機させてあります。万一の場合はすぐに救援に来るよう申し付けていますが……」

      「ヴィスラ!? 足の速い巡洋艦でも半日はかかる場所ではありませんか！ 持ちませんよ、そんなには！」

      　ヒステリー気味の指揮官の声に、シュレーアは額に手を当てた。確かにその通りだ。敵に自分の動きを気取られないためにわざと遠くに部隊を配置したのだが、完全にそれが裏目に出てしまっていた。

      「まあいまさらそんなこと言ってもしょうがありませんよ、指揮官殿」

      　輝星がフライトジャケットのポケットに手を突っ込んだまま、不敵に指揮官に笑いかけた。

      「とりあえず俺が何とかします。ストライカーを一機貸してください」

      「ストライカー？ 出せる機体はすべて出しています。余っている機体なんて……」

      「大佐、《グラディウス改》があります！」

      　オペレーターの一人が立ち上がり、大声で言った。大佐と言いつつ、その目は輝星のほうを見ている。

      「旧式訓練機を無理やり戦闘用に改造した間に合わせ機体でしょう！ そんなモノでなにができるというのです！」

      「いやいや、十分ですって。ないよりマシってもんです。さ、早く機体のところに案内してください」

      「はっ！ このエルカ・ラダーソンがただいま案内させていただきます！」

      　ギラギラした笑みを浮かべつつ、例のオペレーターが輝星のもとに駆け寄る。緊急時だというのにどうしてこう緊張感がないのか。指揮官は頭を抱えた。

      　それから十分後。自前のパイロット・スーツに着替えた輝星は格納庫に移動していた。

      「なるほど、確かに急造機だ」

      　彼の目の前には、青い金属製の巨人が佇んでいた。全高は十二メートルほど。スリムといえば聞こえはいいが、どちらかといえば頼りなく見えてしまうような貧相なボディに、無理やり不格好な装甲板が溶接されている。

      「ン……だがそれがいい。嫌いじゃないね、こういうの」

      　ここまで案内してくれたオペレーターに笑顔でうなずいて見せる。彼女は顔を真っ赤にしてコクコクと首を上下に振った。

      「で、なんで殿下までパイロットスーツに？ 機体はコイツしか残ってないって話では」

      　シュレーアのほうに目をやる輝星。彼女はラバー風の素材でできた、体にぴったりと密着する煽情的な服装に着替えていた。これはストライカーのパイロット用として広く普及しているスーツであり、輝星自身も同様の白いスーツを着ている。

      「もちろん、あなたと共にこの機体へ同乗するためです」

      「同乗ぉ!?」

      　渋い表情を浮かべる輝星。

      「訓練機上がりならば、複座のはず。あなたが噂通りのパイロットならば、そのコックピットはこの惑星で一番安全な場所でしょう？ 私もここで死ぬわけにはいかない身ですから」

      「なっ！」

      　オペレーターが非難がましい声を上げたが、シュレーアは無視した。むろん、これはあくまで建前だ。

      　シュレーアは今まで、男性のパイロットなど見たことも聞いたこともない。それがいきなり目の前に現れたのだから、正直なところ半信半疑である。彼女自身ストライカー操縦の心得はある。いざとなれば自分がコントロールを奪う算段だった。

      「ええ……」

      　輝星としては勘弁願いたいところだが、彼女は雇い主だ。あまり強くも出にくい。

      「仕方ないですね……」

      　彼女の不信感も理解できる。輝星は不承不承うなずいた。オペレーターがすさまじい表情でシュレーアを見る。

      「ま、ゴチャゴチャやってる暇はなさそうですし。さっさと行きましょう」

      　言うなり、二人は整備用のクレーンのバスケットへ乗った。操作盤をいじり、胸部にあるコックピット・ハッチの前へ。狭いハッチをくぐり、二人はコックピットへと入った。

      「くっそ、狭いなぁ……」

      　十二メートルというストライカーのサイズは人型をしているために大きく見えるが、人が搭乗する機動兵器としてはかなり小柄といえる。当然コックピットに使えるスペースは狭く、まして複座ともなればほとんどタコツボの様相だ。

      　上下に分かれた上のコ・パイロットシートにシュレーアが。そして下のメイン・パイロットシートに輝星が座る。スペースが狭いため、シュレーアの股ぐら近くに輝星の頭があるような状態だ。やりにくいことこの上なかった。

      「ふ、複座機など久しぶりのことですから、忘れていました」

      　赤面しつつそんなことをのたまうシュレーア。

      「も、申し訳ありませんが……さ、触ってしまっても不可抗力ですよ！ セクハラではありません、不可抗力です！」

      「そんなこと言ってる場合ですか！」

      　ため息交じりに輝星は眼前のコンソールを操作した。コックピットハッチが閉鎖し、計器に火が灯る。

      『ハロー、パイロット。これより起動シーケンスに入ります』

      　少年声の電子音声がそう告げた。コックピット全面に装着された液晶パネルが明るくなり、周囲の映像をフレームレスで表示する。

      『システム起動。ならびに相転移タービンを始動します』

      　甲高い回転音がかすかにコックピットに伝わる。メイン・エンジンに火が入ったのだ。

      『……ゼロポイント・ゲート確立。相転移タービン、臨界に達しました。運転に問題なし』

      「よーしよし」

      　ニヤリと笑って、輝星が左右の操縦桿に手を載せる。

      『システムチェック問題なし。機体チェック問題なし。武装チェック問題なし。Ｉ─ｃｏｎ接続。機体コントロールをメイン・パイロットへ譲渡します』

      「おーし。問題ないですよ、いつでもいけます」

      　コンソールを操作して、通信を指令室につなぐ。

      「了解です」

      　通信に出たのは、いつの間にか指令室に戻っていた件のオペレーターだった。

      「敵ストライカー部隊が本基地に接近しています。当地域への軌道爆撃は休止中、リフトで地上に射出しますから、輝星さんはこれを迎撃してください」

      「りょーかい」

      「ああ、そういえば……」

      　輝星の肩をシュレーアが軽くたたいた。

      「例の武装はそちらのコンテナに入っています。使いますか？」

      　彼女の指さした先には、薄汚れた赤いコンテナがあった。

      「ああ、それじゃ有り難く」

      　頷いた輝星はコンテナに近づき、それを開封する。細く鋭い杭が装填された、武骨な作業機械めいた物体がそこには安置されていた。

      「パイルバンカー……《凶星》の代名詞的な武装ですね」

      「これで結構合理的な武器なんですがね。俺以外が使ってるのは見たことないですが……」

      　ぼやきつつ、輝星はパイルバンカーを左腕のハードポイントに装着した。

      「他に武器は……」

      「五三三ミリ・ガンランチャーしか残ってないですね。ま、なんとかしますよ」

      　対艦ミサイルを発射するバズーカ型の武装以外は軒並み出払っていた。十分な補給が届いている部隊であればこんなことはあり得ないのだが、残念ながらここは辺境の防衛部隊の基地だ。対ストライカーに使える取り回しのよい武器は、すべて先発部隊が持って行ってしまったのだろう。

      　だが、輝星は文句も言わず腰のハードポイントに対艦ガンランチャーをマウントする。予備弾倉も忘れず別のハードポイントへ。

      「よっし！ それじゃあ、行きますか」

      　そう言って輝星は両手で自分の頬を叩いて気合いを入れ、《グラディウス改》の脚をリフト乗り場へと進めた。

      
        

      

      

      
        

      

      「《凶星》がこの星系にいるって噂、聞いた？」

      　惑星ベサリア・プライムのほこりっぽい大気を切り裂いて飛ぶ一機のストライカーのコックピットで、少女パイロットが僚機にのんきな声で話しかけた。

      「《凶星》って、あの？」

      「そうそう。戦場で一たびその姿を見れば、必ず堕とされる凶兆の星……なんて言われてるアレ」

      「マジ？ あたしら、ヤバイじゃん」

      　動揺の声を上げる僚機のパイロット。軍民問わず、ストライカーに関わる職種に就いた者の多くが耳にする都市伝説の一つが、凄腕の傭兵《凶星》の噂だった。

      「楽な任務のはずだったのになァ」

      　僚機がぼやく。監視はザル、迎撃機も旧式ばかり。予定では半日足らずで制圧が完了する簡単な作戦なのだ。被撃墜の憂き目を見るのは勘弁願いたい話だ。

      「くだらないことを言ってるんじゃないよ」

      　会話に割り込んできたのは、蓮っ葉な口調のハスキーな声だった。小隊長だ。

      「そんな弱気じゃあ《凶星》どころか新兵ニュービーのヒョロ弾でも堕とされちまうよ」

      　嘲笑するような声に、少女パイロットは口を一文字に結んだ。

      「それに噂が本当なら、《凶星》とやらは絶世の美少年らしいじゃないか。捕虜にして滅茶苦茶にしてやりたくないかい？」

      　その言葉に、少女は反射的にコンソールに張り付けたピンナップ写真に目をやる。そこには半裸の美少年モデルが写されていた。そっと唇をなめる少女。

      「確かに」

      　女所帯の軍隊暮らしだ、性欲は溜まりにたまっている。

      「ま、《凶星》サマをご招待できなくとも、市街地に行けばいい男の一人や二人いるはずさ。こんな辺境だ、ちょっとばかりハメを外しても誰も文句は言わないよ」

      「いいんですか？」

      　僚機が歓喜の声を上げる。もちろん軍規では占領地の民間人に狼藉を働くことは禁止されているが、男日照りが当然の軍人稼業である。この場にいるのは、そのくらいの役得は許されるだろう、という人間ばかりだった。

      「もちろんさ。でも、まずは仕事だよ。事前情報によれば、この辺りに迎撃機が発進する地下リフトの出入り口があるはずだ。調べるよ」

      　隊長の命令に従い、周囲にセンサー・スキャンを走らせる。果たして怪しい場所は……あった。ストライカー用のリフト・ハッチだ。巧みに偽装はされているものの、諜報部が事前に調査した情報によりだいたいの場所に当たりをつけているので、発見は難しいものではない。

      「よし、全機着陸。ダミーかどうか調べた後、アタリなら後詰めを呼ぶ。いいね」

      「はっ！」

      　俄然やる気の出てきた少女は大声で返事をし、荒野然とした大地に機体を着陸させる。赤茶けた砂ぼこりがスラスター噴射で巻き上げられ、もうもうと煙が舞う。

      「ん……？ 隊長、振動センサーに感あり。敵機がこのリフトを使っているのでは」

      「ふ、飛んで火にいる夏の虫ってヤツかい。かわいそうな敵だこと。エリティ、お前がやりな」

      「了解」

      　エリティと呼ばれた少女は愛機にブラスター光粒子ライフルを構えさせた。狙いは当然、リフトの出入り口。敵機があらわれ次第撃てるように操縦桿のトリガーに指をかける。

      「楽に撃墜一、おいしいわね」

      　一方、リフトで地上へ昇っている最中の《グラディウス改》。そのコックピットで、輝星が「ほほぉ？」と唸った。

      「ど、どうかしたのですか？」

      「いやぁ？」

      　気楽に応える輝星。

      『地上まで残り十秒』

      　電子音声が感情のこもらない声でアナウンスした。

      『残り五秒。三……二……一』

      　地上の明るい光が、コックピットのモニターいっぱいに広がった。それと同時に、赤いビーム光が弾ける。

      「効かないんだよなァ！ これが！」

      　敵機の攻撃だとシュレーアが悟るより早く、輝星が叫ぶ。いつの間にか、《グラディウス改》の右手には緑色のビーム刃を展開したフォトンセイバー光粒子収束剣が握られていた。

      「なっ……敵機!?」

      　メイン・モニターには武装した赤いストライカーが三機映っていた。機体コンピュータが自動で機種照合を行い《ジェッタ》という表示が浮かび上がる。帝国軍の主力を担う量産型だ。

      「しかし、これは……」

      　だが、不可解なことにブラスターライフルを構えていた一機の腹には熱線で開けられたと思わしき大穴が開いていた。一瞬遅れ、その《ジェッタ》が轟音とともに倒れる。

      「打ち返しただぁ!? ライフルを、セイバーで!?」

      　異様な状況で正しい状況判断ができたのは、隊長ただ一人だった。歯噛みし、自らもライフルを構えさせる。そして躊躇なく発砲。

      　赤いビームが《グラディウス改》に迫る。しかし輝星は冷静にフォトンセイバーを振るう。特徴的な甲高い音とともにビームが弾き飛ばされ、そのまま射手の元へと帰ってゆく。まるでバッターに打たれた野球ボールだ。

      「ぐっ……」

      　隊長機はかろうじてこれを左腕のシールドで防ぐ。しかしこれを読んでいた輝星は機体のスラスターを吹かし隊長機に肉薄した。

      「こ……の野郎！」

      《グラディウス改》の射撃武装がガンランチャーしかないことを見て取った隊長は、即座に自機にライフルを捨てさせ、肩のウェポンラックからフォトンセイバーを抜いた。

      「ケイ！ あたしが抑える、距離を取ってライフルで狙うんだ！」

      　突進を止めるべく、フォトンセイバーを構える隊長機。だが両機が衝突する瞬間、輝星は操縦桿を引きフットペダルを思いっきり踏み込んだ。

      《グラディウス改》は突如ふわりと浮き上がり、後退に転じる。そのせいで煙が巻き上がり、隊長機をモロに包み込んだ。

      「目つぶし？ 小癪な！」

      　光学カメラを封じられたとて、レーダーも赤外線センサーもある。位置を見失ったりはしない。轟音を立てて着地する《グラディウス改》に向けて機体を前進させる。

      「喰らいやがれ！」

      　襲いかかってくる赤い光刃を、輝星は正面から受け止めずフォトンセイバーで受け流した。センサー頼りでは相手の細かい動きには対応しきれず、隊長機はたたらを踏んで姿勢を崩した。

      　わずかにスラスターを焚く輝星。同時に轟音と衝撃が《グラディウス改》のコックピットを揺する。左腕の杭打機パイルバンカーからリニア機構によって杭が飛び出し、敵機の腹を打ち抜いたのだ。

      「残り一機！」

      　作動油に塗れた鈍色の杭が巻き取り機構により元の位置に戻る。腹部に据え付けられたエンジンを完全に破壊された隊長機は、一瞬にしてそのすべての機能をダウンさせ地面に崩れ落ちた。

      「パイル……バンカー!? まさかコイツが《凶星》!?」

      　最後の一機のパイロットが悲痛な声を上げ、半ば本能的にトリガーを引いていた。ブラスターライフルの砲口が瞬き真紅のビーム光が大気を灼く。しかし……。

      「ビビッて撃つくらいなら退きゃあいいものをッ！」

      　フォトンセイバーによってビームはたやすく弾きとばされた。輝星はフットペダルを踏み込み、機体を敵機に向けて加速させる。《グラディウス改》コックピットには、ロックオン警告がうるさいくらいに鳴り響いていた。肝を冷やすその電子音に、シュレーアは完全に顔を青くしている。

      　そして顔色を失っているのは敵機のパイロットも同じだ。なんとか撃ち落とそうと、ライフルの射撃を続ける。一射、二射、三射。だが結果は変わらない。

      「ヒッ……！」

      　とうとう完全に戦意を失い、敵パイロットはライフルを捨て機体を反転させた。スラスターを焚いて空へと飛び立とうとした瞬間、その背中に杭が突き刺さる。

      　轟音を立て、《ジェッタ》が地面をえぐりながら吹っ飛んでいく。輝星が機体を停止させた。モーター音とともに黒光りする杭が射出機構に収納されていく。

      「……とりあえず三機撃墜。腕前を示すには十分ですかね？」

      　どこか不満げな声で、輝星がシュレーアに聞く。

      「あ、ああ……」

      　それに対し、彼女はどうにかこうにかうなずくことしかできなかった。

      「十分すぎるくらいですよ」

      「結構！ とりあえず、地上の敵を掃討しましょう。あの規模の艦隊なら、艦載機も大した数ではないハズ……」

      　輝星はそう呟きつつ、スラスターを吹かして新たな敵のいるであろう場所へと向かった。

      　それから一時間後。戦場はいつの間にか、荒野から市街地へと変わっていた。避難はすでに完了しているらしく、周囲に民間人の人影らしきものはない。

      「七機目！」

      　特殊重合金製の杭が、またも真紅のストライカーの腹を貫いた。糸の切れたマリオネットのように、敵機がアスファルト舗装された路面に崩れ落ちる。

      「集中砲火だ！ 火力で圧倒しろ！」

      　数機の《ジェッタ》が輝星機にマシンガンやブラスターライフルを構える。それと同時に《グラディウス改》が地面を蹴った。スラスターの青い炎が昼下がりの市街の空気を焼く。

      「それくらいの火力で……！」

      　発砲。回避行動が早かったせいで、大半のビームや砲弾は空を切り無人のビルを倒壊させた。だが、速射性の高いマシンガンは、そのまま照準を継続し砲口を《グラディウス改》へ向け続けていた。

      「《凶星》がッ…！」

      　飛来する大量の三〇ミリ砲弾を、自機に命中するもののみ選別しフォトンセイバーで叩き落とす。ビームが大気を焼く音と砲弾が蒸発する音が悪夢の協奏曲めいて周囲に響き渡る。蒸気と化した金属粒子が黒煙となって辺りに立ち込めた。

      「墜とされるわけには！」

      　そのままマシンガン弾を正面から切り払いつつ、射手へと急接近する。

      「ッ！ こっのおッ！」

      　即座にマシンガンを捨て、腰に装備されたストライカーサイズのロングソードを抜く《ジェッタ》。だが剣をまともに構えるより早く、強烈なキックがその腕を襲う。空を舞うロングソード。絶体絶命のピンチに《ジェッタ》のパイロットが身を固くする。

      「やらせないってーのッ！」

      　しかし僚機が追撃を阻止しようと、フォトンセイバーを構え突撃してくる。スラスターを全開にした猛烈な突きだ。

      「いいガッツだ！」

      　輝星が獰猛な笑顔で叫ぶ。機体の身をよじらせ、ビーム刃から逃れる。それと同時に相手の腕をつかみ、地面を蹴った。足裏のアンカー機構が作動し、アスファルトに鋼鉄のツメを食い込ませる。

      「うわーッ！」

      　突進のベクトルを綺麗にそらされた《ジェッタ》が吹っ飛ばされ、フォトンセイバーを蹴とばされた方の《ジェッタ》と交通事故めいて衝突する。両機は破壊的な音を立てながら転がっていった。

      　そんな二機に目もくれず、輝星はフットペダルを蹴った。瞬時に背中のスラスターから大きな噴射炎が吐き出され、《グラディウス改》がはじかれたように加速する。

      「好き勝手してッ！ このォーッ!!」

      　ブラスターライフルを《グラディウス改》に向ける《ジェッタ》。《グラディウス改》が片足のアンカーを路面に突き立て、機体をスピンさせた。

      「ぐっ……！」

      　全身を襲うＧに輝星が歯を食いしばる。それと同時に赤いビームが弾け、機体のすぐ横を通過した。ひるまずに再加速。《ジェッタ》が迎撃態勢をとるより早く、パイルバンカーの無慈悲な一撃がその腹を貫く。

      「……ッ！ はあ……」

      　止めていた息を吐きだした輝星は、そのまま大きく息を吸い込み機体に地面を蹴らせた。同時にスラスターも吹かす。《グラディウス改》が空を舞った。

      「このっ！」

      　そのまま機体を全力で加速させる。目標は今まさに立ち上がろうとしていた先ほどの敵機だ。機体の全重量の乗ったキックが《ジェッタ》の胸に炸裂する。地面に猛烈な勢いで打ち付けられ、三眼式のメインカメラが砕けた。

      「うっ……！」

      　一方受け身を取って衝撃を殺した輝星は、そのまま機体を立ち上がらせた。そして予期しない奇襲に動きの止まったもう一機の《ジェッタ》の無防備な腹にパイルバンカーを打ち込む。

      「よぉしッ！」

      　続けざまに最後の一機へとパイルバンカーをお見舞いしてとどめを刺す。完全なワンサイドゲームだった。

      　フォトンセイバーへの給電をカットする。ビーム刃が霧散し、残ったグリップを人間でいえば鎖骨にあたる部分に設けられたハードポイントへと収納する輝星。

      『付近の敵反応消失』

      　電子音声が無機質な声で告げた。どうやら、この周辺に降下した敵ストライカーは全滅したようだ。

      「お、お疲れ様です？」

      　シュレーアが意を決したように言った。

      「お、思ったよりその、なかなか……ワイルドですね？ 輝星さんは」

      　線の細い、どこか儚げな少年というのが、北斗輝星の第一印象だ。それが大声で叫ぶわ悪鬼かなにかのような大暴れをするわ、意外なことこの上ない。

      「いや、だってホラ……気合いで負けたら勝てる相手にも勝てなくなるじゃないですか」

      　荒くなった息を整え、大きく深呼吸してから輝星が答えた。

      「戦場で頼りになるのは一に根性二に運勢、三に己の技量というのが俺のモットーです」

      「間違ってはいませんよ？ 間違っては……」

      「まぁ……うるさいのは事実ですよね。すいません」

      　そう言ってシュレーアのほうに振り向いて笑う輝星には、先ほどのまでの鬼気迫る雰囲気はみじんも感じられない。どちらかといえば、守ってあげたくなるような雰囲気だった。

      「うっ……」

      　その表情に心拍数を跳ね上げたシュレーアは、熱くなった頬を隠すようにそっぽを向いた。

      「い、いえ、むしろ謝るべきは私の方です。あなたのような可憐な男性を戦場に出すなど、女としてなんと情けない……！ 完全に私の不徳の致すところです」

      　可憐な男性呼ばわりされ、輝星は頬を引きつらせた。

      「いや、傭兵なんだから自分の意志で戦場にいるわけなんですが……」

      「これは私の矜持の問題です！ このシュレーア・ハインレッタ……一人の騎士として、あなたをお守りできるような女になるとここに誓います！」

      「誓いますじゃないが」

      　輝星は半目になった。彼には彼のパイロットとしてのプライドがある。そんなことを言われても嬉しくともなんともない。機体から降りれば、そこらのチンピラ娘一人にも手も足も出ないのは事実だが……。

      「そんなことより」

      　なにやら「《ミストルティン》さえ持ってきていれば……」だのなんだのと呟いているシュレーアを無視しつつ輝星が言う。

      「まだ敵は残ってるんですから、次へ行きますよ」

      「敵？ 別の戦域へ移るのですか？」

      「うるさいのがまだ残ってますからね。黙らせに行きましょう」

      　そう言って彼が指さした先は──空だ。

      「宇宙そら……？ まさか、軌道爆撃を止めに？」

      　確かに、軌道上からの砲撃が着弾する遠雷のような音が聞こえてくる。軌道爆撃が再開されたのだ。

      「そのためにわざわざ対艦ガンランチャーを持ってきたんですよ。どこぞにライドブースターの一機でも転がってるでしょう？ 出してください」

      　当然のことのような顔をした輝星の言葉に、シュレーアは言葉を失った。

      
        

      

      

      
        

      

      　ストライカーは可住惑星として使われる１Ｇ前後の惑星であれば、なんとか大気圏離脱するだけの推力をもっている。しかしそれはあくまでも、できないことはないというレベルのことだ。実際には、衛星軌道になんとか乗ったとしても推進剤の大半を使い果たし、とても戦闘などできたものではない。

      『高度四万メートルを突破』

      　電子音声が告げる。《グラディウス改》は現在、車輪のついていないバイクのような機械にまたがって超高高度を飛行していた。バイク型マシンの尾部に搭載された二基の大型ロケット・エンジンからは膨大な噴射炎が吐き出されており、その推力の高さがうかがえる。

      　ライドブースターと呼ばれるこの種の補助推進装置は、ストライカーの大気圏突破用に使われる装備としては非常にポピュラーなものだ。二人は現在、このライドブースターに乗って軌道上の敵艦隊を目指していた。

      「しかし単機で艦隊と戦うなど……無茶ではありませんか？」

      「そりゃあムチャですけどね。でも、さっさと軌道爆撃を止めなきゃ死人がいっぱい出ますよ」

      　いや、すでに死傷者はかなりの数になっているだろう。今のところ軌道爆撃は地下軍事施設がありそうな場所への対地貫通弾による爆撃にとどまっているが、予告なしの完全な奇襲攻撃を受けたのだ。流れ弾や攻撃の余波で大きな被害が出た街の様子は、ここまで上昇してくる過程で嫌でも目にする羽目になっていた。

      「それに、相手に手出しせずに待ったとして……勝てる見込みはあります？」

      「私の艦隊が……増援が到着すれば、あるいは」

      　苦い表情でそういうシュレーア。

      「……正直に言えば、うまく増援と合流できても、勝算は少ないでしょう。私の艦隊は、旧式艦の寄せ集めにすぎません。正面からぶつかったところで、一方的にやられる可能性も十分にあります……」

      　敵の戦艦が帝国の最新型宇宙戦艦であるプロシア級であることを、シュレーアは知っていた。装備の質だけ見ても、敵側の方が圧倒的に有利だ。それがわかっているからこそ、敵もこれほど大胆な作戦をとってきたのだろう。

      「だから俺がやるんです。旗艦を潰せば、撤退してくれる可能性は十分ある。そうでなくとも、軌道爆撃は止められるはず」

      「それが……できるのですか？ 輝星さんならば」

      「やれない理由はないですよ。なんてったって俺は最強ですから？」

      「最強ですか」

      　子供のたわ言のような言葉に、シュレーアは思わず笑ってしまった。盛大な嘲笑を受けても仕方ないような大言壮語だ。しかし、軽武装の改造練習機で敵主力機を完封する実力をこの目で見てしまっている以上、彼女の心に湧いたのは嘲笑ではなく頼もしさだ。

      「ならば……私に策があります。聞いてもらえますか？」

      「策？ 隠し玉でもあるんですか？」

      「いいえ、策といっても大したものではないのです。輝星さんには、敵旗艦ではなく護衛の巡洋艦を狙っていただきたい」

      「巡洋艦？」

      　たしかに、敵艦隊には直掩ちょくえんに中型巡洋艦が四隻ついているという話だった。だが、軌道爆撃は艦砲射撃によって行われる。つまり、巡洋艦より戦艦のほうが圧倒的に地上への脅威度が高いのだ。敵の士気の問題もある。巡洋艦など無視して戦艦をたたく方が得策だと輝星は考えていたのだが……。

      「弾薬も十分あるとは言い難い。全弾使ったとしても完全に戦艦を墜としきれるかといえば、少々難しいのでは。ここは巡洋艦を狙った方が手堅いと思うのです」

      　当然だが戦艦よりも巡洋艦のほうが装甲が薄く、船体も小さいため撃沈する難易度は戦艦より低い。もっとも、軽武装とはいえ逆に言えば取り回しのよい武装が多いということであり、ストライカーとしてはやりにくいことには変わりがないのだが……。

      「しかし、巡洋艦を沈めたところで敵は退いてくれますかね？」

      「ええ。護衛がいなくなれば新鋭戦艦とはいえストライカーやミサイル艇といった戦力でも対処しやすくなります。そうなれば、我が艦隊でも十分な勝機はあるでしょう。そして……」

      　シュレーアは輝星の肩に手を置いた。

      「敵の目標は新型ストライカーと私……それにあなたの排除です。相手にこちらの健在を見せつけたうえで、艦隊を危機に陥らせれば、わざわざこの星系にとどまったりしないでしょう」

      　もともとこの戦争は帝国側が有利なのだ。無理に不利な勝負を続けて虎の子の戦艦を失うようなリスクは取りたくないはずだ。

      「なるほど、わかりました。それでいきましょう」

      　輝星としても異論はない。うなづき、操縦桿を引き上げた。蒼さを失い黒く染まった空を、《グラディウス改》はほうき星のように飛んで行く……。

      　輝星らが目標の敵艦隊を捉えたのは、それからしばし経ってからだった。目の覚めるような真紅で塗装された艦隊が、惑星ベサリア・プライムの低軌道に張り付くようにして飛行している。

      「もう撃ってくるか」

      　赤い閃光が走ると、凶悪なまでの熱量を持った大出力ビームが切り裂くようにこちらに飛んでくる。敵艦の艦砲射撃だ。それを紙一重で回避して、輝星が唸った。戦艦砲の威力は強力無比であり、かするだけでストライカーなど爆発四散してしまう。

      　とはいえ、しり込みしていては倒せる敵も倒せなくなる。輝星は小さく息を吸ってから、スロットルを押し上げた。

      「正面から行きます！」

      「わ、わかりました」

      　深く深呼吸をして、シュレーアはうなずく。ちらりとコンソールの液晶モニターに目をやると、ストライカーの反応が多数接近してきていた。敵の迎撃機だ。

      「艦砲射撃なんぞ……ッ！」

      　さらに一射。輝星はこれをわずかな方向転換のみで回避する。ビームから発される電磁波により、レーダー画面が一瞬ノイズまみれになる。つばを飲み込んで、シュレーアは視線を正面モニターに戻した。

      「そろそろライドブースターから離脱したほうがいいのでは？」

      　ライドブースターの大推力は魅力的だが、反面運動性は大きく損なわれてしまう。接敵する前に分離するのが鉄則だ。

      「いえ、まだ連れていきます」

      「……そうですか」

      　輝星に常識が通用しないことはもうよく理解しているシュレーアは、その言葉に反論せずうなずいた。輝星はフォトンセイバーを《グラディウス改》の左手で抜く。

      『敵部隊と交戦距離に入ります。三、二、一……』

      　無感情な声で電子音声がアナウンスした。一瞬遅れて、ブラスターライフルの一斉射撃が《グラディウス改》を襲う。

      　ライドブースターの出力を全開にしたまま、機体のスラスター小刻みに吹かして不規則な機動を取らせてこれを回避する輝星。身体にかかるＧに歯を食いしばる。

      「輝星さん……」

      　その様子に、シュレーアが小さく言葉を漏らした。地球人テランよりも圧倒的に強靭な肉体を持つヴルド人にとっては、この程度のＧなど心地よい程度だ。それに比べて、輝星の表情はかなり苦しそうに見える。

      「こんないたいけな少年を戦場に出して、なんと情けない……！」

      　小さくつぶやき、コ・パイロット用の操縦桿を握る手に思わず小さく漏らすシュレーア。

      「だから自分の意志で戦場にいるって言ってるでしょーが！」

      　至近距離とはいえ主機の駆動音や各種の警告音で騒がしいコックピットの中で、この小さなつぶやきが聞こえているとは思っていなかったシュレーアは「うっ」と声を詰まらせる。

      「俺はねえ、ストライカーに乗って戦場を飛ぶのが大好きなんですよ！」

      　正確な照準で自機を捉えたビームをフォトンセイバーではじきつつ、輝星が叫ぶ

      「勝手に哀れまれたり、お節介を焼かれる筋合いはありません！ いいですか!?」

      「は、はい」

      　シュレーアがうなずくなり、輝星は《グラディウス改》自身のスラスターも使いさらに機体を加速させる。猛烈な加速度に、体がシートに押し付けられる。

      「うわわわ、近い！ 近い！」

      　シート配置の都合上、輝星が後方に押し付けられればその頭はシュレーアのへそのすぐ前だ。彼女は顔を真っ赤にした。

      「不可抗力です！ 完全に不可抗力です！ セクハラじゃないです！ ないですから！」

      「うるさい！ そっちこそ後でセクハラで訴えるんじゃないよ！」

      　彼女があんまり騒がしいものだから、輝星はとうとう敬語すら投げ捨てて叫び返した。

      「訴えませんよ！ こんな役得を！」

      「役得!?」

      「あっ！ あわわわわ」

      「何があわわだ！」

      　二人がバカ騒ぎをしているうちに、敵ストライカー部隊ははるか後方へと消えていた。ブラスターライフルによる攻撃は続いているが、輝星はこれをまるで後頭部に目がついているかのように的確に回避している。

      「ああもう！」

      　大声で吐き捨て、輝星は背中のハードポイントからガンランチャーを手に取る。バズーカ砲にもよく似た形状のその兵装は、ストライカーによる対艦攻撃には欠かせないものだ。

      　すでに敵艦隊はすぐそこだ。敵艦の対空機関砲が吐き出す曳光弾が、花火のように宇宙を照らしている。

      「戦艦二隻、巡洋艦四隻……お手本のような護衛陣形ですね」

      　巨大な真紅の宇宙戦艦を囲むように展開する巡洋艦を見てシュレーアが呟く。

      「で、どうやって攻める……えっ」

      　至近距離まで敵艦隊に接近したというのにまったく加速を緩めようとしない輝星に、シュレーアが間抜けな声を上げた。

      「ちょ、ちょっと！」

      　みるみる近づく敵巡洋艦。幾重もの対空砲火が《グラディウス改》に襲いかかる。最小限の動きでこれを回避し、回避しきれないものはフォトンセイバーで叩き落とす輝星。しかし一本のフォトンセイバーだけでは防御にも限界がある。数発がライドブースターの腹をこすり、その船体から黒煙を吐き出し始める。

      「だ、大丈夫なんですか!?」

      
        
      
      　みるみる大きくなっていく敵巡洋艦の姿と、被弾の生々しい衝撃にシュレーアが目を白黒させた。だが輝星はそれを無視する。そして敵巡洋艦の甲板に並ぶ対空機関砲の一つ一つが目視できるような距離まで接近した瞬間、輝星はライドブースターのステップを蹴って離脱した。

      「まずは一隻！」

      　煙と炎を上げながら、ライドブースターは巡洋艦の艦尾……推進用のロケット・エンジンが設置された区画に衝突した。広がる爆炎。ここが大気中であれば、すさまじい衝撃波が《グラディウス改》を襲っただろう。巡洋艦の推進ブロックは完全に破壊された。ドックにいれて修理しなければ航行は不可能だろう。

      「ぐっ……！」

      　そのまま機体を翻し、フルスロットルで減速する。再びすさまじいＧが輝星の体を襲う。しかし、それでも機体を操縦する手は止めない。対空機関砲を弾き飛ばし、高角砲の砲撃を回避。

      「次！」

      　なんとか無駄な速度を殺し切り、艦隊とのランデブーを維持することに成功する。そのまま加速させ、次の獲物へと機体を進めた。

      　防御陣形の巡洋艦と、そして巨大戦艦の持つ対空火砲は合計百門を軽く超える。それらがすべて輝星機を指向し、その莫大な火力を発揮していた。ビームと機関砲弾が織りなす弾幕はもはや壁のようだ。その絶望的な空間を、回避と切り払いを武器に輝星は飛ぶ。

      「二隻目！」

      　そして間近な敵巡洋艦の背後から接近、ガンランチャーを発砲した。口径五三三ミリの対艦ミサイルが電磁加速されて射出される。対空砲火の隙間を見事に縫ったミサイルは、狙いたがわずエンジンブロックへと命中した。間を置かず二発目三発目も続いて着弾。完膚なきまでにその推進機構を破壊しつくす。

      「やった！」

      　歓声を上げるシュレーア。しかしその背後からブラスターライフルの火線が襲い掛かる。敵ストライカー部隊が帰ってきたのだ。

      「四方八方敵まみれ……上等！」

      　紙一重でこれを回避し、輝星は獰猛な笑みを浮かべた。

      
        

      

      

      
        

      

      「ネシア隊通信途絶！ ストライカー隊の損耗そんもう五割を超えました！」

      「《レファーソン》より自航不能との報告！ 隊列から落伍していきます！」

      「馬鹿野郎！ たった一機にどれだけの醜態をさらせば気が済むのだ！ 火力を集中しろ！」

      　ノレド帝国第七機動艦隊の旗艦、《プロシア》の艦橋は阿鼻叫喚の様相を呈していた。航空参謀が額に青筋を浮かべて叫び、通信主が次々と耳をふさぎたくなるような報告を上げる。

      　そんな中、艦隊司令でありノレド帝国の第十三帝姫ヴァレンティナ・トゥス・アーガレインが静かに司令席から立ちあがった。

      「これが《凶星》か。なるほど、噂は誇大ではなかったらしい」

      　一個艦隊がたった一機のストライカーに手玉に取られるという異常事態にも関わらず、その顔には心底愉快そうな笑みが浮かんでいる。

      「殿下……？」

      　眼鏡をかけた参謀が、いぶかしげな表情で聞く。

      「この窮地を脱する妙案を思いついた」

      　カールのかかった豊かな金髪をかき上げ、堂々と言い放つヴァレンティナに、参謀が血相を変えた。

      「まさか……いけません！ 殿下！」

      「一騎打ちだ！ 我が愛馬を用意せよ！」

      「駄目です、殿下！ それはなりません！ 殿下！ 殿下ぁ！」

      　それから数分後。いまだ敵ストライカーと激烈な宇宙戦を演じていた《グラディウス改》のコックピットで、シュレーアが不審の声を上げた。

      「敵が……退いていく？」

      　あれほど熾烈な攻撃を仕掛けてきていた敵ストライカー部隊が、まるで潮が引くように後方へと下がっていく。対空砲火もすっかり停止し、《グラディウス改》は完全にフリーな状態になっていた。

      「チャンスですが……あまりに不自然ですね。戦域からいったん離れた方がよいのでは」

      「いや……なにか来るっぽいですよ」

      　そう言って輝星が漆黒の宇宙に浮かぶ真紅の巨大戦艦を指さす。シュレーアがそちらに目をやると、一機のストライカーがカタパルトデッキから射出された。その機体はスラスターを焚きながらこちらに接近してくる。だが、被ロックオンを知らせる警告音は鳴らない。

      「かの高名な傭兵、《凶星》殿とお見受けする！ 提案がある、いったん矛を収めてもらえないか」

      　公開回線オープン・チャンネルによる呼びかけが、スピーカーから聞こえた。その言葉の意味を脳内で咀嚼するより早く、シュレーアは頭をハンマーで殴られたような精神的衝撃を感じる。

      「黒金のストライカー……皇族機!?」

      　そのストライカーは、漆黒の塗装に金の流麗なエングレービングが施された豪奢な機体だった。手には馬上槍を思わせる武装を携えており、只者ではない雰囲気を醸し出している。

      「皇族？ というと……なんです、帝国のお偉いさんが乗っていると？」

      「ええ。あの塗装は皇帝に連なる者の乗機にしか許されていないものです。まさか皇族が座乗していたとは」

      　思わぬ大物の登場に、シュレーアが顔を引きつらせる。彼女自身も皇族には違いないが、帝国とはあまりにも国の規模が違いすぎる。

      「なるほど。しかし提案ねえ……で、どうします？」

      「どうするもこうするも……」

      　ちらりと視線をくれる輝星に、シュレーアは口を一文字に結んだ。

      「……とりあえず、話だけは聞きましょう」

      「了解」

      　頷いた輝星がコンソールを操作する。

      「こちら、《凶星》こと北斗輝星です。要件を聞きましょう」

      　そう言ってから、フォトンセイバーとガンランチャーをハードポイントへ収納し両手を上げさせた。

      「感謝する。顔を合わせて話がしたい、コックピットハッチを開けてくれ」

      「……了解」

      　シュレーアに視線で確認を取ってから、コックピットハッチを解放した。二人ともヘルメットなど被っていないが、パイロットスーツの生命維持機能により周囲にはエア・フィールドが展開しており、空気が抜けて窒息などという事態は起こらない。

      　黒金のストライカーはまっすぐに《グラディウス改》に接近し、その両腕を掴んだ。そして自らもコックピットハッチを開ける。

      「ノレド帝国、第十三帝姫のヴァレンティナ・トゥス・アーガレインだ」

      　コックピットの中から出てきたのは、二十代前半と思わしき金髪の美女だった。身長は非常に高く、しなやかな体つきをしている。

      　モデルのように美しい相手だが、敵には違いない。その美貌に見とれもせず、輝星は自身も操縦席から体を離し、展開したハッチをタラップ代わりにして機外へ身を乗り出した。

      「ドーモ、北斗輝星です」

      「いやはや、腕前もそうだが容姿のほうも噂以上だな。本当に男が乗っているとは思わなかったよ」

      「腕はともかく顔は褒めてもなにも出ませんよ」

      　自分よりも頭一つ以上高いヴァレンティナを見上げつつ、輝星が肩をすくめる。その顔に照れはない。ヴルド人の女性は、その偏った男女比率から地球人テラン男性以上に異性に飢えている。この程度の口説き文句など、耳にタコができるほど聞いているのだから今さらなんの感情を抱くこともなかった。

      　そもそもヴルド人女性は凄まじく身体能力に優れているのだ、下手に体を許せば貧弱な地球人テランなどあっという間にぼろ雑巾にされてしまう。輝星も健全な男だが、そういう・・・・関係になれば死ぬよりひどい目にあうことが分かり切っている相手に手を出そうなどという気はまったく起こらないというのが実際のところだった。

      「ははは、身持ちが固いな。ますます魅力的だ」

      　破顔してから、ヴァレンティナは輝星の後方に目をやる。体を起こしたシュレーアが、射殺さんばかりの眼光を彼女に向けている。

      「ところで、そっちのはなんだ？」

      「ッ……！　シュレーア・ハインレッタ、あなた方の卑劣な侵攻を受けているこの国の皇女です！」

      「うん？ ああ、その名前は聞いたことがあるような気がする。今の今まで忘れていたが」

      　あんまりな言い草に、シュレーアがギリリと歯を鳴らした。輝星の肩を引き、自分の後ろへ押しやる。彼を守るようにヴァレンティナの前へと立ちふさがった。

      「いや、あの、雇い主が前へ出ちゃまずいのでは」

      「男性の背中に隠れていたとあっては女が廃ります！」

      「今の今までその男の操縦するストライカーにただ乗っていただけの女が言う言葉か？ そういった女を世間ではヒモと呼ぶのだ、覚えておくがいい」

      　余裕しゃくしゃくの表情でそんなことをのたまうヴァレンティナに、シュレーアは半ば本能的に腰のホルスターからリボルバーを抜いた。

      「ふん」

      　それとほぼ同時にヴァレンティナも神速といっていい速さで自動拳銃を抜いた。お互いに拳銃を向けあい、剣呑とした空気が流れる。

      「やめてくださいよ！ 話し合いに来たんでしょうが」

      「くく。確かに淑女たるもの男性の前で血は見せるべきではないな。謝罪しよう」

      　ホルスターに銃を戻し、手をひらひらと振るヴァレンティナ。シュレーアも不承不承、それに続く。

      「さて、前置きが長くなったが本題に入ろうか」

      「……そうですね。どういった要件なのです。聞くだけは聞いてあげましょう」

      　額に青筋を浮かべたまま聞くシュレーア。

      「ああ。端的に言えば、一騎打ちのお誘いだ。わたしと輝星のな？」

      「やっぱり？ いやあ帝国のお偉いさんもなかなか根性があるなあ」

      「輝星さん！」

      　非難がましい声を上げるシュレーア。それを見てヴァレンティナがクツクツとくぐもった笑い声をあげた。

      「根性がある、か。やはりきみは面白い」

      「そりゃあそうでしょう。殺す殺されるの現場に上の人間がわざわざ出てくるなんて、なかなかの酔狂ですよ」

      　指揮官先頭を重視するヴルド人は前線で指揮官同士がぶつかることはままある事態だ。ただ、それにしてもヴァレンティナは輝星が圧倒的な実力をその眼で見ているはずなのだ。にもかかわらずこうして全く臆さず自ら前へ出るなど、相当に肝が据わっていなければできないだろう。

      「なに、帝姫たるもの貴種の義務ノブリス・オブリージュは果たさねば下々に示しがつかないからな。それに……」

      　ニヤリと笑い、ヴァレンティナはつづけた。

      「輝星、きみは敵をできるだけ殺さないように戦っている。違うか？」

      「あ、わかります？」

      　ヴァレンティナの問いに、輝星はあっけらかんと答えた。シュレーアが思案顔になり、「そういえば」と小さくつぶやく。

      「ストライカー相手にはエンジンを狙い、コックピットには傷もつけない。対艦攻撃にしても弱点の艦橋を狙わず、乗員のいない推進ブロックのみの破壊で無力化を狙ったな？ 露骨といえばあまりにも露骨、わからないはずがないさ」

      「傭兵の流儀ですよ。流れの傭兵で、積極的に人を殺したがるヤツなんかそうはいません」

      「未来の味方の恨みは買いたくないと。なるほど、ある意味合理的だ」

      　今日戦った相手に明日雇われることもあるのが傭兵という職業だ。戦友を殺されただのなんだのと、僚友たちから責められてはたまったものではない。最悪謀殺されかねないのである。

      「というわけで、わたしは自分の命のことはあまり心配していない。それより、きみを無傷で倒せるかが心配だがね」

      「お互い殺さないように立ち回ると？ まるで競技か何かだ」

      　輝星は皮肉げに笑った。

      「ふ、まあわたしにも君を殺せない理由があるのさ。なぜなら……」

      　ヴァレンティナは艶然とした笑みを浮かべた。

      「わたしがこの勝負に勝った時は、きみを婿にもらうつもりだからね──」

      
        

      

      

      
        

      

      「しかし、よかったのですか？ このような勝負を受けて」

      《グラディウス改》から離れていくヴァレンティナ機の背中を見送りながら、シュレーアがおずおずと聞いた。彼女が出した一騎打ちの条件は、至極シンプルなものだ。輝星が勝てば、艦隊を撤退させる。そしてヴァレンティナが勝てば輝星が彼女のモノになる。

      　前者はともかく、後者はシュレーアには受け入れがたい条件だ。敗戦国の見目麗しい皇子が、勝った側へと強制的に婿入りさせられることはヴルド人国家間ではよくあることだ。だが、輝星はあくまで傭兵で、しかも地球人テランだ。このような慣習に付き合わされる義理はない。

      「いいんですよ。勝てばいいわけですし」

      　落ち着いた声で答える輝星。実際、勝てさえすれば悪くない条件だ。戦闘を継続して万事うまくいったとしても、増援の皇国艦隊は少なくない被害を受けるだろう。撤退してくれるというのならばそのまま逃がし、こちらも態勢を立て直した方がいい。

      「しかしこの機体では……」

      　もちろんシュレーアとしても、輝星の実力に疑問はない。だが、相手は今まで戦った量産型とはスペックがあまりにも違う。ヴァレンティナ専用機、《オルトクラッツァー》。皇族専用機として完全新規設計されたというその機体は、エンジンはもちろん装甲や推進機構、センサー系までコストを完全に無視して性能を追求されたものが使用されている。

      「そりゃ、ゼニス・タイプには分が悪いのは事実ですよ」

      　この手のワンオフ高性能機は、ゼニス・タイプと呼ばれて戦場では恐れられていた。単純な兵器としては無駄な高スペック機を作るより、そのリソースで量産機を揃えた方がよいのだろうが、王侯貴族が特別な武器を求めるというのは地球の中世時代もヴルド人国家も同じことだ。

      　そんなゼニス・タイプに対して、練習機にありあわせの装甲とアビオニクスをくっつけただけの改造機である《グラディウス改》が勝てる道理などあるはずもない。その上、現状の《グラディウス改》には射撃兵装が残弾の心もとない五三三ミリ・ガンランチャーしかないのだ。

      「でもねえ、結構こういうのって燃えませんか？ マンガや映画ではよく見るシチュエーションですよ」

      「マンガで言うなら、このあと私の前であなたがあの女に凌辱されるようなシチュエーションにしか見えませんよ!!」

      「ふだんどんなマンガ読んでるんだよあんたは！」

      　思わず大声を出す輝星。

      「あわわわわ……」

      　口を押さえて後悔の表情を浮かべるシュレーアに、輝星は深いため息をつく。

      「俺もヴルド人の軍隊の中で仕事するようになってそこそこたちますからね、そういうのはもう慣れましたけど……性癖や妄想を人前に出さない程度のデリカシーはほしい」

      　積年の恨みがこもったような輝星の言葉に、シュレーアは打ちのめされたようにうなだれ蚊の鳴くような声で「すみません……」と漏らした。

      「ま、それはさておきもうすぐ戦闘開始です。気合い！ いれていきましょう」

      「は、はい」

      　輝星は思考を切り替えるように大きく息を吐き、そしてゆっくりと吸う。操縦桿を握って、視線を正面に戻す。

      　戦艦《プロシア》から白色の信号弾が放たれた。同時にヴァレンティナから通信が入った。

      「ノレド帝国、第十三帝姫のヴァレンティナ・トゥス・アーガレイン！ 乗機は《オルトクラッツァー》！ いざ尋常に勝負だ！」

      「傭兵、北斗輝星。《グラディウス改》、受けて立つ！」

      　様式美を重視するヴルド人特有の慣習、名乗り上げだ。輝星が応えるとそれを合図にして、それまで静かだったコックピットにロックオン警告音が鳴り響く。

      「来たか！」

      　真っ黒な宇宙を赤いビームが切り裂く。真っすぐに《グラディウス改》のコックピットへと襲いかかったソレを、輝星はフォトンセイバーではじき返した。

      「あ、あの女！ 婿にするだなどとのたまっておきながら！」

      「なるほど、信頼・・されてるな。いい敵だ……！」

      　猛るシュレーアを無視して、輝星は独りごちる。そして全力で機体を加速させた。計器のデジタル・タコメーターが一気にレッドゾーンまで駆け上がる。

      《オルトクラッツァー》も同様に加速し、彼我の距離はどんどんと縮まっていく。その間にも射撃は続き、そのたびに輝星はフォトンセイバーでそれを叩き落とした。やがて相手の黒金の塗装が何とか目視できるような距離にまで両者が接近すると、《オルトクラッツァー》は前進をやめた。

      「く……やはりそう来ますか」

      　シュレーアは歯噛みする。《オルトクラッツァー》は《グラディウス改》からつかず離れずの距離を保ち、ビームの雨を降らせていた。輝星が接近を試みるが、両機の加速性能の差は歴然だ。《オルトクラッツァー》が軽くスラスターを吹かせただけで、《グラディウス改》がなんとか縮めた距離はあっという間に離される。

      「卑怯とは言うまいな？ 機体の性能差も戦闘力のうちだ！」

      《オルトクラッツァー》の携えた馬上槍めいた形状の突撃ラン槍スの根元に設置された砲口が赤く瞬き、発射されたビームが輝星を襲う。それをまたもはじき返し、彼は叫んだ。

      「無論卑怯とは言わんが……最後にモノを言うのはパイロットの腕と気合いだッ！」

      　輝星がガンランチャーを放った。大型の対艦ミサイルが《オルトクラッツァー》に向けて飛ぶ。だが、その弾速はビームと比べればあまりにも遅い。

      「そんなものでは！」

      　当然、ヴァレンティナは回避機動を取った。しかし時限信管が作動し、《オルトクラッツァー》の直前でミサイルは巨大な火球と化した。それと同時に輝星はガンランチャーを捨て一気に加速する。

      「目くらましのつもりか？ だが唯一の射撃の手段を失えば、もはや勝機を失ったと同義だ！」

      　にやりと猛獣めいた笑みを浮かべ、ヴァレンティナは機体を後退させた。たとえ一瞬《グラディウス改》を見失ったところでなんの問題もない。彼女は距離さえとり続けていればいずれ勝てるのだ。

      「ぐっ……推進剤残り十パーセント！ 勝てるのですか、本当に!?」

      「当然ッ！」

      　弾いたビームが《オルトクラッツァー》を襲う。だがヴァレンティナは容易にこれを回避した。

      「すさまじい技だがな、来るとわかっているのならばどうとでもなる！」

      　さらに笑みを深め、彼女は操縦桿のボタンを押した。

      「そしてだ！ 一発二発のビームを弾けたところでこれはどうにもなるまい！」

      《オルトクラッツァー》の背中にマウントされていたコンテナ型の物体が分離し、中からすさまじい量のマイクロミサイルが発射された。スズメバチめいたミサイルが一斉に《グラディウス改》へと殺到する。

      「近接信管だ、安心して敗北するといい！」

      　ただでさえ炸薬量の少ないマイクロミサイルだ。確かに直撃しないのであればコックピットブロックは無事だろう。とはいえだからと言ってあきらめる輝星ではない。

      「この短時間で対策をとってくるか……！」

      　口角を上げながらつぶやく輝星。フォトンセイバーで防げないのならばなんとか回避するしかない。機体を全力で加速した先は……ミサイル群の真正面だ！

      「なに!?」

      「わあああっ!?」

      　二人の皇女が驚愕の声を上げた。だが輝星は笑いながら機体をどんどん加速させた。

      「ぐっ……！」

      　彼我の距離は一瞬で詰まった。そのせいで、ミサイルの加速は不十分な状態だ。輝星が機体を跳ねるように機動させると、大半のミサイルは追従しきれず《グラディウス改》の後方に流れてしまう。追尾のために急旋回するミサイルだったが、しょせんは小型ミサイルだ。Ｕターンの途中で推進剤を使い果たして無力化してしまう。

      「うまい！ だが──！」

      　だが、それでも数発の被弾は避けられない。ミサイルが起爆し《グラディウス改》の間近でいくつもの小爆発が起きた。

      「私の勝ちだな」

      　爆炎の中からあらわれた《グラディウス改》を見てヴァレンティナが勝利を確信した声を上げる。《グラディウス改》は満身創痍の状態であり、頭部など完全に吹っ飛んでいた。戦闘を継続できる状態ではない。しかし──

      「いや」

      《グラディウス改》のコックピットで、輝星は会心の笑みとともにトリガーを引いた。

      「俺の勝ちだ」

      「なにを……」

      　ヴァレンティナが言い終わるより早く、《オルトクラッツァー》を激震が襲う。

      「ぐっ……なんだ!? ウッ！」

      　コックピット内で滅茶苦茶にシェイクされたヴァレンティナは、完全に余裕を失った表情でコンソールのモニターに目をやる。そこに表示されていたのは真っ赤に染まった機体のダメージ表と、『下半身喪失』の無慈悲な文字。

      「馬鹿な、どうやって……」

      《グラディウス改》はなにもしていない。まさか伏兵かと周囲に目をやるが、それらしき機影はなかった。だが、その代わりに宇宙を漂うあるものをヴァレンティナは見つけた。

      「ガンランチャーだと!?」

      　そう、輝星が捨てたあの対艦ガンランチャーだ。

      「遠隔起動したのか!? そんな馬鹿な」

      　確かに対艦ガンランチャーのミサイルは誘導能力を持っているが、あくまでそれは大きな艦船に命中させるための簡易的なものだ。ストライカーのような小型目標に当てるのは極めて難しい。まして、機体側の火器管制システムを使って精密な照準をつけて撃ったわけではないのだ。

      「自機を囮にわたしを射線に誘導したということか……」

      「その通り」

      　なんでもないことのように言う輝星に、ヴァレンティナは深く息を吐いて脱力した。操縦桿からも手を放す。

      「完全敗北、だな」

      《オルトクラッツァー》は腰から下を完全に失い、主機も緊急停止してしまっていた。とても戦闘を継続できる状態ではない。

      「まだ勝負がついてないのに機動を止めたのがまずかったんですよ。多少でも動き回っていれば……コックピットへの誤爆を恐れて俺は撃てなかった」

      　画像誘導方式のため、手動で設定すれば対艦ミサイルの着弾箇所をある程度コントロールすることは可能だ。とはいえ、動きまわる目標に対してはそう上手くいくはずもない。

      「なるほど。わたしもまだまだ甘いということか」

      　自嘲の笑みを浮かべるヴァレンティナ。

      「しかし、取った戦術と判断は最適解でした」

      　そう言ってから、輝星は息をついた。薄氷の勝利だ。だが、その表情はどこか嬉しそうだ。

      「次に会うことがあれば、きっとあなたはもっと手強い相手になっているでしょう。いやあ、楽しみですね」

      　その声音は、明らかに皮肉ではなく本心からのものだった。そのいいように、ヴァレンティナは思わず苦笑してしまう。

      「それじゃ、推進剤もヤバイのでそろそろこの辺で」

      　そういって輝星は通信を切り、ボロボロの機体で飛び去って行った。

      「……一たび戦場でその姿を目にすれば、必ず墜とされる凶兆の星、か」

      　コックピットに一人残されたヴァレンティナの目は、輝星の去っていった方角にくぎ付けになっている。

      「なるほど、確かにわたしも堕とされて・・・・・しまったようだ」

      　そうつぶやく彼女の頬は、真っ赤に染まっていた。

      
        第二章　巡洋戦艦レイディアント

      

      
        

      

      「やっと来ましたか……」

      　約束を守り帝国艦隊が撤退してから三時間後。惑星ベサリア・プライムの低軌道に浮かぶ《グラディウス改》のコックピットで、シュレーアがぼやいた。

      　本来ならば、さっさと地上へ再突入する予定だった。しかしシュレーアがこんなボロボロの機体で大気圏を突破するのは嫌だと言ったため、結局宇宙空間で増援に来る予定の皇国第三艦隊を待つ羽目になっていたのだ。

      「私の艦隊の旗艦、《レイディアント》です」

      「はー、イナバ級巡洋戦艦ですか。まーだ現役で運用してる国があったんですねえ」

      《グラディウス改》の眼前には、一隻の宇宙戦艦が横っ腹をさらしていた。水上艦に近い形をしており、大型の連装主砲が四基搭載されている。真っ白い塗装がベサリア・プライムからの反射光を受けてきらきらと輝いていた。

      　その船体は十分に手入れされてはいるものの明らかにくたびれたものだ。それもそのはず、ネームシップの就役から五十年もたっているとんでもない老朽艦である。

      「き、近代化改装はしています。十分に戦力として使えますよ」

      「歴戦の老兵ですね。好きだなあこういうの」

      　相好を崩す輝星。そこに《レイディアント》から通信が入る。

      「殿下、お疲れさまでした。着艦許可が出ました、後部デッキより着艦願います」

      「こちらシュレーア、了解」

      　本来ならばパイロットである輝星に言うべき案件だろうが、上位者が同乗している以上そちらへ言ってくるのは当然のことだ。シュレーアは輝星の肩を軽くたたいて謝罪し、着艦を促した。

      「さすがにお疲れでしょう？ 部屋を用意させます。行きましょう」

      「ほいほい」

      　輝星は《グラディウス改》のスラスターを吹かした。慣れた手つきで着艦シークエンスへ。《レイディアント》の管制からのオペレートを受けつつ艦尾に設けられた平たんなデッキに着艦し、ナノチューブで編まれた強靭なアレスティング・ネットで機体を受け止めてもらう。そのまま、誘導に従い機体を格納デッキへと進めた。

      「ふんふん、上等の格納庫ですね」

      　古い艦艇であるためてっきり格納デッキはごみごみした古臭いものだと思っていた輝星だったが、近代化改装されているというのは本当らしく現行主力艦にも劣らない現代的で広々としたものだった。見渡すと皇国の主力ストライカーである《クレイモア》が十機以上。そして見慣れないストライカーが数機ばかり格納されている。

      「よっこいしょっと」

      　整備ハンガーに機体を固定させた。いくつかのアームが伸びてきて、《グラディウス改》を拘束する。自動で整備クレーンが作動し、解放されたコックピットハッチの前へと出てくる。

      『Ｉ─ｃｏｎ、接続解除。相転移タービンロック、正常な失火を確認。システムのシャットダウンを開始します。パイロット、お疲れ様でした。グッナイ』

      　機体ＡＩがそう告げ、計器とモニター類が真っ暗になった。

      「いやーホントつかれましたよ。着任早々対艦戦になるとは」

      　バスケットへと出てきた輝星は体を伸ばしつつ、周囲をうかがった。パイロットや整備員、ほかにもさまざまなクルーが《グラディウス改》の周囲に集まり、口々になにかを話しつつこちらに注目している。

      「すみません、こちらもまさかこんなことになるとは思わず」

      　苦笑しながらコックピットから出てきたシュレーアに、周囲にざわめきが広がった。「あの狭いコックピットで男女が二人!?」「うらやましい」「セクハラ皇女……」そんな声が聞こえてくる。

      「こほん」

      　咳ばらいをして、シュレーアはバスケットの操作盤のスイッチを押した。鈍いモーター音とともにバスケットが下降し、床へ降りる。高級将校らしき制服の女性がシュレーアに駆け寄り、なにかを耳打ちした。彼女は数秒考えた後、女性になにかを伝える。三十秒ばかり内緒話を続けてから、シュレーアは輝星に顔を向けた。

      「なるほど、わかりました。輝星さん、私は少々野暮用がありまして、申し訳ないのですがこれ以上のエスコートができそうにありません」

      「はあ」

      「空き部屋を用意させました。兵に案内させますから、今日はそちらでお休みください」

      　シュレーアがちらりと視線を送ると、近くにいたまだ若い少女の兵士がぴしりと背筋を伸ばして敬礼した。輝星も敬礼を返す。緊張にこわばった少女の頬に朱が差した。

      「食事も部屋にお届けします。必ず、必ず！ 出歩いたりせず部屋にはカギをかけておいてください。わが兵に不届きものがいるとは思えませんが、万一がありますから」

      「散歩とかしたいんですけど」

      「駄目です！」

      「駄目ですか……」

      　禁欲中の猛獣が艦内には何百人といる。そんなところにこの顔のいい傭兵を一人で放置すれば、取り返しのつかないことになりかねない。シュレーアは輝星の腕をつかんで強く念押しした。

      「いいですね？」

      「わかりました」

      「よろしい」

      　笑顔でうなずき、シュレーアは高級将校を伴って去っていった。残された案内の少女が、ロボットめいた動きで輝星の前に出る。

      「そ、それ、それでは！ ご案内させていただきますっ！」

      「おねがいしまーす」

      　気楽な声で答える輝星。少女は何度もうなずき、カクカクとした動きで歩き出そうとしたが、突然彼女を遮るものが現れた。

      「待てよ」

      　黒髪のポニーテイル少女だった。黄色のパイロットスーツを纏まとい、襟には中尉の階級章がつけられていた。緋色の瞳が、非友好的な色を宿して輝星を睨みつける。

      「お前か？ 男の癖にストライカーを乗り回してるっつー馬鹿は」

      「その通り」

      　ポニーテイル少女からの突然の因縁に、輝星は胸を張って答えた。案内の少女が血相を変え、輝星をかばうようにして前に出た。

      「牧島マキシマ中尉！」

      「牧島？」

      　日系の名前だ。輝星は眉を跳ね上げた。牧島と呼ばれた少女はヴルド人の身体的特徴である獣めいた耳がついており、地球人テランには見えない。

      「もしや親御さんが地球人テランな人？」

      「ああ？ 確かにあたしの爺さんは地球人テランだ。だからなんだよ」

      　地球人テランとヴルド人は生殖が可能だ。そして恐るべきことに、その子供は百パーセント混じりけのないヴルド人になってしまう。このため、口の悪い地球人テランの中にはヴルド人のことを人の皮をかぶったオークなどと言う者もいるくらいだ。

      「ほほー。こんな遠方の地でルーツを同じくする人と会えるとは嬉しいなあ。俺は北斗輝星、よろしく！」

      　案内の少女を避けて前に出た輝星は、半ば無理やり少女の手を掴んでぶんぶんと握手をした。

      「あ、ああ。牧島サキだ……じゃねーよ！ 触んなっ！」

      　サキと名乗った少女は慌てて手を振りほどき、パイロットスーツにその手をこすりつけた。顔はゆでダコのように真っ赤になっている。そんな彼女の態度を気にすることなく、輝星が聞く。

      「ちなみに少し聞きたいんだけど、そのおじい様は今どちらに？」

      「とっくの昔に死んでるよ！ おふくろのがまだ子供のころにな！」

      「なんてことだ……」

      　予想通りの答えだった。時期的に考えて高確率で腹上死だろう。ヴルド人と関係を持つことの恐ろしさに顔を青くしつつ、輝星は心の中でサキの祖父に手を合わせた。やはりいくらアピールされようがヴルド人に体を許すわけにはいかない。

      「そんなことよりだっ！ ストライカー乗りは女の聖域だ。オマエみたいなナヨナヨした男が土足で踏み込んでいい場所じゃねえ！ わかってんのか、オマエ！」

      「中尉！ 北斗さんの雇用は殿下の決定です！ それに異を唱えるなど、越権行為ですよ！」

      「事務方は黙ってやがれ！ これは現場の問題だ！」

      　サキがすごむと、彼女は「うっ」と怯んでしまった。

      「そんなこと言ってもさー、仕方ないじゃん。俺パイロット以外で金稼ぐ方法知らないし」

      「はぁ？ 男なんだから誰かに養って貰えばいいだろ」

      　ヴルド人社会であれば、それが普通のことだ。男女比一対十という圧倒的な女余りの状況により、男はわずかな例外を除いてほとんどは適齢期になったとたんどこかの家に婿にだされる。一部の上流階級以外では夫は姉妹で共有されるのが普通であり、男は働いている余裕などない。

      　さらに言えばヴルド人男性のフィジカルは、やたらと丈夫であること以外は地球人女性と大差ない。幸せハーレム生活に見えるが、なかなかに過酷な結婚生活になってしまいがちだと、輝星はヴルド人男性の友人から聞いていた。

      「親父は借金残して蒸発するし、母さんは心労でポックリ逝くしさー。おまけに姉さんは難病で治療費がめちゃめちゃかかると来た！ 俺が稼ぐしかないじゃんね」

      　そんな社会を当然のものとして生活してきた相手に、地球人テラン社会の在り方を詳しく説明してもわかってはもらえまい。輝星はため息をつきながら、自分の身の上を話した。

      「おっ、おう……なんつーか、それは大変だな……」

      　根は悪い人間ではないらしいサキはすっかりトーンダウンして同情の目を輝星に向ける。

      「まあ姉さんは半年くらい前に完治して同い年のイケメンと結婚したけどな」

      「なっ……やっていいことと悪いことがあるだろ！ お前そんなクソ姉貴とはさっさと絶縁しろ！」

      　地球人テランに置き換えてみれば、妹が風俗で働いた金で体を治しておきながら、その妹を風俗に沈めたまま自分だけ結婚して幸せになったようなものか。サキは完全に憤慨していた。

      「リア充爆発しろとは思うけどそこまで言われる云われはないぞ！ リア充爆発しろとは思うけど！」

      　とはいえ、異性に対する不信感が無限に募ることを除けばパイロットという仕事を非常に楽しんでいる輝星としては、反論せずにはいられない言葉だった。

      「いや、でもよぉ……じゃねえ！ パイロットをやってる理由はわかったが、あたしはオマエを認める気は……」

      「そうそうパイロット！ 牧島さんもパイロットなんだろ？」

      　サキの服装は黄色いパイロットスーツだ。例によって煽情的なデザインで、彼女のスレンダーな体形が露わになっている。

      「そうだ。だったら何だよ」

      「やっぱり？ それもかなりデキるパイロットじゃないの？ 雰囲気からして」

      「そりゃあまあ」

      　テレテレとしながらサキは頬を掻いた。視線をそらして口元をゆがめつつ、肯定する。

      「この艦、いやこの国のトップエースといっても過言じゃないけどさ」

      「牧島中尉は平民でありながら、ゼニス・タイプを受領するほどの腕前です。見ての通り性格に難がありますが……」

      　蚊帳の外になっていた案内の少女が輝星に耳打ちする。ふむと輝星がうなずき、サキに視線を戻す。ゼニス・タイプは基本的には上級貴族や王族のものだ。にもかかわらず平民がそれを操っているというのは、この少女がかなりの戦果を実際に上げたとみて間違いない。

      「ゼニスに乗ってるの？ すごいじゃん。どんな機体か教えてもらってもいい？」

      「はー？ ったくしょーがねーな……そこまで言うなら、まっ教えてやってもいいけどよぉ」

      　一歩近づいて輝星が聞くと、サキは締まりのない笑顔でそう答えた。自分がインネンをつけていたことは完全に頭から吹っ飛んでいるようだ。輝星は案内の少女に視線を送って頭を下げ、「ついてこい」と自機の元へ向かうサキに追従した。

      「ＺＸ─９５《ダインスレイフ》だ。すげーだろ」

      　サキが指差した先にあったストレイカーは、塗装色のクロム・イエローも鮮やかなスマートな機体だった。全体的に細身だが、関節部だけはやたらと太い。腰には巨大な日本刀型の兵装が、妙な機械が仕込まれた鞘に収まっていた。

      「名前がダインスレイフで武装がカタナか……」

      　顧客であるヴルド人が地球の神話を知らないことをいいことに、メーカーがごり押ししたとしか思えない。輝星は思わず笑ってしまった。

      「なかなかファンキーじゃないの」

      「だろ？ わかるか、このよさが」

      「当たり前よ」

      　ホクホク顔で答えつつ、輝星は奇妙な鞘に収まったカタナに目を向ける。

      「あれ、もしかしてリニア機構？」

      「目の付け所がイイじゃねえか。そうさ、電磁抜刀！ 電磁加速により神速の居合いが放てる！ 必殺技ってやつだ」

      「居合い！ すっげ、ロマンの塊じゃないの」

      　キラキラした目で輝星が言うと、サキはドヤ顔でうなずいて見せた。

      「なんだよオマエわかってんじゃねーか。それで腕についてるヤツはよ……」

      　聞かれもしないのにペラペラ語り始めるサキ。変わった機体を見られて上機嫌な輝星は、うんうんとうなずきながらそのウンチクを聞き続ける。先ほどまでの剣呑な雰囲気は完全に吹っ飛んでいた。

      
        

      

      

      
        

      

      　輝星が巡洋戦艦《レイディアント》にやってきてから三日が経過した。帝国側の動きがなかったらしく、その間一度も出撃命令はこなかった。そしてシュレーアに部屋の外に出るなと厳命された以上、外に散歩に行くことすらできない。

      　輝星に与えられたのは高級将校用の個室だ。シャワールームやトイレはもちろん、簡易キッチンまで設置されている。食事も定期的に外から運ばれてくるので、実質的な軟禁だった。

      「しかしデカすぎる画面も考え物だな……」

      　そんな中、彼は壁に掛けられた大型モニターに携帯端末をつないでゲームをプレイしていた。すさまじく昔のＲＰＧだ。ドッドで描写されているゲーム画面は、ディスプレイの解像度が無駄に高いことも相まって逆に見にくかった。

      「ふーむ……」

      　暇つぶしはあるが、いい加減窓もない部屋でゴロゴロするのも疲れてきた。輝星はしばらく考えたあと、ゲームを操作した。セーブを終え、モニターとの接続を切る。

      「ちょっとくらい散歩してもバレなきゃセーフだろ……」

      　ハンガーにかけておいた古ぼけたフライトジャケットを羽織り、部屋から出ようとする。

      「わっ！」

      　だがスライド式のドアを開いた瞬間、眼前に軍服姿のシュレーアがあらわれた。輝星は驚きのあまり飛び上がり、そのまま無様に転げてしりもちをついた。

      「き、輝星さん、大丈夫ですか？」

      　こちらもかなり驚いたらしいシュレーアが、額に冷や汗を浮かべながら輝星に手を差し出した。

      「だ、大丈夫っす」

      　なんとか立ち上がった輝星は、曖昧な笑みを浮かべながらスススと後退していく。何事もなかったかのような顔をしつつ無意味に貴族趣味なベッドにフライトジャケットを投げ捨て、聞いた。

      「で、どのような御用で？」

      「あの、普通に外出しようとしていませんでしたか、今」

      「なんのことやら」

      「いや今さらごまかすのは無理では」

      「三日も軟禁するほうが悪いんですよ」

      　誤魔化すのは無理そうだ。輝星は早々に責任をシュレーアに押し付けた。

      「そ、それは申し訳ないと思っています。しかし……」

      　輝星の身の安全を守るためには仕方ない処置だ。シュレーアは申し訳なさそうな顔をしつつも、そう続けた。

      「しかし備蓄のカップ麺がもうなくなりそうなんですよ！ 売店に行けば一つや二つ売ってるでしょう！」

      　輝星が視線を向けた先には、地上から届けてもらった彼のキャリーケースがあった。どうやらアレに入れてカップ麺を持ち込んでいたらしい。

      「か、カップ麺？ 食事なら貴族用のしっかりしたものを手配していたのですが!?」

      「それはそれこれはこれ。上等の食事が別に出てこようが食いたいものは食いたいんですよ」

      「ええ……」

      　シュレーアが困惑の表情を浮かべた。そんな要望があるのなら、配膳等の係員に伝えればよかったのに、というのが正直なところだった。

      「なんです、カップ麺はお嫌い？」

      「い、いや、食べたことはないです。知識では知っていますが……」

      「それはいけない。一回体験してみましょ一回。ささ」

      　輝星はシュレーアの腕をむんずと掴んで部屋に引きずり込んだ。いきなりのことにシュレーアは混乱し、「あわわわわ」と訳のわからないことを言いつつ無抵抗のまま部屋の中へ入ってしまう。

      「だ、だ、男性の部屋に！ 心の準備が！ いい匂いがする！」

      「においとか言及しないでくださいよ傷つくなあ！ 毎日シャワー入ってますよむしろ風呂を寄越せ！」

      「しゃ、シャワー!? シャワーと言いましたか今!? いけませんよ男性がそんな破廉恥な！」

      「シャワーという単語一つでなにを想像してるんですか。あなたのほうがよほど破廉恥な脳みそしてるでしょ」

      「しししし、仕方がないでしょう!? 男性の部屋に招かれるなんて生まれて初めてなんですよ!!」

      　あまりの興奮ぶりにドン引いた輝星は、「ひぇ」と短く声を上げて手を放し、一歩後退した。

      「お、落ち着いてくださいよ……深呼吸深呼吸！ 吸って！」

      「すぅー」

      「吐いて！」

      「はぁー」

      「落ち着きました？」

      「興奮してきた」

      「なんでや」

      　地球人テランで言えば、三日間美少女が居続けた部屋に童貞が招かれたような状況だ。心穏やかにいられるはずがない。ましてヴルド人女性の性欲は地球人テランの中高生男子並みかそれ以上といわれている。何も考えずに部屋に入れてしまった輝星の完全な落ち度だった。

      「いや、本当、もう……すーはーすーはー……」

      「過呼吸になる前にやめてくださいよ。というか今すぐやめて」

      「ちょっと……もうちょっとだけ……すーはーすーはー。うっ、頭がくらくらしてきた」

      「奇遇ですね俺もですよ」

      　雇い主のあまりの醜態に輝星は頭を押さえた。完全に過呼吸を起こしてしまったシュレーアは真っ赤だった顔が真っ青になっている。速く落ち着かせたほうがいいだろう。

      「とりあえず座って……いや、寝かせた方がいいか。使用済みで申し訳ないですけど、とりあえずベッドに横になって」

      「申し訳ありません……」

      　シュレーアはベッドに力なく横たわった。豪奢なベッドに脱力した白髪少女が寝転んでいるというかなり倒錯的な光景だったが、先ほどの醜態を目にしている以上、輝星には微塵もそういう気持ちがわいてこなかった。

      「まったく……」

      　十分ほどすると、シュレーアも落ち着いてきた。輝星は深いため息をつく。

      「面目ありません……」

      　恥ずかしいのか枕に顔をうずめたまま、シュレーアがくぐもった声で言った。

      「ま、まあ不用意な真似をした俺も悪いので……。今回は見なかったことにしますから……」

      「ありがとうございます……あ、それと」

      「それと？」

      「後で部屋を交換してもらってもいいですか……？」

      　まったく懲りていなかった。よく見れば、枕に顔を埋めているのも恥ずかしがっているというよりその匂いを堪能しているように思える。

      「いまの姿を親が見たら泣きますよ」

      「うっ……」

      　指摘されて、そそくさとシュレーアはベッドから立ち上がった。名残惜しそうな一瞥を枕に向ける。

      「で……結局どういう用件できたんです？」

      　カップ麺を伝道するという気分もすっかり萎えてしまっていた。半目になりながら、用件を聞く輝星。

      「あ、そうでした……。輝星さんに乗っていただく機体がやっと完成したので、呼びに来たのでした」

      「えっ、マジですか!?」

      　下がり切っていた輝星のテンションがいきなり上がった。にっこりわらって、シュレーアは部屋の出口を指さす。

      「では、ついて来てください」

      　それから彼が案内されたのは、《レイディアント》館内に設置された艦載機格納デッキだった。ハンガーの愛称で呼ばれるクレーン付き整備用固定具でがっちりと固定された十数機のストライカーが、石仏めいて立ち並んでいる。

      「ＺＸ─Ｘ１００、《カリバーンリヴァイブ》。それがこの機体の名前です」

      　先ほどまでの醜態がまったくなかったかのような顔をして、シュレーアが言った。

      「もとは《エクスカリバー》の非武装試験機でしたが、不要になった《エクスカリバー》の予備パーツを使って戦闘艤装を施しました」

      「改造機と。《グラディウス改》と同じような立ち位置の機体ですね」

      　うなずきながら、輝星はシュレーアの視線の先を見た。そこにいたのは《エクスカリバー》によく似た純白のストライカーだった。ツインアイ式のメインカメラと、ウサギの耳を思わせる形状の二基の大型ブレードアンテナが特徴的だった。

      「タイプとしては中量・汎用型。目立った特徴はありませんが、高い機動性と十分以上のペイロードを備えさまざまな任務に対応できます！ 急造とはいえゼニスとして十分なスペックを持っていると断言できますよ！」

      　そう大声で主張したのは、作業服姿の若い整備員だ。相当無理をしてこの機体の改装にあたったらしく、ずいぶんとくたびれた様子だ。しかしその目は徹夜明け特有の異様なハイテンションでギラギラと輝いている。

      「一応ゼニス・タイプなんすね」

      「もちろん！ カワシマの担当者は廉価版だのお求めやすい価格だの言ってましたが、皇国技術部の粋を結集して改造してあります！ 帝国のゼニスなんぞ鎧袖一触ですよ！」

      「廉価版のゼニスってなんだよ……」

      　本来コストを度外視してハイスペックを追い求めたワンオフのフラッグシップ機がゼニス・タイプのはずだ。間違っても廉価だのお求めやすいだのといった言葉が飛び出していい製品ではない。

      「そ、そのあたりはお気になさらず！」

      　実際問題、超高コストのゼニス・タイプを中小国で導入するのは難しい。だが、見栄と外聞の問題で数機くらいは保有しておきたいという事情もあった。とはいえそれをパイロットに知られるのはよろしくない。シュレーアは無理やりに話を遮った。

      「武装は？」

      「固定武装として頭部に一二・七ミリ連装機銃、胸部にフォトンセイバーを二基。そして腰部にワイヤーガンをこれも二基装備しています」

      「頭に機銃がついてるのはいいっすね。携行武装は？」

      「メイン・ウェポンはブラスターライフル。口径八五ミリの新型です。装弾数はＰＭ─４Ａ粒子マガジンで二十発。旧式のＰＷ─３Ｃも使えますが、撃てて十二発ですね」

      「なるほど、ほかには？」

      「後は五三三ミリ・ガンランチャー。それと注文通りパイルバンカーを左腕に装着してます。基本はこれだけですが、まだペイロードに余裕はあります。オプションもいろいろ載せられますよ」

      「過不足なし、十分ってヤツっすね。上等上等」

      　パイルバンカーを除けば、前線を担うストライカーの基本的な装備だ。特殊な高威力武装などはついていないようだが、輝星にとっては十分だ。

      「今すぐ飛ばせますよ。慣らし運転、していきます？」

      「当然こっちもそのつもりっすよ」

      《レイディアント》は現在、ベサリア・プライムの高軌道を周回していた。近くに民間の施設はない。艦の周囲で実際に操縦し調子を確かめていいとシュレーアに聞いていた輝星は、すでにパイロットスーツに着替えていた。

      　整備クレーンのバスケットに乗ってコックピットへと向かう。単座式で、《グラディウス改》よりはさすがにやや広い。低反発素材性のシートへ腰を下ろし、コンソールを操作して機体を起動する《グラディウス改》とはずいぶん操作系が違うが、傭兵としてさまざまな機体に乗ってきた輝星は問題なく動かすことができそうだった。

      『ハロー、パイロット。これより起動シーケンスに入ります』

      「あら珍しい」

      　機体ＡＩのボイスが落ち着いた女性のものだった。プリセットのボイスはほぼ男性なので、輝星は驚いた。

      「地球軍のパイロットの間で流行ってるヤツらしいです。あたしの私費でボイスセットを買っていれておきました」

      「あ、ありがとうございます」

      　耳につけた通信デバイスから先ほどの整備員の声が聞こえてきた。ボイスが男だろうが女だろうがどうでもいいというのが輝星の本音だったが、気を利かせてくれたらしい相手に文句を言うのもはばかられる。輝星は奥ゆかしく感謝を伝えた。

      　そうしている間にも、機体の起動は進んでいく。エンジンに火が入り、モニターが明るくなった。システムチェックでは問題はでていないようだ。整備ハンガーの拘束を解除し、下に人がいないことを確かめて一歩を踏み出した。

      「どうです？」

      「違和感は今のところないですね。Ｉ─ｃｏｎのマッチングも良好っす」

      　Ｉ─ｃｏｎはブレイン・マシン・インターフェースの一種で、脳とメイン・コンピューターを無線で直結し、情報をやり取りすることができる。これのおかげで、ストライカーは機械でありながら生身の歩兵のように柔軟な動きをすることができるのだ。

      「大丈夫そうですか？ では、発艦デッキから外へ出てください。遠くへ出るわけではないので、カタパルトは使わなくてもいいでしょう」

      「はいはい」

      　シュレーアからの指示にしたがい、半露天式の発艦デッキへと向かう。隔壁を越えた先には、リニア・カタパルトが埋め込まれた強化コンクリートの路面が広がっていた。人員配置が平時の態勢なので、発艦デッキ上にはほとんどクルーはいない。周囲を気にせずスラスターを吹かして宇宙へ飛び立った。

      　宇宙に飛び出すのとほぼ同時に、機体にかすかな衝撃が走った。艦の周囲に展開されたエア・フィールドの境界を飛び越えたのだ。外殻に破孔が空いても内部の空気が漏出しないよう、艦の周りには大気層を保持する力場が常に張られている。

      「よし」

      　フットペダルを踏み込み、機体を加速させる輝星。ターン、宙返り、急制動。軽く一通りの機動をさせてみる。当然、《グラディウス改》とは機動性も運動性も大違いだ。

      「いい仕上がりですね。重量バランスも取れてるし、元が非武装機だったとは思えない完成度ですよ」

      「マジすか。よおおっし！ 三徹した甲斐があった！ カンペキだってさ！ 喜べお前ら！」

      　最後のは輝星ではなく、整備員の仲間への言葉だろう。しかし、恐ろしい単語が出た。どうやら整備員たちはこの機体を完成させるためにずいぶんと無理をしていたらしい。冷や汗を垂らしながら、輝星はあとでなにを差し入れに持っていくのかを考え始めた。

      「では、そろそろ実戦形式の試験をしてみましょう。やはり、細かい部分は戦闘を実際にしてみないと掴めてこないでしょうし」

      「ああ、兵装が訓練仕様なのはそういうことですか」

      　ブラスターライフルの砲口には訓練に使うアタッチメントがついていた。今発砲しても、出るのはビームではなく着弾判定用の非殺傷レーザーだけだ。計器を見るに、機銃やガンランチャーにも模擬弾が装填されているようだ。

      「お相手はこのシュレーアが務めましょう」

      「そういえば自分用のパイロットスーツを持ってましたね……」

      　先日の戦闘を思い出す輝星。もっとも、結局彼女が操縦桿を握ることはなかったのでその実力の程はわからない。

      「ふっ……あなたほどのパイロットの前で言うのはおこがましいかもしれませんが、私もストライカーの腕には自信があります。愛機さえあれば、あの破廉恥な帝国女もこの手で墜とせていましたよ……！」

      「はあ」

      「そういうわけで、私も出撃いたします。少々お待ちを……」

      　そこまで言ったところで、突如通信に割り込んでくるものがいた。

      「ちょっと待ったぁ！」

      　それと同時に、《レイディアント》の発艦デッキから一機のストライカーが飛び出してくる。見覚えのある黄色い機影、牧島サキの《ダインスレイフ》だ。

      「相手が欲しいんだろ、あたしがやってやるよ！」

      　通信用の小型モニターに映し出されたサキの顔には、自信ありげな笑みが浮かんでいた。

      「誰がこの艦で一番のパイロットかってのをハッキリさせてやるからよ」

      「牧島中尉！ なにをしているのです！」

      　非難の声をあげるシュレーア。しかし輝星は、サキに笑いかけた。

      「いいじゃないですか。やりますよ、どっちとも」

      「技術部としてもいろいろな機体との戦闘データが欲しいですね。殿下！ お願いします！」

      「……もうっ！」

      　シュレーアは大きなため息をついた。

      「へっ、そう来なくっちゃな！ 行くぜ《ダインスレイフ》！ 男にストライカー戦なんぞ無理だとわからせてやる！」

      　叫ぶなり、《ダインスレイフ》が《カリバーン・リヴァイブ》に向かって全力の加速をした。全身にまとった八枚のマント状の追加装甲からもスラスター炎が見える。防御と同時に高機動ユニットとしても機能するタイプの装備だろう。

      「威勢がいいじゃないか……！」

      　侮辱に等しい言葉を投げかけられてなお、輝星の顔に浮かんでいたのは怒りではなく喜色だった。ブラスターライフルを構え、即座に発砲する。実際にビームは発射されていないが、両者のモニターには訓練プログラムによって合成されたＣＧのビーム光が描写される。

      「うおっ、ロックオンなしでだぁ!?」

      《ダインスレイフ》のコックピットでは、ロックオン警告音は鳴らなかった。アクティブセンサーを使わず、パッシブセンサーのみで手動で射撃したということだ。

      　にもかかわらず、狙いは正確極まりなかった。ビームは吸い込まれるように《ダインスレイフ》の腹部へ。しかし……

      「だが、効かなけりゃあな！」

      　ビームはマント装甲によって弾かれる。低出力ビームなどでは貫けないとプログラムが判断したのだろう。

      「やられるばかりじゃ、なっ！」

      　すさまじい加速を見せた《ダインスレイフ》は一瞬で目と鼻の先まで肉薄した。その手は腰のカタナに添えられている。

      「喰らえっ！電磁──」

      「喰らうのはそっちだっての！」

      　カタナが鞘のリニア機構で射出される直前、《カリバーン・リヴァイブ》の頭部に据え付けられた二挺の機銃が吠えた。ペイント弾が《ダインスレイフ》の右手に降り注ぐ。

      「なっ……！」

      　ストライカーの正面装甲を抜くにはあまりに威力不足な小口径機銃ではあるが、繊細なマニピュレーターを破壊するには十分だ。演習プログラムが右手の作動を強制停止させる。

      「くっ……させるかよっ！」

      　その隙に放たれたキックを、何とかマント装甲でガードするサキ。だが、《カリバーン・リヴァイブ》は防がれた蹴りの勢いを利用して宙返りをした。背中にマウント対艦ガンランチャーの砲口が《ダインスレイフ》に向く。

      「うそだろ!?」

      　しかし現実は無情であった。ガンランチャーから模擬ミサイルが発射される。サキにこれを避けるすべはなく、マント装甲に着弾。

      「ぐ……」

      　訓練弾だ。当然爆発など起きないが、サキの機体のモニターには撃墜判定の文字が流れる。さしもの追加装甲も、艦艇の破壊を主眼とした大型ミサイルを防ぐのは不可能だ。

      「じょ、冗談だろ……」

      　鎧袖一触、そう形容するしかない完敗だった。サキの操縦桿を握る手が震える。

      「一回墜ちた程度で呆けるな！ 演習だぞ！」

      　そんな彼女の耳朶を輝星の声がたたく。

      「これは実戦じゃない。お前が俺をわからせるか、俺がお前をわからせるかの勝負だろ？ 違うか、ええっ!?」

      「ああ!? 上等だよ、やってやんよ!!」

      　生来気の短いサキはこの挑発に対し、即座に撃発した。目に闘志を燃え上がらせ、訓練プログラムを再起動させる。

      「後悔すんじゃねーぞ、お前!!」

      　するりと距離を取っていた輝星に、再びスラスターを吹かせて接近。再びカタナの柄を握った。同じ轍は踏まぬよう、ギリギリまでマント装甲で機銃の射線をふさぐのを忘れない。

      「今度こそだ、電磁抜刀ッ！」

      　紫電と共に、鞘から白銀の刀身が露わになる。文字通り弾丸のような速度で放たれた一閃は、まさに神速。ゼニス・タイプであれキル・ゾーンに入っていれば一太刀で両断できる威力を誇る。

      「いくら速かろうが当たらなきゃあさあ！」

      　が、輝星は最低限の動きでこれを交わしていた。カタナの切っ先が、《カリバーン・リヴァイブ》の装甲を削るギリギリの距離を通過する。

      「チィッ！」

      　その威力から、電磁抜刀直後は身動きを取るのは難しい。それでも、独立可動するマント装甲のスラスターを使ってなんとか距離を取ろうとする。しかし、輝星がこの隙を逃すはずもない。ブラスターライフルの砲口が、マント装甲の隙間に差し込まれた。そして、発砲。

      「くっ……そぉッ！」

      　無慈悲な撃墜判定に、サキは歯を食いしばった。即座に訓練プログラムを再起動させる。

      「せめて剣を抜きやがれ！ 馬鹿にしてんのかッ!?」

      「チャンバラがやりたいのか？ 付き合ってやるさ！」

      　ブラスターライフルを腰のハードポイントへマウントし、胸部に埋め込まれたシースからフォトンセイバーを抜く輝星。

      「舐めやがって！」

      　抜いたままのカタナを構え、サキは突撃した。最上段からの唐竹割りで斬りかかる。輝星はこれを正面からフォトンセイバーで受け止めた。実体刃とビーム刃がぶつかり合い、スパークを飛ばす。フォトン光粒子を磁界に封じ込めて剣状に成型した武器と、刀身を高速振動させて斬撃力を高めた武器だ。双方強烈な磁力を発するため反発しあい、つばぜり合いが発生する。

      「いいパワーだ……！」

      　が、押し負けたのは《カリバーン・リヴァイブ》だ。新型とはいえ相手は近接特化機。全身を高トルクモーターで駆動させる瞬発力に優れた機体である。汎用機の《カリバーン・リヴァイブ》では瞬間的なパワーで勝てないようだった。

      「余裕ぶっこくからだ、馬鹿めっ！」

      　姿勢を崩した輝星に即座に二の太刀を叩き込むサキ。が、フォトンセイバーが閃きカタナの軌道がたやすく受け流される。今度姿勢を崩したのは《ダインスレイフ》だった。

      「だが、パワーだけが勝負の決め手じゃあないッ！」

      　即座にフットペダルを踏み、一気に距離を詰める輝星。

      「ぐっ……」

      　何とか逃れようとするサキだったが、それより早く拳打めいて突き出されたパイルバンカーが《ダインスレイフ》の腹部装甲を叩く。

      　三たび表示される撃墜判定。サキは歯を食いしばり、そして大声で叫んだ。

      「畜生、もう一回だ！」

      「いいぜ、付き合ってやる！」

      　こうして、ならし運転とは思えないほど熱の入った模擬戦が始まった。

      「瞬発力だろ。その機体の持ち味はっ！ それを生かすんだよ！」

      「このーッ！」

      「撃破二十九回目！ 駄目だ、いくら速くとも直情的な動きでは！」

      「畜生ーッ！ 次こそはッ！」

      「いいぞ、そのガッツだ！ が、駄目！ 撃破三十回目だッ！」

      「グワーッ！」

      　耳朶を叩く剣呑なのか呑気なのかわからないような喧騒に、シュレーアは半目でため息をついた。模擬戦が始まって三十分以上たつが、いまだにサキは輝星から一本もとれていない。ほとんど一分に一回のペースで堕とされているのだから、よくもまあ食い下がれるものだという気にすらなってくる。

      「あの、そろそろ私も参加してもよろしいでしょうか？」

      「ま、待ってくださいよ殿下！ 一回、一回勝ったら変わりますんで」

      「何十年も待てませんよ」

      　切り捨てるような言い方のシュレーアにサキは表情を引きつらせる。実際のところ、自分でも実力差は理解していた。だが、負けっぱなしでいるのは彼女のプライドが許さないのだ。

      「二機で戦います。それでも勝てるかは微妙ですが」

      「男に二機!? そんな、卑怯ですよ！」

      「卑怯なものですか！ 強力な敵は囲んで棒でたたく、鉄則です！」

      「そんな雄々しい真似をあたしにやれと!?」

      　雄々しいの妙な使われ方に輝星は半笑いになった。特に憤慨をしたりはしない。この程度で怒っていてはヴルド人に混ざって仕事などできないし、慣れもあった。

      「確かに情けない話です。男性一人に、大の女二人で戦うなど……。ですが、輝星さんの実力は本物です。女だとか男だとか、そんなことに拘こだわっていて立ち向かえる相手ですか？」

      「くっ……確かにコイツがクソ強ェのは認めますが……」

      「時には恥を忍んででも自らを磨く。そうして強くならねば騎士の……女の本懐は遂げられません。今は胸を借りるつもりで訓練に臨みましょう」

      「……わかりましたよ」

      　シュレーアの説得に、サキは意外と素直に応じて見せた。この惨敗っぷりには、さしもの彼女も思うことがあったらしい。

      「おい、オマエ！ 今日のところは、あたしの方が弱いってことを認めてやる！ でもな、そのうち絶対勝ってやるからな！」

      「当然！ 負けてそのまま諦めるようなタマじゃないだろ？ 何度だって戦おう」

      　ニヤリと笑って答える輝星。非常に楽しそうな表情だった。

      「申し訳ありません、輝星さん。彼女が失礼なことを」

      　サキに聞こえないよう、個別回線プライベート・チャンネルでシュレーアが謝った。男を軽んじるような発言の多いサキに腹を立てているのではないかと思ったからだ。

      「失礼？ いやいや、全然。いいパイロットじゃないですか。あの食い下がりようはなかなか好ましい」

      　三十連敗してなお戦意が挫けなかったのだ。その根性は尊敬に値すると輝星は考えていた。

      「それに、口は悪くとも悪意はないタイプでしょ、彼女。俺に突っかかってくるのは単純に男が……守るべき対象が戦場に出るのが嫌だから。そういう雰囲気を感じますね」

      「た、確かに彼女はそういう傾向がありますが……よくわかりますね」

      　シュレーア自身、麾下の艦隊のトップエースであるサキとは長い付き合いだ。ともに戦場に立ったことも幾度もある。だからこそ彼女の考えは理解していたが、ほとんど初対面に近いであろう輝星がこうもピタリと言い当ててしまうと困惑してしまう。

      「直感には自信がありますから。ストライカーに乗ってる間だけはね」

      　強気な笑みを浮かべる輝星に、シュレーアは「そういうものですか……」とうなずくことしかできなかった。

      「おい、なに内緒話してるんだよ？ 二対一で模擬戦やるんだろ、さっさとやろうぜ」

      　結局、二人の会話は不機嫌そうなサキの言葉で中断した。

      「はいはい……そういや、殿下もゼニスなんですね」

      　輝星がシュレーアの機体を見て言った。肩に大型のブラスターカノンを装備した、藍色の重装型のストライカーだ。手には大型のヘビーマシンガンを持ち、体のあちこちにミサイルランチャーを装備している。かなりの重火力機だろう。機体側のデータでは《ミストルティン》と表示されている。輝星の知っている量産機にはない名前だった。

      「それはもう、皇女ですから」

      　胸を張って答えるシュレーア。平民出身のサキがゼニス・タイプに乗っていて皇女のシュレーアが量産機では格好がつかない。見栄も張れなくなった貴族に部下はついてこないという事情もある。

      「ゼニスが二機、ふむ……じゃあ、やりましょうか」

      「いいでしょう。お飾りなどではないことをご覧に入れます」

      　シュレーアは好戦的な笑みとともに答え、機体を疾走させた。鈍重そうな見た目に反し、《ミストルティン》は軽快な動きで漆黒の宇宙空間にスラスター光の残像を刻む。

      「まずは……小手調べです！」

      　肩部の大口径ブラスターカノンから放たれた緑色の太いビームが、《カリバーン・リヴァイブ》に向かって飛ぶ。輝星はフォトンセイバーを抜いたものの、そのまま弾くことなくひらりと避けた。

      「ちょっとした艦砲射撃並みだな、正面から受けるのはよろしくないと見た」

      　そもそも今使っている訓練プログラムが、セイバーでビームを弾くような非常識な挙動に対応しているのかわからない。得意技は封印したほうがよさそうだと一人笑う輝星。

      「射撃で足止めします、ヒット＆アウェイで仕留めなさい」

      「了解！」

      　戦闘前にはあれほどグダグダと言っていたにも関わらず、サキはシュレーアに抗弁することなく素直に従った。《カリバーン・リヴァイブ》からつかず離れず、全力で加速すればすぐに肉薄できる距離を維持する《ダインスレイフ》。

      「牽制とはいえ……！」

      　肩のブラスターカノンを再び発砲するシュレーア。輝星は軽く躱かわすが、その移動先にヘビーマシンガンを撃ち込む。曳光弾の束が稲妻のように宇宙を走った。

      「……ッ！ さすが！」

      　だが、輝星はこれも見事に避け切った。弾がどこに飛んでくるのか知っていたような、危なげのない最小限の回避運動。そこに、サキが素晴らしい加速で突っ込む。

      「ちぇすちとーッ！」

      「喰らうかよッ！」

      　電磁抜刀、紫電が走った。普通ならばとても対応できない神速の抜刀術だが、輝星はこれをフォトンセイバーで斜めから受ける。刀身はスルリと流され、自機の強烈なパワーに振り回されるようにして《ダインスレイフ》の機体が流れた。

      「させま……うっ!?」

      　追撃を防ぐべくブラスターキャノンを向けるシュレーアだったが、輝星はそれに合わせるようにしてブラスターライフルを三発撃った。なんとか回避するシュレーアだが、援護射撃をするタイミングは完全に逃してしまう。

      「このっ！」

      《ダインスレイフ》に迫る輝星だったが、サキは機体の左腕を《カリバーン・リヴァイブ》へと向けた。その腕に装着された装置から、クナイ型のナイフが射出される。

      「ほう！」

      　機体を反らして避ける輝星だったが、その時には既にシュレーアが態勢を立て直していた。ヘビーマシンガンの射撃が《カリバーン・リヴァイブ》へと向かう。

      「射撃は苦手だが……できないってわけじゃないんだぜ！」

      　サキが腰から小ぶりなショートマシンガンを抜き、片手のまま輝星に向かって撃つ。

      「十字砲火！ いいな、いいじゃないか！」

      　すぐさまフットペダルを踏み、輝星はスラスターを全開にした。《グラディウス改》とは比べ物にならない加速で機体はキルゾーンから逃れる。

      「ぐ……高性能も考え物だな」

      　スラスターを吹かしたのは一瞬のみ。だが、強烈な加速Ｇに輝星は苦しそうな表情を見せた。肉体的に強靭なヴルド人のための機体を十全に操るのは、貧弱な輝星にはかなり辛いものがある。

      「だが……ッ！」

      　いまだ続く両機の射撃をひらりひらりと最小限の加速と動きで回避しつつ、輝星はブラスターライフルをサキに向けた。即座に発砲。

      「へっ！ 狙いが正確でも豆鉄砲じゃあなあ！」

      　だが、これはマント装甲に防がれる。防御にも移動にも使え、可動するため攻撃動作の邪魔にもならない。なかなか厄介な装備だった。

      　だが、輝星の狙いは撃墜ではない。防御したため、ショートマシンガンからの射撃が止まった。これが目的だ。

      「やはりそう来ますか」

      　機体を《ミストルティン》に向けて加速する。サキ機は距離を取れば攻撃手段は少ない。火力の高いこちらを先に墜とすべきだと考えたのだ。

      「くっ」

      　輝星からの射撃をなんとか回避するシュレーア。ロックオン警告音のならない攻撃は、避けにくいことこの上ない。なんとか緑の光条を回避し、両足のミサイルポッドを発射した。六発ずつ左右合わせて十二発の中型ミサイルが《カリバーン・リヴァイブに向けて飛ぶ。

      「その程度の数なら！」

      　輝星のブラスターライフルと頭部連装機銃が吠えた。ミサイルが次々と撃ち落とされる。残るミサイルはわずか四、輝星はこれを軽々と避けた。

      「弾幕が薄かった!? しかし！」

      　まだ射撃武器は残っている。ヘビーマシンガンを構えるシュレーアだったが、その機体の腹部に緑のビームが突き刺さる。一発では撃墜判定は出なかったが、無慈悲な二発目が同じ場所に着弾した。

      「く、完敗……」

      　モニターに表示される撃墜の文字にうなだれるシュレーア。

      「まだだ、まだあたしがいる！」

      《ミストルティン》を撃墜した輝星の背中にサキが迫った。紫電がとともに放たれる電磁抜刀。

      「知ってるよ！」

      　が、輝星は機体を宙返りさせてこれを回避した。空を切る刀身のギリギリを避けると同時にフットペダルを踏み込んだ。弾丸のような加速で《カリバーン・リヴァイブ》は《ダインスレイフ》の胸元まで肉薄。パイルがその腹に刺さる。

      「……クソ！ 二人いても同じじゃねえか！」

      　停止してしまう自機に、サキは悪態をつくことしかできなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      「どうでした？ 《カリバーン・リヴァイブ》の調子は」

      「いい感じだと思いますよ。ただ、操縦系はもっとおとなしい方が好きっすね」

      　模擬戦が終わって、三十分ほどの時間がたった。輝星はストライカー格納庫で、先ほどの整備員と機体の状態についての話をしていた。

      「意外ですね。エースの人ってだいたいピーキー極まりない設定にするのに」

      「あんまり敏感でもね、戦闘中以外には使いにくいんですよね。戦闘中はコンマ一秒を争うような忙しい入力には操縦桿使いませんし」

      「そんなもんですかね？ ま、調整しときます」

      「お願いします」

      　整備員に一礼する輝星の肩を叩くものがいた。振り向くと、そこにはタオルを肩にかけたサキが不満げな顔で立っていた。

      「おい……時間、空いてるか」

      「たぶんね」

      　周囲を見回してから、輝星は答えた。シュレーアを探したのだ。しかし彼女は見当たらない。大方参謀あたりと会議でもしているのだろう。皇女だけあって、なかなか忙しいようだった。

      「どういう用件？」

      「いや、その……なんだ」

      　しどろもどろになりながらそっぽを向くサキ。その頬は赤く染まっていた。

      「……小腹が空いたな。よかったら売店案内してくれない？」

      「ちっ、しょうがねーな。ついてこい」

      　言葉とは裏腹に、サキの表情は明るかった。

      「いやあ食った食った。やっぱ日明の味噌は神だわ」

      　しばしたって、艦内のパイロット用休憩室。輝星とサキは向かい合わせの小さなテーブルに座っていた。二人ともパイロットスーツを脱ぎ、サキは皇国の軍服。輝星は普段のフライトジャケット姿だ。

      　輝星の前には、空になった発泡スチロールのカップが置かれている。売店で買ったカップラーメンだった。

      「……好きなのか？ それ」

      「カップ麺全般ね。説明通りに作れば俺みたいな不器用でも旨いものが作れる。文明の勝利って感じだ」

      「ふーん」

      　そういうサキの前には、大量の惣菜パンの包装ビニールが乱雑に丸められていた。軽食というにはかなり数が多い。

      「で、なにさ。用事があったんでしょ？」

      「まあ、大した用事じゃねえけどよ」

      　グチャグチャになったビニールを指先で弄りつつ、サキが目をそらす。

      「その……ちょっと聞きにくいんだけどよ」

      「うん」

      　しばらく黙ってから、サキは続ける。

      「お前、なんであんなに強いんだ？」

      　意を決したように切り出し、彼女は続けた。

      「ちょっと……いや、かなりおかしいだろ。そりゃ、あたしも戦場で強ぇやつはいっぱい見てきたけどさ。レベルが違うっつーか」

      　あまりにも圧倒的。あまりにも異質。訓練機で帝国のゼニスを倒したという話も、サキは聞いていた。最初はデタラメだと思っていた彼女だったが、輝星の強さをいやというほど思い知った今となっては認めるしかない。

      「なんかさ……怒らないでくれよ？ ズルされてるみたいな感覚があったんだよ。じゃんけんで後出しされたみたいな」

      　そこまで言って、サキは輝星をうかがうように見た。

      「いや、お前が卑怯な真似をしてるって言いたいわけじゃねーんだ。負けも認められずに相手のせいにするような女らしくねえ真似はしねえ。けど……」

      「いや、その感覚は間違ってないぞ」

      「えっ」

      　思いもよらぬ言葉に、サキは輝星をまじまじと見つめた。彼はニヤリと笑い、指をくるくる回す。

      「じゃんけんでさ、相手が何を出してくるのかわかってれば、百回やっても百回勝つだろ？」

      「まあ、そりゃそうだけどよ」

      　それが出来たらだれも苦労しない。サキは渋い顔になった。

      「なんだよ、お前。自分がエスパーだとでも言いたいわけ？」

      「違う違う。Ｉ─ｃｏｎだよ。牧島さんの機体にもついてるだろ」

      　思考をダイレクトに機体制御へフィードバックするＩ─ｃｏｎというシステムは、ストライカーの基本装備だ。人型という複雑な形状をしている以上手動でフルコントロールするのは難易度が高いし、だからと言ってすべてをコンピューター制御にすると従来の戦闘機でよいという話になってくる。

      「当たり前だろ？ だからなんだってんだよ」

      「Ｉ─ｃｏｎってさ、パイロットの思考をコマンドとして受け取ってるわけじゃん？」

      「ああ」

      「相手のパイロットの脳波も同じように受信すれば、次に相手がどういう動きをするのかわかるわけよ」

      「は？」

      　サキが眉を跳ね上げた。理屈はわかるが、無茶苦茶が過ぎる。Ｉ─ｃｏｎはあくまで単なるコントロール・デバイスだ。そんな機能はない。

      「おかしいだろ、それ。敵の思考まで拾ったら、そいつがコマンド扱いになって自分が操縦できなくなるじゃねえか」

      「Ｉ─ｃｏｎがコマンド扱いする、しないは脳波信号の強弱だ。信号として拾ってないワケじゃない。それを読み取るんだよ」

      「……できるのかよ、そんなことが」

      「できる。やってる」

      　躊躇なく肯定する輝星に、サキは腕を組んで眉根にしわを寄せた。冗談としか思えない言葉だったが、しかし演習での輝星の動きを思い返してみれば確かに辻褄は合う。完全にサキの動きが読まれていたとしか思えない状況が頻繁にあったのだ。

      「……そうか。どうすればそんな真似できるようになるんだよ」

      「手や足の動きじゃないんだから、口じゃ説明できないよ。Ｉ─ｃｏｎとのシンクロにも個人差があるわけだし」

      　輝星の答えは無慈悲なものだった。しかし彼はこう続ける。

      「ただ、一つ言えることは戦場では常に心を静めておくべし、ということ。余裕があって、冷静でなけりゃ、相手パイロットの小さな脳波なんか感知できないからさ」

      　冷静という言葉に、サキは苦い顔をした。

      「く……そりゃああたしは熱くなっちまうタイプだけどさ。お前もたいがいだろ」

      「熱くなるのはなにも間違ってない。牧島さんはそのままでいるべきだ」

      　優しい声で輝星は答える。むしろ、その熱さこそパイロットに一番必要な資質だと輝星は考えていた。彼が戦場で大声を出すのも、自身に気合いを入れるためだ。

      「肝心なのは魂は熱く、そして心は静かに。その両立だよ」

      「矛盾してねーか、それ」

      「してないんだなァ、これが」

      　笑いながら、輝星は肩をすくめた。

      「ま、でも結局口でどうこういっても仕方のない部分はある。感覚的なものだからな」

      「そりゃあな」

      　ため息をつくサキ。

      「なんにせよ、お前がとんでもねーパイロットなのはわかった。ナメた口聞いて……その、まあ……悪かったよ」

      「気にしてない。言われ慣れてるからな」

      　それはそうだろなと、サキは苦笑いした。男だてらにストライカーを駆り、戦場を渡り歩くなど正気の沙汰ではない。今までさぞ周囲からいろいろ言われてきたことだろう。

      「けどやっぱ……男が戦場に出るのはよくねーよ。お前より弱いあたしがどうこういうのもおこがましいけどさ」

      「やっぱ気に入らない？」

      「当然。万一墜とされて捕虜にでもなってみろ。死ぬよりひどい目にあうぞ」

      「墜とされなきゃ大丈夫だ。俺最強だからへーきへーき」

      　気楽に言う輝星にサキは眉をひそめ、周囲を見回した。この休憩室はパイロット用だから大して人がいるわけではないが、軍艦ではほぼ絶対に見ることのない男がいるのだ。室内にいるほぼすべてのパイロットたちから輝星は注目されていた。

      「味方にだまし討ちされることもある。いくらストライカーに乗るのがうまくったって、腕力に訴えられたら男なんて簡単にねじ伏せられちまう」

      「それは……まあ」

      　先日チンピラに絡まれた時のことを思い出して、輝星はうなった。ヴルド人の女性の筋力は、地球人テランのマッチョ男など優にしのぐ。まして地球人テラン男性としてはかなり貧弱な輝星では抵抗もままならないだろう。

      「いままで無事だったのが奇跡だよ」

      「頼りになるマネージャーがいたから……。前の仕事を最後に寿退社しちゃったけど……」

      「マジかよ」

      　半目になってサキが言った。彼女から見れば、輝星はあまりにも無防備すぎる。女所帯の軍隊で一人フラフラしていたらタダでは済まないだろう。

      「……ちっ、しょうがねえ。あたしが守ってやるよ」

      　しばらく黙って、サキは顔を真っ赤にしながらこう言った。視線は完全に反らしている。

      「トクベツだぞ、ホント。あんまり危なっかしくて見てられないからな、お前」

      「えっマジで？」

      　この提案に、輝星は椅子を蹴るように立ち上がった。そしてサキの手を握ってブンブンと振る。

      「いやあ有り難いなあ！ 思った通りいい人だよ牧島さんは！」

      　護衛付きならシュレーアも外出を許してくれるだろう。輝星は軟禁生活の終わりを確信して大喜びした。

      「おっ、おま、手……お前！」

      　突然のことに顔を真紅に染めてサキは絶句した。さらになにか言おうとするが、それより早く大きな声が二人に投げかけられた。

      「おやおや輝星さん！ こんなところにいましたか。探しましたよ」

      　声の出所に首を向けると、そこには満面の笑みを浮かべたシュレーアがいた。

      「おや……。輝星さん、いけませんよ？ 女性に軽々しく触れては……。勘違いさせてしまいます」

      「勘違い？」

      　輝星はいまいちどういう意味なのかはわからなかったが、確かに突然他人に触るのは失礼だと思い手を離した。サキの目が、どこか惜しそうに彼の手を追う。そして不愉快そうにシュレーアをにらみつけた。

      「殿下、どのような御用で？」

      「いえ、あなたに用事があるわけではありません」

      　その視線を正面から受け止めたシュレーアは、表情こそ笑顔だが目は笑っていなかった。

      「今後の方針が決まりましたので、輝星さんに伝えておこうかと」

      「ふーん……。じゃ、その話はあたしも聞いておきましょうかね。艦隊のエースとしてはやっぱり、作戦は知っておかなきゃまずいでしょ？ やっぱ」

      「ふっ」

      　余裕ありげな顔で、シュレーアは頷く。

      「いいでしょう。着いてきなさい」

      　休憩室でする話ではないということだろう。踵きびすを返して歩き始めるシュレーアに、二人はあわてて立ち上がった。

      「そもそも……あたしらはいつまでこの星系にいればいいんです？」

      　輝星らが連れてこられたのは、人気のない会議室だった。テーブルに頬杖を突いたサキがふてぶてしい態度でシュレーアに聞く。上官、それも主家に連なる人間に対して使うには、いささかラフに過ぎる言葉遣いだった。

      「敗色濃厚って時分にプラプラ遊んでる暇もないでしょう？ あたしらも前に出た方がいいんじゃないですかね」

      　実際のところ、それは輝星も気になっていたことだ。先の戦闘以来、《レイディアント》とその護衛艦はベサリア星系に留まったままだ。被害を受けた民間施設や軍事基地への救援は、別動隊の工兵が担当していた。わざわざここにい続ける意味などなさそうなものだが。

      「そうもいきません。劣勢だからこそ、不用意な行動はするべきではないのです」

      　困ったような表情で、シュレーアは説明する。サキの蓮っ葉な口調に不快感を覚えている様子はなかった。すでに慣れてしまっているのだろう。

      　そして行動が消極的な理由も、輝星としては理解できる話だった。これ以上皇国軍が大きな被害を受ければ、今度こそ再起不能になってしまう。軍の質は向こうの方が上なのだから、下手に反攻作戦など狙っても返り討ちにあうだけだ。

      「現在、帝国軍の動きはあまり活発なものではありません。終末爆撃で民間施設ごと焼き払っているのですから、自分から焦土作戦をしているようなもの。さしもの大国とはいえ、ある程度の態勢を整えながらでなければ動けません」

      　複雑そうな顔でシュレーアが続ける。少なくない数の自国民が犠牲になっているのだから、当然のことだ。

      「で、相手が動き始めたところで出鼻をくじくつもりと」

      　腕を組みながら言う輝星に、シュレーアはうなずいた。

      「攻勢よりはまだ、防衛戦の方が寡兵でも戦いやすいのです。次の帝国の侵攻作戦を守り切り、戦力を可能な限り削る。そして反抗につなげるというのが現在の方針というワケですね」

      「言っちゃなんですが……かなり賭けに近い作戦なのでは」

      「それは……否定できません」

      　サキの一言に、シュレーアが目をそらす。まず防衛戦で勝ち、そしてそのあとの反攻作戦にも勝たねば皇国の勝利はおぼつかない。今まで負けっぱなしだというのに、いきなり連戦連勝になるなどというのはあまりにも楽観的なものの見方だ。

      　不機嫌そうに、サキは足を組んだ。彼女とて帝国の所業には思うところがある。勝てなくとも精いっぱいは暴れてやるという気概が彼女にはあった。

      「ま、大丈夫ですよ。俺がいるんですから」

      　しかし、暗い空気などまったく気にしないように輝星は言った。

      「多少の戦力差なんぞ問題ありません。局地戦でひっくり返せばよろしい」

      　封建制を取り、少数の貴族が大衆を支配するという政治体制上、ヴルド人軍隊は指揮官の喪失に弱い。雇用主であり監督者でもある貴族が墜とされれば、平民の一般兵士は戦意を喪失するからだ。

      「……それができたら苦労しないんじゃねえのか？」

      　とはいえ、そんな欠点は貴族も理解している。だからこそ戦場に立つ貴族はゼニス・タイプのような超高性能機をもとめ、戦技を限界まで磨くのだ。とくに戦争の趨勢を決めるようなトップ層の貴族は皆とてつもない強敵と考えてよい。そんな連中を次々と撃破するのは極めて難しいだろう。

      「そりゃあ一筋縄ではいかないよ。けどさ、できるんだよ。なんてったって俺は北斗輝星……《凶星》だからな」

      「《凶星》ね。ふん、言いやがる」

      　サキはニヤリと笑った。

      「いいさ。フカシじゃないのはわかってる」

      「その通り。結局のところ、負け続きの我々に勝ちの目があるとすれば、それは輝星さんの存在に他なりません」

      　真剣な表情でシュレーアは輝星の目を見た。アクアマリン色の目には、複雑な感情が浮かんでいる。情けない話だと、彼女は心の中で自嘲していた。

      「我が艦隊は、機動力と打撃力を重視した編成です。役割で言えば、槍。輝星さんの役目はその穂先というわけです」

      「結構結構。なにが相手でも貫いて見せますよ」

      「自信家ですね、輝星さんは」

      　この男、実力もさることながら自己評価もかなりのものだ。シュレーアは思わず笑ってしまった。

      「とりあえず、今伝えられるのはこのくらいです。牧島中尉もこれで満足しましたか？」

      「ええ、まあ」

      　ぶっきらぼうに応えるサキ。そこで、輝星がスッと手を上げた。

      「話が終わったのなら、ちょっと関係ない話なんですけど一ついいですか？」

      「なんでしょう」

      　にこりと笑うシュレーア。

      「外出禁止の件なんですけど、ここの牧島さんがボディーガードやってくれるらしいんですよ。だから、部屋の外へ出るのを許してほしいんです」

      「……」

      　質問には答えず、シュレーアは能面めいた笑みでサキを見た。サキはサキで「ふん、そういうことか」と独りごちてその好戦的な笑みを浮かべる。

      「駄目です」

      「えっなぜに？」

      　身の安全が保障されるならいいのではないか。輝星はいぶかしんだ。

      「輝星さんのエスコートは、私がします。ここ数日は忙しく、ご不便をおかけしましたが……。大丈夫、これからは可能な限り外出の要望にはお答えしますよ。牧島中尉の手を煩わせる必要などありません」

      「なにを言ってるんですか、殿下。あなたも忙しい身でしょう？ 大丈夫、こいつの面倒はあたしが見ますよ。任せてください」

      「まさか。紳士の身を守るのは騎士の本分です。いくら戦時下とはいえそれをないがしろにするわけにはいきませんよ」

      　優雅に笑いながらサキを見据えるシュレーア。

      「《ダインスレイフ》を受領するときに、騎士位を貰った気がするんですがね、あたしも」

      「騎士というのは心構えであって、位の問題ではありませんよ」

      「なんでこんなくだらないことでいがみ合ってるんですかあなた達は」

      　突然険悪な空気が戻り、輝星は額に手を当てた。

      「どっちもボディーガードしてくれるってんなら有り難い話ですよ、ええ。ありがとうございます。手の空いている方へ連絡しますから」

      　そう言ってもなお剣呑な目つきでにらみ合う二人に、輝星はため息をつくことしかできなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      「これはこれは。撃墜されたと聞いていたが……無事なようでなによりだ」

      　同じころ。帝国カレンシア派遣艦隊、総旗艦《オーデルバンセン》。その艦橋に設えられた、玉座を思わせる豪奢な司令席に座った女が嘲りの色を隠しもしない声音でそう言った。

      「……ご心労をおかけし申し訳ありません、姉上。《オルトクラッツァー》の修理も完了しました。いつでも戦線復帰が可能です」

      　跪ひざまずいてそう答えたのは、ヴァレンティナだった。うつむいた顔には薄い笑みを浮かべている。

      「それはよかった。貴殿の失敗のせいで、作戦の開始が遅れていたのだ。ようやく皇国の弱卒どもにトドメを刺すことが出来る」

      　そう言ってくつくつと笑う女にヴァレンティナは目を細め、頭を上げた。指揮官席に収まったその美しい女は、ゴージャスな癖毛のロングヘアで、紫色の瞳をしている。身長こそヴァレンティナよりやや低いものの、彼女によく似た容姿をしていた。

      「このディアローズ・ビスタ・アーガレインの指揮する軍に敗北の二文字はあってはならぬ。貴様のような皇位継承者の末席に座っているような輩とは背負っている責任が違うのだ。わかるな？」

      「無論です、姉上」

      　顔色も変えずにそう言うヴァレンティナに、ディアローズはふんと不満そうに息を吐いた。片手に持った乗馬鞭をパチンと叩く。

      「標準時間の明日〇四〇〇マルヨンマルマルに皇都攻略作戦を実施する。敵方の戦力は少ない、防衛で精いっぱいだろう。後方の防備は最低限にして、総攻撃をかける」

      「では、姉上もご出陣なさるので？」

      「当然であろう？」

      　邪悪な笑みとともに、ディアローズは頷いた。

      「この作戦が終われば、皇国領がすべて手に入る。まっさらな可住惑星が十四だ。適当な貴族と余った平民どもにくれてやれば、我が国の人口増加問題も一息つける」

      　ヴルド人は極めて繁殖力が強く、人口増加率は地球人テランの比ではない。リソースは有限なのだから、住居や職にあぶれた人民がどんどん増えていくことになる。

      「しかし、だからといって終末爆撃とは……無駄に人民を殺せば、反感が高まります。抵抗も激しくなるのでは」

      　通常、こういった植民目的の戦争ならばその可住惑星に住んでいる他国民は鹵獲ろかくした輸送船などにねじ込んで強制退去させるのが普通だ。しかしディアローズはそれをせず、戦艦の砲撃で民間人を吹き飛ばすという非人道的な作戦をとっている。

      「何度も言うがな、妹よ。保護する義務もない他国の民などに気を使って制圧に時間をかければ、それだけ長く我が民も苦しむことになる。それでは本末転倒であろう？」

      　なんとも言えない曖昧な微笑を浮かべつつ応えるディアローズ。その表情からは、いかなる感情も読み取れない。そのことに不気味さを覚えつつも、ヴァレンティナは表情には出さなかった。

      「愛する国民のためにも、できるだけ早く制圧せねばな？ これは致し方のない犠牲だ、納得せよ。貴様自身のためにもな」

      　不承不承うなずくヴァレンティナ。同じ帝姫とはいえ、次期皇帝に一番近いとされているのがこのディアローズだ。皇位継承権の低いヴァレンティナは、部下のようにふるまうしかなかった。

      「よろしい。作戦概要と命令書はそちらの参謀に送ってある。妾わらわの期待を裏切るでないぞ？」

      「はっ」

      「うむ、以上だ。下がってよい」

      　うなずいて立ち上がろうとするヴァレンティナに、ディアローズはニヤリと底意地の悪い笑みを向けた。

      「ああ、そういえば……面白い話を聞いたな」

      「……どのような話でしょう？」

      「なんでも、男の分際でストライカーに乗って戦場に出る愚か者がいるそうだな？」

      　そこで初めて、ヴァレンティナの表情が一瞬ゆがんだ。即座に取り繕い、口を開く。

      「姉上、それは……」

      「くく。安心せよ、我が愛しの妹よ。妾わらわはなにも、貴様を男に負けた軟弱者などとあげつらうつもりはない」

      　司令席から立ち上がると、ディアローズはカツカツと足音を鳴らしてヴァレンティナに歩み寄った。そしてその肩に手を置き、笑いかける。

      「男だてらにストライカーを操り、ガラクタのような機体でゼニスまで撃墜してしまう。まったく、とんだじゃじゃ馬だな？」

      「……は」

      「それを……それをだ。この手で身の程をわからせ、男としての本分を思い出させてやる。……どうだ、なかなか刺激的な余興になるとは思わぬか？」

      　肩から手を放し、乗馬鞭をピシリと鳴らしながらそんなことをのたまうディアローズに、ヴァレンティナは奥歯を噛み締めた。

      「暴れ馬ほど乗りこなした時の快感は大きいもの。そうであろう？ そうであろうな？ くくく……」

      　ピシリピシリと鞭を鳴らすディアローズの表情は、好色そのもの。そんな様子だから二十代後半になっても婚約者が決まらないのだ、この助平め。ヴァレンティナは内心吐き捨てた。

      　ディアローズは、筋金入りのサディストだという噂だ。万一この女の手に輝星が落ちれば、最悪命はないだろう。そうでなくても、人間として再起不能にされる可能性は高い。

      　が、だからと言って馬鹿正直に思いとどまるよう進言したところでなんの意味もないことは明白だ。このサディストは、男女問わずだれかを屈服させることが大好きなのだ。そしてその対象は妹であるヴァレンティナも例外ではない。余計なことを言って相手に隙を見せるべきではない。

      「それはそれは。確かに、あの男は姉上への献上品にはぴったりでしょう。このヴァレンティナ、微力ながらお手伝いさせていただきます」

      「くくく、言いおる。特別に、件の男を喰らう・・・時は特等席で見せてやろう。妾わらわは妹思いであるからなあ？」

      　そういって哄笑するディアローズに、ヴァレンティナはどうやってこの姉を出し抜き輝星を自分のモノにしようかと思考を巡らせ始めた。

      
        

      

      
        第三章　ルボーア会戦

      

      
        

      

      　帝国艦隊が動きを見せたという報は、あっという間に皇国軍に広まった。敵の狙いは皇都アルプ星系。ここを制圧されれば、もはや皇国に逆転の目はない。当然、皇国軍は残存している艦艇すべてを結集して迎撃作戦をとることになった。

      「帝国艦隊の主力部隊は戦艦十四隻を基幹に編成されています。大半が四六センチ砲装備の新鋭艦で、一部には五一センチ砲を装備している艦も確認されています」

      　管制オペレーターの説明を、輝星は《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットで聞いていた。イチゴミルク味と書かれたチューブ飲料を口に含みつつ、コンソールに表示された星図を見つめている。彼我の最大戦力がぶつかる決戦だけあって、予測されている戦域は広大だった。

      「五一センチ砲、ねえ……」

      　ぼそりと呟く輝星。待機しているパイロットたちからも、戸惑いの声が聞こえてくる。艦隊決戦が発生しがちな現代戦では、戦艦の主砲口径は何より重要な戦闘力のバロメーターだ。攻撃力の高い戦艦を装備しているほど、戦闘は優位になる。

      「そのほかに大型巡洋艦三十隻。中小の補助艦艇が、さらに多数が確認されています」

      「こちらの戦力は？」

      　パイロットの一人が質問した。不安を覚えているような声音だ。

      「皇王陛下麾下の連合第一・第二艦隊、そして我々第三艦隊が迎撃準備を完了しています。戦艦に関しては、七隻の動員ですね」

      　パイロットたちの間に、ため息が広がった。誰かが「旧式艦しかいないのに、半分しか揃えられなかったのか」とぼやく。皇国の主力戦艦は、四一センチ砲装備の古いものばかりだ。攻撃力はもちろん、防御力に関しても、帝国の新鋭艦とは比べ物にならない。実際の隻数以上の戦力差があるということだ。

      「我が艦隊は迂回ルートを取り、敵主力の側面から攻撃を仕掛ける予定です」

      「鉄床と槌つちの例えで言えば、我々が槌の役割を果たすということですね」

      　オペレーターの言葉をシュレーアが補足した。皇国主力艦隊で帝国艦隊を足止めしつつ、シュレーア麾下の第三艦隊で敵の本丸に強襲をかけるというのがこの作戦の骨子だった。

      　広大な外宇宙での戦争は、会敵することすら難しく思えるが実際はそうではない。超光速FTL航行を行うには通常、完全に安全が確認され等間隔に無人灯台が設置された星間航路スターウェイと呼ばれるルートを通る必要がある。星間航路スターウェイの設置には高いコストがかかり、そう大量には設置されていない。それゆえに、敵軍の侵攻ルートは容易に予測することができる。

      「危険、かつ長時間にわたる任務になる予定です。各員は……」

      「殿下、総司令部から入電です！ 第六偵察分艦隊が敵と接触、交戦を開始した模様！」

      「早い、もうですか！」

      　当初の予測では、会敵は半日後の予定だった。敵の侵攻速度はこちらの予想よりずいぶんと速いらしい。

      「敵の電子戦と破壊工作により、すでにわが軍の固定索敵網はマヒして機能していません。強硬偵察をかけ、敵主力の位置を確認してほしいとのことです」

      「確かに我が艦隊は主力から突出した位置にいますから、偵察をかけるには一番の部隊でしょうが……緒戦からなかなか危険な任務ですね」

      　この作戦における総司令官は、皇国の元首でありシュレーアの母でもある皇王アリーシャ・ハインレッタその人だ。その命令に否と言うワケにもいかない。シュレーアは艦橋の司令席でうなった。

      　ちなみに、艦橋にこそいるものの彼女はすでにパイロットスーツを着用している。いつでもストライカーに乗って出撃できる状態だ。指揮官としては考え物に見えるが、ヴルド人の軍隊では指揮官先頭は基本だ。実際の指揮は参謀他の高級将校たちが担当しているため、シュレーアが前線に行っても大きな影響はない。

      「仕方ありません。偵察機部隊全機と……あとは第九〇一キューマルイチストライカー中隊を出しましょう。艦隊の防空を考えれば、あまり多くの戦力を出しすぎるわけにもいきません」

      この艦隊でまともなストライカー運用能力を持っているのは、旗艦である《レイディアント》のみだ。護衛艦として参加している駆逐艦たちは、ストライカーは一機たりとも搭載できない。偵察とはいえあまりに多くのストライカーを出撃させれば、ふいの奇襲を受けた際に艦隊が丸裸などということになりかねない。

      「その数では、しっかりした偵察網を構築するのは難しいと思うのでありますが」

      　口を挟んできたのは、シュレーアの傍の参謀席に座った若い少女だった。実際、彼女の意見にも一理ある。シュレーア艦隊が索敵せねばならない戦域は広大であり、一個中隊を増強した程度ではとてもカバーしきれない。

      「しかし……」

      　なにかを言い返そうとしたシュレーアだったが、それを輝星の声が制した。

      「俺も出撃しますよ」

      「輝星さんも？」

      　輝星の提案に、シュレーアは一瞬考えこんだ。危険な任務だが、輝星の実力ならば突然の遭遇戦でも十二分に対処できるだろう。温存する必要はなさそうだ。

      「では、お願いします。……牧島中尉、あなたも同行してください」

      「ええ、まかしてくださいよ」

      　モニターに映るサキの勝ち誇った顔に、シュレーアは小さくため息をついた。業腹だが、さすがに自分が偵察に出るわけにもいかない。シュレーアの出番は、本格的な戦闘になってからだ。指揮官先頭といっても、限度がある。

      「オペレーター、敵艦隊の予測地点のデータを輝星さんの機体に送りなさい」

      「はっ」

      《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットに、電子音が鳴った。送られてきたデータをコンソールのサブモニターに表示させる輝星。現在地からは、そう離れていない場所だった。

      「すでに発艦デッキにライドブースターを用意しています。いつでも出撃可能です」

      「よろしい。輝星さん、牧島中尉、先駆けをお願いします」

      「了解」

      　うなずき、機体を発艦デッキに進ませる。カタパルトの上には、バイクを思わせる形状の大型機械……ライドブースターが暖機状態で設置されていた。躊躇なくそれにまたがる。

      『ライドブースター接続』

      　電子音声が告げる。ライドブースターは大気圏突破の補助のほか、高い推進剤の搭載量と高性能なブースターの装備により、外宇宙での航続距離の大幅な増加にも役立つ。長距離作戦には欠かせないマシンだった。

      「進路クリアー、カタパルト電圧正常。発進を許可します」

      「はいはい」

      　機体背後のデッキにブラスト・ディフレクターがせりあがってきたことを確認して、輝星はスロットルを全開にした。《カリバーン・リヴァイブ》の背中から噴き出した蒼いスラスター炎がディフレクターを焦がす。

      「北斗輝星、《カリバーン・リヴァイブ》で行きます！」

      　操縦桿のスイッチを押すと同時に、カタパルトが電磁加速によりすさまじい勢いで機体を宇宙へ射出した。身体を苛む加速Ｇに、輝星がわずかにうめき声をあげた。

      「……っく、牧島さんも来たな」

      　初期加速を完了してから、背後を振り返る。サキの《ダインスレイフ》も同様にカタパルト射出され、《カリバーン・リヴァイブ》の後ろを飛んでいた。

      「目標ポイントはスラガ星系か。ガス欠にならない程度にぼちぼち行こう」

      「あいよ」

      　サキの返答にうなずき返すと、コンソールのスイッチを押した。超光速FTL航行は、機体の見かけ上の質量をゼロにすることで相対性理論の軛くびきから解き放たれ、光を追い越す速度まで一気に加速する技術だ。開発されてから百年以上経過した枯れた技術とはいえ、全く安全というわけでもない。

      『超光速FTL航行モードに入ります。エネルギーバイパスチェック……正常。リバースギア接続、フライホイール逆転開始』

      　電子音声が告げると同時に、機体の背後に金色の後輪が出現した。ストライカーの心臓部たる相転移タービンが奇妙な唸り声をあげ、回転計のゲージが跳ね上がる。輝星は深く息を吸ってから、操縦桿を押し込んだ。

      『超光速FTL航行、開始します』

      　メインモニターに映る星々の輝きがにじんだ。それらの光はやがて、サイケデリックな七色に変色していく。

      「よしよし、いい子だ」

      　急造機での超光速FTL航行に若干の不安を抱いていた輝星だが、特に問題はなさそうだ。計器を見ると、順調に機体は光速の壁を突破し宇宙を猛スピードで進んでいる。安堵のため息を吐いてから、持ってきていた携帯端末を操作する。コックピットに軽妙なポップ・ミュージックが流れ始めた。

      「長丁場になりそうだし、当面は安全運転だな……」

      　そうつぶやく輝星の目は、虹色に輝く宇宙そらの向こうに向けられていた。

      　それから、二時間ほどの時間が経過した。輝星とサキはいくつかの星系を渡り、目標ポイントに近づきつつあった。他の戦域では帝国軍との散発的な戦闘が始まっているらしいが、今のところ二人は敵らしい敵には遭遇していない。平和なものだった。

      「おほーすげえジェット」

      　そんな暇な航行中にできることと言えば、せいぜい天体観察くらいだ。輝星は通りすがりの星系の中心にある白色矮星の上下から噴き出す青白いジェットを見ながら、間抜けな声を上げていた。

      「間違っても近づくんじゃねーぞ。吹っ飛ばされるだけじゃすまねえからな」

      「いくら俺でも作戦中に遊んだりしないよ」

      「ほんとかぁ？」

      「ホントホント」

      　などと談笑する余裕すらあった。しかし突然、機内に警告音が響き渡った。反射的に計器に目を向ける。

      「タキオン探信儀ターダーに反応？ 量子ソナーは……高質量体の超光速FTLアウト反応あり、敵か！」

      　同じものを見たらしいサキが叫んだ。光速を超える手段が確立された現代においては、数光年以上離れた別星系の敵を瞬時に察知する索敵装置も存在している。当然、超光速攻撃機として設計されたストライカーにはそれらが標準装備されているのだ。

      「この大きさなら戦艦クラスだな。それも四隻……補助艦艇も随伴してる。相手の主力の一部だな」

      「アクティブ・ステルスも使わず、敵中を堂々と侵攻とはな。ナメられたもんだぜ」

      　サキは忌々しそうに吐き捨てた。どんな索敵機器だろうと、誤魔化す手段はいくらでもある。しかし、敵部隊はそれらをまったく使っていなかった。そうでなければ、ストライカー程度のセンサーでこの距離から敵を捕捉することなどとても無理だ。

      「……とはいえ、敵の戦艦の総数から考えればまだ一部だ。本命は他にいるんじゃねえのか？」

      　敵には十四隻も戦艦がいるのだ。四隻程度ならば、遊撃隊という可能性もある。輝星たちが探しているのは敵の本隊なのだから、単なる別動隊ならばはずれを引いたということになる。

      「いや……相手は大軍で、作戦目標は一つだけ。部隊を分けてむざむざ各個撃破されに来るような真似はしないはず」

      「確かにな。ってことは、連中は露払いか？ すぐ後ろに本隊がいる可能性が高いと」

      　星図を呼び出して確認するサキ。この辺りは星系が密集している。敵艦隊のいる星系に星間航路スターウェイで接続された星系は、どれも超光速FTL航行を使えば数十分程度で到達できる程度の距離だった。

      「たぶんな。曖昧な情報を送るわけにもいかんし、ピンガーを打って確認しよう」

      「ちょいと危険だが、やるしかないか」

      　アクティブ・センサーを全開にして索敵範囲を広げようというのが、輝星の提案だった。もちろん、デメリットもある。敵からもこちらの位置が丸わかりになってしまうのだ。そうなれば、即座に迎撃機が飛んでくるだろう。

      　とはいえ、安全のためにみすみす敵の本隊の現在地という重要情報を見逃すわけにはいかない。輝星は躊躇なくアクティブ・センサーを作動させた。計器に表示される索敵範囲がぐっと広がる。予想通り、敵の小艦隊の後ろには大量の艦船の反応があった。これが本隊で間違いなさそうだ。

      「やっぱりな。報告報告」

      　そう言って輝星はコンソールの液晶パネルを操作し、《レイディアント》に暗号通信で一報をいれた。母艦からは遠く離れているため音声通信は使用できない。すでにこの星系は敵の電子妨害の影響下にあるのだ。

      「さて、どうする？ すぐに迎撃機が来るぞ」

      「そりゃあ挨拶もなしに帰投なんて無作法な真似はできないわけよ、傭兵として」

      　輝星はにやりと笑うと、背部のハードポイントに装備されていたガンランチャーを左手に持たせた。予備弾薬も持ってきている。十分に対艦戦はこなせる装備だ。

      「マジかよ。この間二隻の戦艦に突っ込んだと思ったら、今度は四隻か？」

      「こっちの戦力も倍だよ。相手が倍になったところでトントンだ」

      「正気じゃねえな……ちっ、しょうがねえ」

      　さしものサキも動揺した声をだしたが、男が行くというのに女である自分が退くのは彼女のプライドが許さなかった。頭を振り、無理に笑顔を浮かべる。

      「《ダインスレイフ》にゃ対艦兵装なんざ載せてねえ。援護に回らせてもらうぞ」

      「ああ、後ろは任せた」

      　二人はそう言いあうと、敵艦隊に向けて超光速FTL航行に入った。当然、この動向は高性能な索敵装置を備えた帝国艦隊も把握している。迎撃を開始すべく、直掩機が次々と戦艦や巡洋艦の発艦デッキから射出されていく。出撃した帝国ストライカー隊は、すぐさま迎撃陣形を整えていった。その一糸乱れぬ隊列からは、高い練度が伺える。

      　そしてとうとう、輝星たちがこの星系へたどり着いた。蒼いエフェクトとともに二機のストライカーが出現し、その背後に背負っていた金輪が消えうせる。

      「うげえ、思ってたよりだいぶ多いぞコレ。マジでやんのか北斗お前！」

      「ちょっとばかり相手が多いからって、今さらイモ引けますかっての！」

      「ああクソ、そうだよなあ！ 一発花火を上げてさっさと帰るぞ！」

      　幸いというべきか残念というべきか、敵艦隊の位置と輝星たちが超光速FTLアウト……通常航行に戻った位置は極めて近かった。宇宙での距離感を考えれば、至近距離と言っていい。一息つく暇もなく交戦距離に達した。

      「来た！」

      　無数の真紅のビームが輝星たちに殺到する。艦隊からの対空砲火だ。二機ともライドブースターを捨て回避行動に入るが、攻撃は執拗だ。一撃でもかすればストライカーなど爆発四散してしまう威力のビームの乱舞が二人の肝を冷やす。

      「乱戦の方がやりやすい。相手のストライカーを傘にして艦隊に近づくぞ」

      「それしかねえよなあ！ このままつるべ打ちされ続けたら敵に食いつく前に墜ちちまう」

      　そう言うサキの額には、冷や汗が浮かんでいた。幸いにも、敵の迎撃部隊はすぐそこにいた。スラスターを全開にして突進すると、接近するまえに叩き落としてやるとばかりにブラスターライフルの雨が二機を襲った。

      「数ばかり多くても！」

      　輝星が素早く応射を放った。赤いビームの奔流を逆走していくたった一条のビームはいかにも頼りなさげだったが、回避運動に入った《ジェッタ》の腹部へと見事命中した。

      　遠距離からの初弾命中という離れ業に、敵部隊に動揺が走った。その隙を逃す二人ではない。ゼニス・タイプの加速力を生かし、一息に敵集団へと突入していった。

      「四方八方敵だらけだ！」

      「より取り見取りって言うんだよこういうのはさ！」

      「袋のネズミの間違いじゃねえのか!?」

      　一瞬の動揺から回復し、文字通り四方八方から飛んでくるビームを回避しながら、輝星とサキが言いあう。敵部隊の数は三十機以上。おまけに後方には戦艦が四隻と護衛の巡洋艦や駆逐艦が控えている。輝星はこれに自分から突っ込んだのだから、自殺行為というほかない。

      「そこっ！」

      　輝星がブラスターライフルから放った緑のビームが、一機の《ジェッタ》の腹を貫く。お返しとばかりに殺到する十以上の火線をひらりひらりと優雅に避けつつ、輝星は再びライフルを撃った。撃墜スコアがさらに一つ増える。

      「無茶しやがるぜ、まったく！」

      　文句を言いつつも、サキの動きに迷いはなかった。《ダインスレイフ》の全身に取り付けられた追加スラスターとマント装甲を巧みに使って敵機に接近する。紫電が閃き、《ジェッタ》が構えたシールドの上から一刀両断された。

      「悪いね、無茶と無謀くらいしか取り柄がないもんで！」

      「付き合わされる方の気持ちになって見ろってんだ、この馬鹿！」

      　阿鼻叫喚の叫びあいだ。だが、混乱しているのは帝国側も同じこと。たった二機のストライカーが大部隊を相手に獅子奮迅の戦いを見せているのだ。相対している方としては、たまったものではない。

      「くそっ、イカれたヤツが来やがったと思ったら腕の方もイカれてるぞ！」

      「距離を取りなさい！ ゼニス相手に格闘は悪手でしょうが！」

      「だからって……うわっ！」

      　またも吠える輝星のブラスターライフル。回避機動を取っていたにも関わらず、その敵機は腹をブチ抜かれて沈黙した。追尾されていると錯覚を起こしそうな高精度の射撃だ。

      「こっちは距離取ってる方がヤバそうじゃないの！ 突っ込むから援護しなさい！」

      　焦れたらしい一機の《ジェッタ》が腰からロングソードを抜いて《カリバーン・リヴァイブ》へと突っ込んだ。

      「馬鹿！ もうっ！」

      　僚機が仕方なしに援護射撃を飛ばす。が、輝星はニヤリと笑ってライフルを撃った。ビームが虚空でぶつかり合い、霧散する。

      「うっそ……」

      「その意気やよしだ……！」

      　ガンランチャーを投げ捨て、左手でフォトンセイバーを抜いた。二機が交差し、鮮やかなスパークが散る。

      「パワー負けしていようともッ！」

      　セイバーを巧みに受け流す《ジェッタ》。接近戦を挑んでくるだけあり、その剣術の腕は確かだった。しかし輝星の指が操縦桿のトリガーを弾く。頭部連装機銃が火を噴いた。ストライカーの装甲を貫くには力不足な小口径弾だが、狙いはメインカメラだ。

      「ちぃっ！」

      　サブカメラに視界を切り替えつつ、シールドを構える《ジェッタ》。だが、輝星はこれも読んでいた。するりとその横へと周り、横腹にパイルバンーを突き立てる。破滅的な音とともにエンジンが貫かれ、《ジェッタ》は停止した。物言わぬガラクタとなったソレを蹴り飛ばして杭を抜きつつ、輝星は腰のワイヤーガンを発射した。

      「これをなくすわけには」

      　空中を漂っていた対艦ガンランチャーにワイヤーガンが命中し、特殊吸着アンカーが砲身に張り付く。巻き取り機構により、ガンランチャーは瞬時に《カリバーン・リヴァイブ》の手元に戻った。フォトンセイバーはすでに胸部のハードポイントへ納めている。

      「おい北斗！」

      　そんな彼にサキが鬼気迫った声で叫んだ。しかし輝星は答えず、ライフルを後ろに向けて無造作に撃つ。後方から輝星機を狙っていた《ジェッタ》が撃ち抜かれた。

      「わかってるとも」

      「ちっ、後ろを任せるなんて言ったくせによ！」

      　サキは安堵とあきれの混ざった苦い笑顔で言い返した。後ろどころか全方位隙なしといった様子だ。

      「とはいえずいぶん艦隊に接近できた。案の定誤射が怖くて向こうはまともに弾幕を張れてねえ、チャンスだぞ！ いけ！」

      「おーけーおーけー、任せておけ！」

      　輝星がフットペダルを踏み込む。《カリバーン・リヴァイブ》が矢のように加速した。新鋭ゼニス・タイプの推力に、一般量産機が追いつくのは不可能だ。数機が阻止しようとブラスターライフルを構えたが、サキがショートマシンガンを乱射してそれを止める。

      「うっ……く、しんど……」

      　加速Ｇをこらえながら輝星がうめく。尋常ならざる《カリバーン・リヴァイブ》の加速力は、貧弱な輝星の肉体にはつらいものがあった。だが、勝つためならば多少の無理は致し方がない。

      　戦列から飛び出した《カリバーン・リヴァイブ》に、敵艦隊からの対空砲火が再開される。高角砲はもちろん、主砲の大口径砲すら使用した情け容赦のない弾幕だ。

      「うぇっ……吐きそ……。うぐぐ、当たってやるかよッ！」

      　青色吐息でヤケクソ気味の叫び声をあげつつも、その回避機動は鋭かった。シャワーのようなビームが漆黒の星空を彩る。目星をつけていた大型の戦艦の舷側が、みるみる近づいてきた。

      「行くぞッ！」

      　気合いを入れるように叫び、そして歯を食いしばった輝星はぐっと操縦桿を引き上げた。上昇に転じる《カリバーン・リヴァイブ》。ブラスターライフルとガンランチャーを構えると、トリガーを引いた。ビームと対艦ミサイルが戦艦に向かって飛ぶ。艦橋に設置されていたレーダー・アレイが吹き飛び、一瞬遅れてミサイルが着弾した推進ブロックで大爆発が起きた。

      　それだけでは終わらない。輝星はトリガーを連続で引き続け、四連発のガンランチャーの弾倉が空になるまで撃ち続けた。自動で空になった弾倉がガンランチャーの尾部から排出されると同時に機体を再加速させる。

      「やっぱ、まだ終わらねえよな……」

      　爆発する戦艦から飛び去りつつ、輝星は背後を確認した。だが、巨大かつ装甲化された戦艦のスラスター・ノズルはまだいくつかが生きていた。これでは完全に無力化できたとは言い難い。荒い息をつきつつ、輝星は笑った。

      「いいぜ、もう一回だ！」

      　ブラスターライフルを腰のハードポイントへとマウントしてから、ガンランチャーに新しい弾倉を叩き込む。そして殺到する機関砲弾を回避しつつ、機体をターンさせた。

      　結局、敵戦艦を仕留めるにはあと四度の反復攻撃を要した。手持ちの対艦ミサイルをすべて撃ち込んだ結果、敵艦の推進ブロックは破孔だらけの無残な有様になり果てていた。

      「ふー……やっとアガリだ」

      　コックピットの中で輝星がため息を吐く。戦艦の無力化は、トップエースたる輝星からしてもなかなかに骨の折れる仕事だった。

      　もっとも、推進部を破壊したとはいえ艦橋や武装は生きているためいまだに激しい対空砲火が上がっている。撃沈とはとても言えない有様だが、これでは戦列への参加は不可能だ。成果としては十分だろう。

      「マジでやっちまいやがったな、勲章モンだぜ？」

      　なおも降り注ぐ敵からの射撃を回避しながらサキが笑う。輝星が暴れている間に、ずいぶんと彼女も撃墜スコアを伸ばしたようだ。

      「単機で戦艦を墜とすパイロットなんか聞いたことねえぞ、まったく！」

      「単機？ 二機じゃないの」

      　黒煙を吐き出す戦艦を背に離脱しつつ、輝星が言い返した。一隻は撃破したとはいえ、まだ敵艦隊には戦艦三隻ほか多数の無傷の軍艦がいるのだ。それらの撃ちだす対空砲が極地のオーロラめいて漆黒の空を彩っている。一発でも当たれば撃墜は免れない死のオーロラだ。

      「相方が強いと安心感が違うんだよね、やっぱりさ！」

      　実際、輝星が敵艦隊に到達できたのは、サキに攻撃が集中していたというのも大きい。言い方は悪いが、囮のような役割を果たしてくれたわけだ。サキを無視して輝星を狙おうにも、彼女の技量と《ダインスレイフ》はそれを許さないだけの力がある。

      「お前みたいなヤツに言われると嫌味に聞こえるぜ！」

      《ジェッタ》をバッサリと袈裟切りにしつつ、サキが苦笑した。バチバチとスパークする敵機の残骸を無視して《ダインスレイフ》がスラスターを吹かし、艦隊から離脱してきた《カリバーン・リヴァイブ》と合流する。

      「マジで言ってるんだけどね、こっちはさ！」

      「ああそうかい！ 嬉しいねえ！」

      《カリバーン・リヴァイブ》のライフルと《ダインスレイフ》のカタナが同時に敵機を捉えた。二機同時撃墜、まさに鬼神の戦いぶりだ。

      「ゼニス相手とはいえここまで違うか！」

      「パイルバンカー……まさかあの白いの、噂の《凶星》なんじゃ」

      　さしもの帝国精鋭とはいえ、こうも翻弄されれば動揺も広がってくる。数の上ではいまだに圧倒的に優勢であるにもかかわらず、帝国パイロットの間には負け戦のような空気が漂っていた。

      「しっかりしなさい！ それでも栄えあるエルデガルド家の兵士ですか！」

      　だが、そんな彼女らを一喝する者がいた。老年の、しかし覇気のこもった声だ。まだ無事な一隻の戦艦から出撃してきた、青いストライカーが出所だった。

      「伯爵様！」

      「なんてことだ、お館様がご出撃なされた！」

      　艦隊司令であるロージア・フォン・エルデガルドが自らのゼニスを駆って出撃してきたのだ。自分たちのために危険を顧みずに司令が出撃してくれたという事実と、強大な戦力であるゼニスが援軍が来たという安心感から、下がっていた帝国兵たちの士気が一気に上がる。

      （しかし、困った……）

      　しかし、当のロージアといえば愛機のコックピットで冷や汗を浮かべていた。彼女はすでに老人と言っていい年齢だ。鍛錬こそ怠っていないが、目の前で大暴れしている皇国のゼニスのパイロットの尋常ならざる腕前に対抗できるとは思えなかった。

      　それでも出撃してきたのは、参謀に強く要請されたからだ。危機的状況で艦の安全な場所にいるような貴族は、ほかの貴族や平民たちからの尊敬を失う。貴族の本質は戦士であるというのが、ヴルド人の文化だからだ。ひとたび臆病者という評価が与えられれば、部下からも治めている平民たちからもそっぽを向かれてしまう。そうなれば戦争どころか普段の治世すら怪しくなるだろう。

      「隊列を立て直しなさい！ 統制が乱れれば相手の思うつぼですよ！」

      「はっ！」

      　とはいえ指揮官先頭の効果は絶大だ。帝国パイロットの動きは一気によくなる。輝星たちもそれは敏感に感じ取っていた。

      「おい、あの青いの……」

      「相手さんの大将だな。帝国の将はなかなか気骨がある」

      　輝星がにやと笑った。獰猛な笑みというよりは、心底楽しいという明るい表情だ。不利を承知でなお前線に出てくる敵司令官の姿勢に、輝星は素直に感心していた。

      「なんとか撃破したら艦に連れて帰れないもんかね？ 捕虜にすれば結構なボーナスになるんだけどさ」

      「この大軍に囲まれた状態でか？ やめとけやめとけ！」

      　それもそうだとうなずきつつ、輝星は残弾ゼロのガンランチャーを背部のハードポイントに戻し、代わりにフォトンセイバーを抜いた。そして一気に加速する。当然、青いゼニスに向けて一直線だ。

      「やはり来たか！ お館様に近づけるんじゃない！」

      「撃て撃て撃て！」

      　これを阻止せんと帝国ストライカー隊は猛烈な射撃を加えるが輝星はこれを回避し、そして避け切れないものはセイバーで弾いて猛烈な勢いで急迫する。

      「やらせはせんっ！」

      　ロージアは自機に長大なブラスターカノンを構えさせた。狙いは輝星ではなくサキ。明らかに異次元の強さを持っている輝星よりは、まだこちらの方が墜としやすいと判断したからだ。

      「へっ、おお怖ぇ怖ぇ！」

      　が、サキは発射された極太のビームをひらりと回避した。すぐ横に輝星がいるせいで目立たないだけで、彼女もトップエースであることには変わりないのだ。

      「ちぃっ！」

      　ロージアは舌打ちしながら粒子カートリッジを排出した。新たなカートリッジが自動的に装填される。すぐに《ダインスレイフ》に再び狙いをつけるが、その時にはすでに二機はかなりの距離まで接近していた。

      「大将とお見受けします！ こちら傭兵の北斗輝星！ 機体は《カリバーン・リヴァイブ》！ 一騎打ちを申し込みます！」

      「やはりそう来ますか……」

      　口惜しそうにつぶやくロージア。拒否したところで、もはやこの距離では相手から逃れるのは難しい。優勢だから受けませんでした、では済ますことはできないだろう。選択肢は二つ。拒否して不名誉な墜とされ方をするか、受けて名誉の戦死かだ。

      　ここで無様を晒せば、自分のみならず腹心や自分の子供たちまで後ろ指をさされることになる。ロージアは腹を決めた。

      「アルフェン伯ロージア・フォン・エルデガルド、《グリーズ・レイス》です。まさか男性が乗っているとは思いませんでしたよ。いいでしょう、お受けします」

      
        

      

      

      
        

      

      「先行していたエルデガルド艦隊から入電！ 敵ゼニス、撤退したとのことです」

      　帝国カレンシア派遣艦隊の総旗艦、《オーデルバンセン》。その悪趣味なまでに豪華な環境で、ディアローズはオペレーターからの報告に目を細めた。

      「被害状況を報告せよ」

      「は……戦艦《アルゴスター》が大破。司令であるアルフェン伯ロージア様が一騎打ちの末撃墜されました。ただ、ケガなどはなくすぐに戦線復帰が可能だそうです」

      「代わりなぞいくらでもいる婆の状態などどうでもよい。ストライカーの被害は」

      「十四機が撃墜されました。ただ、パイロットは全員無事だそうです」

      　ディアローズが鞭を鳴らした。オペレーターの肩がかすかに振るえる。

      「淑女・・的なことだ。有り難くて涙が出てくるな？ ん？」

      「は、はい」

      　敵ストライカーを撃墜するときはエンジンを狙い、パイロットは助けるのが輝星のやり方だ。サキもまた無益な殺生は嫌う性質タチだったため、帝国のパイロットたちは全員ケガもせずに母艦に救助されていた。

      「《アルゴスター》の状態はどうだ？ 作戦には使えそうにないのか」

      「推進ブロックが全損しているそうです。現在僚艦に曳航されているそうでして……ドック入りしても自力航行可能な程度まで修理するのに半月、完全修理には二か月以上を要するとのことです」

      「そこまで徹底的にやられたか」

      　自らの頬を撫でつつ、ディアローズは口角を上げた。

      「推進ブロックではなく艦橋や機関部を狙われていたら完全に撃沈されていたな」

      　弱点となる推進ブロックは念入りに装甲化されており、その防御力は他の重要区画……バイタルパートと遜色ないものだ。貧弱なストライカー用対艦火器でそこまで破壊されるというのは、尋常ではない。そう簡単に沈まないからこそ、戦艦は軍の象徴として戦場に君臨しているのだ。

      「それをわずか二機……いや、対艦火器をもっていたのが一機ということであれば、実質単機か。くくく……前代未聞の醜態だな？」

      　古今、宇宙戦艦がストライカーに沈められた例はいくらでもある。しかしそれは大部隊を用いて飽和攻撃を仕掛けられた場合の話だ。いかにゼニス・タイプのストライカーが強力とはいえ、このような少数で戦艦が攻略されたという話をディアローズは聞いたことがなかった。

      「そ、その通りでございます……申し訳ありません」

      　ディアローズの迫力に負け、オペレーターは反射的に謝罪していた。もちろん彼女にはなんの責もない。だが、ディアローズは嗜虐的な表情でこう言い放った。

      「まったくだ、無能な犬どもめ！」

      「ひっ……！」

      　抗弁して不興でも買えば、裁判もなしに斬首されかねない。なにも言えなくなったオペレーターは震え上がることしかできなかった。

      「それで……これをなした敵のパイロットというのは、例の傭兵で間違いないのか？」

      「は、はい。ロージア様との一騎打ちの名乗りでは、北斗輝星と名乗っていたとのことです。……確かに、男の声であったという報告も多数上がっております。本物とみて間違いないかと」

      「ふ、くくく……そうか。本当に男の、ここまで強いパイロットがいるのか。まったく面白い」

      　にやにやと好色な笑みを浮かべながら、ディアローズが独り言ちる。貴重な戦力を削られた不快感や怒りは、その表情からは感じられない。心底愉快といった風情だった。

      「殿下……しかしこれは、ゆゆしき事態でございますよ。まだ本格的な交戦も始まっていないというのに、いきなり戦艦を撃破されるなど……」

      　初老の参謀が恐る恐るというふうに諫いさめた。まだ帝国軍は、皇国軍の本隊すら発見していないのだ。その上、こちらの本隊の位置も知られてしまっている。この情報アドバンテージの差と戦艦を失ったことによる戦力低下の影響は大きいだろう。

      「一隻程度、構うものか。ましてあの艦隊は諸侯軍、いわば外様だ。皇帝直轄の精鋭は丸々無事なのだぞ？ なにを臆する必要がある」

      「確かに、総合的な戦力ではいまだにわが方が圧倒的ではございますが……局地的とはいえ敗北するのは、殿下の栄光を汚すことになるのではと」

      　戦力差は圧倒的だ。本来ならば圧勝できなければおかしい。多少でも苦戦してしまえば、ディアローズの評判に傷がついてしまうのではないかと参謀は危惧しているのだ。

      「口を動かすしか能のない駄犬どもには、好きなように言わせておけばよいのだ。どのような過程を経ようが、最終的に勝利するのは妾わらわだ。なぜならば妾わらわは、ディアローズ・ビスタ・アーガレインであるからな」

      　豊満な胸を張り、ディアローズはそう言い切った。

      「……納得いたしました」

      　参謀は小さくため息を吐きつつ頷いた。彼女にはその傲慢ともいえる言動を納得させるだけの経歴を持っていたからだ。ディアローズの従軍経験は長い。そして彼女の指揮した戦いは連戦連勝だ。その事実が、ほかに姉がいるにも関わらず彼女の地位を皇位継承権第一位まで引き上げていた。

      「では、作戦の方はいかがいたしましょう。このタイミングでこちらの場所が発覚した以上、我々の狙いは向こうも理解するでしょう。このまま進軍するのはよろしくないのでは」

      「いや、すでに前線は構築されつつある。一時撤退はするべきではない」

      　ここで艦隊を反転すれば、すでに交戦中の前衛艦隊を見捨てることになる。前衛戦力の中心は駆逐艦や中型以下の巡洋艦であるため、戦艦と違って補充は容易ではある。しかし本国から輸送してくることを考えれば、それなりに時間がかかってしまうだろう。この作戦さえ成功すれば皇国は落ちるのだ。下手に時間を与えて陣容を整える余裕を与えるのは得策ではない。

      「作戦はこのまま継続だ。目標の変更はせぬ。なに、敵がどこで防衛線を敷くかは容易に予想ができるのだ。入念に準備をして食い破ればよい」

      「はっ、承知つかまつりました」

      　深々と一礼する参謀に、ディアローズはニヤリと笑いかけた。

      「それにしてもだ。戦艦の一隻二隻よりもよほど価値ある情報を知ることができた。僥倖だとは思わぬか？」

      「価値ある情報とは……？」

      　いぶかしげな参謀。今のところ、悪い情報しか入っていないように思えたからだ。

      「北斗輝星だ。わからぬか？ 相手が難物であれば難物であるほど、より価値があるというものだ。ますますほしくなった」

      「そこまで手に入れられたいのですか、その男が」

      「無論だ。妹を退けたと聞いた時点で興味はあったがな。こうして妾わらわの前に直接立ちふさがるような真似をされれば……くくく、好意を覚えるなという方が無理であろう？」

      「……交戦の際は、生け捕りにするよう下知をいたします」

      　渋い表情で参謀は答えた。相手は尋常なパイロットではない。普通に戦っても、いったいどれほどの被害が出るのかわからなかった。

      「うむ、任せる。くく、ヤツを滅茶苦茶にしてやるのが楽しみだ……」

      　環境の正面モニターに映る宇宙を見据えながら、ディアローズは陶然と呟いた。

      
        

      

      

      
        

      

      「ふーっ、やっと帰ってこられた」

      《レイディアント》の格納デッキに機体を収めた輝星は、伸びをしながらそう言った。かなりの長時間を狭いコックピットの中で過ごしたのだ。疲労の色は濃い。

      「いやしっかし無事に帰ってこられるとはな。さしものあたしも死を覚悟してたんだが」

      「俺と一緒に飛んでるんだからヘーキヘーキ。今まで一回も僚機を墜とされたことないんだぜ、俺」

      　朗らかに言いながら、輝星は腿に巻いたホルスターから棒付きのキャンディーを取り出した。イチゴ味と書かれた包装紙を剥ぎ、口に突っ込む。

      「……いや、なんでホルスターに菓子なんか入れてるんだよ」

      「疲れた時や気合い入れたいときは糖分補給したいじゃないの」

      「だからってなんでホルスターなんだ……」

      　あきれ顔のサキ。

      「パイロットスーツにはホルスターの他に収納できる場所がないからだよ」

      「いや銃をいれておけよパイロットとして。いざという時の白兵戦はどうするつもりだよ」

      「俺みたいなへたくそに銃に持たせようとするんじゃないよ。味方の背中を撃ったらどうするつもりだ」

      「ノーロックでブラスターライフル当てまくる人間がノーコンな訳ないだろ!!」

      　思わず怒鳴るサキ。ロックオンを使わないで射撃をしているということは、機体側の射撃コンピュータに頼らず照準しているということに他ならない。人外じみた射撃の腕がなければできない所業だ。

      「いや、あれは俺の技術で狙っているわけじゃなくてだな……」

      「二人とも、お疲れさまでした！」

      　なにかを言いかけた輝星だったが、駆け寄ってきたシュレーアの声によってそれは遮られた。戦闘をしたわけでもないだろうに、彼女はどこか興奮したような表情をしている。

      「驚きましたよ！ まさか戦艦を沈めてくるとは」

      「沈めてませんよ、航行不能にしただけ」

      「確かにしばらくすれば戦線復帰してくるかもしれませんが……推進ブロックが全損したのならば、完全な修復には数か月を要するはずです。大戦果ですよ！ これは！」

      「わははは、最強の面目躍如というヤツですよ。心強い相棒がいれば戦艦の一隻や二隻、なあ牧島さん！」

      「もう二度とやりたくねえよあんなムチャ！」

      　一個艦隊にわずか二機のストライカーで挑むなど正気の沙汰ではない。主力艦隊に対する対艦攻撃は本来、ストライカーが数十機以上は必要な任務なのだ。ゼニス・タイプが高い性能を誇るといっても、乗っているのは人間なのだからそう簡単に何人分もの働きができるわけではない。

      「た、確かに無茶なのは事実ですね……大きな戦果を挙げていただけるのはとてもうれしいですが、墜とされてしまっては元も子もありません」

      「その通りですよ、殿下。なんとか言ってやってくださいよ……まったく」

      　シュレーアは首を左右に振り、頬を軽くたたいた。そして視線を輝星に向ける。

      「いくらお強いといっても、やはり援護下で戦ったほうがやりやすいでしょうし……今後は少数行動中の無理な戦闘は避けてください」

      「ええー」

      「お願いします。本格的な戦闘になれば、私も参戦できますから。《ミストルティン》の援護射撃は強烈ですよ？」

      「隙あらば自分を売り込む」

      「なにか言いました!?」

      「いやなんでも」

      　じろりとシュレーアに睨まれたサキがそっぽを向きながら口笛を吹いた。少しは仲良くできないのかと、輝星の目が細くなる。

      「で……敵の本丸の位置が分かったわけですが。これから俺たちはどう動くことになりそうですか？」

      「ああ、そうですね。今のうちに説明しておきましょう。すぐに忙しくてそれどころではなくなりそうですし」

      　シュレーアはうなずき、いつの間にか傍らに立っていた高級将校用の制服を纏った青い髪の女性に声をかけた。輝星がこの艦来たばかりの頃にも一度見た顔だ。

      「ソラナ、あなたから説明を」

      「畏まりました」

      　女性は生真面目そうな表情でうなづき、輝星に向けて洗練された動作で一礼する。いかにも、一流の訓練を受けた軍人といった風情だ。

      「シュレーア殿下の主席参謀を務めさせていただいております、軍務侯のソラナ・ヴィルベント大佐であります。先日はまともな挨拶もできず、申し訳ない」

      　ヴルド人の貴族階級の中には、領地の代わりに官職を与えられている者がいる。軍務侯はその一種で、要するに軍事に関わる仕事をしている侯爵ということだ。皇国の中でもかなりの重鎮ということになる。

      「軍務侯？ お若いのにすごいですね」

      「母に押し付けられただけでありますよ。まだまだ修行中の身の上であります」

      　照れもせずにソラナはそう言い切り、こほんと咳払いをした。

      「本隊の位置が分かったことで、敵方の作戦が見えてきました。作戦の第一目標はルボーア星系と考えて間違いないと思うのであります」

      「ルボーア？　なるほど、そういうことか」

      　サキが唸った。だが、この辺りの土地勘のない輝星にはどういう場所なのかわからない。それを察したのか、ソラナは説明を始めた。

      「ルボーア星系は赤色矮星一つに大気もほとんどない小型の岩石惑星……ルボーアａがぽつんとひとつあるだけ、という小さな星系でありますが、基地戦隊の移動の際の中継地として補給基地が整備されているのであります」

      　基地戦隊とは、母艦を持たず惑星や宇宙要塞の基地に所属するストライカーやミサイル艇などの部隊のことだ。母艦がないため遠距離侵攻能力は乏しいが、数が多いため防衛などでは役に立つ。

      「ここを制圧し自軍のストライカー基地とすれば、帝国側のストライカーがライドブースターのみで皇都に侵攻可能となります。そうなれば、もはや皇国軍に勝ち目はないと断言するのであります」

      「相手は艦隊戦力のみで侵攻してくるつもりはないと」

      「ええ。帝国軍の位置から逆算するに、艦隊が皇都に到達するにはルボーア星系を必ず通過するはず。そして惑星ルボーアａに設置された基地には、多少ながら防衛設備が用意されているのであります」

      「直接侵攻するつもりなら、わざわざこのルートは選ばないというワケですね」

      「その通りであります。……恥ずかしながら、皇都へ向かうルートすべてに要塞が設置されているわけではありませんから」

      　目をそらしながら、シュレーアが言う。皇国は小さな国だ。懐事情的に、あまり多くの要塞を築くことはできなかったのだろう。

      「と、いうわけで我々はルボーアａで防衛線を構築するであります。幸い、皇国の本隊がルボーア星系の近くにいるでありますから、そう時間はかからないはずであります」

      「しかし、だとするとちょっと不味いんじゃあないですか？ 参謀殿。現在位置から考えるのに、ルボーアに着くのはあたしらより連中のほうが早いのでは」

      　サキが口をはさんだ。現在の第三艦隊は、遊撃のためかなり突出した位置にいる。まっすぐ帝国艦隊がルボーア星系に向かえば、防衛戦の開始に間に合わないだろう。

      「ま、そこは本艦隊は遊撃担当でありますから……逆に言えば、敵艦隊の背後を突けると考えるべきでありましょう」

      「そ、そういうもんですか」

      　到着する前に決着がついてなければいいがと、サキは心配していた。

      「まあ、そういう訳で我々は全速力でルボーア星系へ向かいます。しばらく時間がありますから、お二人はしっかり休んでください」

      「出番はしばしお預けということですか、わかりましたよ。北斗、行こうぜ。腹減っただろ、なんか奢ってやるよ」

      　話は終わりとばかりに、サキが輝星の手を引っ張って歩き出した。あわててシュレーアがそれを追いかける。

      「ま、待ちなさい。私もちょうど時間ができたのです！ 二人きりになどさせませんよ！」

      　どんどん遠ざかっていく三人の背中に、ソラナは大きなため息を吐いた。

      　巡洋戦艦《レイディアント》には、高位貴族用の小さなダイニングルームがいくつもある。輝星とサキがシュレーアに連れてこられたのは、そんな部屋の一つだった。

      「おーっ、ステーキ！ 久しぶりに食べるなあ」

      　鉄板に乗せられた大きなステーキを見て、輝星が歓声を上げた。ホカホカと湯気を上げるソレは、非常に食欲をそそる芳香を放っている。

      「合成肉で申し訳ありませんが……なにぶん、戦時中でして」

      「いやいや、オーガニックミートなんか求めませんよ。俺には十分十分。それでは、いただきます」

      　輝星は笑顔で手を合わせ、輝星はさっそくナイフで小さく切った肉片を口に運んだ。あふれる肉汁、よく効いたスパイスの香味。合成たんぱくで製造された模造品だとはとても思えない味だ。

      　この時代、肉にしろ野菜にしろ一般的に流通しているのは合成品か遺伝子改造されたバイオ食品が中心だ。自然のままのオーガニック食品は味こそ優れているものの、非常に価格が高い。そうそう食べられるものではなかった。

      「うーん、美味しい。合成といっても、かなりいいやつじゃないですか？ これ。いつも食べてる肉よりだいぶおいしいんですけど」

      「嘘だろ？ お前くらいの腕前の傭兵ならガンガン稼いでるはずだ、オーガニックミートとか毎日食べてるんじゃねーのか？」

      　ワイルドに肉にかぶりつきつつ、サキが意地悪な笑みを浮かべた。超人的な腕前を持っている輝星を雇うためならば、法外な大金でも喜んで払うというクライアントは多いだろう。下手な領地持ちの貴族より金を持っているのではないかと、サキは思っていた。

      「まさか。肉食べるときはたいがい最低ランクのヤツだよ、俺は。金がないからね」

      「えっ」

      　その発言はサキのみならずシュレーアも意外だったようで、二人が思わず目を見合わせた。

      「すくなくとも私は、前金でそれなりの額をお渡ししたような……」

      「ああ、あれねえ。もう全部ないですよ」

      「カジノ通いでもしてるんですか!?」

      　機体を自弁しているタイプの傭兵ならともかく、その身一つで戦場を渡り歩いている輝星が大金を一気に使うようなアテがあるとは思えなかった。装飾品を買いあさったり、あるいは宇宙船を駆ったりして豪遊しているようにも見えない。

      「いや、そういうのじゃなくてですね……あのお金は実家を買い戻すのに使いました。借金のカタに売り払われてたので」

      「あ、ああー……確かに前、親父の借金がどうとか言ってたな」

      「なんですかそれ、私は聞いていないんですが」

      　シュレーアが不愉快そうにサキを見た。

      「話すほど信頼されてなかったんでしょ」

      「は？」

      「いやそんな身内の恥を四方八方に喧伝したりしないでしょ……タイミングとかもあるし」

      　食事中にギスギスするのは勘弁願いたい。輝星は半目になった。

      「ま、確かにそれはあるな……。結構ハードな話だし」

      「う……も、申し訳ありません、よろしければ私もその話を伺ってもよろしいでしょうか？ もちろん、他人に喧伝したりはしません、騎士の誇りにかけて」

      　少し躊躇して、シュレーアが聞いた。失礼な問いだというのは彼女も理解していた。だが、サキが知っていて自分が知らないのは気に入らないし、それに重い事情を抱えているのならなにか力になれるのではという考えもあった。

      「別に隠し立てしてるわけじゃないし構いませんけど……」

      　そんなことを聞いてどうするのかと、輝星はあきれ顔だった。

      「よくある話ですよ。父が借金残して一人だけ夜逃げして、ついでに姉が難病で治療費に大金がかかる。お金がないのは稼ぎが全部そっちに吸われていたからというわけですよ」

      　まあ、姉の病気は少し前に治ったのですがと輝星は笑い、口にステーキを運んだ。だが、シュレーアは笑い返すどころではなかった。

      「なぜお父様が借金を……というか、お母様はどうされたのです？」

      　ヴルド人の常識で言えば、男は借金を作ることはあまりない。そもそも家庭の外に出ることが稀なのだから、金銭に触れる機会すらあまりないというのが実情だ。

      「死にましたね。うちの母方の家系はみんな体が弱くて……母もその例にもれず。父の件以外にもゴタゴタしてた時期だったので、心労に耐えきれなかったんでしょうね」

      「あ、母親って一人なんだな、お前。貴族だったのか？」

      「地球人は一夫一妻制だからヴルド人みたいにたくさん母親はいないよ……」

      　男女比が極端なヴルド人は、一部の上位貴族以外は一夫多妻にならざるを得ない。結果、母親がたくさんいるという状況になってしまう。姉妹で夫を共有する場合が多いうえ、やたらと子だくさんなせいでその子供が誰から生まれたのかを気にしない家庭も多い。

      「ず、ずいぶんと……ずいぶんと大変なご家庭だったのですね。お労しい……」

      　思わずシュレーアは手の中のフォークを落としそうになった。そっと皿にフォークを置き、大きく深呼吸する。

      「殿下、ここは女として甲斐性を見せる場所では？」

      「そ、そうですね。報酬の増額を検討しましょう。どうせ、予想外の大戦果を挙げていただいたのです。それをダシに財務局に掛け合って……」

      「いやいや、最初から今の報酬に納得して仕事を受けたんだから、それ以上を受け取るのはプロとしてできませんよ。お願いですからそれはやめてください」

      「そ、そんな」

      　シュレーアはこの世の終わりのような表情になった。辛い境遇の相手がいるのならば、それに手を差し出すべしというのが彼女の騎士道だ。それが男性ならば、なおさらである。だが、助力を向こうから拒否しているのだから如何ともしようがない。

      「こ、こうなったらもう私が一生養って差し上げるしか……」

      「どういう思考回路をしてたらそんな結論にたどり着くんだ」

      　敬語すら忘れて、輝星は思わず突っ込んだ。シュレーアは思わず黙り込む。三人の間に、しばし沈黙が流れた。

      「しかし……アレだな」

      　微妙な空気を振り払うように、サキが言った。付け合わせのグリーンピースをフォークで弄りながら続ける。

      「ずいぶんとお人よしなんだな、お前は。親の借金なんざ真面目に返してさ……敵を墜とすときも、わざわざエンジンを狙ってる。よくやるよ」

      「牧島さんもパイロットは狙ってないじゃないか」

      　輝星の言葉に、サキは苦笑した。あれほどの激戦の中でも、輝星はサキの方をよく見ていたようだ。

      「あたしは行けると思った時だけさ。そりゃ、あえて人を殺めたいとはあたしも思っちゃいねーからさ、あえてコックピットは狙わねえ」

      　弄っていたグリーンピースを刺して、口に運ぶサキ。

      「けど、お前ほど徹底はしてないぞ。命あっての物種だ、あたしだってどうしようもないときは無理にコックピットから狙いをそらさない。お前は違うだろ？ なにがなんでもパイロットは傷つけないって気概のある動きだったぜ」

      「えっ、じゃあなんですか、輝星さん……先ほどの作戦でも、エンジン狙い一本だったわけですか？」

      「まあ、それはその通りなんですけど……」

      　いやそうな顔になって、輝星は顔を反らした。今回のみならず、彼が傭兵になって以降異口同音にさまざまな人から文句を言われたことだったからだ。

      　いかにヴルド人が好戦的な種族とはいえ、やはり殺人が禁忌なのは地球人テランと同様だ。とはいえ、戦場で敵の命まで気にして戦えば味方に迷惑をかけるというのもまた事実。輝星のこのスタンスが気に入らない人間も多かった。

      「輝星さん、それは……。いたずらに人の命を奪わないというのはもちろん美徳ですが、それであなた自身に危険が及ぶのはよくないですよ」

      　案の定、シュレーアが心配そうな表情で輝星を見た。

      「まず第一に……」

      　ナイフで肉を切り分けつつ、輝星は語る。慣れた口調だ。この手の話は、今まで何度もしてきたのだろう。

      「おおむね、傭兵は敵を殺さないように立ち回ります。一部の殺人フリーク以外はね？」

      「そうなのか？ 傭兵というと、乱暴者のイメージがあるが……」

      　サキが小首をかしげた。彼女は兵士であるが、カレンシア皇国は帝国の侵略を受けるまではごくごく平和な辺境国家だったのだ。傭兵と顔見知りになったのは、輝星が初めてだった。

      「未来の僚友からの恨みは買いたくないからね。敵だった勢力が、次のクライアントだった……なんてこともわりとよくあるから」

      「そういう……もんか？」

      　納得いかなさそうな様子で、サキが唸った。確かに一理はあるが、それでも将来的に味方になるかもしれない相手より、今の味方を優先すべきではないかと思うのだ。

      「……というのが、建前」

      「建前ェ!?」

      　予想外の言葉に、サキがむせた。シュレーアも驚いたように、目を見開く。

      「敵のパイロットには、できるだけ生き残ってもらった方が多くの傭兵にとっては都合がいいんだよ。被害が少ないほど、戦争は終わりにくくなるからさ。できるだけ戦いが長引いてもらった方が、おれたちには得なんだ」

      「ええ……」

      　あんまりすぎるぶっちゃけに、シュレーアとサキは二人そろって顔をしかめた。

      「それに、敵が貴族なら、殺すより生け捕りにして身代金を貰った方が圧倒的にイイ。最高の臨時ボーナスになる。そういうわけで、たいがいの傭兵は相手を殺さないように立ち回るってワケ」

      「欲得ずく、ということですか……」

      　呆れたように、シュレーアが苦笑する。まあ、きれいごとよりは納得しやすい理由だ。

      「あとはまあ……俺自身人死にが出るのが嫌いってのも大きいんですが。これに関しては、ちょっと事情がありまして」

      「事情？」

      　シュレーアの形のよい眉が跳ね上がった。

      「牧島さんには前にも言ったと思うけど……俺はＩ─ｃｏｎを通じて相手のパイロットの思考を読み取って、それに対応して攻撃や回避を行っているんですよ」

      「また牧島中尉だけに……」

      　少し思いつめたようにシュレーアが呟いたが、今サキにかみついても仕方がない。シュレーアは言葉を飲み込んだ。

      「確かにそんなこと言ってたな」

      　そんなシュレーアの様子を気にすることなく、サキが返す。信じがたい話だったが、実戦をともに潜り抜けた今となってはもう否定することはできなくなってしまっていた。

      「で、そんな状態でＩ─ｃｏｎの感知範囲で人が死ぬと……」

      「あっ」

      　輝星の言いたいことを理解して、シュレーアが思わず声を上げた。彼女もまた、輝星の人並外れた技量は知っている。それが人の思考を読んでいるからだというのなら、非常に納得がいく。

      「ま、嫌な気分になる程度じゃすまないわけですよ。Ｉ─ｃｏｎをうまく使いこなす副作用みたいなもんです。根っから人の死に何とも思わないタイプでないかぎり、タダじゃすまない」

      「……嫌なこと聞いちまったな、おい」

      　すさまじく嫌そうな表情でサキが言い捨てた。彼女は先日の輝星のアドバイスを真面目に受け取り、なんとか戦闘中に敵の気配を察知できないかと気にしながら戦っていた。今のところ成果は出てない。しかしその鍛錬の先にあるのがそのような境地であるなら、そこに踏み込みたいとは思えなくなってしまった。戦場で人の死に異常に敏感になってしまうなど、ほとんどデバフのような効果だ。

      「いくら強くても、そんな状態で戦場に出るのは……」

      「わたしもどうかと……」

      　シュレーアとサキが目配せしあう。この時ばかりは、二人とも考えは一致していた。

      「そうはいっても、ストライカー乗る以外に適性のある仕事はないし……それに、悪いことばかりじゃないんすよ」

      　言い訳がましく輝星は手を振った。変に同情されてストライカーに乗れないようにされてはたまらない。

      「Ｉ─ｃｏｎを通して見る宇宙は、とても綺麗なんですよ。いろんな人の意志や感情が色とりどりに輝いて……それこそ、星みたいな感じ」

      「危ないクスリでもキメたような発言をしないでくれ。ますます心配になるから」

      「そんな」

      　輝星はうめいた。その様子に、シュレーアがため息を吐く。彼女としては、正直こんな話を聞いてしまった以上輝星を戦場から遠ざけたいという気持ちになっていた。だが、今の皇国にそんなぜいたくを言っている余裕はない。輝星にはガンガン戦って貰ってガンガン戦果を挙げてもらわねば滅んでしまうのだ。

      「こ、この話はもうやめにしましょう。せっかくの食事がまずくなってしまう」

      　結局、シュレーアにできるのは話を逸らすことだけだった。

      
        

      

      

      
        

      

      「……ベッドが上等すぎるのも考えものだなあ」

      　それから数時間後、輝星は自室のベッドで目を覚ました。携帯端末を起動して時間を確認する。ルボーア星系への到着時刻まで、まだかなりの余裕があった。設定していたもののまだ作動していないタイマーを切り、ベッドから身を起こす。

      「ふわふわすぎて落ち着かないったら」

      　正直言えば、まだ疲労は抜けきっていない。しかし煎餅布団に慣れている輝星は、高級寝具では逆に快眠することができなかったのだ。輝星は立ち上がり、腕をぐるぐると回す。

      「ふー……」

      　寝巻きのジャージからパイロットスーツに着替え、ドアへと向かう。壁のスイッチを押してドアを開こうとしたが、ふと動きを止めて眉根を寄せた。小さくため息を吐き、携帯端末を再び出す。

      「牧島さん……いや、殿下がいいか」

      　輝星からすれば、立場が立場だけに忙しいであろうシュレーアにあまり面倒をかけるのはよろしくないのではと思ってしまう。だが、先ほどまでのサキとのやり取りを考えれば、サキにばかり話しかけているとへそを曲げてしまう可能性がある。

      「んもー、なんで部屋の外に出るだけでこんな手間を……」

      　携帯端末でメッセージを送る。連絡先は以前に聞いていた。

      「ん？ あ、あわわわ！ 来た！」

      　同じころ、艦橋の司令席に座っていたシュレーアが端末を手に突然立ち上がった。周囲の目が一気にシュレーアに集まる。

      「来た!? 敵でありますか？」

      　傍らにいたソラナが慌てた。しかし、シュレーアは満面の笑みでそれを否定する。

      「い、いや、メッセージです！ 生まれて初めて男の人から連絡が！ いっやったあああ！」

      「は？」

      　ソラナの表情がすさまじく渋いものになる。

      「殿下、作戦中でありますよ」

      「す、すみません。しかし今は手が空いているのも事実ですよ！」

      　現在、《レイディアント》は超光速FTL航行中だ。次の星系までしばらく時間がかかるし、この状態の宇宙船に攻撃を仕掛ける方法はかなり少ない。必要な作戦会議やブリーフィングも終わっているから、シュレーアが抜けたところで特に問題がないのは確かだった。

      「……はぁ。仕方ありませんな、小一時間で帰ってきてほしいであります」

      「もちろん！ ではっ！」

      　ほとんど全力疾走で艦橋から飛び出していくシュレーアに、再びソラナはため息を吐いた。

      「くそう……うらやましい……」

      　それからしばらくたって、格納デッキへ向かう廊下に二人はいた。輝星は台車にコーヒーと書かれたダンボールを載せて運んでいる。

      「あ、あの……持ちましょうか？ それ」

      「えっなんで!?」

      　シュレーアの突然の提案に、輝星は驚いた。相手は雇い主で、しかも小国のとはいえ皇族である。なぜ荷物を持たせなくてはならないのか。

      「いや、騎士として男性に荷物を持たせるのは……淑女のコケンに関わりますよ」

      「いや、男とか女とか以前に俺は傭兵なので……雇い主にモノ持たせる傭兵がどこにいるんですか」

      「う……い、いや……私はあなたとは雇い主とか傭兵とかそういうドライな関係のままではいたくないといいますか」

      　目をそらしてそんなことを言うシュレーアに、輝星が微妙な表情になった。墓穴を掘ったことに気づき、あわててシュレーアは話題を変えることにした。

      「そういえば、なぜコーヒーなど運んでいるのですか？」

      　このダンボールは、数分前輝星が艦の売店で購入したものだ。この売店は軍ではなく国から指定された商社が経営しており、寄港のたびにその会社が商品を仕入れて艦のクルー向けに販売している。

      「差し入れですよ。そろそろカリバーンの整備も終わってると思うので」

      「あ、整備クルーへの……えっ、毎度差し入れをしているのですか!? もしかして」

      「いや、毎度ってわけでもないですけど……変な改造試作機じゃないですか、《カリバーン・リヴァイブ》って。整備に難儀してるんじゃないかなと」

      　もとは非戦闘用の機体を無理に改造して実戦配備したのが《カリバーン・リヴァイブ》だ。整備員からすれば非常にいじりにくい機体だろうし、妙な不具合が戦闘中に出ないようしっかりチェックや調整をしてもらう必要もある。そのことを考えれば、差し入れの一つや二つをしておいた方がいいだろうというのが輝星の考えだ。

      「整備してくれる人がいなきゃ、俺はストライカーを飛ばせませんから。いい関係を築きたいんですよ」

      「なるほど……そういうことでしたか」

      　シュレーアが驚いたようにうなずく。もちろん彼女も整備等の後方要員を軽んじているわけではないが、特別意識したこともなかった。

      「さすが輝星さん……とは言ってはいけませんね、これは。そんなことを言われてみて初めて気づくなど、人の上に立つものとしてあるまじきことです」

      　ため息をつくシュレーア。皇女として威厳を見せることも重要だが、カレンシア皇国軍は小国ということもあって帝国などよりよっぽど貴族と一般兵との距離が近いのだ。輝星のように直接感謝を示すのも重要かもしれないと、彼女は考えを改めた。

      「そうですね……申し訳ありません、一度店に戻りましょう。私もなにか差し入れを用意します」

      「いや、皇女様が直接差し入れというのはさすがに距離感が近すぎるのでは……」

      「そ、そうですか？」

      　皇女と言ってもサキやソラナなどからは割と軽んじられていることは理解しているシュレーアは、冷や汗を浮かべながら目をそらした。皇家自体が小さいこともあって、帝国貴族のような強権は振るいにくいのだ。もっとも、シュレーア自身部下たちが正直な態度でいてくれた方が性に合っているとは感じているのだが。

      「モノを渡すより、直接感謝の言葉をかけたほうがいい場合もあります。……あ、給料賞与はしっかり渡した上での話ですよ？ 出すものも出さない上司ほど嫌われるものはないですから」

      「そ、それはもちろん！」

      　シュレーアは慌ててうなずいた。

      「感謝……感謝ですか。わかりました。一度、伝えてみます」

      「それがいいですね」

      　笑う輝星に、シュレーアは少しだけ頬を赤くしてうなずいて見せた。

      　格納デッキは、相変わらずの騒がしさだった。白色灯に照らされた広い空間を、整備員や整備用機械が忙しそうに行きかっている。

      「あ、何度もすんませんね」

      　コーヒー缶を受け取った作業服姿の整備員が照れたように笑う。彼女は《カリバーン・リヴァイブ》の機付長で、輝星がこの機体を受領したときに説明を行ったのも彼女だ。

      「だいぶお世話になってますからね、そりゃ」

      　笑いながら、ちらりと整備ハンガーに固定された《カリバーン・リヴァイブ》に目をやる輝星。予想通り、すでに整備は完了していた。ダメージらしいダメージは受けていなかったため、行われた整備はせいぜい弾薬や推進剤の補充、あとは出撃毎の点検程度だ。

      「そう言ってもらえるとやる気が出ますわ」

      　頬を掻く機付長。隣では彼女の部下の整備員が満面の笑みで一礼しつつ缶のプルタブを開けていた。

      「言っちゃなんですけどね、私らみたいなのを露骨に馬鹿にしてるパイロットも結構いますから。北斗さんがそういうタイプじゃないのはありがたいですよ。ここまでしてもらうのもちょっと気が退けますけどね」

      　コーヒー缶を掲げつつ、機付長は苦笑した。

      「整備不良で死にかけた経験があれば、整備の人を蔑ないがしろになんかできなくなりますよ」

      「マジですか。よければ、参考までに聞かせてもらっても？」

      　首筋にヒヤリとしたものを感じて、機付長は思わず聞いた。整備不良。こういった仕事をしていれば、絶対に聞きたくない単語だった。

      「まあ珍しくもない事故ですよ。熱伝導液の定期交換をサボってたらしくてね、バルブが詰まって……これまた交換してなかった劣化したシールからどばーっと。敵に囲まれてる真っ最中に」

      「げっ」

      　顔を引きつらせる機付長。興味深そうに話を聞いていた周囲の整備員たちも似たような反応だ。

      　それもそのはず、熱伝導液は機体の各所の熱を吸収して冷却装置ラジエーターへ送り込む重要なものだ。それが一気に漏れ出したりすれば、下手をすればエンジンである相転移タービンがあっという間に焼け付いてしまう。

      「ど、どうなったんです、そのあと」

      　若い整備員が恐る恐るといった調子で聞いた。輝星は苦笑する。

      「幸い高圧にならなきゃ漏出はしなかったので、だましだまし撤退しました。さすがに死ぬかと思いましたけど」

      「そりゃあ……」

      　遠い目になる機付長。そんな状態になれば、機体はまともに動けなくなるはずだ。よくもまあそれで逃げおおせたと、感心してしまう。

      「だからね、正直あんまり……こういう真新しいワンオフ機は苦手なんですよ。どういう不具合がいきなり出てくるやらわからないじゃないですか」

      　まして《カリバーン・リヴァイブ》は簡単な演習を一度しただけでそのまま戦場に出した、突貫改造機だ。不安を感じるなという方が無理があった。

      「大丈夫！……と太鼓判を押したいところなんですがね。私らも結構それは心配してるんですよ」

      「せめてもっと実働試験ができればよかったにねえ、伍長」

      　若い整備員が機付長に同調する。何度もシミュレーターでは試験しているものの、やはり実際に動かして見なければなかなか不具合などわからないものだ。彼女らとしては、こんな状態の機体で実戦はさせたくないというのが正直なところだった。

      「怪しそうな箇所があったら教えてほしいんですけどね。万一の時に心構えがあるとないとでは大違いなんで」

      「怪しそうな箇所と言ってもねえ」

      　機付長が考え込む。それが分かれば苦労しないのだ。

      「あー、そういや回生装甲かいせいそうこうはちょっと不安っすね」

      　別の整備員がそんなことを言う。機付長も「確かに」とうなずいた。

      「もとは対デブリ用の最低限の装甲しかついてない機体だったんで……《エクスカリバー》用の回生装甲をむりやり取り付けてるんですよ、こいつ。フィッティングはしてるんですが……余計なところに電気が流れるかも」

      　回生装甲は着弾した砲弾やビームの衝撃・熱などを電力に変換し、ダメージを最小限に抑える装甲システムのことだ。ビームでも直撃すれば突然大電力が発生するわけで、それをきちんと処理できなければなんらかの機器が破損してもおかしくない。

      「旧式に慣れてるんでね、そのへんは大丈夫ですわ。被弾即死のつもりでふだんから乗ってます」

      　旧式機も回生装甲自体は搭載しているが、変換した電力をためるコンデンサーの容量が少ないため簡単にキャパシティーオーバーになってしまう。《ジェッタ》などがブラスターの一撃で撃墜されてしまうのもそのせいだ。

      「まあでも、被弾したくて被弾するパイロットはいませんからね。整備担当としちゃあまりに無責任すぎる発言ですが……気を付けてください」

      「もちろん」

      　輝星は静かにうなずいた。彼とて死にたくはない。アドバイスは真面目に聞いていた。

      「あとは……ほかに気になるところはあるか？ お前ら」

      「はいはい！　ありますあります！」

      　お調子者そうな雰囲気の整備員が元気よく手を上げた。機付長が眉をひそめ、一瞬躊躇してから聞く。

      「……言ってみろ」

      「輝星さんの好きなタイプって……いたたたたっ！」

      　即座に機付長がお調子者の首を絞めつけた。

      「テメー久しぶりに男にあったからって調子乗ってるんじゃないよ！」

      「痛い！ 痛いです伍長！ こんなかわいい男コ、コナをかけない方が失礼ですって！」

      「ふざけるなーっ！」

      「ウワーッ！ ギブギブギブアップ！」

      　悲鳴を上げるお調子者をしり目に、輝星は小さくため息をついた。せめて格好いいとでも言ってくれれば多少はうれしいが、残念ながら輝星の身長はヴルド人女性の平均身長である一六五センチを下回っている。周囲を見ても、輝星より背が高いものが大半だ。生来の童顔もあって、女性からはそういう評価を貰いがちだった。

      「セクハラ案件ですか？ セクハラ案件ですね？」

      　大騒ぎしているところに声をかけたのは、シュレーアだった。彼女は輝星の助言に従い、自分の機体担当の整備士たちのところへ行っていた。輝星のもとへ帰ってきたということは、用件は終わったらしい。

      「あっ、セクハラ殿下だ」

      「いくら我が国に不敬罪がないからといって、言っていいことと悪いことがあるのでは!?」

      　お調子者の言葉に一気にヒートアップするシュレーア。

      「いや北斗さんが初めてウチへ来たとき思いっきりセクハラしてましたよね」

      　しかし思わぬ援護射撃が飛んでくる。機付長だ。

      「しかもふだんから輝星さんに付きまとってますよね？」

      「皇族の権力を乱用してやりたい放題しているのでは？」

      「うらやま……けしからん案件ですね。誰か憲兵をよびなさい憲兵を」

      「う、う、うるさいですね！ 行きますよ！ 輝星さん！」

      　周囲が同調を始めたので旗色悪しと見たのか、シュレーアはあわてて輝星の手を引っ張って走り去る。格納デッキで大爆笑が起きた。もちろん、やっかみ半分ではあるものの本気で言っている者などいない。こうしてからかわれても怒ったりしないシュレーアは、案外これで平民たちからの人気は高かった。

      
        

      

      

      
        

      

      　ルボーア星系唯一の惑星、ルボーアａは白っぽい岩石で覆われた小さな天体だ。重力も極めて弱く、大気も真空と言って差し支えないほどの薄さである。テラフォーミングには不適な不毛の惑星ではあるが、宇宙軍の基地としては逆に都合のよい環境といえる。

      「布陣はどうか」

      　真っ白な平原に着陸した皇国総旗艦《グロリアス》の艦橋で、皇王アリーシャ・ハインレッタは威厳のある声で聞いた。長く艶めいた白髪と覇気のある表情は、二十になる娘がいるとは思えない美しさだ。

      「第一、第二艦隊ともに所定の位置の展開は終了しました。全艦アクティブ・ステルス展開中です」

      　皇国艦に搭載されているアクティブ・ステルス装置は旧式だが、大質量体である惑星を背にしているため十分に効果を発揮できるだろう。帝国艦隊もルボーアａに突入し、地上戦が発生することが予想される。戦力的に不利な皇国軍が勝利するには正面戦闘を避けゲリラ戦に賭けるほかない。そういう意味では帝国側の作戦は好都合だ。

      （もっとも、それでも勝機は薄いが……）

      　内心そう呟きながら、アリーシャは手元の液晶モニターに自軍戦力を表示させた。戦艦六、大型巡洋艦十四。第三艦隊との合流が成功しても、主力艦艇の数は帝国艦隊のやっと半分だ。防衛側の優位を差っ引いても、あまりに手持ちの戦力は心もとない。

      （悲しいかな、期待できるのは件の傭兵のみだ）

      　輝星が戦艦を一隻撃破したという報告は、アリーシャの元にも届いていた。敗戦続きの皇国軍において、久方ぶりの朗報だった。国家間の戦争の趨勢をたった一人の兵士が変えるなどあり得ない話ではあるが、それでも期待せずにはいられない。

      「艦隊以外の戦力はどうなっている？」

      「各基地戦隊からストライカーが三百機、ミサイル艇が五十艘到着しています」

      　アリーシャの問いに作戦参謀が応えた。

      「そのほか、惑星軍から抽出した《ナキガザミⅣ》多脚戦車が二百両ほど到着しています」

      　艦橋の正面モニターに、ルボーアａの急峻な山を登る金属製のカニのような物体が映し出された。カニは背中に大型の砲塔を背負っている。

      　これは多脚戦車と呼ばれる兵器だ。核融合炉を備え、複数の脚部と反重力リフターによるホバー機能であらゆる地形を踏破することが出来る。一Ｇ環境はもちろん、この惑星のような低重力環境でも運用が可能だ。足こそ遅いが、装甲も火力もストライカーより高い。頼りになる戦力だ。

      「なるほど、十分だ」

      　嘘だ。あまりにも戦力が足りない。しかし、臣下の見ている前で弱音など吐くわけにはいかなかった。アリーシャは半ば無理やりに顔に笑顔を張り付ける。

      「敵の方はどうか。そろそろ斥候が来ていてもおかしくない頃あいだが……」

      「駄目です、強烈なジャマーで周囲の星系の観測ができません」

      「シュレーア艦隊の強行偵察に対抗して妨害を強くしたか。敵には相当強力な電子戦巡洋艦がいるようだからな……」

      　以前の戦いを思い出してアリーシャがうめく。索敵と通信を一方的に妨害され、まともな統制がとれないまま負けた戦いがいくつもあったのだ。帝国側の電子戦能力はかなり高い。

      「だが、地の利はこちらにある。いざ戦闘が始まれば、遅れはとらないだろう」

      　要塞化されているルボーアａは全土に有線通信網が設置されている。レーザー通信などの妨害されにくい方式でこの通信網とリンクしながら戦えば、敵の欺瞞がいくら強くとも組織的な戦闘は可能だろう。

      「しかし、攻撃タイミングがわからないのは困ります。偵察機を飛ばしますか？」

      「いや……偵察機など飛ばしても、迎撃機に墜とされるのが関の山だ。貴重な戦力をこれ以上浪費する余裕はない。スクランブル態勢のまま待機させておけ」

      「了解しました」

      　幕僚は抗弁せず、おとなしくうなずいた。だが、その表情は不安げなものだ。この星系を墜とされれば皇国の敗北は決定的になる。不安を覚えるなというほうが無理だろう。

      「私の……私の機体の用意はできているのか」

      「……いつでも出撃可能な状態です」

      「よろしい。場合によっては私自ら出撃する」

      　最悪、陣頭指揮を執る必要があるかもしれない。士気が砕ければもはや軍を立て直すことはできなくなる。だが、そんなことをしなくてはならなくなっている時点でもはや手遅れかもしれない。アリーシャはひとり、クスクスと小さく笑った。

      「エイリアが居れば、名代に立てられたが……仕方がない」

      　エイリアはシュレーアの姉だ。指揮能力はもちろん、ストライカーの操縦技能にも優れていた。ストライカーに乗って前線に出る分には、アリーシャよりも役に立つだろう。

      　しかし残念なことにエイリアは以前の作戦で重傷を負い皇都の病院へ入院していた。命に別状はないが、戦線復帰はまだ無理だ。エイリアとシュレーアの他に娘は何人もいるが、悲しいかな将としての才能を持っているのはこの二人のみ。残念ながら、アリーシャが自ら前に出るほかなかった。

      「まあ、とにかく今は敵の出方を待つほかあるまい」

      　アリーシャが言ったその瞬間、索敵オペレーターが叫んだ。

      「偵察衛星が高質量反応を察知！ 超光速FTLアウトです！ 数と反応から見て敵主力部隊とみて間違いありません！」

      「来たか！」

      　さすがに同じ星系内であれば敵が来れば察知できる。アリーシャは司令席から弾かれたように立ち上がった。

      「いきなり主力を投入か、思い切りがよい。接敵までの予想時間は!?」

      「二十分です！ 接続宙域と本星の最接近時を狙われました！」

      　接続宙域とは超光速FTL航行の突入や解除に適した宙域のことだ。超光速FTL航行は重力の影響を強く受けるため、安全に航行するためには星系外縁部の特定の宙域で超光速FTLドライヴを作動する必要がある。

      　そして、星系内部の移動では超光速FTL技術を応用した亜光速航法が利用される。こんな小さな星系など、現代の軍艦にとっては箱庭のようなものだ。あっという間にこの惑星まで敵艦隊は到達してしまう。

      「くっ、奇襲をするつもりで最初からこのタイミングを狙っていたな！ 全軍戦闘用意！」

      　大声で指示を出すアリーシャ。だが、基地戦隊や惑星軍はルボーアａに到着したばかりの部隊もある。二十分という限られた時間で態勢を整えるのは難しい。

      （第三艦隊は……シュレーアはまだこないのか。ああ、神様！）

      　アリーシャは心の中で祈った。

      　それからしばしの時間が経過した。星系内移動用の亜光速航行により、ディアローズ麾下の艦隊はあっという間に惑星ルボーアaの軌道上に到着した。

      「ふむ、ここまでは予定調和といったところか」

      　ルボーアａの地形図を見ながら、ディアローズが鞭を鳴らす。いまだ周囲に敵影はないが、皇国艦隊が惑星の地表付近で潜伏していることは明らかだ。

      「殿下、いかがいたしましょう」

      「いかがも何もない。敵は数も質も劣っているのだ。で、あるならば相手の取ってくる戦術はゲリラ戦法以外に選択肢はない」

      　腕を組みながら、なにを愚かなことを言っているのだといわんばかりの表情でディアローズが参謀長の問いに答える。

      「ならば我らの取るべき選択肢も一つ。敵のペースに乗らず、正面から踏みつぶす。徹底的に敵の妨害策を排除するのだ」

      　そう言って彼女は鞭の先端でメインモニターに映る惑星ルボーアａを指さした。

      「まずは本艦のみ先行させる。他の艦は即応体制のまま後方で待機せよ」

      「まさか、殿下自ら囮になるおつもりですか!?」

      　総旗艦《オーデルバンセン》は皇族仕様の大型戦艦だ。真紅の塗装が基本の帝国艦の中では珍しく黒金の塗装色を採用しているという点でも、非常に目立つ。そんな悪目立ちする艦で先行するなど、撃ってくださいと言っているようなものだ。

      「当たり前だ。大物を狙うならば餌も相応のものでなければならぬ。姿を隠してできるだけ時間を稼ごうというのも向こうの戦術なのだぞ？ それに付き合って惑星上をいちいち索敵して回るなど、あまりにも愚劣！」

      　衛星軌道上から相応の偽装を施してあるであろう皇国艦隊を見つけ出すのは不可能だ。こちらも地表に降り、至近距離から探すほかない。

      　しかし、地表での戦闘は高度を上げれば上げるほど不利というのがこの時代のセオリーだった。姿を隠すのが難しくなるうえ、敵の射線に晒されやすくなるからだ。それゆえに地上すれすれを飛行しながら侵攻することになるが、地形に衝突するリスクを考えれば当然航行する速度は低くせざるを得ない。

      「それに、遠距離からの砲撃に多少被弾してもなんということはない。この《オーデルバンセン》は特別装甲が厚いのだぞ？ それを有効活用するのは当然のことだ」

      「も、申し訳ありません！」

      　ディアローズの放つ威圧感に、参謀総長はおびえた様子で謝罪した。彼女の声はとても美しいが、鞭で打たれるような一方的かつ暴力的な響きがあった。強く言われれば、どの部下も異論をはさむことなどできなかった。

      「理解できたのならば疾く実行せよ！ 言われたことすらできぬ軍人など野良犬未満であるぞ！」

      「はっ！ 舵そのまま逆噴射、三十秒！」

      「舵そのまま後進、噴射三十秒」

      　艦長の命令を操舵手が復唱し、《オーデルバンセン》は船体各部のスラスターを逆噴射した。周囲の艦艇が後ろに流れ始める。対地速度を減速させたのだ。軌道が下がっていき、だんだんと眼下のルボーアａが大きくなっていく。

      「軌道近点に到達、高度三万。敵要塞砲の射程内と推定されます」

      「さらに減速だ。高度三万を維持せよ。主砲も榴弾を装填しておけ」

      《オーデルバンセン》のメインロケットが微かに噴射炎を放ち、すぐに沈黙する。重力の小さい惑星だから、減速するにも加速するにしても噴射はわずかで済む。

      「さてさて。あとは敵が喰らいついてくるのは待つだけだ。幸い・・にも妾わらわは嫌われているからな、我慢のならぬ駄犬がすぐに引っかかるだろう。くくく……」

      　不適にほほ笑むディアローズ。そしてその予測は見事に的中した。

      「高熱源反応感知。敵弾、来ます！」

      　それから十数分後、索敵オペレーターが緊迫した声で叫んだ。艦長が回避を命令するより早く緑色の光線が《オーデルバンセン》の艦底に着弾した。しかし、そのビームは装甲を貫通せず塗装を焦がしただけだ。ディアローズが信頼するだけある素晴らしい防御力だった。

      「かかったな、発射地点を割り出せ！」

      　最初から囮になるつもりでセンサーを全開にしていたため、敵の位置はすぐに分かった。光学カメラがとらえた望遠映像がモニターに映し出される。数機のストライカーが身の丈より巨大な砲撃ユニットに搭乗し、その砲口をこちらに向けている。

      「ちっ、機動砲陣地か。まあいい、そう広くは展開していないはずだ……各艦に通達、このポイントに降下せよ！ 《オーデルバンセン》は反撃だ！ 降下支援の後最後に降下する」

      「はっ。 主砲照準合わせ！」

      　姿勢制御スラスターが焚かれ、巨大な船体が見た目にそぐわぬ機敏さでくるりと旋回する。装備された五〇・八センチ三連装砲四基の砲口が、攻撃をしてきたストライカーのいる地点に向けられる。

      「照準完了」

      「斉射せよ！ 撃ち方はじめ！」

      　艦長の号令に合わせ、主砲が一斉に火を噴いた。発射されたのはビームではなく実体弾だ。艦載砲はたいてい、ブラスターとしての機能とリニアガンとしての機能を併せ持つ複合砲コンポジットガンが装備されている。

      「ふむ、やはり敵を粉々に粉砕するのは心地がよい」

      　当然、そのような巨砲の一斉射を受けた皇国ストライカー隊は跡形もなく消え去っていた。着弾地点には大きなクレーターが出来ている。

      「だが、足りぬな。まだまだ楽しませてもらうぞ、皇国軍」

      　そういってディアローズは嗜虐的な笑みを浮かべた。

      「誰が撃てといった！ 誰が！」

      　同じころ、皇王アリーシャはひどく憤慨していた。敵主力が軌道上にいる段階でこちらの位置が露呈するなど、あってはならないことだ。

      　少ない手勢で戦うために、皇国の部隊は密集して布陣していた。それは向こうも予測しているだろうから、これから帝国艦隊は皇国主力部隊のすぐ近くに降下してくるはずだ。

      「撃つなと厳命しておいたはずだ。なぜ撃った！」

      「敵の大将は……ディアローズはわが兵士たちからも恨みを買っています。それが無防備に出てきたのですから、我慢が利かなくなったのでしょう」

      「無防備？ 露骨な陽動だろう！ あの距離からあの戦艦の装甲を抜ける兵器がわが軍にあるか!?」

      「……ありません」

      　憔悴した声で作戦参謀が答えた。その隣にいる別の参謀が、焦った表情でアリーシャに言う。

      「陛下、わが軍にはいまだ展開の終わっていない部隊もあります。とにかく時間を稼がねばまともに戦えませんよ！」

      「わかっている！」

      　基地戦隊や惑星軍の地上部隊は鈍足の民間輸送船でどうにかかき集めてきた戦力だ。到着も遅かったため、戦闘態勢になるまで時間がかかる。そんな状態で敵の攻撃を受ければ、まともな反撃などできるはずがない。

      「いったん部隊を下げろ。ただでさえ少ない手勢が各個撃破されては話にならん。基地の防衛設備と協働していったん防衛線を引き直す。艦隊も後退だ」

      　命令を下すアリーシャ。だが、現場はとても上からの命令を実行できる状態ではなかった。

      「すごい数ですよ！ 私たちだけで対処できる数じゃありません！」

      「撤退！ てったーい！」

      「うわーっ！」

      　漆黒の宇宙を背に、多数の真紅のストライカーが白亜の大地に降り立つ。対するのは、蒼い装甲が特徴的な皇国主力機《クレイモア》だ。しかし、《クレイモア》は帝国軍のストライカーや艦艇から浴びせかけられるビームでまともに行動することすらできない。

      「攻撃を分散させる！ 私が前に出るからその隙に後退を！」

      「無理無理無理！ 大盾持っててもこんなの一瞬で焼き切られちゃう！」

      「こんなことでビビってちゃ女じゃないわ！ 行くわよ！」

      「やめなさいおバカ！」

      　両手持ちの大型のシールドを構えた《クレイモア》がスラスターを焚いて前進した。敵の射撃がその機体に集中する。同僚を制止した少女が歯噛みしつつ、決断する。この隙を逃してはならない。

      「みんな、着いてきて！」

      　スラスターをわずかに吹かして後退を開始する。ルボーアａの重力は弱いため、下手にスラスターの出力を上げると簡単に飛び上がってしまう。味方の機体も、彼女に従い踵きびすを返した。

      　それとほぼ同時に、前進した《クレイモア》の構えていた分厚い装甲を持つタワーシールドが完全に溶解した。いくつものビームが貫通し、機体が爆発を起こす。

      「言わんこっちゃない……」

      　その爆発を背に、少女パイロットが涙声で呟く。しかし感傷に浸っている間はない。幸い、惑星ルボーアａはクレーターだらけの起伏だらけの地形だ。それを生かしてうまく姿を隠せば戦いようはある。

      「とにかく数を少しでも減らさなきゃ……」

      　ちらりとサブモニターに表示させたマップに目をやり、少女はごくりと生唾を飲んだ。フットペダルを踏み込み機体を加速させる。

      　当然、帝国側も逃がすまいとブラスターライフルやマシンガンを撃ち込んでくる。少女たちは地面の起伏を盾にしてなんとかその攻撃を回避した。皇国パイロットたちはこの惑星の詳細な地形データを頭に叩き込んでいた。にわか仕込みではあるものの、地の利は皇国にある。

      「獲物が逃げるぞ！ 一機も逃すな！」

      「背中を打ち放題！ 楽に撃墜スコアを増やすチャンスね！」

      　優勢な帝国パイロットたちはそれを逃すまいと追跡を開始した。遠距離で仕留められずとも、白兵で倒せばよいのだ。ライフルをしまい、剣を抜く者もいた。

      「よし、ついて来た！」

      　しかしそれは、少女の作戦のうちだった。彼女は開けた場所に差しかかると、即座に真横へと飛んだ。仲間もそれに続く。

      　一瞬遅れて帝国機も同じ場所にたどり着いた。とどめを刺すべくライフルを少女たちの《クレイモア》に向ける。

      「撃テェーっ！」

      　だが、それと同時にすぐ近くの山岳部に身を潜めていた別の部隊が光学迷彩を解除した。現れたのは六機の《グラディウス改》と、機動砲と呼ばれるストライカーで操作する大型の大砲が三門。

      　機動砲が火を噴いた。口径二〇センチの榴弾が《ジェッタ》の大部隊の真ん中に撃ち込まれた。榴弾は着弾の寸前に起爆して周囲に自己鍛造弾をばらまき、大爆発を起こす。

      「やったー！」

      　爆炎が晴れると、その跡にはおびただしい数のストライカーの残骸が落ちている。事前にレクチャーされていた味方の砲撃陣地に誘い込んだ少女の作戦勝ちだった。喜び勇む少女たち。

      　しかし、先ほどの砲撃をはるかに超える猛烈な爆発が少女たちのストライカーと砲撃陣地で起こった。悲鳴を上げる暇もなく、皇国部隊は一瞬で全滅する。

      　前線部隊から送られてきたデータをもとに帝国艦が艦砲による間接射撃を行ったのだ。多少とはいえ重力のあるルボーアａでならば、弾速を調整することで直接射線が通っていなくても砲撃を当てることができる。帝国側も支援体制は盤石だった。

      「ポイントＡ三〇四を制圧！」

      「橋頭保を築く。周囲を警戒せよ！」

      　後から現れた帝国ストライカー部隊が油断なくライフルを構えて進軍していく。戦闘はまだ始まったばかりだ。

      
        

      

      

      
        

      

      　雪が積もったような真っ白い急峻な斜面を、巨大な金属のカニが疾走している。八本の脚部からくる安定性と二基の大推力熱核ロケットエンジン、そして反重力リフターによる重力制御の合わせ技により、多脚戦車は陸戦兵器としては破格の運動性能を持っている。

      「やばいやばい、ヤバイって！」

      「騒いでる暇があったら反撃してよぉ！」

      　しかし、だからと言って四方八方から狙われて無事で済むはずもない。周囲を囲む帝国ストライカーの攻撃をギリギリで避けつつも、乗員の二人の少女は顔を真っ青にしていた。

      「くそーっ！ 当たれーッ！」

      　主砲の一二・七センチ複合砲コンポジットガンが吠える。ブラスターモードだ。太い光線が《ジェッタ》に迫るが、ひらりと簡単に回避されてしまう。

      「へたくそ！ マホのノーコン！」

      「火器管制装置FCSの補助があるとはいえ時速百八十キロで走行中に当てられるかぼけー！」

      　タンデム式のコックピット内で罵声が飛び交う。反撃とばかりに飛んできたブラスターライフルが数発命中し、装甲を焦がす。貫通こそしなかったが、コンデンサーが放電しきる前に追撃を喰らえば回生装甲が機能しなくなる。そうなれば重装甲の戦車といえど撃破は免れない。

      「こ、こちら四号車！ めっちゃヤバイでーす！ 増援はまだですか！」

      「どこのエリアも似たような状態なんだよ！ 増援なんか来るわけないじゃないか！」

      　すぐ近くで同じように滅多打ちにされている隊長車に連絡を入れた。しかし帰ってきた返事は無情なものだった。通信ネットワークはまだ生きているため、隊長は絶望的な戦況報告をいやでも聞く羽目になっていた。

      「とにかく敵の侵攻を遅滞させるんだ、時間を稼ぐしかない」

      「そうは言ったって！」

      　そんなことを言っていると、どこからか放たれた帝国側の機動砲の大口径榴弾が四号車の足もとに着弾した。破壊こそ免れるが、車体が数十メートル吹っ飛ばされた。

      「あうう……」

      「シェイラちゃん起きて！ 足止めたら死んじゃう！」

      　砲手のマホが前席の少女の肩を叩くが、彼女は目を回したままだ。コックピットに鳴り響くロックオン警告。恐怖のあまりマホは失禁した。

      「い、いやぁ……死にたくない……」

      　ブラスターカノンを構えていた《ジェッタ》が無慈悲に発砲した。マホは目をぎゅっとつぶる。

      　しかしその真紅のビームを、真上から放たれた緑のビームが撃ち落とした。続けざまに放たれた二射目が《ジェッタ》のブラスターカノンを撃ち抜く。

      「な、なに!?」

      　様子がおかしいことに気づいたマホは目を開け、天を仰ぐ。ウサギ耳のようなブレードアンテナをつけた純白のストライカーが、ブラスターライフルを片手で無造作に構えている。

      「《カリバーン・リヴァイブ》……？」

      　データリンクにより表示されたその見慣れない機体名を、マホは茫然と呟く。

      「殺させるかっての、俺がいるのにさ……！」

      　無線から聞こえてきたのは男の声。マホは礼を言うことも忘れ目を白黒させた。戦場で男の声など、ありえない。

      「皇国のゼニス！」

      「いつの間に接近されたの!?」

      　突然の乱入に混乱しているのは帝国側も同じだ。反射的にブラスターライフルを向けて発砲する機体もいたが、フォトンセイバーによって弾かれる。

      「遅れは取り返す！」

      「まずい、全機ブレイク！」

      　輝星がフットペダルを蹴った猛烈な勢いで《カリバーン・リヴァイブ》が加速した。ブラスターライフルを構えると、《ジェッタ》の集団が散った。不明機とはいえゼニス、油断せずに回避に徹する構えだ。

      「な、なんで……」

      　しかし、輝星の放ったビームは吸い込まれるように《ジェッタ》の回避した先へと向かった。腹を貫かれ、黒煙を上げながら地面に転がる。

      「け、牽制だ！ 攻撃の暇を与えるな！」

      　隊長機の命令に従い、各々の射撃武装が《カリバーン・リヴァイブ》へ向けられる。

      「よし、それでいい！」

      　ちらりと皇国戦車隊の位置を確認して、輝星はにやりと笑った。射撃の嵐を喰らうが、斜面を蹴ってジグザグに移動し回避し続ける。

      「そんな動きで！」

      《ジェッタ》の遠距離支援仕様機である《ジェッタ・カノーネ》が、その右肩に固定された一二センチ・ブラスターカノンを輝星に向けた。しっかりと慎重に照準を合わせ、発砲する。

      「うわ……」

      　真紅の高出力ビームは狙いたがわず《カリバーン・リヴァイブ》へ。だが、下手に精度が高い射撃だったのが災いした。フォトンセイバーによって弾かれたビームはそのまま帝国側の隊長機を貫く。指揮官仕様の《ジェッタ》は腰に被弾し、上半身がびっくり箱めいて吹っ飛んでいった。

      「そんなのアリ……」

      　嘆きの声を上げる《ジェッタ・カノーネ》のパイロットだったが、言葉を言い切る前に反撃のブラスターライフルによって隊長機と同じ運命をたどった。

      「て、撤退するわよ！ ゼニスの相手なんか真面目にしてらんないわ！」

      「勝ち戦で墜とされるほど馬鹿らしいことはないよ。急いで！」

      　尋常ならざる輝星の腕前を察した帝国パイロットたちは泡を食って後退していく。輝星は追おうとはしなかった。今は追撃するより味方の助ける方が先だ。

      「ケガはないか？ 機体が動かないようなら脱出してくれ、安全なところまで援護する」

      　ズタボロの多脚戦車に話しかける輝星。

      「だ、大丈夫です！」

      　マホは運転席のシェイラをひっぱたいて起こしながら上ずった声で答える。

      「ところでお名前と年齢と彼女の有無をお聞きしてもよろしいでしょうか!?」

      「は？」

      「いきなりなに言ってんだいこのバカ!!」

      　混乱しているのかわけのわからないことを言い始めるマホに、隊長車から罵声が飛んだ。

      「も、申し訳ないです。あとでよく言っておきますんで……。我々は自力で撤退できます。どうぞ行ってください、ヤバイ状態の味方があちこちにいるんです」

      「もちろん。それじゃ、お気をつけて」

      　輝星としても状況の悪さは理解している。隊長の言葉にうなずき、そのまま機体を加速させた。

      「隊長～！」

      「うるさい！ さっさと動きな！ せっかく拾った命を無駄に散らす気かい！」

      　それもそうだ。マホは先ほどの恐怖を思い出してぶるりと震えた。

      「わ、わかりました。シェイラちゃん、行こっ！」

      「ううー、バカマホ……力いっぱい叩きやがってー……」

      　多脚戦車は立ち上がり、スラスターを吹かせて撤退を始めた。その姿を見送ることもなく、輝星は視線を上に向ける。そこには、こちらに向けて降下してくる《ミストルティン》と《ダインスレイフ》の姿があった。

      「母上……いえ、陛下。遅れてしまい申し訳ありませんでした。我が艦隊はこれより戦列に加わります」

      「いや、そちらからの情報がなければ迎撃はままならなかった。謝る必要はない」

      　無線から返ってきたのは、皇王アリーシャの声だった。気丈な母の声に、シュレーアは安心したように肩の力を抜いた。

      「今はとにかく前線を再構築しなくてはならない。お前の艦隊には後退する味方を支援してほしい」

      「承知しました。お任せを」

      　もとよりそのつもりで部隊を展開している。通信を切り、周囲の状態を確認する。準備不足もあり、味方は軒並み潰走状態だ。敵の侵攻をなんとか止める必要がある。

      『敵機接近！ 敵機接近！』

      　電子音声が無味乾燥な声音で報告した。赤い帝国機の集団が、ウサギのように地面を蹴ってこちらに接近してきている。

      「さすがに敵の量が多いですね……しかし！」

      　敵機に照準を合わせ、肩部ブラスターカノンを放つシュレーア。その太いビームは狙いたがわず《ジェッタ》の下半身を吹き飛ばす。残った上半身が地面を転がり、白い粉塵が舞った。

      「お見事……！」

      　嬉しそうにつぶやきつつ、輝星はスロットルを無造作に開いた。弾かれたように《カリバーン・リヴァイブ》が加速し、敵機の集団へ突っ込んでいく。

      「馬鹿、一人で突っ込むんじゃねえ！」

      「悪いね！」

      　サキの突っ込みに輝星はそう言って笑った。悪びれない態度にため息を吐くサキ。しかし、なにはともあれ今は敵を止めなくてはならない。スラスターを全開にして《ダインスレイフ》も輝星に続いた。

      「ゼニス・タイプが三機だと？ まずい！」

      「遅いんだよッ！」

      　退こうとする《ジェッタ》だったが、電磁式居合い刀が閃き文字通りの一刀両断される。

      「ちぃっ！」

      　別の《ジェッタ》が迎撃すべくブラスターライフルを構えるが、間髪入れずに輝星の撃ったビームに腹を貫かれた。

      「私たちだけじゃ話になんないわコレ！ 貴族がたはこっち来てくれないの!?」

      「呼んでるけどぜんぜん来ない！ そっちだけで対処しろって！」

      「ふだん偉ぶってるんだからこういう時くらい役に立ちなさいよぉぉぉぉ！」

      　出鼻をくじかれた帝国側は阿鼻叫喚の様相だ。動きの鈍った敵機に、輝星は斜面を蹴ってジャンプしとびかかった。盾を構えて防御しようとするが、着地と同時に足裏のアンカーを作動させて急旋回しサイドからパイルバンカーを突き立てる。倒れた味方を気にせず数機の《ジェッタ》がショートマシンガンやブラスターを撃つが、輝星はこれもジャンプで巧みにかわした。

      「そういや地球の月にはウサギがいるって話を聞いたことがあるが、なるほどこういうことか」

      　その姿を見て、サキが苦笑しながら言った。確かに、白い機体色と耳を思わせるアンテナのせいで《カリバーン・リヴァイブ》は兎に見えなくもない。

      「もっとも、やってることは兎どころか虎みたいなもんだが」

      「兎……？ 食材としては聞いたことがありますが、あんな生き物だったとは」

      　もっとも、地球に縁のないシュレーアは兎がどういう生物なのかは知らないようで微妙な反応だった

      「ま、あたしも生でみたことはないですけど」

      　そう言って肩をすくめるサキ。その冷たい口調にむうと唇を尖らせつつ、増援としてあらわれた新たな《ジェッタ》の部隊に向かってヘビーマシンガンを撃ち込むシュレーア。

      　命中こそしないものの、殺到するやたらと太い曳光弾に恐れをなして新手の部隊が足を一瞬止めた。狙いすましたように輝星がブラスターライフルを連射し、三機の《ジェッタ》が撃墜される。

      「すごい手際だ」

      　サブスラスターを吹かして岩場に後退し、ブラスターライフルのマガジンを交換する輝星をちらりと見てシュレーアが感嘆と悔しさの混ざった声で言った。彼女も射撃には自信があるが、さすがにこんな真似はできない。

      「だめだ。これでは……守るどころか守られるだけではないか」

      　小さくつぶやき、歯を食いしばりながら別の敵機に狙いを合わせるシュレーア。次々と敵は撃破しているものの、いまだ増援はやむ様子はない。まだ戦いは始まったばかりだ。

      
        

      

      

      
        

      

      「第八〇五、八〇八ストライカー連隊は撤退しました。ポイントＣ七七八への攻勢は完全に失敗です」

      「カズミアエ子爵が討たれたそうです。相手は北斗輝星とのこと」

      「同じく！ マスタ女爵じょしゃくも北斗輝星に撃墜されたとのことです」

      「またか！ しかも二人もか！ これで何人あの男に貴族が討たれた？」

      　部下から上がってくる耳を疑う報告に、ディアローズは頭を抱えながら聞いた。

      「緒戦のロージア様を入れて五人です」

      「あの男に一騎打ちを挑むのは禁止せよ！ このままでは士気がガタガタになるぞ！」

      　皇女シュレーアの艦隊が戦域に到着したとの報告からすでに一時間がたっていた。それまで戦況は圧倒的に帝国有利だったにもかかわらず、先ほどからずっと不利な報告ばかり上がっている。

      　ゼニス三機が大暴れしていると聞いて増援にやってきた指揮官クラスの貴族が輝星によって大量撃墜されているのだ。こんなことが続けば平民主体の末端兵士の士気が保てなくなる。

      「で、殿下！ クルトヴァ軍務伯が撃墜されました！ またしても北斗輝星です！」

      「ええい、わが軍のストライカーは豆腐で出来ているのか!?」

      　ディアローズは天を仰いで大きくため息を吐き、深呼吸で精神を落ち着けた。動揺すれば勝てる戦も勝てなくなる。実際、全体的な戦況では勝っているのだ。あまり精神をかき乱されてはいけないと自分に言い聞かせる。

      「……寿司だ。寿司を持ってこい。マグロでいい」

      「は、はっ！ ただちに」

      　侍従が立ち上がり、速足で艦橋から退出する。しばらくして戻ってきた彼女の手には、マグロ寿司の乗った皿があった。ディアローズは無類の魚好きだ。こういったリクエストは決して珍しくはないため、いつでも要望に応えられるよう専属のシェフがスタンバイしている。

      「うむ。……うむ！」

      　上品に寿司をつまんだディアローズは、しょうゆを軽くつけてから口に運ぶ。期待通りの味に、自然に彼女の頬がほころんだ。すさんだ精神が癒やされていく。

      　ネタは地球で水揚げされた天然マグロの鮮度を保ったまま高速船で取り寄せた超高級品だ。シャリもこれまた遺伝子改造されていないオーガニック・コシヒカリであり平民どころか並の王侯貴族ですら手の出る代物ではない。もしこの場にシュレーアが居れば、これが国力の差かと悔しがったことだろう。

      「姉上！」

      　そんな彼女のもとに、ヴァレンティナからの通信が入った。モニターに映る妹の顔に、ディアローズが不愉快そうな目を向ける。

      「……姉上。戦闘中になにを食べているのです」

      　もっとも、不愉快な様子はヴァレンティナも同じだ。彼女はディアローズの手元へ咎めるような視線を向けている。

      「寿司だが」

      「戦いの真っ最中に、部下の前でわざわざそのようなものを食べるのは感心しませんよ」

      　作戦中だけでも、出来るだけ部下と同じものを食べるべしというのがヴァレンティナの信条だった。とても手が出ないような高級食材をわざわざ見せびらかすのは気が引ける。部下とはいえ食べ物関係で恨みを買うのはよろしくない。

      「ＥＰＡとＤＨＡを補給しているのだ。頭脳の冴えをより研ぎ澄ますためにな」

      「……左様ですか」

      　納得はしていないものの、ヴァレンティナはそれ以上文句を言うはやめた。これ以上彼女の興をそいで本来の用件が通らなくなったら困るからだ。

      「ところで、例の男が現れたと聞きましたが」

      「ああ、気持ちがよくなるほどの大暴れをしているそうだ」

      　寿司をもしゃもしゃと食べ、ごくんと飲み込んでからディアローズは答えた。

      「やはりそうでしたか。姉上、わたくしをお使いください。必ずや彼奴を止めて見せます」

      「ならんならん。馬鹿か貴様は」

      　深々と頭を下げながらそう言うヴァレンティナに対し、ディアローズは取り付く島もない様子で手を振る。

      「いくら愚妹とはいえ貴様も帝室の末席、一端の象徴であり一端の戦力なのだ。むざむざ墜とされて皇国の駄犬どもを勢いづかせる必要はない」

      「しかし！」

      「しかしもなにもない！ 後で適当な雑魚を食わせてやるからじっとしておれ！」

      　そう言い切ってディアローズは通信を強引に切った。そして最後の寿司を食べてから、部下に告げる。

      「北斗輝星のいる戦域から部隊を引け。代わりに直掩に出している部隊をぶつける」

      「は……？ 直掩の部隊ですか？ お言葉ですが、前衛部隊で無理な相手を直掩部隊でなんとかできるとは思えませんが……」

      　疑問の声を上げる作戦参謀。現在艦隊の直掩を担当している部隊は、練度も装備も二線級の部隊だ。怪物といっていい戦闘力を持つ傭兵にぶつければ全滅の憂き目は避けられないだろう。

      「愚かな……その程度のことを妾わらわが理解していないとでも？」

      「いっ、いえ！ 申し訳ありません」

      　しかし、参謀はディアローズからの厳しい視線に身を震わせ、すぐに謝罪してしまった。

      「強すぎる相手に正面から戦うのは下策！ しかし相手も人間、物資も体力も有限なのだ。弱卒でも延々とぶつけ続ければやがて消耗して戦えなくなる！ 精鋭をぶつけるのはそのあとだ！」

      「はっ！ 畏まりました、そのように手配いたします」

      　これ以上なにかを言って不興を買ってはいけないと、参謀は慌てて部下に連絡を始めた。

      「一気にぶつけるでないぞ、撃破されることが前提とはいえ部隊は有限なのだ。最小の損害で最大の成果を得るには波状攻撃しかあるまい」

      　参謀に言い含めてから、ディアローズは手元のモニターに表示された戦術マップに目をやる。

      「ふん、ずいぶん煩わせてくれたが……最終的に勝つのはこの妾わらわだ。苦労させられた分は体で楽しませてもらうぞ……」

      　ピシリと鞭を鳴らすディアローズの表情には、はっきりとした興奮の色があった。

      「これで最後か……」

      　同じころ。岩陰に身を隠しつつ、輝星はブラスターライフルのマガジンを交換した。圧縮粒子を封入したその箱型のマガジンは、見た目には旧来の歩兵用突撃銃の弾倉とほとんど変わらないように見える。そしてその用途も似たようなものだ。

      「悪い、余ってるマガジンないか？ 予備弾倉使い切っちまった」

      　話しかけたのは近くに居た《クレイモア》だ。現在、戦況は拮抗状態。輝星らの活躍もあって、皇国はなんとか体制を立て直せていた。しかし、それでも状況はよいとは言い難い。輝星たちは敵陣と味方の陣地を行き来しつつ、遊撃をしていた。

      「正直、余ってるマグはないっすけど……」

      《クレイモア》のパイロットは、一瞬躊躇してから答えた。この辺りは激戦区だ。弾薬に余裕などない。

      「だから、アタシの分を持って行ってほしいッス。アンタとアタシじゃ、一発の価値がずいぶんと違うみたいッスから」

      　そういって《クレイモア》のパイロットは、自機のマガジンラッチに装着された予備マガジンを《カリバーン・リヴァイブ》へ押し付けてきた。

      「……助かる。でも、弾切れで戦場をうろつくのはマズイ。いったん引いて補給をするべきだ」

      　辞退はしない。向こうも相応の覚悟を持ってマガジンを寄越したのは理解できるからだ。

      「まさか。デクノボーでもいないよりはマシッス。ここを抜かれたら後方の陣地が滅茶苦茶にされるッスからね」

      　そう言ってフォトンセイバーを抜く《クレイモア》。

      「幸い、この辺りは入り組んでるッスから剣だけでもなんとかなるッスよ」

      「いい根性だ。頼んだぞ」

      《クレイモア》の肩をたたき、輝星は機体をジャンプさせた。スラスターを断続的に焚き、斜面を蹴るようにして進む。周囲の敵機から火線が集中するが、軽々と回避していく。

      「……っと！」

      　ふいに、輝星は敵機もいない空中にライフルを放った。緑の光線が昏い夜空に走り、一瞬遅れて爆発が起こる。そしてその数秒後、後方で断続的な爆発が起こった。敵艦からの間接砲撃だ。

      「ひぇっ……怖い怖い。やっぱマグあげて正解っぽいッスね」

      　後方にいた先ほどのパイロットがコックピットで独り言ちる。砲撃の爆発は、見事にこの周囲だけを避けていた。当たりそうな砲弾のみ輝星が迎撃したからだろう。

      「凶星どころか、吉兆の星ッスね。アタシらには」

      　そう言って《クレイモア》のパイロットは苦笑した。

      「本当に数が多いなあ！ 次々増援が来る！」

      　とはいえ、輝星も余裕ではいられない。四方八方敵だらけだ。回避できる攻撃は回避しつつ、フォトンセイバーによる迎撃も駆使しつつ反撃を続ける。練度自体は高くない部隊のようで、撃墜自体は極めて容易だ。輝星のノーロック射撃にまともに対応できず次々と落ちていく。

      「突っ込め突っ込め！」

      「引いたら後ろから弾が飛んでくるぞ！ 突撃するんだ！」

      　しかし、墜としても落としても敵が尽きることはない。後方から次々に新しい部隊がやってきて、前進もままならないような状況だ。

      「輝星、この敵おかしいぜ」

      　すぐ近くにまで飛んできたサキがショートマシンガンで牽制射撃を撃ちながら言う。

      「《ジィロ》だ。結構な旧式機だぞ、金満の帝国がこんなのを前線に出すとは思えねえ」

      　サキの言うように、敵部隊には《ジェッタ》のみならず見慣れない機体も多く混ざっていた。三眼式のメインカメラは《ジェッタ》と同じだがずんぐりむっくりの体形で、見るからに動きが鈍い。旧式機の《ジィロ》だ。

      　すでに正面戦闘を行うような任務から外され、機動砲の運用や前線での補給や修理、それに作業用などの雑多な後方任務に使用されているはずの機体である。

      「敵の策ですね……！ 撃破されても被害の少ない部隊をぶつけて、こちらに消耗を強いるつもりでしょう」

      「いやー、相手からずいぶんと評価されてるみたいで嬉しいなあハハハ！」

      「笑ってる場合かー！」

      　いくら旧式とはいえ、武装はしっかりしている。油断をすればゼニスといえど撃墜されかねない。状況はよろしくなかった。

      「とはいっても……ここに部隊を集中させているぶん他は手薄なはずだ。仕事は果たせてるわけだから上々上々！」

      　そう言うと同時に、再び空に向かってブラスターを撃つ輝星。またも空中で爆発が起こった。続いて周囲で大爆発が複数起こる。被害はないものの、弾丸のように飛んできた小石が装甲を叩く嫌な音が聞こえてきた。

      「しかし支援砲撃は厄介だな……なんとかなんないもんですかね、殿下」

      「ミサイル艇の部隊に支援を頼んでいます。もうすぐ、敵艦のいるあたりに到着するハズ」

      　そう言ってサキに答えるシュレーアの言葉に、輝星は一瞬渋い表情を浮かべた。フットペダルに足をかけ、周囲を伺いつつ一瞬考え込む。しかし彼が行動に移すより早く、遠くで火柱が上がった。

      「ぐっ……！」

      　輝星は反射的にマイクをオフにし、苦しげに呻いた。顔に冷や汗が浮かび、膝にぽたぽたと垂れる。しばし歯を食いしばってから、そっと息を吐く輝星。

      「まったく、何度喰らっても慣れやしない」

      《カリバーン・リヴァイブ》の動きの変化に、シュレーアはちらりと心配そうな目を向けた。だが、それに気づかなかったサキが歓声を上げた。

      「あの爆発、巡洋艦クラスの弾薬庫が誘爆したか！ しめた、これで楽になるぜ」

      「……近くに他の帝国艦はいないようだな。後ろの味方も安全になる」

      　マイクのスイッチをオンにして、輝星は極力冷静な声でサキにそう答えた。

      「……とはいえ、まだまだ踏ん張りどころです。消耗は抑えていきましょう」

      　物資的にも、そして精神的にもだ。ルボーア星系に到着する前に輝星が言っていた話を思い出しつつ、シュレーアは厳かな声で言った。輝星は皇国の切り札だ。余計なダメージを与えるべきではない。なかなか難しい戦になると、シュレーアは険しい表情をうかべるのだった。

      　それからしばしの間、熾烈で不毛な戦闘が続いた。輝星らは一歩も引かず奮戦するものの、敵の増援も途切れる様子がない。月面を思わせる地表は、撃破された帝国機が大量に転がるジャンクヤードめいた有様になり果てていた。

      「この……っ！」

      《ミストルティン》の腰部連装ミサイルランチャーから中型のミサイルが発射される。飛翔するミサイルは途中で分裂、いくつものマイクロミサイルとなって敵部隊に降り注いだ。回避しようとするが、避け切れずに数機の《ジィロ》や《ジェッタ》に命中した。炸薬の少なさからそれだけで撃墜するには至らないが、動きは鈍くなる。

      「よし！」

      　空になったミサイルランチャーを投棄しつつ、ヘビーマシンガンを撃つ。小口径砲とは明らかに隔絶した重苦しい反動リコイルと共に太い火箭が飛んだ。被弾した敵機はこれを回避できず、エンジンを撃ち抜かれて地面に倒れ伏す。しかし。

      「ちっ！」

      　ヘビーマシンガンの弾切れで、最後の一機は仕留め損ねた。反撃とばかりにライフルを構える《ジェッタ》の腹を、輝星のパイルバンカーが貫いた。

      「す、すみません！」

      「すみません、じゃなくてありがとうの方が嬉しいですね！」

      「はっ、はい！ ありがとうございます！」

      　慌てて言いなおしてから、シュレーアは歯を噛み締めた。しかし、今は落ち込んでいる暇などない。敵の増援はまだ止まっていないのだ。いったい何機墜としたのか、もはや覚えていない。すさまじい物量だった。

      　役立たずになったヘビーマシンガンを腰にマウントし、代わりに右肩のシールドから両手持ちの大剣……ツヴァイハンダーを引き抜く。

      「殿下、弾切れなら補給してきてくださいよ！」

      　シュレーアの援護射撃は強力だ。はやく補給して戦線復帰してほしいとサキは訴えた。幸い、先ほどマガジンを受け取っている輝星と近接主体のサキはまだしばらくは継戦可能だ。

      「……わかりました！」

      　一瞬躊躇したのち、否と言いそうになる心を押さえつけてシュレーアは答えた。余裕があるうちに補給して戻らねば、やがて全員消耗しまともに戦えなくなる。敵機の増援が止まる気配はまったくないのだ。

      「ん？」

      　しかし、踵を返そうとしたシュレーアは輝星の不思議そうな声に動きを止めた。

      「変な気配が来る」

      「変な……気配？」

      　ずいぶんとふわふわした言葉だが、輝星のいっそオカルティックにすら見える戦闘能力を考えれば一笑に付すことなどできない。シュレーアはちらりと残弾を確認する。肩のブラスターカノンはまだ一射くらいならできるようだ。

      「強敵ですか？」

      「いや……違うと思います」

      　小首をかしげつつ、輝星はスラスターを吹かして進んだ。すると、一機の《ジィロ》がフォトンセイバーを抜いて突っ込んできた。

      「妙な敵ってこいつか？ 旧式で近接挑んでくるなんて確かにマトモじゃねえが」

      　サキが唸った。輝星は答えず、自らもセイバーを抜いてその攻撃を受け止めた。緑と赤の光剣が交差し、スパークが弾ける。

      「周囲から見えにくい場所へ押し込んでくれ、そちらに移りたい」

      　通信が飛んできた。なんと、目の前の《ジィロ》からだ。

      「個別回線か!?」

      　輝星は思わずメインモニターに大きく映った《ジィロ》の三眼カメラを見据える。不思議なことに、その眼からは殺気や害意などは感じられなかった。妙な気配と感じたのは、パイロットから発されるその戦場にあるまじき雰囲気からだった。

      「……了解」

      　少し考えてから、輝星は答える。フットペダルを踏み込んでスラスターを全開にした。《ジィロ》は気持ちばかりのスラスター噴射で競り合っている風に見せたものの、両機の推力差は向こうのパイロットも理解していないはずがない。ただのポーズだ。

      　結局、二機はつばぜり合いをしたまま入り組んだ岩場に入り込む。巨大な岩の隙間に入り込めば、まさにオーダー通りの＂周囲から見えにくい場所＂だ。

      「助かるよ」

      　そう言うと、《ジィロ》のパイロットはコックピットハッチを解放した。輝星もマイクのスイッチを切ってから無言でそれに続く。惑星ルボーアaはほとんど真空と言っていいほど大気が薄いが、エア・フィールド装置のおかげで空気が抜けだすことはない。

      「やあ、しばらくぶりだね」

      「聞き覚えのある声だと思ったら……」

      　コックピットに飛び込んできたのは、なんとパイロットスーツ姿のヴァレンティナだった。自分よりずいぶんと背の高いすらりとした肢体を、輝星は立ち上がって受け止める。

      「うわっ」

      　するとヴァレンティナは輝星の体に手を回し、ぎゅっと抱きしめてきた。突然のことに目を白黒させる輝星。

      「再会できてとてもうれしいよ、我が愛」

      「わ、我が愛!?」

      　ヴァレンティナを引きはがしつつ、輝星は冷や汗を浮かべた。もしかしなくても、自分のことだろう。しかしそんな風に呼ばれたのは生まれて初めてのことだ。

      「そうとも。私の心を奪った愛しいひと。君のことさ」

      「は？」

      　いきなり歯の浮くようなセリフをぶつけられて、輝星は困惑する。落ち着くためにホルスターから棒付きキャンディーを取り出し、咥くわえた。

      「突然のことだ、困惑するのも無理はない。すまないね。……そして困った顔もキュートだ」

      　手袋に包まれた手で輝星の頬をさらりと撫でるヴァレンティナ。輝星は極力無心で飴の味に集中する。向こうのペースに飲まれてはいけない。

      「……で、なんの御用で？」

      　敵方の皇族である彼女が、旧式機に乗って不可解な手段で接触してきたのだ。並々ならぬ事情があるに違いない。

      「そうだね、とりあえず本題に入ろう。だが、その前にわたしが乗ってきた《ジィロ》を破壊して、戦闘に復帰してくれ。帝国軍に怪しまれないようにね」

      「味方にすら内緒で来たわけですか、あなた……」

      　疑問に思いつつも、輝星は言う通りにした。腹部をパイルバンカーで一突きにする。

      「輝星さん、どうしたんですか!? 大丈夫なんですか!?」

      　そこに、シュレーアから通信が来た。どう答えるか逡巡する輝星だったが、ヴァレンティナが勝手にマイクのスイッチをオンにして返答してしまう。

      「やあ、ヒモ皇女。久しぶりだね」

      「んなっ!? その声、不遜な物言い！ まさか……帝国のナンパ女！」

      「はっはっは、ひどい言われようだな」

      「お互いさまでは」

      　思わず突っ込む輝星。

      「なんだ？ あいつの機体にだれか乗り込んだのか!?」

      　サキが慌てて機体を走らせた。ただごとではない雰囲気を感じ取ったのだ。

      「ストーカーです！ 陰湿変態ストーカーがなぜか《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットに！ いったいどういう手段を使って……」

      「まあ待て、わたしは戦いにきたんじゃない。大切なことを伝えに来たのだ。そう邪険にする必要はないとも」

      　そう言うなり、ヴァレンティナは輝星の背中側にもぐりこんでシートに座った。そして膝をぽんぽんと叩く。

      「とりあえず、何事もなかったフリだ。この場にいる帝国兵も、そして帝国側の指揮官もわたしがここにいることを知らない。だから、君たちもそのまま戦ってほしい。わたしの秘密の外出がバレないようにね」

      　そんなことを言うヴァレンティナの膝に、輝星は不承不承座った。身長差があるため、こうしなければ機体を操縦することができないからだ。背中に当たる大きくて柔らかい物体が、集中力を削ぐことこの上なかった。

      「失礼」

      「あっ！」

      　棒付きキャンディーが奪われた。ヴァレンティナは躊躇なくそれを自分の口に入れる。濡れた飴玉をじっくりと味わい、彼女はとろけた笑みを浮かべた。

      「飴玉のお返しに好きなものをあげよう。砂糖より甘い甘いキスなんてどうかな？」

      　無線のマイクも拾わないような微かな声で囁くヴァレンティナ。熱い吐息が耳を撫で、輝星は身を震えさせる。

      「け、結構です」

      「ごそごそ音が聞こえるのですが!? 輝星さん！ 大丈夫なんですか!?」

      　不穏な気配を察してシュレーアが怒鳴った。

      「安心したまえ。我が愛を傷つけるような真似は絶対しないとも」

      「わ、我が愛!?」

      「うわっ、気持ち悪ッ！」

      　シュレーアとサキが同時に嫌悪感に満ちた声を出した。しかし、ヴァレンティナはどこ吹く風の表情だ。

      「不埒なこともしないさ。きみたちが指示に従っているうちはね。わたしの要求はただ一つ、今からする忠告を聞いてほしい、それだけさ。簡単だろう？」

      「……チッ！ ろくでもない話なら殺します。輝星さん、牧島中尉、とりはえず話だけは聞きましょう。話だけは」

      　実際、輝星の身柄が抑えられている以上どうしようもない。シュレーアは仕方なくヴァレンティナの言葉に従うことにした。

      「……はあ」

      　なんだか妙なことになってきたとため息を吐きつつ、輝星は機体を発進させた。

      「最初に言っておきたいのは、今回のわたしの行動は完全な独断だということだ」

      ヴァレンティナが次に口を開いたのは、《カリバーン・リヴァイブ》が戦闘に復帰してからだった。美女の膝の上に座って操縦をしなければならない輝星の心労はすさまじいものがあったが、彼女は気にしていないようだ。

      「総司令である姉上も、この周囲に展開している帝国兵もわたしがここにいることは知らない。知っているのは、信用できるごく一部の直属の部下だけ」

      「……あなたの言葉が真実であることを確認する手段は、私たちにはないのですが」

      　苦々しい声で答えるシュレーア。しかし、その反応は予想通りだとばかりにヴァレンティナは目を細めた。

      「問題はない。わたしは別に、帝国を裏切って君たちに合流する気などさらさらないのだからね？ 単純に、必要な警告をしに来ただけだ」

      「警告？ さっさと降伏しろとでも言う気ですか」

      「くくく、きみはずいぶんと単純な頭をしているな？ 降伏など要求したところで、きみたちはそう簡単に呑んだりしないだろう。そんなことをこのわたしが理解してないとでも？」

      「なるほど、喧嘩を売りに来たわけですか。いいだろう言い値で買ってやる」

      「や、やめてくださいよ、二人とも！ ヴァレンティナ様、煽るような真似は勘弁してください。話が進まなくなります」

      　外見はクールそうに見えるシュレーアだが、実際はかなり短気だ。こんな状況で罵声の飛ばしあいなどされてはたまらない。帝国のパイロットはヴァレンティナがここにいるということを知らないということは事実らしく、敵機は普通にこちらに攻撃を仕掛けてくる。それ回避しつつ反撃を試みる。

      「ああ、すまないね我が愛。ふふ、確かにその通りだ。淑女的に行こうじゃないか」

      　そう言いつつ、ヴァレンティナは艶然とした笑みを浮かべた。

      「そして、わたしには様付けも敬語も不要だよ。きみとわたしの仲じゃないか」

      「どういう仲だよ……」

      　半目になる輝星。そこに、サキが口をはさんでくる。

      「ま、待てよ！ ヴァレンティナっつったか今？ そこにいるのって、まさか帝国の……」

      「ご明察だな、サムライ」

      　刀を携えたサキの機体を見つつ、指を弾くヴァレンティナ。

      「げぇっ！ なんてモン乗せてんだ！」

      「そうですよ！ 自分で招き入れたんでしょう？ あまりにも危険です！」

      「だって害意とか感じなかったから……」

      　こちらを害すつもりならば、さすがに無防備にコックピットを開放したりしない。しかし、Ｉ─ｃｏｎの探知ではそのような意思はヴァレンティナからは感じ取れなかった。

      「そうとも！ さすが我が愛と膝を打ったものさ。わたしと我が愛は以心伝心なのだと」

      「冗談きついんですが、ヴァレンティナ様」

      「おっと、様付けも敬語も不要と言ったはずなのだけどね？ お仕置きだ」

      「ウワーッ！」

      　突如耳を甘噛みされて悲鳴を上げる輝星。思わず機体の挙動が乱れる。

      「戦闘中に危ないでしょうが!!」

      「大丈夫さ、わたしも乗っているんだ。危険ならば操縦を代わって回避するとも」

      「畜生あのセクハラ女私の男に何を」

      「殿下！ どさくさに紛れて私の男発言は聞き捨てならんのですが!? あのクソ女が不愉快なのは事実ですがねえ!!」

      　即座にシュレーアとサキが沸騰した。阿鼻叫喚の様相に、ヴァレンティナが愉快そうな笑い声をあげる。

      「ふふふ、負け犬の遠吠えは耳に心地いいな」

      「いいから本題に入ってくれよもう！」

      　これ以上セクハラをされてはたまらない。輝星は言われた通り敬語をやめて言った。

      「それもそうだな。すまない、我が愛と話すのが楽しすぎてね」

      「あ、そう。それで？」

      「ああ、実はだね……とても危険な女がきみを狙っているんだ。今日はそれを伝えに来た」

      「ええ……」

      　心底嫌そうな顔で輝星はうめいた。これ以上厄介ごとが増えるのは勘弁願いたい。

      「それはそうでしょうねえ！ 今この場で非常に危険な猛獣に狙われていますからねえ！」

      「いやいや、わたしではない。わたしなどよりよほど危険な手合いだよ、あの女は」

      「……誰なんです？」

      　聞きたくはないが、効かないわけにもいかない。輝星はため息をついた。

      「ディアローズ・ビスタ・アーガレイン。わたしの姉にして、ノレド帝国次期皇位継承者──」

      「うわあ……」

      　予想もしない名前が出てうめく輝星。

      「ま、待てよ！ それって皇国に侵攻してる帝国艦隊の総大将じゃねえか！ なんでそんな大物がこいつを狙うんだよ!?」

      「練習機でわたしの《オルトクラッツァー》を墜としたのがよくなかった。それで目をつけられてしまったんだ」

      「百パーセントお前のせいじゃねーか!!」

      　サキのツッコミにヴァレンティナは「悪いとは思っている」と真顔で答えた。

      「姉は筋金入りのサディストだ。きみのような強い男性を屈服させたくなったのだろう」

      「そういうタイプかぁ……最悪だ」

      　輝星の立場は、地球で言えば男ばかりの軍隊で一人異様な戦果を挙げ続ける女騎士のようなものだ。タチの悪い変態からすれば非常にソソるものがあるようだ。

      「しかも、姉は知っての通り汚い手をためらわないタイプだ。きみを手に入れようと卑劣な手段に出ることは想像に難くない」

      「ぐっ……終末爆撃を仕掛けてくるような手合いですからね。そりゃあ一筋縄ではいかないでしょう」

      　ヴァレンティナの言葉に、やや冷静になったらしいシュレーアが苦渋の満ちた声で言う。

      「その通り。騎士道の通じる相手ではないんだよ。しかも悪いことに、頭だけはとてつもなく切れる。何人もいる姉を出し抜いて皇位継承権一位になるくらいだ」

      「……ええ、聞いたことはありますよ。無敗の姫、なんて呼ばれていることも。まったく……」

      　厄介な手合いに目をつけられたものだ。シュレーアはため息を吐いた。

      「とにかく、身辺には気を付けてほしい。戦場できみが後れを取るとは思わないが、ストライカーから降りれば一人の可憐な少年にすぎないわけだからね」

      「貧弱なのは事実だけどさぁ……」

      　言い様というものがある。輝星はぶぜんとした。

      「ふふ、すまないね。ところでシュレーア・ハインレッタ。わが愛を守りたいという点では、わたしときみの利害は一致していると思うがどうかな？」

      「……業腹ながら、その通りです。護衛をつけましょう」

      「そうしてくれたまえ。戦いくさで手加減するつもりはないが、その部分ではわたしも協力する」

      　そう言い切ってふうとヴァレンティナは息を吐いた。

      「わたしの話はこれで終わりだ。わが愛、また近くで隠れてわたしをコックピットから出してくれるかな？ 近くに部下を待機させてある」

      「はいはい。わかったよ」

      　さしもの輝星もいつセクハラを喰らうかわからないこんな状況ではまともに戦闘できない。先ほどから防戦一方だ。さっさとお引き取り願おうと、スススと機体を後退させた。

      「ちっ、仕方ありません。牧島中尉、援護しましょう」

      「はあ……了解。後ろから撃っちゃだめなんすよね？」

      「気持ちはわかりますが、騎士道に反します」

      「くっそー……」

      　ツヴァイハンダーと刀を構えて二機が敵部隊へ突っ込む。敵に意識がそちらへ集中したのを見計らって、手ごろな岩場に入り込んだ。コックピットハッチを解放する。

      「ありがとう。会えてうれしかったよ、我が愛」

      　そう言って、ヴァレンティナは咥えていた棒付きキャンディーを口から出し、輝星の頬を片手でやさしく包んだ。そのまま彼女は人形のように整った顔が近づけ、彼の額に唇をつける。香水だろうか、柑橘のようなさわやかな香りが輝星の鼻をくすぐった。

      「では、また会おう」

      　棒付きキャンディーを軽く振りつつ、そのまま彼女はコックピットの外へ出て行った。輝星は死んだ魚のような目で額に手を当てる。その場所へのキスは、ヴルド人が異性に行う最大限の愛情表現だった。

      　ちなみに、唇へのキスは普通はしない。ヴルド人女性の唾液には媚薬成分が含まれているため、ベッド以外でそんなことをするのは下品とされているからだ。

      「……戦列に戻ろう」

      　ごっそりと精神力を削られた輝星は、ため息を吐きつつコックピットハッチを閉鎖した。

      「あの野郎、身辺に気をつけろたってそれ以前に今この場がヤベエじゃねえか！」

      　ヴァレンティナが去って数十分後。サキが腹立たしげに叫んだ。敵の攻勢はいまだに止まっていない。相変わらず一機一機は大した強さではないが、こうも長時間の戦闘を強いられるとさすがに疲労もたまってくる。

      「しかし、退くわけにはいきません」

      　ヘビーマシンガンをブッ放しながらシュレーアが言い返した。先ほどいったん後退して補給を受けてきた彼女だったが、まともな休養もとらずに戦線に復帰した。二機でこれだけの攻勢をしのぐのは難しいと判断したからだ。

      「これだけの数、ゼニスに乗った我々だからこそ対抗できているのです。これがそのまま別の戦線に流れ込んだら……考えたくもありません」

      「とはいえ相手は明らかに二線級部隊、本命は他にいるはず。さすがにこのまま戦い続けるのも上手くない気がしてきましたよ」

      　輝星が唸る。陽動としては確かに機能しているが、さすがにこの程度の部隊でこちらを墜としきれると帝国の指揮官が考えているとは思いづらい。あのヴァレンティナも、総司令である姉を嫌いつつも能力は評価している様子だった。一筋縄ではいかない相手に違いない。

      「その通りです。こうして足止めしている間にも、敵の本隊は動いているはず。はっきり言って、彼我の主力同士がぶつかり合えばこちらに勝機はありません」

      　強力な遊撃戦力である輝星たちがこうしてどうでもいい戦線にくぎ付けにされているのは、当初の作戦からすればかなり逸脱しているといっていい。戦況は相手ペースで進んでいる。

      　シュレーアはちらりとサブモニターに表示された戦術マップを確認した。敵は小さくコンパクトに部隊をまとめているようだ。これではゲリラ戦法は通用しにくい。その上、まともに索敵機も飛ばせていない状況では相手の本命がどこにいるのかすらわからないのだからもうどうしようもない。

      「勝ち筋を……この戦いくさの勝ち筋を見つけなくては」

      　焦燥感をこらえつつ、シュレーアは呟いた。

      「勝ち筋ならありますよ。大丈夫ですって！」

      　そんな彼女に、輝星が明るい声で答える。敵機の射撃を回避し、全速で肉薄。パイルバンカーで刺し貫いてからさらに続けた。

      「今のところ相手方の想定通りに状況が動いている。だからいいんですよ。途中までは思惑に乗り続けるんです」

      「……というと？」

      　岩陰に身を隠してから、シュレーアがいぶかしげに聞いた。そこからひっくり返す手段などあるのだろうか。

      「相手は我々をずいぶんと評価しているみたいじゃないですか。本命の攻撃を行う際には、我々を絶対に近づけたくないはず」

      「それは……そうですね」

      　警戒されているのは私たちではなくあなた一人だと内心思いつつも、シュレーアはうなずいた。

      「つまり、本格的な決戦が始まるタイミングでこちらにもなにか仕掛けてくる可能性が高いわけです。ということはカウンターのチャンス」

      「なるほど、後の先を取ろうってハラか！」

      　サキがニヤリと笑う。防戦一方よりよほど面白みのある作戦だ。

      「相手が仕掛けてきた段階で、全力で皇国主力艦隊の元へ向かい、迎撃します。撤退にはだいぶ難儀しそうですが」

      「それで、勝ち目があると？」

      「ありますとも！ 勝って見せますよ、だって俺は北斗輝星ですから」

      　そう言って輝星は大声で笑った。しばらく考えて、シュレーアはその作戦に同意する。ゼニスとはいえ主力艦同士の砲撃戦に参加して大きな戦果を挙げられるとも思えなかったが、他にアイデアもない。

      「わかりました、それでいきましょう」

      　その声を聴いて、輝星は小さく息を吐く。操縦桿を握る手に力を込めた。

      「やんなるね。でも、どうしてもお前がやらなくちゃいけないことだ、北斗輝星」

      　マイクも拾わないような小さい声で、輝星は自分に言い聞かせた。遠くの空を見る。猛烈な勢いでこちらに接近してくる部隊がいた。気配から、これまでの敵とは練度が違うことは明らかだ。

      「タイミングよく来たみたいですよ。さあ、行きましょう！」

      　明るい声で言うなり、輝星は機体をジャンプさせた。そのままスラスターを全開にして敵部隊に突っ込む。

      「あっおい！ どこいくんだよ！」

      　それを見たサキが叫ぶ。ちらりと計器を確認すると、接近してくる敵部隊は《ジェッタ》よりも高熱を発している。高出力エンジンを搭載しているのだ。

      「これは……《レニオン》！ 近衛機ですか！」

      「おいおいおい、いきなり本気じゃねえか帝国の連中！ あいつ撤退つったのに突っ込んでいきやがったぞ」

      　あっけにとられる二人をしり目に、輝星はそのまま加速を続けた。四方八方から射撃が飛んでくるが、そのすべてを巧みに回避していく。

      　敵精鋭部隊との距離が詰まり、目視が可能になる。漆のように艶のある漆黒のストライカー部隊だった。《レニオン》という機種名のそれは、ノレド帝国では皇族直下の近衛隊にのみ配備されているハイスペック機だ。急速展開のためか、全機ライドブースターに搭乗している。

      「いたぞ、例の敵だ」

      「各機注意して当たれ、尋常の敵ではない」

      　にわかに騒がしくなる帝国側の通信。すると輝星はブラスターライフルを構え、発砲した。狙われた《レニオン》は近衛の名に恥じぬ反応速度で回避したが、二射目が肩口に命中した。さすがの装甲でそれに耐えるも、続けざまに放たれた三射目が同じ場所にあたる。吹き飛ばされる《レニオン》。

      「貰うぞ！」

      　そのまま敵の攻撃を回避しつつ、乗り手のいなくなったライドブースターを奪った。そのまま機首を反転し、スラスターを全開にする。ライドブースターも近衛用の特別仕様らしく、全身にかかる加速Ｇは尋常なものではない。

      「ぐっ……！」

      　胸の奥から込みあがってくる錆臭い息をこらえつつ、輝星は歯を食いしばった。目指すは皇国主力艦隊だ。

      「陛下！ 例の傭兵が本艦に着艦を求めています！」

      「なんだと!?」

      　皇国軍総旗艦《グロリアス》の管制オペレーターがそんな報告をしたのは、それから数十分ほど後のことだった。驚きのあまり、アリーシャは思わず司令席から立ち上る。記憶が確かなら、彼はさきほどまで皇国主力艦隊から遠く離れた戦域で戦っていたはずだ。それがどうしてこんなところに居るのか。

      「敵艦隊、なおも接近中です。会敵まで推定十分！」

      「……なんというタイミングだ、これが歴戦の傭兵の勘というものか。いいだろう、許可せよ」

      　敵の本命らしき部隊を確認したのが、ほんの数分前の話だ。増援にはとても間に合わないと考えていた。

      「了解しました」

      　オペレーターが着艦許可が出たことを伝えると、輝星は艦の後部から接近し着艦デッキに降り立つ。

      「あのライドブースター、帝国のじゃない？」

      「奪ってきたのか……」

      　甲板のクルーたちが口々にそんなことを言うが、輝星はコックピットから出もせず、再度航空管制オペレーターに通信をつないだ。敵がすぐそこにいるのだ。機体から降りてゆっくりしている暇などない。

      「弾薬の補充をお願いします。ブラスターのマガジンだけで大丈夫なので、ありったけ欲しい」

      「わかりました、すぐにもってこさせます」

      　オペレーターもすぐにうなずく。このギリギリの状況での着艦など、補給目的以外考えられない。物資は着艦要請の時点で手配していた。

      「それと、そちらの指揮官の方につないでいただけませんか？ 相談しておきたいことがあります」

      「えっ!? ……少々お待ちください」

      　戦果を挙げているとはいえ、一パイロットが総司令に突然面会を求めるというのはなかなかあることではない。慌ててオペレーターが通信を切り、アリーシャに聞く。

      「例の傭兵が陛下に話したいことがあると申しておりますが……いかがいたしましょう」

      「かまわん、つなげ」

      　もとより勝ち目の薄い戦いであり、希望があるとすればこの男だけだ、アリーシャは悩みもせずに即答した。

      「かしこまりました」

      　オペレーターが端末を操作する。《カリバーン・リヴァイブ》は着艦状態のため、レーザー通信で映像付きの通話が可能だ。アリーシャの手元のモニターに輝星の顔が映る。

      「あ、どうも。いきなりで申し訳ありません」

      「緊急時だ。早く要件を申せ」

      　冷たく返すアリーシャだが、その実彼の予想以上の容姿に面食らっていた。心臓に悪い顔だと、内心独りごちる。

      「話が早くて助かります。今接近してきてる相手の大物、アレの対処なんですが」

      「ああ。なにか手を考えているのか？」

      　そうであってくれ、というのがアリーシャの本心だった。ここでさっさと逃げた方がいいだなどと言われでもしたら完全に打つ手がなくなる。

      　本来ならば、敵の主力はストライカーやミサイル艇で十分なダメージを与えてから交戦を開始する算段だったのだ。しかし、その目論見はもろくも崩れ去った。効果的な奇襲、部隊の集中運用、そしてゼニス等の有力な部隊を無力化する戦術……。今のところ、皇国の作戦はなに一つうまくいっていない。

      「なんといっても、時間がないですから……あまり大きなことはできません」

      「だろうな」

      　アリーシャが唸った。

      「とりあえず、自分が敵艦隊に突っ込んでかく乱しつつ観測状況をこちらに送ります」

      「しかし少数で艦隊に攻撃を仕掛けたところで大したことは……ん？ そう言えば、貴様は我が娘の部隊にいたはず。シュレーアはどうしたのだ」

      「陛下、シュレーア殿下は現在敵の妨害にあい……我が艦隊と合流できたのは彼だけのようです」

      　その問いに答えたのは輝星ではなくオペレーターだった。輝星はライドブースターを奪い全力加速で振り切ったため突破できたのだが、シュレーアたちは帝国近衛隊によって足止めされていた。練度も装備も極めて高い帝国トップクラスの部隊なのだ。ゼニスに乗っているとはいえ、振り切るのはなかなかに難しい。

      「今は自分だけでなんとかするしかありません、できることをやります」

      「……ああ、頼んだ」

      　アリーシャとしてはそう返すしかない。手元にない戦力のことを考えても仕方ないのだ。

      「ああ、それと二つほどお願いがあるのですが……」

      　輝星の言葉に、アリーシャはうなずいてみせた。ここまでくれば、できることはなんでもやるつもりだ。

      「観測ついでにこちらから狙いやすそうな相手の艦を見繕って誘導します。その艦を全艦で集中攻撃してください」

      「なるほど、わかった。部下にも通達しておく」

      　不利な戦闘は避けられない。旗艦も無事では済まない可能性が高いのだ。万一の時に指揮系統が乱れて攻撃の統制が取れなくなるくらいなら、最初から攻撃の指示を委任したほうがマシだ。

      　もっとも、それより先に輝星が撃墜されるかもしれない。もの言いたげに参謀がアリーシャを見たが、彼女は無言でそれを制止する。まともにやっても勝ち目がないのだから、博打でもなんでも乗るほかない。

      「二つといったか。もう一つはなんだ」

      「艦隊戦時の戦法です。皇国艦隊には、できるだけ距離をとって戦ってほしいんです」

      「なんだと？」

      　眉を顰めるアリーシャ。帝国戦艦はセンサー性能も主砲の口径も皇国戦艦を上回っている。普通に考えれば、距離を取った方が不利になるはずなのだが……。

      「そっちの方が有利なんです。そうなるように動きますから」

      「……いいだろう」

      　しばし考えてから、アリーシャは同意した。この男を信じると決めた以上、奇妙な要求だろうと従うべきだと考えたのだ。これで実は輝星が帝国側のスパイだったら、自分たちは終わりだなとアリーシャは苦い笑みを浮かべる。

      「なにからなにまで口をはさんですみません。そろそろ、自分は行きます。間に合わなくなる」

      「ああ、任せたぞ」

      　通信を切って、アリーシャはため息を吐く。接敵が近いことを知らせるオペレーターの報告を聞きつつ、敵の向かってくる方角へと真っすぐに進む白い機体を見送る。

      「《凶星》か。願わくば、敵にとっての死兆星であってほしいところだが……さて」

      　決戦は近い。アリーシャは目を閉じ、祈るように手を合わせた。

      
        

      

      

      
        

      

      　帝国艦船特有の真紅の塗装が施された十数隻の巨大な戦艦の周りを、巡洋艦以下の補助艦艇がぎっしりと囲んでいる。いわゆる輪形陣と呼ばれる陣形だ。隠密性を捨てて空高く舞うその姿は、まさに王者というにふさわしい威容である。

      　その大艦隊は、ゆっくりと皇国艦隊に向かって進軍を続けている。そんな中、純白のストライカーが一機、帝国艦隊に向かって流星のような速度で独り突っ込んでいった。

      「敵機接近、一機のみです！」

      「たった一機で何をするつもりだ？ ……まあいい、一機だろうがなんだろうが、殿下の元へ敵を通すわけにはいかん。叩き落とせ！」

      　艦隊外縁部の巡洋艦や駆逐艦の高角砲・両用砲が《カリバーン・リヴァイブ》に向けられ、一斉にビームや対空榴弾を吐き出した。一撃でストライカーを撃墜できるだけの砲撃が、シャワーのような密度で飛んでくる。しかし輝星は、ひるむことなく回避機動を取った。砲撃の間をすり抜けるようにして、《カリバーン・リヴァイブ》は進んでいく。

      「やっべ……う、ごほっ」

      　コックピットの輝星は、全身を蝕む凶悪なまでのＧにせき込む。少なくない量の血が、咳に混じって吐き出された。両手を操縦桿から離すわけにはいけないため、それをぬぐうことすらままならない。

      「ぐ……でもな、俺がやんなきゃだれがやるんだよ!!」

      　明らかに無茶な攻撃だ。しかし、やめるわけにはいかない。狙いは敵戦艦群、対空砲を発射する中・小型巡洋艦や防空駆逐艦は無視し、艦隊中心部をめがけて飛び続けた。

      「なぜあの男を自由にさせた！ 絶対に拘束させておかねばならぬというのに！」

      　総旗艦《オーデルバンセン》の艦橋でディアローズが叫んだ。

      「殿下、いったいなんの問題が？ たった一機のストライカーでなにができるというのです」

      　参謀が冷静にそう言った。たしかに、ストライカーに搭載できる火力は限定的だ。どれだけ頑張っても撃沈できる戦艦は一隻のみ。大損害には違いないが、それだけでは勝敗は覆らない。

      「あれほどの兵つわものが無為無策で突っ込んでくるわけがなかろうが！ なにか策があるはずだ！」

      　ディアローズの本能が警鐘を鳴らしていた。アレの接近を許してはいけない。

      「直掩を剥がしたのが裏目に出たか、二線級部隊では足止めすらままならぬとは……！」

      　そう、足止め部隊として直掩機を派遣してしまったため、帝国艦隊の護衛機は最低限しかいなかった。結果《カリバーン・リヴァイブ》は対空砲火の嵐を抜け、艦隊中心部への突入に成功する。

      「間に合った……！」

      　それとほぼ同時に、皇国と帝国の戦端が開かれた。両艦隊の戦艦の主砲が吠える。猛烈な威力のビームや徹甲弾が飛び交う。

      「装甲が薄そうなのは……あれか」

      　旧式と思われるタイプの戦艦を指定して味方艦隊に送信しつつ、輝星は五三三ミリ・ガンランチャーの砲口を手近な戦艦へと向けた。狙うは射撃レーダー、戦艦だけあって大型のものを装備している。こんな大きなマトを外すはずもない。

      「まずは……一つ」

      　レーダー・アレイが吹き飛んだ。ついでにブラスターライフルも発砲し、航法レーダーやタキオン探信儀ターダー等ももぎ取っていく。

      「うっ……」

      　味方の戦艦が一隻、集中砲火を浴びて撃沈された。輝星の顔色が真っ青になる。

      「早く、しないと」

      　その間にも、敵戦艦の甲板に並んだ機関砲や高角砲が輝星を撃ち落とさんと盛んに射撃を続けている。無数の対空榴弾が爆ぜ、空中で無数の火球が炸裂していた。火球と機関砲弾の嵐を避けるためには、無茶な機動を続けざるを得ない。そのたびに輝星は血を吐いた。

      「またやられました！ 戦艦《グリゴー》、射撃レーダーを破壊され統制射撃不能！ 砲塔のセンサーのみで射撃を続行するとのことです！」

      「くっ……艦隊前進！ 被害を受けた艦が先頭だ！」

      　メインのレーダーを破壊されてしまえば、長距離射撃はままならなくなる。それを補うためにディアローズは交戦距離を詰めようとしたが、輝星の助言により帝国艦隊が前進しただけ皇国艦隊は後退し、遠距離戦に徹する。そうしている間に輝星がさらに射撃レーダーの破壊を続けていく。

      「戦艦《エレンゲン》が爆発しました！ 通信途絶！」

      　艦隊の左翼で火柱が上がった。威容を誇った帝国製戦艦は、舷側にいくつもの破孔をあけていた。その穴からは、猛烈な勢いで煙と炎が噴き出している。明らかに致命傷だ。戦艦《エレンゲン》はゆっくりと重力に引かれ高度をおとしていく。しかし、着底する前に再び大きな爆発が起こり、艦体が真っ二つに裂けた。

      「これで何人死んだか……」

      　輝星が血なまぐさい息を吐きつつ呟く。墜とされたのは、輝星が先ほど攻撃指示を出した戦艦だ。

      　ストライカーに搭載された脳波受信装置、ｉ─ｃｏｎはパイロット以外の人間の意志もいやおうなしに拾ってしまう。数百人の命が一瞬にして弾け飛んだ様が、輝星にははっきりと知覚できた。彼のｉ─ｃｏｎへの適合率が、あまりにも高すぎるがゆえに発生した悲劇だった。

      「……くそっ！」

      　だが、感傷に浸る暇などあるはずもない。血を失いすぎたのか、目もかすんできた。まともに前が見えない。いっそ、見えない方がましだ。輝星は目を閉じた。視覚がなくともストライカーは操縦できる。カメラやセンサーから得られる情報はｉ─ｃｏｎを通して直接脳に流し込めばいいのだ。負担は極めて大きいが、それでもやるしかない。

      　十分も経過すると、撃沈された帝国戦艦は四隻に増えていた。反面、皇国側は被害こそ受けているものの撃沈された戦艦は最初の一隻のみ。

      「敵の旗艦の特定はまだできんのか！」

      　内心の焦りを抑えつつ、ディアローズが聞く。

      「駄目です、皇国は特別艦を用いていません。標準型の戦艦ばかりで……」

      「く……貧乏国家が！ 新しそうな艦から狙うのだ！ 撃沈できずとも、艦橋に有効打を与えればいい！」

      　総大将が皇王アリーシャであることはディアローズも知っていた。これを仕留めれば敵の指揮が乱れ、突破口が見えるはずだ。

      　そんな彼女の願いが天に通じたか、《オーデルバンセン》の放った徹甲弾が皇国旗艦《グロリアス》の艦橋をえぐった。角度が良かったのか貫通こそしなかったものの、艦橋の装甲板は無残に歪んでいる。被弾の衝撃で、内部は大変なことになっているはずだ。すくなくとも、指揮を続行できる状態ではないと思われる。

      「く……外れか！」

      　だが、皇国艦隊の統制は乱れなかった。弱った艦への的確な集中攻撃を続けている。指揮官を仕留めたとは思えず、ディアローズは歯噛みする。

      「殿下、このままでは……ご出撃を！ あの傭兵を仕留めれば、まだ目はあります！」

      　皇国艦隊の正確な射撃は、《カリバーン・リヴァイブ》の観測あってのことだということは明らかだ。しかしこれを撃墜するのは至難の業。帝国トップクラスのストライカーを保有するディアローズが自らこれを撃退すれば、士気もあがることであるし一石二鳥だと参謀が主張した。

      「愚か者が！ それが向こうの狙いであるとなぜ気づかん！ むざむざ妾わらわが出ていけば、カモがネギと土鍋を背負ってやってきたようなものだぞ！」

      　正直な話、ディアローズは輝星と一対一で戦って勝つ自信はなかった。そしてその一騎打ちで敗北すれば、帝国の士気は回復不能なレベルまで低下するだろう。

      「殿下！ 敵の増援です！ ミサイル艇、および駆逐艦が合計五十。ストライカーも多数同伴しています！ 八時の方角より急速接近中」

      「ああああああああああ!!」

      　とうとう悲鳴を上げるディアローズ。帝国の別動隊によって誘引していた皇国の部隊が引き返してきたのだ。普段ならなんの問題もない程度の敵だが、混乱したこの状況では護衛艦隊を突破されかねない。

      「……全艦撤退！ 被害を受けた艦を先頭に全速力で本星系より脱出せよ！ 殿しんがりは《オーデルバンセン》が務めよ！」

      　こうなってはもうどうしようもない。勢いに乗っているのは皇国側だ。戦闘を続行したところで、被害を受けるのはこちらばかりだろう。これ以上傷を広げるわけにもいかず、やむなくディアローズは撤退を指示した。

      　大損害は被ったとはいえ、帝国艦隊はまだ潰走するほどひどい状態ではない。反撃をしつつも、的確な動きで引いていく。皇国主力艦隊もまた追撃に出るほどの余力はなかった。両者の距離は急速に離れていく。

      「……やっと終わった」

      　血の匂いが漂うコックピットで、輝星が呟く。皇国艦隊の方へ向かおうとスラスターを吹かしたが、突然ぷすんと沈黙してしまった。推進剤切れだ。そのまま地面に墜落し、土煙を上げながら転がっていく。

      「うっ」

      　ガタンと機体に衝撃が走り、動きが止まる。見れば撃沈された帝国戦艦にぶつかったようだった。輝星は朦朧とした様子で、メインモニターに大写しになった真紅の装甲板に手を伸ばす。

      「ったく、やんなるね……」

      　そこまで言って、彼の意識は完全に途切れた。

      
        

      

      

      
        

      

      「ええい、勝っても再起不能なほどやられてしまえば意味がないのだ！ なぜそれがわからん！」

      　無線の先に向かってディアローズは罵声を飛ばす。惑星ルボーアａの低軌道上、彼女は愛機である《ゼンティス》を駆り追撃に現れる皇国軍を迎撃していた。

      「一度負けたからなんだというのだ！ 次に勝てばよい！ わかったらさっさと退かぬか、馬鹿者！」

      　大きなため息を吐きつつ無線を切る。先ほどからずっとこのありさまだ。危険な状態だったのは皇帝直轄の部隊のみ。囮として運用していた諸侯軍はいまだに優勢な状態だった。そんな状況で撤退を指示したものだから、抗議の連絡がひっきりなしにディアローズの元へ飛んできていたのだ。

      「く……まったく、どいつもこいつも！」

      　愚痴をこぼしつつ、ディアローズはこちらに向けて発砲してきた《クレイモア》の攻撃をひらりと避け、すさまじい加速で肉薄した。

      「憂さ晴らしと行こうか！」

      　そして右手に構えたショットガンを至近距離から撃つ。散弾がすさまじい勢いで連射される。赤いショットシェルがベルトリンク給弾で砲の機関部へと吸い込まれていった。散弾の嵐に晒さらされた《クレイモア》は、装甲こそ貫かれなかったもののセンサーやスラスター類は軒並み吹き飛ばされ、満身創痍の状態だ。

      「さて、トドメといこう」

      　そう言ってディアローズが操縦桿のボタンを押すと、機体の右腕から触手めいた鞭が出てくる。すでに戦闘力など残っていない敵機に容赦なくディアローズは鞭を打ち付けた。ソレが装甲に接触すると同時に高圧電流が放たれ、バチバチと激しいスパークが上がった。

      「ぐあああああっ！」

      　接触回線で聞こえてくる相手パイロットの悲鳴に、ディアローズはくぐもった笑い声を漏らした。コックピットにはパイロット保護機能があるため死にはしていないだろうが、しばらく意識が戻らない程度のダメージは与えただろう。

      「ふん、他愛もない。だが、獲物はまだまだいるようだな？ 楽しませてもらおう」

      　そう言ってディアローズは残る皇国機に襲いかかった。

      「まあ、この程度か」

      　結局、皇国部隊の殲滅には三分もかからなかった。周囲には護衛の近衛機がいるが、大した相手ではなかったためすべてディアローズが手を下した。組織的な追撃を出す余裕など今の皇国にはない。こうして断続的に現れる部隊を彼女自ら倒すことで、敗北で失った部下たちの尊敬を少しでも取り戻す必要があるのだ。

      ふーっ……」

      　大きく息を吐くディアローズ。敵の悲鳴を聞いて少しは気分も晴れたが、撤退を続ける自軍の艦艇を見ていると再び胸に重いものがたまってくる。周囲に聞かれないようマイクのスイッチを切り、彼女は呟いた。

      「なんというありさまか。これでは母上に失望されてしまう……！」

      　自分で言っておいて、余計のその現実を認識してしまい苦い表情になるディアローズ。もう一度ため息を吐いてから考えを巡らせた。

      「お前などいらぬとは絶対に言われたくない」

      　そう言って彼女はぶるりと体を震わせた。彼女の母親、つまりノレド帝国の皇帝は非情で冷徹な人間だ。期待に沿えない者は、血のつながった相手であろうと容赦なく殺す。そうでなくとも、ディアローズは母に冷たい声で叱責されるのがなによりも嫌いだった。

      「とにかく、次で勝つしかない。戦艦は多少失ったが、補助艦艇はほとんど無事だ……もう一度まともにぶつかり合ったところで、イレギュラーがなければ勝てる」

      　そこまで言って彼女は天を仰いだ。真っ暗な空の真ん中で、禍々しい真紅の恒星が鈍い輝きを放っている。

      「イレギュラーがなければ……く、北斗輝星！」

      　忌々しげな表情で吐き捨てるディアローズ。

      「あの男がいなければ！ あの男がいなければ勝っていたのだぞ！」

      　ギリリと歯を鳴らすと、ディアローズは目をつぶって顔を両手で覆った。

      「勝って、勝っていたのに……ああ、妾わらわは負けたのか……。これが敗北か」

      　生まれて初めて敗北した。その事実を認識して、ディアローズはゆっくりと顔を上げる。その顔はなぜか紅潮していた。不可思議な感覚が脳髄を灼き、彼女は熱い息を吐く。

      「なんだ？ なんなのだ、この感覚は」

      　理解のできない自分の体の反応に、奇妙な笑みを浮かべつつディアローズはゾクゾクとした奇妙な快感が走る自分の体を抱いた。

      「すでに勝った時のことを考えて、昂たかぶっているのか？ こうも苦労させられたあの男を組み伏せ、好きなように嬲なぶる……」

      　甘美な想像だったが、不思議とあまりしっくりこなかった。だが、彼女は首を振ってその感覚をかき消す。

      「きっとそうだ。次の勝利を期待しているのだ、妾わらわは。くくく、まっておれよ、北斗輝星。貴様を捕らえ、屈服させてやるのが楽しみだ！ ははははっ！」

      　寒々しい哄笑を上げるディアローズ。しかしすぐに笑みは消え、ポツリと呟いた。

      「本当にそうなのか……？」

      　彼女の問いに答えてくれる者は、誰一人いなかった。

      
        

      

      
        第四章　新たなる戦いに向けて

      

      
        

      

      　ルボーア星系での戦いから、一か月が経過した。その間、皇国と帝国双方に大きな動きはない。どちらも大きな被害を受け、動くに動けない状態だったのだ。

      　輝星はといえば、皇都の病院で長期入院する羽目になっていた。味方に救助された段階で意識不明の重体だったのだから、当然のことだ。自然治癒ならば全治三か月はかかる重傷だったが、最新鋭の再生治療を受けることでなんとか快調。昨日、やっとのことで退院し、巡洋戦艦《レイディアント》へ帰ってくることができた。

      「よーん、ごー」

      　そんな彼が自室で何をしているかと言えば、腕立て伏せだった。絨毯の上にバイオい草で編まれたゴザを敷き、その上で真っ赤な顔をしながらトレーニングを続けている。

      「ろーく……うっ！」

      　わずか六回目で限界が来た輝星は、そのまま崩れ落ちてしまった。そのまましばらく咳き込み、はあはあと荒い息を吐く。

      「くそー、前は十回は行けたのに」

      　情けない声でそんなことを言う輝星。前からこうして毎日トレーニングは続けていたが、なぜか全く筋肉が増えないのが彼の悩みだった。まったく鍛えていない一般男性ですら、もっと多くの回数をこなせるはずだ。筋金入りの虚弱体質というほかない。

      「ああ、もう」

      　ため息を吐きつつ、彼はタオルで顔をぬぐった。大した運動をしたわけでもないのに汗まみれになってしまっている。どうしたものかと考えつつゴザに寝転んでいると、部屋の出入り口に設置された端末から呼び出しブザーが鳴った。どうやら来客らしい。

      「はいはい」

      　立ち上がり、ドアの前に向かう。ロックを解除しようとしたが、一瞬考えてから端末を操作する。液晶画面に部屋の外の様子が表示された。来客は二人、シュレーアとサキだ。これなら開けても問題あるまい。スイッチを押し、ドアを開けた。

      「うわっ!?」

      「あわわわ……」

      　ドアの向こうにいた二人は挨拶をしようと口を開くものの、輝星の姿を見て突然赤面し一歩後ずさった。その妙な反応に、輝星は小首をかしげる。

      「な、なんですかいきなり」

      「お、おま、お前！ そんなスケベな格好で出てくる馬鹿があるか！」

      「は？」

      　サキの言葉に思わず輝星は自分の服装を確認した。半袖のＴシャツに、『第二戌亥中学』と刺繍されたジャージのボトムス。学生時代の服をそのまま使い続けているあたり恥ずかしいといえば恥ずかしいが、スケベ呼ばわりされる謂いわれはない。

      「し、しかもそんな顔を赤くして、汗をかいて……い、いけませんよ！」

      　そんなことを言いつつも、シュレーアは息を荒くして一歩近づいた。思わず輝星は後ずさる。

      「なんでそれだけ汗をかいていい匂いさせてるんですか！ おかしいでしょう！ 普通汗というのは臭いものですよ！」

      「待ってください！ まって！ 待ちやがれ！ 気持ちはわかるが止せ！ 憲兵沙汰になるぞドスケベ皇女！ おい輝星！ この馬鹿大人しくさせるからさっさと着替えてシャワー浴びてこい！」

      「あっはい」

      　身の危険を感じた輝星は即座にドアを閉めロックをかけた。そのまま部屋に備え付けのシャワールームに直行する。

      「大変申し訳ございませんでした」

      　それから三十分後。艦内の小さなダイニングルームでシュレーアは深々と頭を下げていた。冷静になってみれば、ひどい醜態だった。彼女はすっかり恥じ入ってしまっていた。もっとも、この手のトラブルは二回目だ。輝星も慣れてしまった。

      「いやまあ、いいですよ。こちらも油断したのがよろしくなかった」

      「そうだぞ、お前。気をつけろよ？ もうちょっとあたしに忍耐力がなけりゃ、二人がかりで襲われてたぞ」

      「えっ」

      　疑問の声を上げたのは輝星ではなくシュレーアだった。

      「襲うなんて、そんな……私はちょっとダイレクトに匂いを堪能しようとしただけで……」

      「はあっ!?」

      　サキが顔をゆでダコのようにしながら椅子を蹴とばすようにして立ち上がった。

      「おま、お前……おそっ……襲えよそこは女として！」

      　そこまで言ってサキはハッと輝星の方を見た。なんとも言えない彼の表情に、慌てて手をブンブンと振る。

      「いやあたしは襲わねーよ!? 言葉のアヤなんだが!?」

      「あ、そう……」

      　なんで病み上がりにこんな目に合わなければならないのかという表情で輝星は天を仰いだ。とはいえ、いつまでもふてくされているわけにもいかない。彼は視線をテーブルの上に戻した。

      「……そろそろ食べません？ 冷めたらもったいないですよ」

      　そう言って輝星が指さしたのは、湯気を上げるトンカツだった。ただのトンカツではない。高級なオーガニック・ポークをぜいたくに用いた逸品だ。

      　今日日、こうしたオーガニック食品はそうそう手に入らない。とにかく人口の多いヴルド人の食を支えるためには、味そっちのけで収量を増やしたバイオ食材や合成食品に頼らざるをえないからだ。ではこの豚肉はどこから調達したのかと言えばこの二人が退院祝いに無理して用意してくれたらしい。部屋にやってきたのは、輝星にこれを食べさせるためだったのだ。

      「そ、それもそうだよな！ ははっ！」

      　しらじらしい笑い声をあげながらサキが席に戻る。そして白米が山盛りになった茶碗を取りつつ言った。

      「それじゃあ、さっさと食おうぜ。いやあ楽しみだなあ」

      　そういうわけで、輝星はご馳走を頂くこととなった。

      「そういや……入院中はマトモに戦争の情報が入ってこなかったんですけど、今どういう感じなんですかね？」

      　キャベツの千切りしかのっていない皿を名残惜しそうに箸で弄りながら、輝星が聞いた。

      「あー……」

      　それから十分後。三杯目になるおかわりを大きな茶碗によそっていたシュレーアは少し考えこみ、茶碗を置く。

      「それより、一ついいですか？」

      「なんです？」

      　質問に質問で返されると思わず小首をかしげる輝星。

      「その……敬語、やめていただきたいんですが」

      「えっ、なぜに!?」

      　相手は雇い主で皇族だ。いくら残念なところがあろうと普通に考えてタメ口など利けるはずもない。時々、思わず敬語が抜けるときもあったのは事実だが。

      「いやあ、そのぉ……なんといいますか。余所余所しいのは嫌といいますか、あんな女に負けたくないといいますか」

      「ちょっと前にさ、あの気持ち悪いクソストーカー女に敬語を使うなって言われて従っただろ？ それが悔しいんだとさ」

      「ええ……」

      　なんでそうなると半目になる輝星だったが、サキの言葉に偽りはないようでシュレーアはモジモジとしつつ赤い顔でそっぽを向いた。

      「それに、あなたに敬語を使われるほど上等な人間じゃないとハッキリ理解できましたし……肝心な時に間に合わない騎士になんの価値が……」

      　みるみる表情を曇らせながらブツブツとそんなことを独白し始めるシュレーアに、輝星は一瞬考え込んだ。どうやら、先の艦隊決戦に間に合わなかったことを気にしているらしい。

      　そうはいっても、精鋭の帝国近衛隊が全力で足止めをしたのだからそうそううまく突破できるはずもない。それに、直掩機として動いていればかなり手ごわい相手だったであろう近衛隊をくぎ付けにしてくれたのだから、むしろありがたいとさえ輝星は思っている。

      「俺もシュレーアも、やるべきことはキチンと果たしたんだ。だから勝てたんだよ。気にする必要はないと思うけどね」

      　だからこそ、あえて輝星は敬語をやめてそう言った。このくらいで彼女の気が楽になるというのならば、簡単なものだ。

      「う、いえ、しかし……」

      　そこまで言って、シュレーアは輝星とサキを交互に見た。祝いの席でもあるし、情けない姿も見せたくない。暗い気持ちを内心に押し込めつつ、彼女は笑顔でうなずいた。

      「そうですね、すいません」

      　そんなシュレーアの様子に、輝星は明らかに納得していない様子で小さく息を吐く。彼女の気持ちもわかる。追及をすることはなかった。

      「ええと、それで……今の戦況でしたか。落ち着いてますよ。向こうは戦艦をいくつも失ったのがショックだったのか、全然動きがないし。こっちもダメージが大きくて攻勢に出るのは辛い」

      「膠着状態ってやつだな。しばらく演習しかしてねえよ、あたしも」

      「なるほどね」

      　うなずく輝星。たいてい、大きな作戦の後にはこうなるものだ。双方、動くに動けない状況と見える。

      「そういえば、皇王陛下は？ 《グロリアス》が被弾してたみたいだけど、無事なのかな」

      「ええ、まあ。ひどい怪我を負いましたが、幸い命に別状はありません。今は皇都の……輝星さんが入院していた例の病院で療養しています。さすがに指揮を執れる状態ではありませんから」

      「ああ、あそこに。やけに立派な病院だと思ったけど、皇族も利用するような所だったとは……」

      　幸い、治療費は皇国持ちだった。後から入院費を請求されても、輝星は払いきれないだろう。

      「もっとも、そのせいで名目上の皇国軍の総大将は私になってしまいました。さすがに実質上の指揮はもともとの幕僚陣に任せていますが」

      　皇都の総司令部の幕僚たちがずらずらと《レイディアント》に乗り込んできて、ソラナたちと毎日喧々轟々とやりあっているのだ。自分が総大将などというものの器ではないことを理解しているシュレーアとしては、つらいものがある。

      「そりゃまた……大変だねえ」

      「ええ……」

      　深い深いため息を吐いて、シュレーアは白米を口に運んだ。

      「幸いにも、もうすぐ出張任務があります。そこで羽を伸ばしてきますよ」

      「出張？」

      「あたしも聞いてないっすよ。偵察にでも行くんすか？」

      「そんな物騒なものではありませんよ。物資の買い付けです。クシェル星系……ご存じでしょう？ 大きな交易ハブ港のある」

      「ああ、あそこか」

      　輝星も聞きなじみのある場所だった。多くの星間航路スターウェイの交差する、この地域における貿易の中心地だ。いくつもの商社が軒を連ねているため、弾薬だろうが食糧だろうがカネさえ出せば簡単に調達できる。

      「何度も行ったことがありますよ。この辺りでは一番馴染みの星系です」

      「ほう！」

      　シュレーアの目が輝いた。

      「では、一緒に行きますか？ 軍所有の高速船を使うので席は取れますよ」

      「え、なにそれ、ズル……」

      「ああ、じゃあお願いしようかな」

      　思わず零こぼすサキに苦笑しつつ、輝星はうなずいてみた。そしてふとしばし考えこむ。

      「……よく行く店があるんだ、あの星。よかったら、二人で……どうかな？」

      「え、えっ!?」

      「は!?」

      　二人が同時に声を上げた。サキがなにかを言おうとしたが、椅子を蹴り飛ばすような勢いで立ち上がったシュレーアに阻まれる。

      「よ、よろしいのですか？」

      「そりゃ、もちろん」

      「ぜ、ぜひぜひ！ お願いします！ いっやったああああああああああ!!」

      　降ってわいた幸運に、シュレーアは踊りださんばかりの勢いで大喜びする。サキが苦々しい表情で輝星を見た。

      「おい、あたしも連れてけよ」

      「駄目」

      「なんでさ」

      　すげない輝星の答えにサキは口を尖らせる。

      「二人じゃないとできない話をするから」

      　聞こえようによっては愛の告白でもするかのような言い草だった。だが、輝星の目にそういう色はない。むしろ、気が重そうな様子すらある。どうも尋常なことではないなと察したサキは、それ以上文句がつけられなくなってしまう。

      「……ったく、しゃーねーな」

      「ごめんよ」

      　小さな声で話し合う二人だったが、喜色満面といった様子のシュレーアはそれに気づかず一人で大盛り上がりしている。それを見たサキは深い深いため息を吐いた。

      　食事を終えた輝星は、サキと二人でストライカー格納デッキへと向かった。シュレーアはというと、ソラナによって作戦会議室へと無理やり引き摺られていってしまった。今後の方針についての話し合いだそうだ。

      「ああ、戻られたってのは本当だったんですね」

      　そんな二人を迎えたのは《カリバーン・リヴァイブ》の機付長だ。油で汚れた顔に苦笑いを浮かべ、片手をあげる。

      「どうもどうも。コックピット、ひどいことになってたでしょ？ だいぶ難儀をかけたんじゃないかって」

      　肺と内臓をやられ、しこたま吐血したせいで《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットはほとんど殺人現場かなにかのような状態になっていたはずだ。掃除担当はさぞ大変だっただろう。

      「いやいや、あの程度。被弾で滅茶苦茶になってるよりはよっぽどマシですよ。中身もご無事のようだし」

      「いやあ、ははは。恥ずかしながら帰ってまいりました」

      　照れたように笑う輝星。

      「実は、こういうのは初めてじゃないもんで。慣れたもんですよ、入院なんて」

      「お前、何度も何度もあんなことしてんのか……」

      　サキが半目になった。そもそも、Ｇ負荷で内臓を破壊されるなどそうそうあるものではない。カタログスペックだけを追求した実験機ならともかく、《カリバーン・リヴァイブ》は汎用性と扱いやすさを重視した機体なのだ。もしパイロットがサキならば、全力全開でカッ飛ばしたところでピンピンしているはずだ。

      「ヴルド人向けの機体って、だいたいとんでもなくオーバースペックだからさ。こいつに限らず」

      　整備ハンガーに固定された状態でたたずむ白亜のストライカーに視線を送りつつ、輝星は言った。

      「そんなんだから、地球人テランが無理すると簡単に体がぶっ壊れちゃんだよな、これが。まあ俺は地球人テランの中でもずいぶんと貧弱な方だから余計に、なんだけど」

      「ああ、なんか聞いたことあるな。地球人テラン向けのストライカーはずいぶんとヌルいスペックしてるとかなんとか」

      「キミら、俺たちから見ればずいぶんとデタラメな丈夫さをしてるから。無理もないよ」

      　法律で禁止されているサイボーグ化手術を行ったところで、地球人テランが彼女らにフィジカルで勝つのは不可能だ。当然、兵器に求められる安全性能も変わってくる。

      「あー、なるほどね。ずっと疑問に思ってたことが解消しましたよ」

      「疑問？」

      　機付長の言葉に輝星が聞き返す。

      「いやね、輝星さんの戦闘データ……ずいぶんと異様ですから」

      「そりゃあ、あれだけの活躍すりゃ異様に決まってるだろ。単機で主力艦隊に突っ込んで戦力差一対二をひっくり返すとか人間のやることじゃねえよ」

      　呆れたような口調のサキ。しかし機付長は「そうではなく」と彼女の言葉を否定する。

      「機体各部の稼働率ですよ。あり得ないくらい低いんです。前提知識なしにこのデータを見たら、私はまったく才能のない素人が乗ってると判断するでしょうね。ありていに言えば、機体のスペックをまったく生かせていない操縦ということです」

      「機体スペックをいかんなく発揮しちゃったら俺死んじゃうんで……」

      　旧式量産機ですらはっきり言って全力を出せば命が危ないのだ。ましてゼニスでそれを行えばどうなるかは火を見るよりも明らかだ。

      「なんつーか、宝の持ち腐れだな、それ……おれよりずっと強いヤツにそういうこと言うのは、不遜だと思うが」

      　もはや、サキは輝星と自分の戦闘力の差を完全に受け入れていた。何やら思うところがある様子のシュレーアと違い、彼女は柔軟だった。これで生身でも強ければ可愛げがないのだが、彼は生身では極めて貧弱な上無防備だ。戦場で世話になるぶんふだんは周囲の猛獣どもから守ってやらねばと、サキは考えていた。

      「まあでも事実なんだよなあ、残念ながら。結構悔しいんだけどさ、身体が丈夫ならもっと戦えるのにって……わりといつも思ってるよ」

      「やめとけ。無茶できるようになればなるほど無茶を続けるタイプだ、お前は。今くらいがちょうどいい」

      「そうかねぇ？」

      　口をへの字にしながら腕を組む輝星。

      「というか、すでに無茶しすぎなんだよ。あたしらが到着した時にはすでにお前、面会謝絶の重傷ってんで顔も合わせられずに後送されていくし……滅茶苦茶心配したんだぞ」

      「しゃーないよ。そうでもしなきゃ負けてた。ギリギリをひっくり返すには腹ァ決めて突っ込む他ないんだよね、やっぱり。使えるものは全部使わなきゃあ」

      　断定的な口調でそんなことを言う輝星に、思わずサキが顔をしかめた。同じような状況になれば、同じように自分の体を犠牲にしてでも突っ込んでいくつもりなのは明らかだ。

      「やめてくれよ？ 被弾もしてないのに死なれちゃ笑えばいいのか泣けばいいのかわからなくなる」

      「そうはいっても……」

      「そういうパイロットへの負担をできるだけ軽くするのが、技術屋の仕事なんですよね」

      　輝星の言葉を遮るようにして、機付長が空々しいくらいの明るい口調で言った。

      「ということで、パイロット不在の間に《カリバーン・リヴァイブ》に改造を施しました。今までの戦闘データをフィードバックしてね。いわば輝星カスタム！」

      「き、輝星カスタム？」

      　自信満々の様子の機付長に、輝星はごくりと生唾を飲み込んだ。

      「まずはあれをご覧ください。《カリバーン・リヴァイブ》の肩に小型バインダーが追加されているでしょう？」

      　言われてみれば、確かに《カリバーン・リヴァイブ》の左右の肩には見慣れない小さな盾のような装置がついていた。背部から伸びる細いアームによって保持されており、かなり広く可動範囲が取られていそうに見える。

      「シールド……にしてはやけに小ぢんまりとしてるな。なんだアレ」

      　サキが興味津々といった表情で聞く。彼女にはストライカー・オタクのケがあった。他人の機体とは言え新装備には興味津々だ。

      「対ミサイルレーザータレットです」

      　それに対し、機付長はふふんと自慢げに豊満な胸を張りつつ答えた。

      「あの装置の表面には無数の低出力レーザーの発振体が埋め込まれています。レーダーがミサイルの接近を感知すると自動で迎撃を開始、これを撃墜するという仕組みですね」

      「なるほど、グラディウス改の時の戦闘を参考にしたのか」

      　ヴァレンティナと初めて遭遇した一件だ。彼女の操る《オルトクラッツァー》が発射したマイクロミサイルにより、《グラディウス改》は大きな損傷を負った。まっすぐ飛ぶブラスターやマシンガンなどは回避しやすいが、自動で追尾してくるミサイルはかなり対処が難しい。

      「ご存じの通り、対ストライカーを主目的としたミサイルはあまり使用者がいません。コストが高く、その上貴族の使う武器としては見栄えが悪い。というワケで、普通のストライカーのミサイル対策はわりとおざなりなんですよね」

      「好んで使ってるうちの姫さまくらいだよなあ」

      　すぐ近くに固定されてあるシュレーアの愛機、《ミストルティン》をちらりと見ながらサキがぼやく。騎士だなんだとよく口にしているわりには、ガチガチの砲戦型の機体だ。貴族の機体は、おおむね華々しい近接戦に向いたセッティングをされていることが多いのだが……。

      「あの機体はあの機体なりのコンセプトがあるんですけどね。多数の敵を相手にせざるを得ない小国ゆえの苦肉の策というか……」

      　苦笑しつつ、機付長はシュレーアの弁護をした。単なる整備員ではなく皇国技術部の一員でもある彼女は、《ミストルティン》の発注や改装にも一枚かんでいる。

      「それはさておき、です。ミサイルが不人気なのは、あくまで普通にストライカーで戦う分にはブラスター等で十分だからというのが大きい。しかし、輝星さんの場合にはこれらの兵器はあまり有効には機能しません」

      「避けるも弾くも大して難しくないからね」

      「いやクソ難しいんだが？」

      　なんでもないことのように言う輝星に、サキは『これだから規格外は』と言わんばかりの声音で言い返す。

      「まあ、でも、そういうことですよ。私が帝国軍の指揮官なら、ミサイルを大量に装備させた機体を並べてつるべ打ちにします。輝星さんに関しては、コストや見栄を気にして墜とせる相手ではないわけで」

      「実際にやられた経験も何度もある。マジでだいぶキツいよアレ……」

      「そんなこと言いつつ無事じゃねーかお前」

      「そりゃあ俺、北斗輝星ですから。《凶星》の名は伊達じゃない」

      　自信満々の様子で笑ってから、「でも」と輝星は続けた。

      「こういう装備があると、確かにだいぶ楽ですね。信頼性はどの程度で？」

      「もちろん十分に確保してありますよ。ベースは輸送艦なんかに装備されてる小型デブリの撃墜用装備です。実戦証明バトルプルーフ済みというワケです」

      　待ってましたと言わんばかりの態度で返答する機付長。

      「レーザーみたいな熱だけでダメージを与える兵器は回生装甲に弱いのが難点ですが、ミサイルにそんなものはついてません。特にマイクロミサイルの類には効果抜群ですよ」

      　熱は電力への変換効率が高いため、回生装甲を装備した兵器にはまったく有効ではない。単なる荷電粒子砲に見えるブラスターも、正体は加速すればするほど質量を増す特性を持った特殊粒子による超高速徹甲弾であり、熱による破壊はあくまで副次効果だ。

      「それは心強い」

      「そうでしょうそうでしょう。ですが、改造はこれだけじゃあありませんよ」

      「マジかよ」

      　輝星より早くサキが食いついた。どちらの機体を改装したのかわからなくなりそうなレベルだ。

      「わかりやすいところで言えば、ブラスターライフルに銃剣がつきました。結構、ライフルを持ったまま近接戦に入る機会が多かったので」

      「ほう」

      　彼女の言葉の通り、壁にかけられた《カリバーン・リヴァイブ》の砲身の下には大ぶりな片刃の剣がついていた。歩兵用の銃剣としてよく見るナイフ相当のものではなく、単体でも短めの剣として十分使える大きさだ。

      「当然戦場での脱着も容易ですよ。フレキシブルに運用してください」

      「ふむ。迎撃にもいいし、奇襲にも使えそうですね。有り難く使わせてもらいます」

      「いいじゃん。あたしの使うマシンガンにもつけてほしいな」

      　キラキラとした目でサキがずいと前に出た。彼女の機体は近接戦特化タイプだ。射撃から即座に白兵に移ることが出来るのは大きなメリットだろう。

      「ええ……ショートマシンガンにですか？ むしろ取り回しが悪くなりそうだけど……。まあ、向こうの要員に相談してみますわ」

      　若干あきれ顔の機付長だが、パイロットの意向を無碍むげにするわけにもいかない。《ダインスレイフ》の改修は完全に管轄外とはいえ、整備員同士の付き合いはある。まあ、話のついでに伝えるくらいはしてやろうかとうなずいて見せた。

      「《カリバーン・リヴァイブ》の話に戻りますが、外見上での変化はこれくらいですね。あとは内部的な変化ですが、大きなところでは慣性制御機構のキャパシターが……」

      　どうやら、機付長の話はまだまだ続きそうである。ずいぶんと張り込んで改造してくれたなと、輝星は嬉しそうに笑った。

      
        

      

      

      
        

      

      　クシェル星系第五惑星、クシェル・セカンダス。地球よりやや小さい程度のサイズの天体であり、テラフォーミング（技術のベースとなった惑星が地球ではないため正しくは＂テラ＂フォームとは呼べないが）により可住惑星化されている。貿易の要衝であるこの星系において、クシェル・セカンダスは巨大な港として機能していた。

      　そんなクシェル・セカンダスの第三宇宙港。洋上に設置されたメガフロート都市の埠頭に、皇国の紋章をつけた小型の高速船がつながれていた。

      「うーん、もうちょっとかな……」

      　その船のすぐ前の桟橋で、輝星はぼんやりと夜空を眺めていた。シュレーアとの待ち合わせだ。彼女は商社との交渉のため、昨日から船をあけていた。予定ではもうすぐ帰ってくるはずだ。そのあと、例のレストランに行く手はずになっている。

      「散歩くらいさせてくれりゃあいいのになあ。相変わらず軟禁とは……暇つぶしにも飽きてきたよ」

      　シュレーアの厳命により、輝星は外出を禁じられていた。この都市は栄えている分、治安もよろしくない。万一のことを考えれば、シュレーアとしては船の外へ出したくはなかったのだ。

      　もっとも、輝星としてはそれでは面白くない。第三宇宙港は埠頭の使用料が安く、格安の貨客船をよく利用する輝星としては馴染みの場所だった。安全な楽しみ方も心得ている。

      「まったく……俺は箱入り娘じゃないぞ」

      「ちょっと」

      　ぼやく輝星に、声をかけてくる者がいた。顔を向けると、グレーの作業服姿の女がいた。帽子を目深にかぶって顔を隠しているものの、その正体はすぐにわかった。

      「牧島さん!? アンタ、《レイディアント》で留守番のはずじゃあ……」

      　その特徴的な黒髪のポニーテイルを見まがうはずもない。サキだ。彼女は口元に指をあてて、小さな声で答えた。

      「馬鹿、お前みたいな無防備なヤツを放っておけるか。密航してきたんだよ！ この船に」

      　彼女が指さしたのは輝星も乗ってきた皇国の高速船だ。

      「この小さい船で!? よくバレなかったなあ」

      「へへ、知り合いがいてな。かくまって貰ったんだよ」

      「そりゃ……また。そこまでしてついてくるほど、俺って頼りない？」

      　半目になりつつ輝星が聞く。シュレーアもそうだが、この頃心配されてばかりだ。有り難いといえばそうなのだが、過保護が過ぎるのではと思えてならない。

      「そりゃあな。ストライカーに乗ってないときのお前なんて、生まれたばかりのヒヨコみたいなもんだよ。タチの悪いヤツにひょいとポケットにいれて持ち去られちまいそうだ」

      「そこまでぇ？」

      　貧弱なのは事実なので言い返しにくいが、あまりの言いようにショックは隠せない輝星。

      「それに、あの助平と二人っきりになるのもヤバい。なんか薬とか盛られたらどうするんだよ」

      「いやそんなことするタイプじゃないでしょ殿下。ちょっとヘンタイみたいになってるときはあるけど」

      「変態みたいなじゃねえよそのものだよ。それに自分じゃヤバイと思ってても抑えきれないときがあるんだよ、女には。男のお前にはわからんだろうが……」

      「い、いやあ……」

      　貞淑なヴルド人男性ならともかく輝星は地球人テランだ。サキのいうこともまあ、理解できなくはない。今はだいぶ慣れてきたが、傭兵になったばかりの時には誘惑に屈しかけたこともあったのだ。もっとも、なんとか逃げ切ることには成功しているのだが。

      「とにかく！ お前にはコイツを渡しておく。しっかり持ってろ」

      　そう言って彼女が差し出してきたのは、何の変哲もない地味なデザインのペンだった。輝星は受け取ったそれをしげしげと眺めてみる。特に変わったところは見受けられないが……。

      「そいつはいわば防犯ブザーだ。ボタンを押せば、信号があたしの携帯端末に届く。ヤバイと思ったら押せ、すぐに助けに行くから」

      「またすごいもの持ってきたな……。そんな事態にはならないと思うけど、まあ有り難く借りとくよ。ありがとう」

      　あまりの過保護ぶりに輝星としても思うところがないわけではないが、百パーセント善意で用意してくれたことはわかる。文句は言わずに、いつものフライトジャケットの肩ポケットへひっかけた。

      「よろしい。……っと、そろそろあの女が来るな。それじゃあな！」

      　ちらりと埠頭の方を見て、サキは船の中へと帰っていった。船の中には何人も船員がいるはずだが、隠れる様子はない。根回しされているというのは本当のことなんだろう。

      「はぁ……」

      　輝星が小さくため息を吐いた。そのまま待つこと数分後、サキの言った通り、シュレーアが現れた。

      「ど、どうも。お待たせしました」

      　明らかに緊張した声音でそう言う彼女の服装は、ふだんとは異なっていた。紺色の袴に、薄浅葱色の羽織。そして足元はブーツという大正ロマンスタイルだ。月光に照らされる和服姿の白髪美少女は、まるで一枚の絵のように美しい。

      「ず、ずいぶんと気合いが入った格好だねぇ」

      　冷や汗を垂らしながら輝星が聞いた。

      「ど、どうです？ 和食の店と聞いたので、ちょっと奮発して買っちゃったんですが」

      「格好いいと思うよ、うん。隣にいる俺が浮きそうなくらい」

      　普段着姿の彼と並んで歩けば、目立つことこの上なしだ。行き先は特にドレスコードがあるような店ではないので、そこでも完全に浮いてしまうだろう。どうしたものかと輝星はうなる。

      「や、やった！ ……じゃ、じゃない。そそそ、そんなことないですよ。ふだん通りでも、輝星さんはかわいらしいですから！ むしろ私が釣り合いが取れてないと笑われそうで……ははは！ 困りますねえ」

      「んなアホな」

      　シュレーアも黙っていればたいがいの美少女である。釣り合いが取れていないと言われるならば、むしろ自分の方に原因があるだろうと輝星は考えていた。もっとも、男子の希少性と彼の容姿を考えれば、正しいのはシュレーアの方なのだが。

      「ま、まあそれはともかく！ それでは、向かうとしましょうか！」

      　上ずった声でそう言いつつ、シュレーアは手を差し出してくる。

      「えっ、手をつないで行くの!?」

      「い、いや、淑女として、こういう時はエスコートせねば……」

      　白磁のような肌を真っ赤に染めつつシュレーアは答えた。その態度に、思わず輝星は笑ってしまう。

      「案内するのは俺なんだけどね」

      「あ！ あわわ……そうでした……」

      　羞恥でさらに顔を赤くする彼女に、小さく息を吐く輝星。

      「ま、いいや。行こうか」

      「あ……」

      　彼女の手を取り輝星は歩き出した。頭の中が真っ白になったシュレーアは、目を白黒させながらそれについていくことしかできなかった。

      　その後、二人は三十分ほどかけて件の店へとやってきた。店員に案内された予約席は、畳敷きの小ぢんまりとした個室だ。掘りごたつが設えられており、テーブルには据え付け型の電気コンロが設置されている。

      「ここのすき焼きはねえ、結構好きなんだよね」

      「ほう、すき焼き」

      　コンロの上でぐつぐつと煮立つ平たい鉄鍋を見ながらシュレーアがごくりと生唾を飲んだ。

      「好物なんですか？ この料理が」

      「好きというか、亡くなった母の得意料理がこれだったんだ。ここのは味付けなんかも似てて……ノスタルジーってやつかな」

      「ほう、それは……さっそくいただきましょうか。楽しみです」

      　そういって、シュレーアは取り皿に取った肉を口に運び始める。そう高級でもない合成肉が使われているようだが、シェフの腕がよいのだろう。安っぽさを感じない、十二分に楽しめる味だった。しばし二人は、談笑しながら料理を楽しむ。

      「ふむ、これは……日本酒が合いそうですね。輝星さんもどうです？」

      　メニュー表を確認しながらシュレーアが聞いた。しかし輝星は首を横に振る。

      「いや、俺ってば一応未成年だから」

      　傭兵などというヤクザな仕事をしているとはいえ、無駄に法令違反をする気もない。輝星は首を左右に振った。

      「あっ、そうでしたか。失礼しました、ははは」

      　シュレーアも無理強いはしなかった。そのまま呼び出しボタンを押し、ふすまを開けて現れた店員にご飯の大盛りだけを注文する。

      「あれ、飲まないの？」

      「一人だけ飲んだりしませんよ」

      「悪いね」

      「まさかまさか。こうして二人で鍋をつついているだけで十分すぎるほど楽しいですよ、わたしは」

      　酒も入っていないというのに、ひどく上機嫌な様子でシュレーアは笑った。それを見た輝星が思わず目を伏せる。愉快になるような話をするために彼女を呼んだわけではないのだ。彼としても、思うところがあった。

      「……な、なんでしょう？ なにか、まずいことを言ってしまいましたか……？」

      　その様子に、一転不安げな様子で聞くシュレーア。輝星は無理に笑みを作って、手を振った。

      「いや、そういうわけじゃ。ただ、今日殿下を呼んだのは結構……シリアスの話をするためでね。だから、ちょっと」

      「……なるほど」

      　思い当たるフシは彼女にもあった。思わず表情を硬くし、先を促す。

      「やはり、先の作戦……ルボーア会戦の件ですか」

      「まあそうだね。ただ、その前からでもある」

      　腕を組みながら、輝星はそう言った。

      「……その節は、とんだご迷惑を。決戦に間に合わないなど、騎士にあるまじき醜態です」

      　先ほどまでの上機嫌な様子はどこへやら。明らかに自己嫌悪に満ちた表情でシュレーアは目をそらした。

      「そこなんだよ、間に合わなかったことは問題じゃない。むしろ、結果オーライなんだよね。さすがにあれだけの練度の部隊が直掩に帰ってきたら、俺としても相手艦隊のかく乱なんかできなかっただろうし」

      　輝星はじっとシュレーアを見つめつつ言うその言葉は、彼の本音だった。一撃与えてそのまま離脱したため、輝星は帝国近衛隊と正面から戦うことはなかった。

      　しかし、彼女らが精鋭部隊であるというのは最初の動きでわかっている。シュレーアとサキという十分な腕を持った二人のパイロットが足止めしなければ、近衛隊はさっさと主力艦隊の護衛に向かっていただろう。

      「殿下も牧島さんも、果たすべき仕事は果たした。そして作戦もうまくいった。これ、励ましのつもりでいってるんじゃないよ。単なる事実を羅列してるだけ」

      「しかし……輝星さんは重傷を負いました。守るべきものを守れない騎士など……」

      「俺はねえ、守ってもらう必要はないの。少なくともストライカーに乗ってる間はさ」

      　彼女の言葉を切るように、輝星は決断的な口調でそう言い切った。

      「お姫様……じゃないや。王子様じゃないんだよ、俺。パイロットなの。戦う人なの。一方的に守られるような存在じゃあない」

      「そ、それは……確かですが」

      　思わずシュレーアは輝星から目をそらした。現実として守られているのは、むしろシュレーアの方だ。無論彼女としてもそれは理解している。しかし、納得できるかといえば否だ。男性を前に出して自分はのうのうとしているなど、彼女が信奉している騎士道が許さない。

      「う、うう……いや、その通りです。理解はしているんです……」

      　じわりとシュレーアの目に涙が浮かんだ。乱暴な手つきでそれをぬぐう。頭に浮かぶのは、自分の無様な記憶ばかりだ。あれだけの醜態をさらしながら、ただ食事に誘われただけで完全に舞い上がってしまう。どこまで自分は単純なのだと、シュレーアは深く自己嫌悪した。

      「す、すみません。なんと情けない……！」

      　なんとか涙を止めようとするシュレーアだったが、むしろ情けなさと羞恥心から余計に涙腺が緩くなる。ぼろぼろと大粒の涙がテーブルを濡らしていく。

      「……聞かせたい話と、それから聞いておきたい話が一つずつあるんだ。いいかな？」

      　ひどく優しい声で聞く輝星に、シュレーアは視線を戻した。黒い瞳が真っすぐに彼女を見据えている。彼の目にはあざ笑うような色も、憐れむような色もなかった。

      「どんな……話ですか？」

      「この件の、根っこになる話。肝心要の部分」

      　静かな、しかし鋭い声音で輝星は言う。

      「俺は、あなたは、どうして戦っているのか？ それをお互いに知っておくべきだ。殿下の悩みを解消するにはね」

      
        

      

      

      
        

      

      「なんだか思った以上にシリアスな話になってきたぞ……」

      　耳に付けた小型スピーカーに指をあてながら、サキがぼそりと呟く。彼女は今、人気のない裏路地にいた。黒スーツに黒のソフト帽、おまけに夜だというのにサングラスをつけている。さらに腰には日本刀まで差しているのだから、もう言い逃れできないほどに不審者だった。

      「聞くべきか、聞かざるべきか。いや、万一ということもある……」

      　ぶつぶつと呟くサキ。だが、そうして迷っているうちに、いつの間にかスーツ姿の女の集団が足音も気配もなく忍び寄ってきた。彼女が気づいたのは本格的に囲まれてからだ。

      「うわっ!? なんだお前ら!?」

      　サキも素人ではない。それがこうも易々と囲まれるなど、尋常な相手ではないだろう。刀の柄に手を当てつつ吠えるサキ。

      「皇国情報部のモノだ。牧島サキ中尉だな？ なぜこんなところにいる」

      　中年の、しかし外見に不相応な油断ならぬ表情をした女が答えた。片手で身分証を開いてサキに見せる。どうやら本物のようだ。

      「なんだ、味方か」

      　ほっと息を吐き、サキは刀の柄から手を離した。現地警察か、あるいはマフィアの類かと思っていたのだ。しかし相手が皇国の軍人ならば争うつもりはない。

      「どうかな。貴様は確か、《レイディアント》で待機命令が出ていたはずだ。それがなぜか国外にいるなど……スパイと疑われても仕方ないのでは」

      「まさか。天地神明に誓ってやましいことはしてませんよ」

      　肩をすくめて見せるサキ。本気でやましいことはないと思っているため、疑いをかけられていても態度は堂々としたままだ。

      「要するに、アンタ方は殿下と北斗の護衛だろう？」

      「……そうだ」

      　誤魔化しても仕方がないと、中年女はうなずいて見せる。

      「あたしも似たようなモンさ。ほら聞いてみな」

      　そう言ってサキは耳に付けていた小型スピーカーを投げてよこした。疑いの表情でそれを耳に当てると、そこから聞こえてきたのは聞き覚えのある声。輝星とシュレーアだ。

      「これは……」

      「北斗のヤツにこっそり盗聴器を持たせておいたんだ。まずい状況になったらすぐに押し入れるようにな」

      　先ほど輝星に渡したペンの、もう一つの隠された機能がこれだった。通報機能などオマケ、本命はこちらである。もしシュレーアが輝星を襲った場合、ボタンを押す暇などない可能性が高いからだ。

      「あたしもアンタらと目的は同じってこった。もっとも、警戒してる対象は殿下だが」

      「いや、しかし、それは……」

      　なんとも言えない表情で、中年女は仲間たちと顔を見合わせる。サキの言わんとすることは、理解できなくもない。しかし主家の人間に対してあまりにも失礼ではないか。

      「殿下がそんな真似するはずがないだろう」

      「でもよ、あの人輝星の部屋に無理やり入ろうとしたことあるぜ。なんとかあたしが止めたが」

      「なっ！」

      　声を上げたのは別の若い情報部員だ。獣じみた耳をピンとたて、興奮した様子で続ける。

      「うらやま……じゃない、なんて破廉恥な真似を！」

      「そういえば、いやらしい目を件の傭兵に向けていたのを見たことがありますよ」

      「正直あんな可愛いコと二人っきりで個室とか私も我慢できる自信ないんですけど？」

      　口々にそんなことを言い始める情報部員たち。中年女はごほんと咳払いした。

      「やめないか。殿下に対してあまりにも不敬だぞ」

      　そうは言いつつも、彼女自身その顔には疑念の表情が浮かんでいた。シュレーアに暴走癖があるのは事実だからだ。

      「殿下はヘタ……じゃない、思慮深い方だ。男の色香に狂って暴走するはずがない」

      「しかし、課長！」

      　すっかりサキに乗せられてしまったらしい若い情報部員が抗弁するも、課長と呼ばれた中年女は手でそれを制止した。

      「だが、男女のことだ。万一ということもある。そして、そんなときに被害者になるのは男の方だ……」

      　遠い目をしながら、課長はビルの合間から覗く夜空を見上げた。ヴルド人の男と女では、身体スペックにあまりにも差がありすぎる。本気で女に抑え込まれれば、抵抗できる男などいないのだ。

      「私にもあの傭兵くらいの年の息子がいる。彼の悲しむ顔は見たくない。もしもの時は、我々も協力しよう」

      　そう言って課長は小型スピーカーをサキに返した。受けとって耳に装着してから、サキはニヤリと破顔する。

      「そう言ってくれると思ったぜ」

      「しかしだ。命令違反はいけない。この件は上に報告しておくからな」

      　一転、冷たい声で言う課長。サキは氷水をぶっかけられたような顔になった。

      「そ、そりゃないぜ。カンベンしてくれよ」

      「ま、訓戒と反省文程度で済むようとりなしてやる。安心しろ」

      「安心できねえよ！ あたしは文章書くのは大のニガテなんだ！」

      「見ればわかる」

      　にべもない課長の言い草に、周囲の情報部員たちは大笑いした。

      　一方、輝星らの方は、相変わらず緊迫した空気に包まれていた。盗聴されていることなど知りもしないのだから、当然である。

      「俺はなんで戦場にいると思う？ 借金は返し終えた。実家も今回の仕事の前金で買い戻せた。それでも俺は傭兵をやめるつもりはない。それはなぜか」

      　とても静かで穏やかな声で、輝星が聞く。涙を流したままのシュレーアは、その言葉を頭の中で反芻する。しかし、答えは出なかった。よもや、金のためであるはずもない。むしろ彼は金には頓着しない方だろう。短い付き合いだが、それくらいはわかる。

      「……わかりません」

      　ひどい鼻声で答えるシュレーア。輝星は苦笑して、フライトジャケットのポケットから出したポケットティッシュを手渡す。受け取った彼女は、おずおずといった様子で鼻をかんだ。

      「結局のところ、俺のエゴを押し通すには傭兵という立場が一番いいんだ。だから俺は傭兵を続ける」

      「エゴ……？」

      「そうだよ。自分勝手な欲望と言い換えてもいい」

      　思いもしない単語が出てきたせいでシュレーアは絶句する。欲望と聞けば生々しいが、どういう内容なのかはさっぱりわからない。まさか、戦場にありがちな捕虜に対する役得・・などではあるまい。

      「前にも何回も言ったけどね。俺は人が死んでるところに遭遇するのが滅茶苦茶嫌いだ。なんといっても、俺はｉ─ｃｏｎを通して人の感情の発露を見ることができるから」

      　窓の外に視線を向け、輝星は語る。シュレーアは口を挟まず、無言で鼻をすすった。

      「戦場ってのはやっぱり生き死にがかかってるからさ、みんな必死だ。死力を尽くして戦ってる。そういう人間の出す感情というのは……強く、激しく、そしてとても面白い」

      「それは……」

      　思った以上に悪趣味な話だった。だが、それを語る彼の表情はあまりにも静かで、シュレーアは何も言えなくなってしまう。

      「その激しい感情の発露が、死ねば一瞬で消える。あまりにももったいないじゃないか。その人間の心の熱と刻んできた人生の重みが、あっけなく弾けてなくなるんだぞ？ 俺はそれが許せない」

      　視線をシュレーアに戻し、輝星は微かに笑った。

      「傭兵という立場はいいよ。不殺のエースなんて存在が許容される。どんな荒唐無稽な目標を持っていたところで、結果を出し続ける限りは文句をすべて封殺できる。組織人じゃあ、そんな勝手は言ってられない」

      「殺させないために、輝星さんは戦っていると」

      「そう、一人でも多くね。俺は強いからさ、戦えば戦うほど彼我の死者を減らせる。パイロットを殺さないまま相手を無力化し続ければ、味方側の被害も減るじゃない」

      　それは、輝星ほどの規格外でなければとても通用しない話だった。しかし彼は実際に負け戦をひっくり返した。あそこまでやって文句を言うことができるのは、相当の恥知らずか部外者だけだろう。

      「しかし、だからといって……無茶をしすぎですよ。あなたは自分を削るような戦い方をしています。正直、見ていられないんです」

      　絞り出すような声でシュレーアは言った。思い出すのは、敵艦が沈んだ時の輝星の反応だ。明らかにひどいショックを受けていた。さらに言えば特攻じみた帝国主力艦隊への攻撃。勝ちはしたものの、彼は自機の加速力に肉体がついていかず生死の境をさまよう羽目になった。

      「あなたは……戦うことに向いていない。心も、身体も……。そんなあなたを、私は……」

      　その発言がいかに空虚なものかは、シュレーア自身が一番よくわかっていた。全力で戦ったところで、自分は輝星の足元にも及ばないのだ。ぼろぼろと大粒の涙が彼女の目からこぼれる。

      「それは理解してるんだけどね、止められるもんじゃあないんだよね。自分の本当のエゴってやつはさ」

      　そんな彼女を慰めるでもなく、輝星は笑う。下手な慰めなど、むしろ失礼にあたるだろうと彼は考えていた。

      「殿下もさ、自分の心を言葉にしてみてほしい。きみは本当はなにをしたいの？ 何をなしたいの？ 正直に、率直に応えてくれると嬉しい。それがどんな内容でも、俺は受け止める」

      「……」

      　しばし、シュレーアは考え込んだ。そしてゆっくりと口を開く。

      「私は、あなたを守れる人間になりたいです」

      「違うな」

      　きっぱりとした口調で輝星は彼女の発言をぶった切った。思わず目を見開くシュレーア。

      「繕っちゃだめだよ。汚くとも、醜くとも！ それが自分の本当の願望ならばそれから目をそらしてはいけない。自分の心とは一生付き合っていなきゃいけないんだ。こんな自分は自分じゃないと逃げ出したところで、死ぬまで追いかけまわされることになる。真正面から受け止めた方がいいんだよ」

      　シュレーアは黙り込んだ。目を閉じて、浅い息を何度か繰り返す。そして深く息を吸って、ゆっくりと吐き出した。

      「私は……私はあなたに、自分が強いということを見せたいんです。それで、『すごい！ 格好いい！ 結婚して！』って言われたいです……！」

      　とんでもなく情けない発言をしている自覚はあった。こんなことを言われれば、百年の恋でも冷めてしまうだろう。さぞ失望されただろうと、おずおずと輝星をうかがうシュレーア。だが、彼は満面の笑みを浮かべていた。

      「そうだ！ それでいい！ いいじゃないの、それでさ」

      「で、でも」

      「でもじゃないよ。自分でも信じていないような、耳触りの言いお題目を唱えるだけのヤツよりさ……どんな内容であれ自分のエゴに正直なヤツの方が強いんだよ。己の本当の願望を知っている分、それだけ一生懸命になれるからね」

      　輝星は体を乗り出して、シュレーアの肩をパンパンと叩いた。

      「ということはだ。殿下は今、少しだけ強くなったワケだ」

      「私が……強く？」

      　おずおずとシュレーアが呟く。いつの間にか、涙は止まっていた。

      「そうだ。そうやって一歩ずつ強くなっていくしかないんだよ、人間は。目標を達成するには、どんな内容であれ障害を乗り越える力が必要になってくるからね」

      　輝星の言葉にシュレーアはなにかを言おうとした。しかし、それよりも早く突如部屋の襖が音を立てて勢いよく開かれた。

      「話は聞かせてもらった！」

      　そして響き渡る大声。びくりとして二人が視線を向けた先には、なんと漆黒の軍服を纏まとった長身の金髪女がいた。ヴァレンティナだ。

      「な、なっ……！ なぜあなたがここに……！」

      　予想外の人物の登場に、シュレーアは一瞬脳がフリーズしかけた。しかし、彼女は腐っても騎士だ。目の前に〝敵〟がいる以上、身体は勝手に動く。

      「答えなさい！ どうしてあなたがここにいる！ ヴァレンティナ・トゥス・アーガレイン！」

      　彼女が懐からさっと取り出したのは、愛用のリボルバーだった。その大口径の銃口がヴァレンティナに向けられるが、彼女は涼しい顔で手を振る。

      「おっと、安心してほしい。なにも喧嘩を売りに来たわけではない。むしろ親睦を深めに来たのさ。──君たち、私は大丈夫だ。外で待っていてくれ」

      　最後の言葉は、背後に居るらしい護衛達に向けたものだ。銃口を向けられたまま、ヴァレンティナは個室に侵入し襖を閉めた。

      「やあ、我が愛。久しぶりだね。元気にしていたかな？」

      「い、いや、あんまり……」

      　なんでもないような表情をして問いかけてくるヴァレンティナに、輝星は引きつった顔で答えた。ほんの先日まで入院していたのだから、元気でなかったのは確かだ。

      「それはいけない！ 先の戦いは、なかなかの激戦だったからね。きみも大変だったんだね」

      「無視しないでいただけます!? 今すぐあの世に送って差し上げてもよろしいのですが!?」

      「ははは、そんな涙と鼻水でぐしゃぐしゃの顔で凄まれても怖くもなんともないよ」

      「なんだとぉ……！」

      　本気でぶっ放してやろうかと、銃のハンマーに指をかけるシュレーア。しかし、ヴァレンティナはそれを制止する。

      「やめたほうがいい。ここは交戦区域じゃないんだ。外交問題になってしまうぞ」

      「くっ……」

      　戦争中とはいえ、無関係な他国の領地で争いを起こしたとなれば問題になる。ヴァレンティナの方も武器を出す様子がないので、シュレーアは不承不承リボルバーを懐に戻した。

      「それでいい」

      　ニヤリと笑うヴァレンティナ。シュレーアはギリリと奥歯を噛み締めた。

      「で、でもホント、なんでこんなところにいるの？ 皇族が来るような店じゃないと思うんだけど、ここ」

      　おずおずと輝星が聞いた。この店はあくまで庶民向け、皇族どころか普通の貴族ですらまず訪れないだろう。まあ、そんなことを言えばシュレーアも一応皇族なのだが……。

      「なに、私もこの星系に用があってね。たまたま立ち寄った港で、皇国も取り引きの交渉のために皇女自ら来ていると耳にしたのさ。この女がいるということは、たぶんきみも同行してるんじゃないかとね」

      「い、いや、しかし店まで特定するというのは」

      「きみのことはいろいろ調べたんだ。好物、趣味、行きつけの店……この星に来たのならば、向かう店はここだろうと見当をつけたわけだよ」

      「やはり陰湿変態ストーカー……！」

      　ドン引きした表情でシュレーアが呻いた。

      「ははは、なんとでも言うがいい。わが愛、隣に座らせてもらうよ」

      「あっはい」

      　当然のように隣に腰掛けるヴァレンティナに、輝星はうなずくことしかできなかった。その隙にシュレーアが顔を拭く。確かにこんな顔では凄んだところでなんの効果もない。滑稽なだけだ。

      「お待たせしました」

      　そこに、シュレーアが注文した大盛りご飯を持ってきた仲居姿の店員が入ってきた。そしてただならぬ雰囲気で向かい合う二人の姫を目にして、あらあらと笑う。

      「なかなか大変なことになってますね、北斗さん」

      「ま、まあ……ははは」

      　顔見知りにそんなことを言われれば、輝星は笑ってごまかすしかない。店員は苦笑して、シュレーアの前に茶碗を置く。

      「負けちゃだめよ、女ならガッと行きなさいガッと！」

      　シュレーアの耳元でそんなことをささやくウェイトレス。思わぬ励ましに彼女はコクコクとうなずく。

      「すまない、具材をもう一人前用意してほしい」

      「はいはい、ただいま」

      　すました顔で注文を出すヴァレンティナ。店員は笑顔で部屋を去っていった。

      「さてさて、だ。実はね、悪いとは思ったんだが……君たちの話は外で少し聞かせてもらったんだ」

      　笑顔でそんなことをいきなり言い出したヴァレンティナに、シュレーアの顔面が蒼白になった。親兄弟にも聞かせたくないような発言をしたばかりなのだ。それをこの宿敵ともいえるような女に聞かれたなど、あってはならないことだ。

      「ど、どこから聞いていたのですか……！」

      「さあてね」

      　にやりと笑って、ヴァレンティナは肩をすくめた。

      「ぐっ……」

      　とんでもない弱みを晒した。シュレーアはギリリと歯を食いしばった。しかし、さしものヴァレンティナも武士の情けはあるようで、シュレーアの恥にはそれ以上は触れず視線を輝星の方へと戻した。

      「前々から、私は不思議に思っていたんだ。なぜ我が愛ほどの人物が、傭兵などやっているのかとね。ここまでの腕だ、仕官先などより取り見取りだろうに……とね」

      　シュレーアの件は話題に出す気がないのだろう。ヴァレンティナは気にせず話を続けていく。

      「出来るだけ人の死なない戦いがしたい。なるほど、一兵士の身の上ではそんなことは不可能だ。納得したよ」

      「ろくでもない願望だとは思ってるよ。俺は人の命を桜かなにかと勘違いしているフシがある」

      　腕を組みながら、輝星が口をへの字にした。人命重視といえば聞こえがいいが、その実態はかなりの悪趣味な嗜好だと輝星は思っていた。

      「ふふふ、いいじゃあないか。命を懸けて戦う人間ほど貴い、それは貴族という身分の根底にある考え方だ。私も理解できるとも。そして──」

      　にやと笑って、ヴァレンティナは親しげに輝星の肩に腕を絡めた。

      「それが失われるのはもったいないというのもね。人命は取り返しのつかないものだ。替えの効く道具などではない。わたしたちは、思想を同じくしているということだ。こんなにうれしいことはない」

      「は、はあ」

      　青筋を浮かべるシュレーアを伺いつつも、輝星はうなずく。まさか理解者ができるとは思いもしなかった。とはいえ、底知れない彼女のことだ。単に耳触りのいい言葉を並べてこちらを篭絡ろうらくしにかかっているだけかもしれない。

      「だからわたしの心は、今日ここで決まった。なにを目指すべきなのかが、はっきりわかったのさ」

      「ど、どういう？」

      「わたしは帝国をこの手に収める。そしてそれを、きみと……我が愛と共有しよう。わたしたちの国を作るんだ」

      　その突拍子もない発言に、輝星とシュレーアは「は!?」と声をハモらせた。

      「確かに、好き勝手戦えるのは傭兵のメリットだ。結果さえ出せば文句は言われない」

      　しかし、困惑された程度で言葉を引っ込めるヴァレンティナではない。したり顔でそう言いながら、彼女はどんぶりに入った生卵をかき混ぜ始めた。手元を見ることはせずに、視線は輝星に固定されたままだ。

      「しかし、きみはそれに限界を感じているはずだ。戦場において一個人がなせることなど、たかが知れているからね」

      「その一個人に主力艦隊をひっくり返された人がなにをいうんです？」

      　馬鹿にするような口調でシュレーアが言い返した。確かに、ルボーア会戦での帝国の敗北は輝星の直接的な活躍によるものだ。戦力差二倍以上で負けるなど、そうそうあることではない。

      　だが、言われた方のヴァレンティナは涼しい表情だった。ふんと鼻で笑い、口角を上げる。

      「今はそういうことを言っているんじゃないのさ。皇国の勝利と、我が愛の勝利はイコールではない」

      　冷たい声の指摘に、シュレーアはむっと口を尖らせた。反射的に言い返しそうになったが、やみくもに突っ込んだところでいいようにあしらわれるのは目に見えている。数秒考えこんでから、ゆっくりと口を開いた。

      「……たしかに、あの戦いでは大勢の戦死者が出ました。輝星さんにはつらい役目をさせてしまったと思います」

      　輝星自身が手を下したわけではないとはいえ、彼の援護の結果五隻もの帝国戦艦が撃沈されたのだ。砲戦に巻き込まれた補助艦艇や大型巡洋艦などの被害も考えれば、総戦死者は下手をすれば五桁に届くかもしれない。＂死なせない＂ことを主眼にしている彼からすれば、不本意な結果だろう。

      「ですが、あれですらあり得ないほど素晴らしい結果です。一歩間違えれば虐殺まがいの惨敗を喫し、避難民が大勢詰めかけて避難もままならない皇都を終末爆撃が襲う……」

      　遠い目をしながら、シュレーアは最悪の結末を語った。しかし、そういう結果になる可能性は極めて高かったのだ。当事者からすれば、感謝しこそすれ文句を言う通りなどない。

      「そうなれば死者は数百億を超えるでしょう。それに比べれば、よほどマシです」

      「それについては同感だよ」

      　取り箸で鍋から肉を引っ張り出しつつうなずくヴァレンティナ。先ほど追加の具材が来たため、鍋にはたっぷりの肉と野菜が乗っている。

      「味方とはいえ、姉上はやりすぎだと私も感じている。まったく、なぜこんな非道な手段にでたのか、わたしには理解できないな」

      　敵国とはいえ一般民衆ごと惑星上を焼き払う終末爆撃は、彼女も当初から一貫して反対の立場をとっていた。

      「だが、しかし……この馬鹿げた戦いを、唯一余計な死者を出さずに止められる人間が一人だけいる。わかるかな？」

      「……皇帝。ノレド帝国の」

      　黙ってネギを食べていた輝星がぼそりと呟いた。もともとこの戦争は領地欲しさに帝国側から一方的に仕掛けてきた戦争だ。その帝国の最高権力者であれば、確かに戦争を止められるだろう。引き金を引いた本人なのだから。

      「その通り」

      　わが意を得たりとばかりにヴァレンティナがうなずいた。もっとも、いかな貴族主義専制国家とはいえ、国を動かしているのは皇帝一人ではない。たとえ皇帝が反対したところで、結局戦争になっていた可能性は十分にある。

      　それに思い至らないのは、ひとえに彼女の若さからだろう。政治に手を出さず、一軍人として過ごしてきた彼女のこれまでの生き方にも原因がある。

      「わたしの皇位継承権は最下位だ。皇帝の座など、生まれてこの方眼中になかった。……だが、きみに出会って考えが変わった。大きなことを成すには大きな力が必要だ」

      「ま、常々それは思ってるよ、俺もね」

      　輝星は軽いため息を吐いた。それを見て、シュレーアが眉を顰ひそめる。

      「輝星さん」

      「いや、大丈夫。結局、政治力なんてのは俺の魂と体の延長線上に存在するチカラじゃないんだよね。俺がなんとかできる範囲は、自分の手が届く場所までだ。政治でどうこう、というのは……」

      「それに、この女のことです。うまく輝星さんの力を利用して、自らの野望を叶えようとしているとしか思えませんね」

      　不信感に満ちた目つきでヴァレンティナを睨むシュレーア。子飼いの部下として輝星を使えば、皇位継承レースをうまく進めることなど容易なことだろう。

      　双子三つ子も普通なヴルド人においては、家督の継承権は生まれ順ではなく能力で指定されるのが普通だ。家長が生きているうちに成果さえ上げれば継承権も繰り上がる。

      「性欲も野心も満たそうとは……なんという不埒な女か」

      「さすがにそこまで言われたのは生まれて初めてだよ」

      　さしものヴァレンティナも苦笑が隠せなかった。頬を掻き、つづける。

      「当然だが、そのつもりはないよ。愛する人を薄汚い政争の矢面に立たせるつもりはない」

      「数回しか会ったことのない相手に愛だのなんだの、よく言えるねえ」

      　感心すればいいのか呆れればいいのかわからない様子で輝星が呟く。当たり前だが輝星にそのつもりはない。彼とて健全な男だ。ベッドインすれば三途の川が見えてしまいそうな手合いと結婚するつもりはさらさらない。

      「ふっ、回数など大した問題じゃないさ。きみと会ったあの日、わたしの心は激しく震えたんだ。これこそが真実の愛、殉じるべき道だとね」

      「うわお」

      　歯の浮くようなセリフをぶつけられて、輝星は思わず肩をすくめた。その前ではシュレーアが吐きそうな顔をしている。

      「だからこそ、わたしは一人でも戦うとも。必ず皇位をこの手にし、きみを迎えに行く。それまで、どうか待っていてほしいな」

      　さらりと指先で輝星の頬を撫でつつ、耳に息を吐きかけるようにささやくヴァレンティナ。シュレーアが即座に立ち上がろうとしたが、ヴァレンティナはすぐに身を離してにやりと笑った。

      「おおっと、すまない。失礼した」

      「ふん……次に目に余ることをすれば、店からたたき出します」

      「おお、怖い怖い」

      　笑顔のままヴァレンティナはそう言うが、ふと左手に着けたミリタリー・ウォッチにちらりと視線を向けた。笑顔が消え、小さくため息を吐く。

      「……しまった、そろそろ艦に戻らねば。まったく、楽しい時間とはあっという間に過ぎるものだな」

      「あれ、もう帰るの？ ちゃんと腹いっぱい食べた？」

      「はは、我が愛は優しいな。大丈夫さ、十分に堪能させてもらった」

      　手をひらひらとふるヴァレンティナ。言われてみれば、いつの間にか鍋の中身は減っている。輝星は小食気味の人間だし、シュレーアは食事どころではなくなっている。犯人はヴァレンティナだろう。

      「では次に会う時まで壮健であっておくれ、我が愛よ」

      　そういってヴァレンティナは立ち上がり、そして一瞬の隙をついて輝星の額にキスをする。柔らかい感触に、思わず輝星が身を引く。

      「こ、こ、この破廉恥女！ ゆるさんっ!!」

      「ははは、撃たれる前に退散しよう。ではな！」

      　銃を即座に抜くシュレーアに笑みを投げかけつつ、ヴァレンティナは風のように去っていく。後に残されたシュレーアは、怒りからか肩で息をしていた。

      「く、くそ……次会ったらタダでは置かない……」

      「お、落ち着こう。な？」

      　いつもの敬語すら忘れて激怒するシュレーアに、思わず輝星は身を乗り出して彼女の肩を揺すった。ふうふうと荒い息を吐きつつ、ギラギラとした目つきを輝星に向けるシュレーア。

      「ウジウジ悩むのはもう止めです。自分がいま弱いのは仕方ない……しかし、なんとしても強くなり、ヤツを仕留めます。絶対に！」

      　嫉妬と怒りの炎を燃やす彼女の目に、泣いていた時の弱気な雰囲気など微塵も残っていなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　すき焼き屋の一件があって数日が過ぎた。結局あの後は何事も起こらず、二人は無事に《レイディアント》に帰還することができたが、目の前であのような目をされたシュレーアの心中は穏やかではない。

      　今日も今日とて続く会議をこっそり抜け出した彼女が向かった先は、艦内の射撃練習場だった。陸戦隊の訓練用に設置されたその施設は、陸上のモノよりもやや狭いものの十分な設備を備えている。

      「……」

      　シュレーアは大口径の軍用ライフルを構えていた。堂に入った、美しい射撃フォームだ。マトである人型のメタルシルエットが不規則に立ち上がると、正確かつ迅速に発砲。銃声と同時にメタルシルエットの頭部に着弾し、バタンと音を立てて倒れる。

      「ふう」

      　息を吐きつつ、空になったプラスチック製のマガジンを排出。ベストにつけた予備マガジンを叩き込む。彼女の足元には、すでに大量の空マガジンが落ちていた。

      　そのまま、無心で射撃を続ける。彼女の周囲にはほかにも数人のクルーがいたが、その鬼気迫る様子に恐れをなしたかだれ一人声をかけようとはしない。室内に響くのは銃声のみだ。

      「あれま、こんなところにいたんすか。珍しいっすね」

      　だが、射撃場に入ってきたサキによってその沈黙は破られた。ラフな格好をした彼女はシュレーアのものと同じライフルを手に携えている。

      「……あなたこそ。ふだんは道場の方ばかりでしょう？」

      　銃の構えを解き、シュレーアは静かな声でいう。《レイディアント》にはこの射撃場のほかに、主に格闘などの鍛錬に用いられる修練場が設けられていた。機体も剣術メインとあって、サキはそちらばかり通っていたのだ。

      「まー、あたしも思うことがありましてね」

      　サキは目をそらしつつ答えた。盗聴器で余計なことを聞いてしまったことに、少なからず罪悪感を抱いているのだ。あの夜は結局、二人が顔を合わせることはなかった。万一に備えて店の外で待機していたものの、何事もなく会食が終わってしまったからだ。もしヴァレンティナやその護衛がなにかしでかせば、窓を破って救援に駆け付ける手はずになっていたのだが……。

      　というわけで、サキはシュレーアが泣いたことやあの情けない告白をしたことなどを一方的に知っている状態だ。さすがに面と向かって『あの夜の話は盗聴していたので私も知っています』などとは口が裂けても言えないものの、なんとか助けてやりたいという気持ちはあった。

      「カタナ振り回すだけじゃあ駄目だと思ったんですよ。やれることを増やさなきゃあって」

      「……よい心がけです」

      　ぎこちなく笑うシュレーア。ｉ─ｃｏｎを介して操縦するストライカーは、操縦者の戦闘技能も操作に影響する。生身で射撃のうまいパイロットは、ストライカーに乗っても同じように高度な射撃をこなすことができる。

      「この後は剣術の鍛錬をするつもりなのですが、よろしければ付き合ってもらっても？」

      「いいっすよ」

      　肩をすくめるサキ。射撃練習だけでもなかなか疲れるはずだが、どうやらまだまだトレーニングを続けるつもりらしい。

      「気合い入ってますね」

      「まあ……」

      　遠い目でシュレーアは言い淀んだ。

      「とりあえずの目標ができたんですよ。それを達成しなければ、話にならないとわかりました」

      「目標っすか。よければ聞いても？」

      「構いませんよ」

      　そう言ってシュレーアはふっと笑った。吹っ切れたような笑顔だ。それを見て、サキが密かに胸を撫でおろす。どうやら暗い感情は引き摺っていないようだ。

      「一つは、あの帝国のド変態陰湿粘着ストーカーを排除すること」

      「そりゃあたしも同感ですね。あのカスは塵にしなきゃ安心できねえ」

      　行く先々であらわれて輝星にセクハラをかましてくるのだ。断じて許せるものではない。サキの握るライフルのグリップがぎちぎちと音を立てた。思い出すだけで腹立たしい。

      「とはいえ奴は強敵です。立場が立場だけに、一騎討ちに引きずり込まない限り護衛も排除する必要があるのです……！ 生半可な実力ではなせません」

      　同じ気持ちなのだろう、シュレーアの目も怒りに燃えていた。思わずサキがクスリと笑うと、シュレーアも続いた。しばし二人で大笑いし、和やかな空気が流れる。

      「ふふ、こんなに笑ったのは久しぶりかもしれません」

      　にじんだ涙を拭きながら、シュレーアが言う。

      「そっすね。ほんのこの間まで負け続きでしたし」

      　ルボーア会戦で勝利するまでは、皇国軍は敗北ばかりだった。向こうの非道な戦術もあり、軍の内部ではずっと暗い雰囲気が漂っていたのだ。

      「ところで、一つはってことは……他にもあるんですか？ 目標が」

      「ええ」

      　シュレーアがうなずいた。ヴァレンティナの排除も重要だが、やるべきことはそれだけではない。

      「二つ目は、少しでも強くなることです。こんな実力ではあの人を守れない、なんて泣き言を言っていても仕方ないと理解しました。一歩ずつでも強くなって、しっかりとした援護を届ける。今の私がやるべきことです」

      　そうすることで、輝星の負担を少しでも減らす。それがシュレーアの願いだった。彼の活躍が皇国の勝利に直結するのは明白な事実だ。一個人としても、そしてカレンシア皇国の皇女としても、輝星とともに戦うことは間違っていないとシュレーアは感じていた。

      　ならば、やるべきことは一つ。トレーニングあるのみだ。銃を撃ち、剣を振り、そして基礎トレーニングも余計にやる。強くなるために打てる手はすべて打つ。

      「今は無理でも、いずれ格好いいところを見せて……ふふふ……」

      「なんて言いました、今？」

      「いやなんでも」

      　シュレーアは目をそらしながら笑った。あの夜、彼女に本音をぶつけられた輝星はそれを否定しなかった。シュレーアはそれに救われた気分になったのだ。だから、己を偽って耳触りのいい言い訳を並べるのはやめた。輝星の前で活躍し、彼を惚れさせてみせる。そのための努力を惜しむつもりはなかった。

      「さ、無駄話はここまでです。時間は有限ですからね」

      「はいはい」

      　事情を知っているだけに、そんなシュレーアの内心をサキは理解していた。苦笑しながら、自分も射撃ブースへと向かう。

      「さてさて。あたしも頑張りますかねっと！」

      
        

      

      

      
        

      

      「グロリアスも最低限の修理が終わり、戦線復帰が可能です。攻勢に出られるだけの準備は整いました」

      　大型液晶パネルの前で軍服姿の老女が熱弁を振るう。レイト・カデンツァ軍務公。カレンシア皇国軍の参謀総長だ。現在の皇国軍における、実質的なトップと言っていい人物である。総指揮官や総大将と言った名目上のトップは、あくまで権威性や象徴性を維持するためのものでしかない。

      「我々皇国軍はいままで、無様な敗走を重ね続けてきました。しかし、それもここまで。捲土重来の時が来たのです！」

      　いささか熱の入りすぎた様子でそう言い切る参謀総長を、輝星はなんとも言えない表情で眺める。損傷した《グロリアス》の代わりに皇国軍の総旗艦となった《レイディアント》の作戦会議室には、煮詰まった雰囲気が漂っていた。

      「しかし、帝国との戦力差はいまだに大きい。攻勢に出たところで勝機はありましょうか、参謀総長殿」

      　疑問の声を上げるのはシュレーア直属の部下であり、彼女の昇進に伴って大本営直属の参謀へと格上げになったソラナだ。彼女は参謀総長の提示する攻撃案が不服なようで、不満もあらわに立ち上がって言葉を続ける。

      「先の会戦で勝利できたのは、地の利と北斗氏の獅子奮迅の活躍あってのことであります。あのような奇跡を期待して打って出るのは、いささか確実性に欠けるのでは」

      「だからといって、いつまでも自陣に引きこもっていては勝てる戦も勝てはしません。ソラナ軍務候、そういった考え方は敗北主義というのです」

      　年齢に見合わない覇気のこもった目つきでソラナを睨みつけながら、参謀総長は真正面から言い放つ。勝利に酔っているのか、あるいはいまだ続く危機的状況に焦っているのか……その声音には、異様な熱気があった。

      「怯懦きょうだの徒に指揮官は務まりません。仮にも貴族を名乗るならば、そのような雄々しい・・・・思考はさっさと放棄しなさい」

      「なっ……！」

      　ソラナの顔が真っ赤に染まった。攻撃一辺倒のこの参謀総長は、慎重策を好むソラナとは犬猿の仲だ。つかみ合いの喧嘩に発展しかけたことも一度や二度ではない。

      「味方同士で罵り合っても、何の建設性もありませんよ。やめてください」

      　うんざりした表情で二人を止めるのはシュレーアだ。会議のたびにこんなやり取りがあるのだ。彼女もいい加減嫌になってきていた。

      「それに、この場には男性もいるのです。雄々しいなどという言葉は控えていただきたい」

      「ふん。作戦会議の男が参加するなど、私は最初から反対しているのですがね」

      　シュレーアの言葉に、参謀総長は輝星を睨みつけた。そうは言われても、別に彼も好きでこの場にいるわけではない。会議が煮詰まって前に進まないから、なにか意見があれば出してくれとシュレーアに半ば無理やり連れてこられただけなのだ。

      「ははは……すいませんね」

      　輝星としては、曖昧に笑ってやり過ごすしかない。しかしその笑顔を正面から受けた参謀総長は思わず頬を赤く染め、目をそらした。

      「ま、まあ、カレが前回の作戦で重要な役割を果たしたのは、私も認めていますが……」

      「その通りです」

      　同意するシュレーアの声と目つきは完全に冷めていた。なに年甲斐もなくときめいているんだと言わんばかりの表情だ。

      「ふ、ふん。まあいいでしょう。傭兵、あなたは次に皇国がとるべき作戦について、どう考えているのです？ ま、参考までに聞きますが」

      「どうと言われましてもねえ」

      　輝星はあくまで現場側の人間だ。作戦について意見を求められても答えることはできない。士官学校を出ているわけではないので、戦略や戦術についての勉強などしていないのだ。

      「ええと、ちょっとお聞きしたいんですけど……弾薬タマや推進剤ガスの備蓄とか、どうなってるんです？」

      「あるよ」

      　答えたのは参謀総長ではなく、シュレーアとよく似た容姿の白髪ショートカットの少女だ。周囲にいる軍人たちとはデザインの異なる、やや地味な軍服を着用している。これは、情報部門の将校に支給される軍服だ。

      　本来、物資の備蓄に関する報告などを担当するのは兵站部門の幕僚であるはずなのだが……会議場に、それらしき姿はない。戦死したか、蒸発したか……そのどちらだろう。輝星がやってくる前までの戦況は、後方職種であっても容赦なく死んでいくほどひどかった。

      「もともとはあんまりなかったけどね、この間のシュレーアちゃんが物資の買い付けにいってくれたじゃない？ それがもうすぐ到着するはずだから」

      「あまり多くは調達できませんでしたが……なんとかなりそうですか、姉上」

      「攻勢一回分ならなんとかなるよ。そのあとはちょっと厳しいけど……」

      　少女は難しい表情で手元の端末で情報を確認しつつ、慎重な口調で続ける。

      「けど、外征じゃないんだから補給路上での損耗は最低限に抑えられる。なんとかなるはず」

      「なるほど、ありがとうございます」

      　うなずいてから、輝星は視線を参謀総長へ戻した。

      「物資が届きさえするのであれば、自分は戦えますよ。相手がなんであれ暴れて御覧にいれます」

      　結局、細かい戦術の話に口を出すことはしなかった。こんなものに素人が口をはさんでもいいことはないと輝星は考えていたからだ。

      「今回みたいな大立ち回りは何度もできませんけどね、エース部隊やゼニス・タイプの相手なら任せてもらって大丈夫です」

      「ふむ、確かにあれほどの戦闘力を対艦戦に突っ込ませるのはよろしくない。やはり、強者の戦イクサといえば一騎討ちです」

      　彼の発言がお気に召したのか、参謀総長は満足げにちらりとソラナの方を見た。嫌そうな表情をするソラナだったが、不承不承といった態度でうなずいた。

      「……対艦部隊は前回の作戦ではずいぶんと温存できたでありますから……北斗氏には対ストライカー戦闘を担当してもらうというのは小生も賛成であります」

      「帝国の近衛隊やゼニスは極めて強力です。これを少ない被害で排除できるのなら、ずいぶんと戦いやすくなるのでは？」

      「く、確かにそれはその通りでありますが……」

      　旗色が悪くなってきたとみて、ソラナが恨みがましい視線を輝星に向けた。彼が両手を合わせて頭を下げると、小さくため息を吐く。

      「たしかに、守るばかりではいつまでたっても状況が改善しないのは事実であります。では、少しでも被害が少なくなるように攻勢案を詰めていくことにするでありますよ」

      「それでよいのです、それで」

      　参謀総長は満面の笑みでうなずいた。

      
        

      

      

      
        

      

      「はあ、やっと終わった」

      　輝星は大きなため息を吐いてから、大きく体を伸ばした。結局、あれから会議が終わるまで数時間もかかった。彼はその間、時折意見を求められる以外は特にすることもなかったので、とても退屈な時間を過ごす羽目になっていた。

      「おつかれさーん」

      　そんな声とともに、輝星の頬に冷えたカフェオレの缶が押し当てられた。思わず悲鳴じみた声を出す輝星に、下手人がからからと笑った。

      「ごめんごめん、びっくりした？」

      　慌てて振り返ると、そこに居たのは先ほどの会議でも少しだけ話した、情報部門の軍服を纏った少女だった。遠目で見てもシュレーアによく似ていたが、近くで見ても瓜二つだ。服装と髪型くらいしか違いがない。

      「あ、ええと、殿下……シュレーア様のお姉さまでしたか？」

      「そそ。シュレーアの双子の姉、フレア・ハインレッタとは私のこと。よろしくねー」

      　フレアは輝星の隣の椅子にするりと座ると、ニコニコ笑いながら彼の手を握ってぶんぶんと振った。妙にフレンドリーな態度に、輝星の額に冷や汗が浮かぶ。

      「ど、どうも」

      「硬い硬い。敬語なんか使わなくていいし、呼び捨てでいいからねー」

      「それはさすがに不味いのでは？」

      「いーのいーの！ 皇族たって皇位継承権はシュレーアちゃんより下の末席だからねー、私」

      「左様で……」

      　シュレーアとほとんど同じ容姿でこのようなハイテンションな態度をとられると、かなりの違和感がある。引きつった笑顔でうなずきつつ、受け取ったカフェオレ缶をあけて口をつける。

      「ふう……疲れた時には、やっぱり甘いものがいいね。ありがとう」

      「どういたしまして！」

      　嬉しそうな表情で頷くフレアに、輝星はポケットから棒付きキャンディーを取り出して渡した。いつも食べているストロベリー味のヤツだ。

      「これ、お返しということで」

      「んふふ、人間ができてるね。お義姉さんうれしいよ」

      「なんか姉のニュアンスが変じゃなかった？　今」

      「気のせいじゃないかなー？」

      「そ、そう……」

      　上機嫌に飴を頬張るフレアに、輝星はなにも言えなくなってしまう。なかなかやりにくい手合いだった。情報部所属は伊達ではないようで、フレンドリーに見えてどこか底知れない部分がある。

      「おや、輝星さんに姉上。変わった組み合わせですね」

      　そこに、疲れた様子のシュレーアがやってくる。物珍しいものを見る目を二人に向け、そのままフレアの隣に座ろうとする。しかし当の彼女がそれを止めた。

      「あ、シュレーアちゃんはこっちで」

      　自分の座っていた席から立ち上がりつつそんなことを言うものだから、シュレーアは不思議そうにしながらも促されるまま腰を下ろした。そのままフレアはシュレーアの隣に座る。ちょうど、シュレーアが輝星とフレアに挟まれた形だ。

      「ところで、ずいぶんと親しそうにお話しされていましたが……お二人って面識ありましたっけ？」

      「いや、今日が初対面だけど」

      「で、ですよねえ。ははは……」

      　ハッキリと言い切る輝星に、シュレーアが乾いた笑みを浮かべた。フレアの性格は、当然よく知っている。どういうやり取りがあったのかは、容易に想像できた。

      「まま、たぶん長い付き合いになると思うからさー？ ねー、シュレーアちゃん」

      「ま、まあそうなれば嬉しいなとは思ってますが」

      　露骨な言い草だ。シュレーアは思わずそっぽを向いた。恥ずかしさのあまり、首筋まで真っ赤に染めている。フレアがにやりと笑い、シュレーアの肩をぽんぽんと叩いた。

      「ところでさ、参考までに聞いておきたいんだけど……」

      「な、なんです？」

      　そのささやくような声に、思わず自分も声を小さくして聞き返すシュレーア。

      「シュレーアちゃん的にさ、連婚れんこんはオッケー？」

      「ええっ!?……う、まあ、姉上が相手ならば、否やはありませんが……」

      「本当!? やたっ！」

      　小躍りせんばかりに喜ぶフレア。そんな彼女に、輝星は微妙な目つきで視線をおくった。

      「なんか妙な単語が聞こえたんだけど……連婚れんこんってなに？」

      「あっ、ヤバ、聞かれてた」

      　あからさまに焦った様子のフレアは、しらじらしく笑いながら口笛を吹いた。

      「な、なんのことかなー？ お義姉ちゃんそんなこといってないけどナー」

      「いや言ってたよね。何なの連婚れんこんって、ねえ！」

      　詰め寄る輝星。しかしその問いに答えたのは、フレアではなかった。

      「説明しましょう。連婚とはすなわち、複数の女性……おもに姉妹間で夫を共有する婚姻関係のことであります」

      　ソラナだ。むっすりした表情の彼女は、青いセミロング・ヘアを揺らしながら輝星の隣に乱暴に腰を下ろす。

      「ど、どうも……そ、それなら聞いたことありますね。連婚れんこんっていうのか、あの制度……」

      「地球人テランと違って我々ヴルド人は極端に男性が少ないわけでありますからな、こういった制度がなければ、大半の女性は未婚のまま一生を終えることになるのであります」

      　腕を組んだソラナは、挑戦的な視線を二人の姉妹に飛ばした。

      「もっとも、それは平民や下級貴族の話。皇族ともなれば、一夫一妻が基本ではなかったかと思うのでありますが？」

      「そうかなー？ うちってば小さい国だしね。あんまりカタいことを言う必要はないと思うけどなー？」

      「ま、所詮は臣下の身。主家の婿にどうこう口を出す身の上ではないのでありますが……」

      　言葉とは裏腹に牽制するようなソラナの視線を、フレアは能面めいた笑顔で正面から受け止める。

      「あ、スイマセン、自分これからカップラーメン食べなきゃいけないんで。それじゃあ」

      「ちょっと待ってください！ 私を置いて逃げないでくださいよ！」

      　胃が痛くなってきた輝星は、さっさとこの場から離れようと立ち上がろうとした。しかしその袖をシュレーアが掴んで止める。

      「ご、ごめんごめん！ 私ソラナちゃんとは仲良しだから、ねっ！ ねっ！」

      　逃げられてはたまらないと、フレアは慌てて立ち上がりソラナに背中から抱き着いた。

      「ちょ、ちょっと！ 殿下！ やめてほしいであります！ 小生、女同士はカンベン！」

      「はっはっは、私も同感だよっ！」

      　ソラナの背中をベシベシと叩いてから、フレアは体を放す。

      「えーっと、その、それで……結局なんなんです？ 姉上。何か用件があって輝星さんに話しかけたんでしょう？」

      　妙な方向にいきつつある会話を修正すべく、こほんと咳ばらいをしたシュレーアが聞く。フレアはぽんと手を叩き「ああ、そうだったそうだった」と笑う。

      「実は今度さ、私たちの弟がこの艦フネに来るんだよねー。輝星くんに、その護衛を頼みたいんだよ」

      「えっ」

      　いきなりの提案に疑問の声を上げたのは、輝星ではなくシュレーアだった。

      「なんですそれ、聞いてないんですが……」

      《レイディアント》にシュレーアたちの弟……つまりはカレンシア皇国の皇子が来る。シュレーアは、そんな話はまったく聞いていなかった。ひどく困惑した様子で眉根に皺を寄せる彼女に、フレアはあっけらかんと笑う。

      「そりゃ、言ってなかったからねー」

      「言ってなかったって……まずいでしょう。ここは飢えた狼の巣窟ですよ!? そんな中に気弱なあの子を連れてくるなんて」

      「飢えた狼の代表が言うと説得力が違うでありますな……」

      　そっぽを向きながら、ソラナがぼそりと呟いた。尖らせた口で、ちびちびとブラックコーヒーを飲んでいる。

      「私は輝星さん専門なのでセーフ！ セーフです！ 公認なので！」

      「うわ、開き直りやがった！」

      　頭が痛くなりそうな会話をしている三人に、輝星は額に手を当てた。自分に素直になれとは言ったが、公認を出したつもりはない。断じてだ。

      「そもそも護衛とか言われても困るんだけど。ストライカー乗っていいの？」

      「駄目に決まってるよね？ ストライカーで個人の護衛する人がどこにいるのかなー？」

      「ストライカーに乗ってないときの俺の戦闘力なんて、そこらのお婆さん以下なのよね。そんな貧弱な護衛ってどうなのさ」

      　ヴルド人男性は一般的に地球人女性かそれ以下の筋力しかないが、輝星の体力も地球人の平均を大きく下回っている。下手をすれば、護衛対象に守られる羽目になりかねない。

      「いや、護衛云々はあくまで名目だからね？ まさかそんな危ない目に合わせたりするわけないじゃん？」

      「マジすか……」

      　げんなりとした様子で呟く輝星。いい加減、一か月以上まともにストライカーに乗っていないのだ。そろそろ訓練を始めて、できるだけ早く調子を取り戻しておきたいところだった。

      「というか、なぜあの子が……アオがここに来るのです？ ちょっとよくわからないんですが」

      「そりゃ慰問のためだよ。なんといってもアオは国民からも軍からもアイドルみたいに人気があるからねー、ちょっと兵の手でも握ってやれば、士気も爆上がり間違いなしさ」

      「そりゃあ、あの子は可愛いですが……姉として、そういった任務に弟を向かわせるのは、ちょっと」

      　反対意見を述べるシュレーアに、フレアがため息をついた。そして彼女の背後に回り、今度こそ輝星に聞こえない声量で囁く。

      「この機会に家族ぐるみで仲良くなってさ、外堀を埋めるわけ」

      「な、なんと……姉上、策士ですね」

      「まーね。シュレーアちゃんもさ、この戦争が終わったら『ハイ、さよなら』なんて関係で終わるつもりはないんでしょー？ 輝星くんとは」

      「それはもちろん」

      「でしょー？ だったらお姉ちゃんに任せておきなさい」

      　こそこそ話を続ける二人に、ソラナが厳しい目を向ける。そして輝星にそっと耳打ちした。

      「どうやらよからぬことを企んでいる様子。十分気を付けておいた方がいいでありますよ」

      「ま、まあフレアさ……フレアはどうか知らないけど、殿下は悪いひとじゃないから……」

      「性根は善良でも、シュレーア殿下は自分の欲望に弱いところがあるので」

      「それは確かに……」

      　唸る輝星に、ソラナは神妙な表情でうなずいた。シュレーアの直属の部下となって長い彼女は、シュレーアの性格に関しては熟知していた。

      「えー、とりあえず話がまとまりました。輝星さん、どうか我が弟……アオの付き添いをお願いできませんか？ ずっと女ばかりの環境ですし、さすがに疲れているのでは。久しぶりに同性と話すのも、気分転換になってよいのではないかと思いますが」

      「あ？ ああー、まあ、確かに。最後に男と話したのは、いったい何か月前やら」

      　眉をひそめながら、輝星は頬を掻く。戦場にいる限り男と顔を合わせる機会などない。かつては同性の相方がいたが、少し前に婿入りして別れてしまった。

      「そうでしょうとも！ アオは少しばかり引っ込み思案なところはありますが……気立てのよい、いい子ですよ。きっと仲良くなれると思います」

      「そうそう。なんだったら二人っきりで話せる場もセッティングするからさー？ 好きなだけボーイズトークすればいいんじゃないかなー？」

      「そうかな？ まあ、そういうなら……」

      「言ってる端から丸め込まれているでありますよ……」

      　険しい表情でソラナが首を振る。そして小さな声で呟いた。

      「というかまさか薔薇の間に挟まるつもりではなかろうな、この女ども……ええい、なんとしても止めねば」

      「不敬罪待ったなしの言葉が聞こえたような気がするけど、気のせいかなー？」

      「なんのことやら。幻聴では？」

      「ならいいけどさー？」

      　非友好的な視線をぶつけあう二人。最近やっとシュレーアとサキの仲が改善してきたと思ったらこれである。まさか自分はいわゆる『サークルクラッシャー』になっているのではないかと、輝星は不安を覚えた。

      「あんまりキリキリしてると体壊しますよ、ほんと……これでも食って落ち着いてください」

      　そう言って輝星はポケットからいつものキャンディーを出してソラナに押し付けた。受け取った彼女は、「むっ」と眉を跳ね上げる。

      「初めて異性からもらったプレゼントが飴玉とは……」

      　嬉しそうにも不満そうにも見える不思議な表情で棒付きキャンディーを頬張るソラナに、フレアが苦笑した。

      「いったいいくつ持ってるのさ、それ」

      「たくさん」

      　さらに四つほどの棒付きキャンディーを出して見せる輝星。フレアとしては、笑うしかない。

      「ま、まあ、そういうことで。まだ詳しい日程は決まってないけど……まあ、一週間以内かな。予定が決まり次第また連絡するから、よろしく頼むよ？ 輝星くん」

      「おーけーおーけー、ありがたく羽を伸ばさせてもらいましょ」

      　結局、そういうことになった。

      
        

      

      

      
        

      

      　その夜。シュレーアの自室にて、フレアは透明なグラスに入った日本酒を揺らしながら、上機嫌な様子で笑っていた。

      「いやー、シュレーアちゃんと呑むのも久しぶりだねー。戦争が始まってから、それどころじゃなかったし」

      「そうですね……半年ぶり以上ですか。私は艦隊指揮官、そして姉上は情報部局長ですからね。活動範囲が重ならない」

      　フレアの対面に座ったシュレーアが苦笑する。二人はテーブルを挟んで、小さな酒宴を開いていた。卓上には中身がたっぷり入った酒瓶がいくつか乗せられている。

      「前線に行くのは死んでもゴメンだったからねー、わたしはさ。ドンパチするのなんて、怖いじゃない」

      　天井に懸けられたシャンデリア風照明を遠い目で見つつ、酒で口を湿らせるフレア。その表情は複雑だ。妹が前線で戦うなか、自分は後方で安全に過ごしていることに思うところがあるのかもしれない。

      「なにを言うのです。姉上の働きがあってこそ、我々が前線で十全に戦えるのですよ？」

      「ははは、そう言ってくれると嬉しいよ。どうしても侮られがちだからね、私らの仕事は」

      　フレアの皇位継承権がシュレーアより低いのも、そのあたりが関係している。戦うもの、危険を冒すものほど貴いというヴルド人の貴族主義は、逆に言えば戦わない貴族への侮蔑を生んでしまう。

      　情報部など、その最たるものだ。戦いもせず、他人を嗅ぎまわっている卑怯者ども。多くの貴族が、諜報に携わるものに対して抱いている印象だ。

      「ま、皇位を目指しているわけではなし。そのへんはどうでもいいんだけどねー」

      「それは私も同じですよ。皇王なんて器じゃありません。政治だの大局的な戦略だのとかいう小難しいものは、エイリア姉上に丸投げしたいところ」

      　次期皇王と目されているできのいい姉の顔を思い出しつつ、シュレーアはグラスの酒を飲み干す。空になった杯に、フレアが即座に次を注いだ。

      「おっとっと、ありがとうございます」

      　ニヤリと笑って礼を言うシュレーア。

      「いやー、しかしまさかエイリア姉ねぇがストライカー戦でやられるとはねえ。うちらの姉妹の中じゃ、一番操縦がうまかったのに」

      「相手があの、〝常勝〟のディアローズですからね。さすがに分が悪かったのでしょう。重傷とはいえ命に別状なく帰ってこられたのが、不幸中の幸いです

      　ヴァレンティナの口からあの女の名前を聞かされた時は、輝星の手前大きな声では言わなかったもののシュレーアも驚いたものだ。

      「しかし次に勝つのは我らです。ヤツには、相応の対価を払っていただく」

      　グラスを持つ手に、自然と力が入った。敬愛する姉を傷つけただけでは飽き足らず、好いた男も狙うとは……許せるものではない。

      「その意気だ！ 頑張れ！」

      　上機嫌に同調し、フレアは肴の糠漬けを口に運ぶ。よく漬かったキュウリの酸味がすがすがしい。

      「そうですね、そのためにも力をつけねば」

      　うんうんとうなずきつつ、シュレーアは立ち上がった。そしてそのまま、部屋の隅に置かれた棚へと向かう。そこに置かれていたのは、古びた電子ジャーだった。躊躇なくそれを解放すると、中に入っているものは当然炊き立ての米。

      「あっ、姉上もいりますか？」

      「い、いらない」

      　先ほどとは一転、若干引いたような表情でフレアが断った。シュレーアは小首をかしげつつ、どんぶりのような大きさの茶碗へとご飯を盛る。当然のように大盛りだった。湯気のたつごはんを携え、ほくほく顔で席に戻るシュレーア。

      「前から思ってるけどさー、ご飯を肴にお酒飲むのってどうなの？」

      　ジト目でそれを見ながらフレアが言う。肴は炙った干物が一つあればいい。それが彼女のモットーだった。

      「しかも今日はサケだよ？　米から醸造されてるわけじゃん。米で米呑んでるじゃん」

      「いいんですよ、美味しんだから」

      「そっかあ……」

      　あきらめたように、フレアはため息をついた。

      「まあいいけどさ、輝星くんの前でそういう奇行しちゃだめだよ」

      「き、奇行」

      　ひどい言い草に、シュレーアの動きが止まる。

      「だ、大丈夫ですよ。輝星さんお酒飲めないらしいし」

      「そうなの？ 可愛いじゃん」

      「ええ。とっても」

      　ほわほわとした笑顔で同意する妹に、思わずフレアも笑ってしまう。

      「いや、しかし……姉上が輝星さんをそこまで気に入るとは思いませんでしたよ。初対面でしょう」

      「まあね」

      　すまし顔でフレアはうなずいた。

      「なんだかんだ言って、わたしも女だからね。魅力的な男の子がいたら、自分のモノにしたくなるよ。それに……」

      「それに？」

      「シュレーアちゃんが、本気で輝星くんのことを好きだっていうのが一目でわかったからね。容姿だけ見てのぼせ上がってるんじゃない、心の底からなにもかも好き！ そういう感じでしょ？」

      「うっ……は、はい。さすが姉上、お見通しですね」

      　明け透けな言い方に盛大に照れつつも、シュレーアはその言葉を否定しなかった。

      「真っすぐで、熱くて、私に正面から向き合ってくれる。ぜひとも人生の伴侶になってもらいたい。私はそう思っています」

      「ふ、ふーん。そうなんだ」

      　正面からそう言い放ったシュレーアに、今度はフレアの方が照れてしまった。アルコールのせいではなく火照った頬を突き合わせ、よく似た容姿の二人は笑いあう。

      「ま……ほら、私とシュレーアちゃんって付き合いが長いじゃない」

      「それは、まあ。母上のお腹の中にいた時からの付き合いですからね」

      「そうそう。だからさ、シュレーアちゃんが本気で好きになれる相手なら、私が愛せないはずがないんだよ。そこがよーくわかってるから、シュレーアちゃんと協力してカレを射止めようと思ったわけ」

      「なるほど……」

      　うなずいてから、シュレーアはご飯を口に運ぶ。よく味わってから、ごくんと飲み込んだ。

      「実際のところ、輝星さんをめぐるライバルは多い……そして、ご存じの通り私は猪武者です。足りない部分は多い」

      「そこのところを補うのが私ってわけだねー？ 任せてよ」

      　自信ありげにフレアが胸を張った。

      「さてさて、それじゃあ輝星くんを攻略する方法をさっそく考えようじゃないの」

      　戦争も恋も、戦略が肝心だ。作戦会議をしていた時と同じような口調でそう言って、フレアはにやりと笑った。

    
  
    
      書籍版特典ＳＳ

    


    
      
        サキの里帰り

      

      　カレンシア皇国、首都星アルプ・プライム──通称、皇都。その第一都市、エリデンクルスは、真夏の陽気に包まれていた。皇国最大の都市にもかかわらず、どこかひなびた雰囲気を醸し出す町並みを、赤道直下特有のギラついた陽光が炙っている。

      「アツイ」

      　そんな声を上げたのは、愛用のフライトジャケットを腰に巻いた輝星だった。半袖シャツ一枚とジーンズという涼しげな服装にも関わらず、彼の顔からは洪水のように汗が噴き出している。

      　輝星が歩いているのは、エリデンクルスのダウンタウンだ。木材とモルタルを組み合わせて作られたビルが並ぶ景観は、ヴルド人都市の下町としてはごくごく標準的なものである。地球由来の文化を無節操に取り込んだ結果なのか、建物のデザインからは和風にも中華風にも見えるオリエンタルな風情が漂っている。

      「ったく、情けねえなあ」

      　隣を歩くサキが口角をあげつつ肩をすくめた。キッチリとした詰め襟の軍服を着ているというのに、彼女はうっすらと汗をかいている程度だ。

      　クシェル星系から皇都へ帰還して数日後、輝星には休暇が与えられた。次の作戦に備えて英気を養ってくれ、ということらしい。訓練などの時以外は比較的自由に過ごしている彼だが、自由な外出が認められていない以上実質的には軟禁である。やはり、多少は羽を伸ばせる時間は必要だった。

      　とはいえ、いきなり休みをもらってもやることは特に思いつかない。さて、どうしようかと悩んでいた輝星に声をかけたのが、サキだった。

      「しょうがねえ」

      　彼を誘った張本人であるサキは、にやにやと笑いつつ輝星の肩を叩く。びっくりするほど機嫌がよさそうだ。そのまま彼女はスルリと路肩に寄ると、飲料の自動販売機にコインを投入した。

      「どれがいい？」

      「あー、助かる……」

      　軽く笑った輝星が押したのは、ソーダ水のボタンだった。しかし、ボタンを押したにもかかわらず、自動販売機はウンともスンともいわない。サキが半目になって、その横っ腹を蹴とばした。金属がへこむ音と共に、ボトルが取り出し口へと落下する。

      「よーしよし、イイ子だ」

      「本当にいい子か？」

      「そのままカネが呑まれることだって珍しくないからな。こう言う場所じゃ、マトモに動く自販機はあんまりないんだ。注意しろよ」

      　電子通貨なら返金してもらえばいいだけだが、超高速通信は文字や音声を送受信するのがせいぜいの低スペックな代物であり、旧世紀のような全世界を覆う電子ネットワークなど構築できるはずもない。世界情勢を主導するような超大国がヴルド人社会に存在しないこともあって、世界は再び金・銀本位制経済へと逆戻りしていた。

      「ほらよ」

      　とはいえ、そんな壮大な話など庶民にとってはどうでもよいことだ。にやにや笑いのまま、サキは取り出し口から引っ張り出したボトルを輝星の頬に押し付けた。

      「冷たぁ……」

      　気持ちよさげに目を細める輝星を楽しそうに見ていたサキだったが、周囲の通行人たちが憎々しげに自分を見ていることに気付き、シッシと手を振った。男日照りは軍人だけの特権ではない。独り身の寂しい女のほうが圧倒的に多いのだから、男連れにヘイトが集まるのも当然のことと言えた。お相手・・・がモデルやアイドルと比べても遜色ない、それどころか明らかに勝っているようなとんでもない美形なのだから、なおさらだ。

      「見世物じゃねーぞ！」

      「ちっ……」

      　とはいえ、軍服姿で腰に刀まで差しているサキに凄すごまれれば、引き下がるしかない。こちらを睨んでいた若い女たちは、顔をしかめながら散っていった。

      「ヤンキーみたいなことするね、キミはさ……」

      　輝星はあきれ顔だが、彼女は表情を引き締めたまま顔を左右に振る。

      「バカ言え、あたしがナメられたら、絡まれるのはお前だぞ。ガン付けられてビビるような弱っちい女のツレなんか、自分のモノにしちまえってさ」

      「や、野蛮」

      　顔を引きつらせる輝星だったが、サキの発言は決して脅しなどではない。実際、付近にいる女たちには、獲物を狙う獣の目つきで輝星を見ているも者も少なからずいた。

      「とにかく、ウカツな行動はするんじゃねーぞ。大変なことになりかねねーからな」

      「ウッス……」

      　周囲のねばついた視線に気づいた輝星は、身体を若干震わせながらうなずいた。ヴルド人の女に本気で襲われた場合、輝星の腕力ではまともに抵抗することはできないのは自分の身をもって実証済みだ。地球人テランの男としてはいささか気恥ずかしさを感じるが、ここはサキに守ってもらうしかない。

      　そうこうしているうちに、二人は目的地へとたどり着いた。周囲と比べて若干大きめのビルで、出入り口に置かれた簡素な案内板には、《オオトリ飯店》《雑貨屋アルザス》《マキシマ流剣術道場》などの文字が並んでいる。建物の大きさのわりにテナントは少ないように見える。住居としても使われている雑居ビルなのだ。

      「ここも暑いなあ……」

      　開きっぱなしのガラス戸からロビーへ入った輝星は、先ほどのソーダ水を一口飲んだ。冷房などという気の利いたものはかかっていない。壁に取り付けられた扇風機が全力で稼働していたが、暴力的な熱気を孕んだ空気を攪拌かくはんしているだけでなんの役にも立っていない。

      「げっ」

      　サキが妙な声を上げた。彼女の視線の先に目をやると、そこにはエレベータがあった。しかし、その扉には《故障中》と書かれた張り紙がくっついている。

      「半年前からだぞ……直す気はねぇのかよ……」

      「ええ……」

      　輝星はちょっと唖然とした様子で、サキの方をうかがった。

      「ちなみに、目的地は？」

      「最上階……十七階だ」

      「うげぇ……」

      　輝星は、ひどくげんなりした表情で呻いた。しかし、エレベーターが壊れている以上、階段を使う以外の選択肢はないのである。二人は顔を見合わせ、深くため息を吐いてから、階段へと向かった。

      　が、貧弱極まりないフィジカルに定評のある輝星が、十数階ぶんの階段を登り切れるはずもない。彼の体力が限界に達したのは六階と七階の間にある踊り場までたどり着いた時だった。

      「はあ、はあ……」

      　荒い息を吐きつつ、輝星がしゃがみ込む。顔からぽたぽたと滴った汗が、踊り場の床を濡らしていく。

      「お、おい、大丈夫かよ……」

      　一方、心配そうに彼の肩を叩くサキはと言えば、顔色ひとつ変えていなかった。一般的なヴルド人と比べても体力がある方の彼女は、この程度の運動ではウォーミングアップにすらならない。

      「あんまり大丈夫じゃない……はあ、しんど……」

      　真っ赤な顔で、輝星は床に座り込もうとした。サキが慌ててポケットからハンカチを取り出し、下に敷いてやる。そして彼の肩を掴み、そっとその上へ降ろしてやった。

      「服が汚れるだろ……」

      「わ、悪いね……」

      　顔をやや赤くしながらぷいとそっぽを向く彼女に、輝星は小さく笑いながら頭を下げた。サキはふんと鼻から息を吐きつつ、そのまま輝星の隣へ腰を下ろした。自分の方は、ハンカチを敷いたりはしない。

      　しばらくの間、輝星は呼吸を整えることに努めた。時々上や下の階層からやってきた人が彼を物珍しそうに眺めたが、そのたびにサキが睨みつけて強引に退散させた。

      　街中にしろ、このビルの利用者にしろ、やはり出会うのは女性ばかりだ。男性の顔を見ないわけではないが、やはり極端に少ない。一対十という男女比以上に男性を見かける機会が少ないことに、輝星は内心興味を覚えていた。

      「あー……」

      　とはいえ、今は思案しているような余裕はない。ソーダ水で口を湿らせ、のどに感じるぱしぱしとした刺激に顔をしかめた。こういう時は、炭酸ではなく普通の飲み物を買うべきだった。若干後悔するが、もう遅い。

      「はあ……」

      　それでも、ないよりはよほどマシだ。人心地ついた輝星は、何度か息を吸ったり吐いたりしつつ、自分のハンカチで顔をぬぐう。

      「落ち着いたか？」

      「まあ……」

      　短く答えつつ、ソーダ水を口元に運ぶ。視線を横に向けると、サキはまったく疲れなど感じていないような様子でこちらを見ていた。それに強い羨ましさを感じつつも、輝星はなにも言わなかった。

      　視線が交差したことで、今度はサキの顔がぱっと紅潮した。風を切る音がしそうなスピードで、彼女はそっぽをむく。長いポニーテールが勢い余って輝星の顔を直撃した。

      「ほあっ!?」

      「わわっ!? 悪ワリぃ!!」

      　サキは慌てて彼から離れた。五十センチほどの距離を取って、再び背中を壁に預ける。その様子に、輝星は思わず苦笑した。

      「そう言えば……」

      　その挙動不審な態度を追求するのもかわいそうだと思った輝星は、ふと思いついた風を装って視線を上の階へと向けた。

      「里帰りってどのくらいぶりなの？」

      　そう。サキの目的とは、里帰りだった。正確に言えば、下町の散策ついでに実家に挨拶をしていきたいと彼女が言い出しただけなのだが……輝星としても、それを拒否する理由はない。

      　傭兵としてヴルド人の社会と関わるようになってもう何年もたつ輝星だが、軍組織の外へ出ることはまずない。ふだん縁のないヴルド人の一般家庭というものに、少なからず興味を抱いていた。気分はホームステイだ。

      「里帰りつっても、ウチは代々皇都住みだからなあ。戦争が始まる前は皇都の部隊にいたから、あんまり帰郷って感じはしないんだが」

      　サキは小さく肩をすくめた。もちろんふだんは宿舎で生活していたが、軍隊といえど休日はもちろんある。そのたびに実家に顔を出していたので、あまりホームシック的なものは感じずにいたのだ。

      「戦争が始まってからは前線勤務が続いたから、あんまり帰ってこられなくなってたけどよ……さっきも言ったが、半年ぶりくらいかね？」

      　エレベーターの前で「半年前から壊れていた」と言っていたことを思い出して、輝星はなるほどとうなずいた。

      「まあでも、やっぱ改めて里帰りだなんだって騒ぐのは恥ずかしいからよ……返ってくることも、連絡してねえんだよな」

      「なるほどねえ」

      　気分はわからなくもない。うなずきながら、輝星は破顔した。

      「お前こそ、どうなんだよ？ それこそ、そうそう実家に帰ることができる距離じゃねえだろ？」

      「銀河のちょうど反対側だしねえ」

      　カレンシア皇国は、太陽系からかなり離れた位置にある。普通の客船を利用すれば、片道数か月はかかるだろう。高速船を使えば、もうちょっと期間は短縮できるだろうが、直通の高速船など一般人がそう簡単にチャーターできるものではない。

      　超光速FTL航法を利用してなお、銀河はあまりにも広大だ。父親の残した借金を返すため、そして売り払われた実家を買い戻すために少しでも多くの金を稼ぐ必要があった輝星には、当然里帰りなどしている余裕はなかった。そんなことをしている暇があったらより多くの仕事をこなすべし、ということだ。

      「思い出してみれば、もう何年も帰ってないな。メールのやり取りはしてるけど……」

      　メールにしても、惑星内のネットワークのように即座に届くわけではない。超光速通信にも、速度的な限界はあるのだ。メールを出しても返ってくるのには一週間や二週間はかかるので、情報交換には文通をやるような気の長さが必要になってくる。

      「おいおい。そりゃあ……」

      　サキは憐れむような視線を輝星に向けた。ヴルド人は組織に対する忠誠心はおおむね欠けているものの、その分家族愛は強い者が多い。そんな彼女たちからすれば、実家から数年も離れて出稼ぎを続けるというのはかなり可哀そうに思えるのだ。

      「この戦いが終わったら、帰ってやれよ。旅費なら出してやるからさ」

      「た、太陽系に戻るくらいのカネなら持ってるよ、さすがに……」

      　輝星は顔を引きつらせて首を左右に振った。傭兵報酬のほとんどは実家に送ってはいるが、貯たくわえがまったくないわけではない。

      「まあでも、借金は返し終わったわけだし、そろそろ一回帰りたいのは確かだね」

      「そうしろそうしろ」

      　何度もうなずいてから、サキは口をへの字にした。そしてほっぺたを真っ赤にしつつ、言葉を続ける。

      「あたしもじいさんの故郷には興味あるしよ……ついて行ってもいいか……？」

      　直球極まりないアプローチだ。かなり鈍いところのある輝星もさすがに少し面食らったが、不快というわけでもない。優しく笑って、考え込むそぶりをした。サキは落ち着きのない様子で、そわそわと彼の方をうかがう。

      「……それはいいけどさ。実は俺の実家って、火星にあるんだよね」

      「かせい？」

      　銀河でも有数の商・工業惑星として、そして文化の発信地として、地球の名は銀河中に広まっている。しかしさすがに、国家としての地球(正式名称・汎地球人類共同体)の領有するほかの惑星については、知らない者がほとんどだった。案の定、サキは何を言っているのかわからない様子で小首をかしげる。

      「地球の隣にある小さい可住惑星……太陽系第四惑星だね。銀河標準命名規則に従うと、ソル・セカンダスになる」

      「ふうん」

      　説明されたところで、すぐにピンとくるものではない。サキは腕組みをして気のない返事をした。まあ、実際のところ、目的地が地球だろうが火星だろうが大した違いはない。肝心なのは、輝星と一緒に旅行をするということだ。彼が同行を拒否しなかったので、サキは内心ガッツポーズをしていた。

      「さて、それじゃそろそろ行くぞ」

      　照れ隠しだろうか、ややつっけんどんな口調でサキは言った。実際、すでに輝星の汗もひいている。十分休憩はとれただろう。

      「あいあい」

      　少し笑ってから、輝星は立ち上がる。尻に敷いていたハンカチは、自分のポケットへしまった。

      「後で洗濯して返すよ」

      「別に……いや、まあいいか」

      　一瞬思案して、サキは首を左右に振る。そしてそのまま彼の前でしゃがみ込み、背中を差し出した。

      「ン！」

      「えっなに……」

      　説明不足にもほどがある。困惑を露わにして、輝星は一歩退いた。

      「まだ半分も登ってないのにこの有様だろ！ 最上階まで、絶対持たねえよ！」

      「ああ、うん。そういやそうだね。まだ六階だね……」

      　まだ十階ぶんもの階段を上がらなくてはならない事実に、げんなりした表情になる輝星。サキの言う通り、現状でこの疲労感なら最後まで持たない可能性は十分にあるだろう。たとえたどり着けたとしても、疲労困憊で一歩も動けなくなっているかもしれない。

      「だから……」

      「だから？」

      「背負ってやろうってんだよ！ 察しろよ！」

      　ヤケクソになって、サキは叫んだ。その剣幕に、上下の階から野次馬がわらわらと集まって、こちらをうかがってくる。サキの顔が、限界まで赤くなった。それは輝星も同様で、恥ずかしさのあまり二人してしばらくの間フリーズしてしまった。

      「は、早くしろよぉ!!」

      　サキが哀れっぽく叫ぶものだから、輝星は顔を引きつらせながら彼女の背中に身を預けた。身体が密着したことで、マシンガンのようにせわしなく打ち続けるサキの心臓の鼓動を嫌でも感じることになる。

      　サキは輝星よりかなり身長が高い。一七〇センチ前後と言ったところだろう。そのため、輝星を背負っても危なげがまったくない。彼女は赤面したまま、すっくと立ちあがった。

      　そんな二人を見て、やじ馬たちは「嫌なものを見た」「リア充爆発しろ」などと勝手なことを言いつつ解散していく。痴話げんかならメシウマ案件だが、単なるイチャイチャでは見ていて不愉快になるだけだ。

      「い、行くぞぉ！」

      　恥ずかしさを誤魔化すように叫び、サキは猛烈な勢いで階段を駆け上がり始めた。当然、背中にしがみついた輝星は容赦なく上下へシェイクされることになる。脳と三半規管を滅茶苦茶に揺らされるその感覚に、彼は(自分で行った方が楽だったんじゃ……)と思わずにはいられなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　さすがはヴルド人の体力と言ったところで、二人はその後エレベーターを使うのと遜色ないスピードで最上階へとたどり着いた。さすがの彼女もヒト一人を背負って階段を全力疾走するのは辛かったようで、服まで汗びっしょりになって荒い息を吐いている。

      「うう……」

      　当然、背中の輝星もタダでは済まなかった。問答無用で全身を揺すられたせいで、完全に乗り物酔い状態になっている。床に降りる元気すらなく、ただ青い顔をして汗でぐっしょり濡れたサキの背中にしがみついていた。

      　しばらくの間無言で息を整えていた二人だったが、やがてサキが顔を引きつらせながらそっと輝星を床へ降ろしてやった。彼はひいひい言いながらなんとか立ち上がり、壁に背中を預ける。

      「もし次があったら、その時はもうちょっと安全運転をお願いしたいな……」

      「悪い……」

      　サキはぜーはーぜーはーと荒い息を吐きつつ、短く謝った。疲労の半分くらいは、輝星を背負ったことで無駄に興奮してしまったからだ。彼女は汗でびっしょりになった顔を手で拭って、はっと輝星の方を見る。

      　当然だが、先ほどまでサキに全身を預けていた輝星は、彼女の汗にまみれていた。サキは大口をあけ、ただでさえ真っ赤になっていた顔をさらに真紅に染め、しばらくの間絶句した。

      「…………悪い」

      　しばらく黙り込んでいたサキだが、両手で顔を覆いつつ再びぼそりと謝った。輝星は少しだけ笑って首を左右に振ったが、サキは譲らない。

      「ふ、風呂あるからさ……家に。入ってけよ」

      「あ、ああ……まあうん、そうさせてもらおうかな」

      　ゆっくりくつろげるような状態ではないのは確かだ。彼は苦笑と共にうなずいた。

      「とっ、とにかく……行くぞっ！」

      　サキがそう叫び、大股でずんずんと廊下を進んでいく。最上階フロアは賃貸アパートとして使われているが、建物の広さのわりにドアは少ない。目的地には、すぐたどりついた。表札に《マキシマ》と書かれたドアだ。

      「ちなみに、ウチはこの下の階で剣術道場もやってンだ」

      　こほんと咳払いしつつ、サキが説明する。そして返事を待たず、インターホンのボタンを押した。気の抜けた電子音が、ドアの向こうから聞こえてくる。

      　しばしの沈黙のあと、やる気のない足音が近づいてきた。ドアノブが回り、バタンと扉が開かれる。

      「ハイ」

      　中から現れたのは、黒髪ショートカットの若い女性だった。くたびれた白シャツとダメージジーンズというラフな服装で、その風貌はサキによく似ている。

      　女性は寝ぼけたような表情をしていたが、眼前のサキを見て目を丸くする。

      「おおっ！ 生きてた！」

      「死んでねぇよ!!」

      　思わずサキがツッコむが、女性は構わず彼女に抱き着いた。力いっぱいの抱擁だ。ヴルド人の全開だから、骨がぎりぎりときしむほどの力強さだ。見ていた輝星が、顔色を青くして一歩下がった。

      「痛いっつーの！」

      　さしものサキもこれには耐えかねたのか、やや乱暴な手つきで強引に抱擁から脱した。

      「姉の愛一つ受け止められないとは、なんたる軟弱！ 根性を叩きなおしてやる！」

      「ウオオオオオッ！」

      　女性は叫びつつ、サキに飛びかかった。当然、サキのほうも全力で抵抗する。まるでレスリングかなにかの試合のような技の掛け合いが突如始まった。その騒がしさを聞きつけて、家の中からワラワラと人が出てくる。

      「なんだなんだ！」

      「強盗だな！ あたしらを標的にしたことを後悔させてやる！」

      「ぎゃあああっ！」

      　出てきた若い女たちは、次々とサキに飛び掛かっていった。こうなれば、さすがのサキも抵抗のしようがない。悲痛な叫び声が廊下に鳴り響く。

      「よーし、こんなもんだろ」

      　五分ほどして、満足したらしい女性たちはサキから体を離した。サキは目を回しつつ、文句を言う。

      「あたしだよっ！ サキだよっ！ 強盗じゃねえよ！」

      「知ってた」

      「本物の強盗だったら真剣を出してたね」

      「チクショオ!!」

      　どうやら、女性たちは正体を承知した上で攻撃を仕掛けて来たらしい。サキは床に押し倒されたまま、哀れっぽく叫んだ。

      「ん……あれ？」

      　そこでふと、ニヤニヤ笑いつつサキに関節技をかけていた女性(最初にサキに抱き着いた人である)が、視線を輝星の方に向けた。初めて気づいたらしく、その表情は驚愕に凍り付いている。輝星の方も、目の前で繰り広げられる蛮行に完全にドン引いていた。

      「えっ男!?　誰っ!?」

      「軍の同僚だよっ！ とにかく離せよぉ!!」

      　いまだに関節を極め続けられているサキは、半泣きに近い声でそう叫んだ。

      
        

      

      

      
        

      

      　それから半時間後。輝星とサキは牧島家の居間に迎え入れられていた。居間と言っても、地球人テランの一般家庭と比べればかなり広い。大宴会場を思わせる大きさの、開放感のある和室だ。畳の上には、いくつものちゃぶ台が並べられている。

      「……お風呂ありがとうございました」

      　濡れた髪を揺らしながら、輝星が頭を下げる。その隣では、まだ風呂には入っていない様子の汗まみれなサキが、不機嫌そうな様子でそっぽを向いていた。

      「気にすんな！」

      「風呂上がりの若い男なんて久しぶりだからね！ ギブアンドテイクというヤツさ！」

      　サキの姉がニヤリと笑うと、三十代後半くらいと思われる女性が同調する。サキが汚物を見るような目つきでその女性を睨みつけた。

      　周囲の女たちが、その様子をみて意地の悪い笑みを浮かべた。居間には現在、二十人ちかい人数が詰めかけている。もちろん、ご近所さんなどではない。全員、この家に住んでいるサキの親族たちだ。ヴルド人の家庭は、こういった大家族が普通なのだ。

      「ええと、その……」

      　なんとも言えない不穏当な雰囲気に、輝星は思わず顔を引きつらせる。

      「なんというか、紹介を頼んでも？」

      「……」

      　しばらく黙り込んだサキだが、周囲から向けられる期待の籠もった目つきに屈し、仕方なさそうな表情で口を開いた。

      「……こいつは北斗ホクト輝キ星セイ。見ての通り地球人テランで、本業は傭兵。今は皇国軍であたしと同じ釜の飯を食ってる」

      「男！」

      「地球人テラン！」

      「傭兵！」

      　ほとんど同時に、サキの姉妹と思わしき女たちが叫んだ。

      「へえ、地球人テランは男も戦うって話は父さんのフカシじゃなかったのね」

      　腕組みをしつつ、女性が感心する。サキの祖父は地球人テランだ。その親族である彼女も、地球人テランについての知識はある程度あるらしい。

      「で……」

      　そんな彼女を完全に無視して、サキは目の前の若い女を指さした。なにしろ周囲の人数が多いので、一人に気を取られていると紹介がなかなか進まないのだ。

      「こっちがあたしの姉のハヤネ。うちの姉妹の長女」

      「おう、よろしく！」

      　ハヤネは豪快に笑い、輝星の肩をばしばしと叩いた。サキのモノよりいくぶん大きな胸部が目の前で揺れるものだから、痛み以上に目のやり場に困って輝星は「は、はあ……」と曖昧にうなずくのがせいぜいだった。

      「で、こっちがあたしの五番目のおふくろのケイカ」

      「五番目……」

      　輝星はその言い方に、一瞬へんな顔をした。しかし、それを見た先ほどの女性……ケイカが小さく頷いて説明した。

      「ヴルド人あたしらは姉妹で子育てをするからね。地球人テランと違って、誰から生まれたのかはそこまで重視しないのさ。血さえつながっているなら、母親という扱いになるわけだね」

      「なるほど」

      　そう言えば、そんな話を聞いたことがある。輝星は納得して、深々と頭を下げた。サキの母親にしてはやや若いように見えるのも、彼女が姉妹の下の方だったからだろう。

      「もっとも、これはあたしら平民の話さ。お貴族様となると、話は変わってくるだろうがねえ……」

      「ンなこたァどうでもいいだよ！ とにかく紹介しなきゃいけないヤツが多いんだ、さっさと進めるぞ！」

      　サキが強引に話を断ち切った。何しろこの場には、サキの母親と思われる人間だけで五人、姉妹はその三倍近くいるのである。忙しいことこの上なかった。

      　結局、全員を紹介し終えるには三十分以上もの時間を必要とした。紹介されるたび、毎回毎回全員がからかうような茶々をいれてきたのだから、余計な時間がかかることおびただしい。最後の少女(サキの一番下の妹。十三歳)を紹介し終えるのと同時に、サキはへとへとになってちゃぶ台の上に倒れ込んだ。

      「もう駄目。勘弁しろよ……」

      　疲労困憊のサキだが、輝星の方も完全に目を回している。彼の脳みその容量では、一気に何十人もの人間を紹介されても処理しきれないのである。ハヤネがゲラゲラ笑いながら、彼の肩をまた乱暴に叩いた。

      「今全員覚える必要はねェから安心しろ！ こんなもんはじっくり覚えていきゃあいいのさ、時間はタップリある。……なあ？」

      　最後の言葉は、ほかの姉妹に向けられたものだった。彼女らは捕食者の目つきで輝星を見つつ、ニンマリわらってうなずく。

      「お、おまえら……やめろよ？ 絶対に手を出すなよ？ こいつはその……」

      　小さな小さな声で「まだ」と付け加えてから、サキは言葉を続ける。

      「あたしの恋人ってワケじゃねーし、ぜったいダメだぞ！ それにこいつは、シュレーア殿下のお気に入りだ。下手に手を出したら、大変なことになるぞ！」

      「サキ、あんた帰ってくるたびにシュレーア殿下を『へたれ』だの『ムッツリ』だの愚痴ってるじゃないか。今さら殿下の名前を出して脅しても、全然怖くねえぞ！」

      「う、うるせえ！ とにかく、余計なことはすんな！ わかったな！」

      「ちっ、しょうがねえなあ……」

      　釘を刺されなければ、なにか仕掛けてくるつもりだったのだろうか。唇を尖らせるハヤネに、輝星は身を固くした。

      「まったく、年増はガツガツして怖いねぇ？ お兄ちゃん、こっちに来て私と一緒に遊ぼ？」

      　そんな彼の背中に、末の妹がしなだれかかってくる。その表情には、年齢に見合わない情欲の色があった。

      「エロガキがぁ……あんたにゃ三年早いよ！」

      「ぎゃあっ！」

      　しかし、彼女の襟をつかんで宙にぶら下げる者がいた。ケイカとは別のサキの母親だ。ヴルド人女性の例にもれず、彼女の身長は輝星よりも高い。それが仁王立ちになっているのだから、迫力は十分だ。

      「根性を叩きなおしてやる！ 道場へ行くよ！」

      「わあっ、それだけはカンベン！ 助けて！」

      　末妹は哀れっぽい声で助けを求めたが、姉妹たちはそっぽを向いてしまった。ぎゃあぎゃあ騒ぎつつも、彼女は部屋の外へ引きずり出されてしまった。

      「ひええ……」

      　まったく、いちいち乱暴な一家だ。輝星は顔を引きつらせつつ、視線をサキに戻した。彼女ですら、当然のことのような表情をしている。どうやら、この家ではこれが平常運転らしい。

      「ま、あいつは置いておくとしてだ。お前も風呂入って来いよ。汗くせぇぞ？」

      「駄目駄目。こいつを一人残してったら、何されるかわかったもんじゃねえからな」

      「信用ねぇなあ」

      「ハヤネ姉さんにゃ昔っからいろんなものを取られたからなあ！ お菓子におもちゃ、いろいろだ！」

      「男まで取られちゃかなわないってか？ ぎゃははっ、そりゃ仕方ねえな！」

      　爆笑しながら畳を転げまわるハヤネに、サキは深いため息を吐きつつ額を手で押さえた。悪い人間ではないのだが、姉のこういう部分は正直言って苦手だった。

      「だったらよ、手出しできないようお前も一緒に風呂へ入ればよかったんじゃねえのか？」

      「違いない！」

      　笑い混じりのハヤネの言葉に、ほかの姉妹たちも手を叩いて大笑いした。酒も入っていないというのに、とんでもない盛り上がりぶりだ。困惑する輝星の肩を、ケイカが優しく叩いた。

      「悪いねえ。うちに若い男が来るなんて初めてのことだから、みんなアタマが茹で上がっちまってるのさ」

      「はあ」

      　地球人テランで男の輝星には、正直あまりわからない感覚だ。男ばかりの兄弟の家に、弟が女を連れ込んだような感覚だろうか？

      「あとでシメておくから、今は我慢しとくれ」

      「あんまり乱暴なのは、ちょっと」

      「優しい子だね。でも、痛くしなきゃ覚えないのさ、馬鹿どもはね」

      「ハハァ……」

      　獰猛な笑みでそう言われてしまえば、もう笑うしかなかった。不穏な気配を察したのか、ハヤネが顔を引きつらせる。

      「ま、まあそれはさておきよぉ。お前、これからどーすんだよ？ 泊まっていくのか？ ウチに」

      「冗談じゃねえ」

      　ハヤネの問いに、サキは顔を引きつらせながら激しく首を左右させた。

      「こんなところに北斗を泊められるかよ！」

      「なんだと！ ……と言いたいところだが、まあそうだわな」

      　ハヤネは苦笑しながら、周囲を見まわした。何人かのサキの姉妹たちが、焦ったような表情で輝星とハヤネを交互に見ている。中学、高校くらいの、若い性欲を持て余している連中だった。

      「婿入り前の男を傷物にしちゃ、向こうの親御さんにも申し訳が立たねえからな」

      「そうだぞ、お前。遠路はるばる太陽系まで土下座しに行かなきゃならなくなったらどうする？」

      　腕組みをしてフンスと鼻息を吐くサキに、ニヤリと笑ったハヤネがにじり寄った。

      「バカ言え。真面目にお付き合いをするつもりなら、お前は絶対それをしなきゃならなくなるんだぞ。息子さんをください！ ってさぁ！」

      「……ッ！」

      　輝星に聞こえないような声で囁かれたその言葉に、サキの顔がゆでダコのようになった。ハヤネがケラケラと笑う。

      「主君のことをヘタレだなんだと馬鹿にする割りには、お前もたいがいだからよ。そこまでたどり着くのには、なかなか時間がかかるだろうか……」

      「……」

      「獲物を逃がすような真似は、絶対するんじゃねえぞ。ン？」

      「……わかってるさ」

      　ひそひそと話し合う彼女らに、輝星は首を傾げた。姉妹で親睦を深め合うのは結構だが、サキがいなければこの家の中で彼は完全アウェイである。居心地が悪いことこの上ない。

      「まあ、それはさておきだ！」

      　その様子を見たハヤネが、殊更に明るい声で言った。彼女はガサツだが、人心に疎いわけではない。獲物・・を退屈させるわけにはいかないだろう。せいぜい、彼にはこの家を安らげる場所だと認識してもらう必要がある。

      「泊まれないにしても、メシくらいは食っていくんだろ？」

      「そりゃあ、まあ……な？」

      　サキはちらりと輝星の方をうかがう。今日の予定に関しては、詳細に決めているわけではない。日付が変わる前に艦に戻ればいいだけなので、自由度はそれなりにある。

      「いいんですか？」

      「せっかくサキが帰ってきたんだ、メシの一つでも食わせてやりたいのが親心ってもんさね。だいたい、これだけ人がいるんだ。作る量が二人分増えたくらいじゃ、手間は大して変わらないよ」

      「そりゃあそうですね」

      　ケイカの言葉に、輝星はうなずく。この部屋だけでも、学校のクラス一つ分ほどの人間がいるのだ。全員分の料理を作るとなると、家庭料理というよりもはや給食と呼べるような作業の仕方になるはずだ。

      「ありがとうございます。……いやね、この頃軍隊メシばっかりだったんで、そろそろ変わったものが食べたくなってたんですよ」

      「ははは……同じようなことをサキも言ってたよ」

      「別に、艦で出るメシが不味いわけじゃないんですけどね」

      　軍隊、特に艦艇勤務で出される食事はどうしてもワンパターンになりがちだ。ある程度工夫はされているものの、やはりどうしても飽きは出てくる。

      「名前からして、アンタは日系の地球人テランだろう？ なら、口に慣れたメニューにしようかね」

      「というと？」

      「おでんだよ。知ってるだろう？」

      「な、夏におでん!?」

      　輝星は驚いた。無論夏におでんを食べてはいけないというルールがあるわけではないが、鍋物をするには今の気温は高す

      「わかってないねェ。汗まみれになりながら食べるから余計に旨く感じるのさ」

      「そ、そうなんですか」

      　饗応きょうおうを受ける側としては、文句は言いづらい。輝星は神妙な顔でうなずいた。

      「鍋食って汗まみれになったら、また一緒に風呂に入る機会があるんじゃねえのか？ おい、チャンスだぞ」

      「ば、馬鹿野郎！ からかうんじゃねえよ……」

      　同じ話題を蒸し返されて、サキはまた赤くなった。

      「こりゃ、今夜の酒の肴は決まりだねぇ」

      「くそっ、あたしはおもちゃじゃねえぞ！」

      　叫びながら思わず立ち上がるサキに、周囲はどっと笑いに包まれた。

    
  
    
      
        あとがき

      

      　ドーモ、始めまして。寒天ゼリヰです。

      　本作は異文化交流×巨大ロボット×戦記ということで、比較的ニッチな作品となっております。様々な作品がある中で本作を手に取っていただいたことに、深く感謝いたします。

      
        

      

      　本作最大の特徴はあべこべ、つまりは女性が男性を性的に狙っている、という世界観にあります。

      　皆様はこの手の作品をご覧になったことがありますでしょうか？ もしかしたら、本作のような全年齢作品ではなく、十八禁作品でなら見たことがある、という方もいらっしゃるかもしれませんね。

      　確かに、あべこべ系は大人向けの作品でよく輝く設定ではあります。しかし、全年齢向けにもすばらしいあべこべ系はたくさんあります。本作をお気に召していただけたのであれば、どうぞそれらの作品もご覧になってください。きっとハッピーになれると思います。

      　正直に言えばこの作品を書いたのも『あべこべ系作品を布教する』という目的あってのことでした。幸いにも予想以上の反響をいただき、こうして書籍版を皆様にお届けできることに相成りました。

      　皆様に楽しんでいただけるようなあべこべ系をお届けできるよう、これからも頑張っていく所存であります。

      　近いうちに本作の二巻も出る予定となっているので、よろしければそちらも読んでいただければ幸いです。

      
        

      

      　最後に、お世話になった方々に謝辞を送りたいと思います。担当編集者様。イラストのよろづ様。Ｗｅｂ版の読者の皆様、とくに感想を書いてくださった方々。メカや展開など、様々な助言をくださった夜切怜様、キサラギ職員様。そのほか、本作の出版に当たって協力していただいたすべての方々。皆様のお力添えのおかげで、ここまで来ることが出来ました。本当にありがとうございます!!

      二〇二一年一〇月　　寒天ゼリヰ

    
  
    
      著者紹介

      寒天ゼリヰ（かんてんぜりい）

      SFやらファンタジーやらが好きな四国在住の雑食物書きです。趣味は生き物飼育。デスクがヤモリやらクワガタやらのケージに囲まれているせいで執筆に集中できないことが最近の悩み。いい加減飼育部屋と作業部屋を分けるべきか……。
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      アートディレクター/装丁：はこしろ

      編集協力：深川 岳志
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      ●著者、イラストレーターへのメッセージについて
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      ●底本について

      本書籍は、『小説家になろう』に掲載したものを底本とし、加筆修正等を行ったものです。『小説家になろう』は、株式会社ヒナプロジェクトの登録商標です。

      ●お断り

      掲載したURLは2021年10月1日現在のものです。サイトの都合で変更されることがあります。また、電子版ではURLにハイパーリンクを設定していますが、端末やビューアー、リンク先のファイルタイプによっては表示されないことがあります。あらかじめご了承ください。

      ●本書の内容についてのお問い合わせ先

      株式会社インプレスR&D　メール窓口

      
        np-info@impress.co.jp
      

      件名に「『本書名』問い合わせ係」と明記してお送りください。

      電話やFAX、郵便でのご質問にはお答えできません。返信までには、しばらくお時間をいただく場合があります。

      なお、本書の範囲を超えるご質問にはお答えしかねますので、あらかじめご了承ください。

      また、本書の内容についてはNextPublishingオフィシャルWebサイトにて情報を公開しております。

      
        https://nextpublishing.jp/
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